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8月29日（土）に北川村納涼祭が24時間テレビチャリティー募金と合同で開催さ
れ、今年も多くの方にご来場いただきました。
やまなみ太鼓をオープニングに、みどり保育園児の踊り、ダンスamara、カラオケ
同好会、ゆずみどり、tamutamuさんがステージイベントに出演し盛り上げてくださ
いました。
また、屋台出店者のみなさんは、食をとおして祭りを彩ってくださいました。
世代を超えて踊った総踊りやお楽しみ抽選会では、会場は大いに盛り上がりました。
ご協力いただいた実行委員会の皆さま、ご協賛いただいた皆さま、そしてご来場い
ただいた全ての皆さまに心より感謝申し上げます。本当にありがとうございました。
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国際交流員

September is my birthday month! I turn 25.
北川村での生活も、この8月で3年目を迎えました。日々温かく迎えてくださる地域の皆さまのおかげ

で、今年もたくさんの思い出をつくることができています。6月には、カナダから家族が北川村を訪ねて
きました。今回は大学で国際開発とグローバル化について学んでいる妹も一緒に来ることができまし
た。家族は以前から楽しみにしていたモネの庭を訪れたほか、魚梁瀬ダムまで足を延ばし、北川村や中

芸地域の自然を満喫しました。昼食には「カフェさかや」でチキンカツカレーをいただきました
が、「今回の旅行で一番おいしかった」と大変喜んでいました。
また、学校と教育委員会のご協力により、家族が学校を訪問する機会もいただきました。小学
3～6年生は、授業で学んだ英語を使って自己紹介を発表しました。特に3年生は英語を学び始
めたばかりでしたが、一生懸命練習を重ね、本番ではどの児童も堂々と発表してくれました。そ
の後は、カナダのゲーム「Splat!」をみんなで楽しみ、笑顔あふれる交流の時間となりました。中
学生は学年ごとにテーマを決めて英語で発表を行いました。2年生は中芸地域のおすすめス
ポットを、3年生は日本文化と高知とのつながりについて紹介してくれました。家族にとって高知
の魅力を知る貴重な機会になっただけでなく、生徒の皆さんにとっても、自分の考えや地域の
魅力を英語で伝える良い経験になったと思います。家族も、生徒たちの英語力や積極的な姿勢
に大変感心していました。2年間、生徒たちの成長を間近で見てきた私にとっても、その姿をと
ても頼もしく感じました。
6月には、高知県観光コンベンション協会が実施する「龍馬パスポート」を達

成しました。高知県内のALTとして初めての達成となり、高知駅には令和12年
度まで名前が掲示されます。高知で暮らす中で県内各地を訪れ、多くの人や地
域の魅力に触れることができたことは、私にとって大切な財産です。また、書道
作品が安芸全国書展に入選し、展示していただく機会にも恵まれました。日本
文化を学び続ける中で、このような経験をいただけたことを大変うれしく思っ
ています。3年目も、カナダと日本をつなぐ文化交流を大切にしながら、北川村
の魅力を県内外の多くの方々へ発信していきたいと思います。
7月末に新しいCIRが北川村に着任しました。毎週木曜日18時30分から村

民会館で開催している英会話教室にも参加していますので、ぜひお気軽にお
越しください。皆さまとお会いできることを楽しみにしています。

初めまして。７月27日付で、北川村の国際交流員に着任しました、マックス・ジョーンズと申します。今
回、初めての記事となりますので、自己紹介をしたいと思います！私はアメリカのアリゾナ州フェニックス
市に生まれ、26年間過ごしてきました。直近の住まいはメサ市という町ですが、フェニックス市と結構近
くて、気候はどちらもすごく暑いです。2025年には、気温が約37.8℃以上に達した日が122日記録さ
れました。アリゾナ州の夏は７カ月間も続きますが、メサ市とフェニックス市は砂漠の中間地点にあるの

で、日本と比べると湿度はかなり低いです。ですから高湿度にあまり慣れてない私は、北川村で暮らすことへの大きな喜びと共に、
少し不安な気持ちが交ざっています。
家族は両親と祖父母がアリゾナ州にいますが、2人の兄はユタ州とオハイオ州で、彼らの家族と暮らしています。また私の家族

は、2匹の猫と1匹のリクガメも飼っています。2匹の猫は、私が6歳くらいの頃からずっと家にいたこともあり、動物学に興味をも
ち、大学では生物学を専攻しました。科学の勉強に加え、副専攻として日本語も勉強しました。医師助手になることは長期的な目
標としてありますが、高校生だった時から日本語に興味を持ちはじめ、とても美しい言語で、いつか日本語を使った仕事をしてみた
いという希望もあります。
私の趣味は、絵を描いたり、本を読んだり、自然の中で散歩したり、運動したり、ビデオゲームをすることです。また掃除しなが

ら、オーディオブックを聞くのも好きです。私は日本語を聞いたり、使ったり、学んだりすることも好きです。日本語能力は高いわけ
ではないですが、北川村での生活を通して、一日も早く言語能力を上げることができればいいなと思います。村内で私をみかけた
ら、ぜひ声をかけてくださいね。皆さんにお会いする日を楽しみにしています。これからよろしくお願いします！

マックス・ジョーンズ Max
Jones

　　　

ゼイン・セリダ Zane 
Sereda 外国語指導助手

小学生と集合写真

龍馬パスポート殿堂入り！

このたび、30年以上にわたり北川村食生活改善推進協議会の会長を務めていただいた町田喜
代さんに北川村から感謝状が贈呈されました。
町田さんには、長年食生活改善推進員の中心的役割を担い、食育の推進や生活習慣病予防の啓
発活動において卓越した指導力を発揮し、北川村の保健行政の推進に大きく寄与していただきま
した。
また、町田さんは会長を退任されますが、今後も協議会の会員として活動していただきます。
これまでのご功績に深く感謝申し上げるとともに、今後のご活躍をお祈りいたします。

令和８年６月１２日～１４日、稲沢グランドボウル
にて、「第５９回日本シニア選手権」が開催され、
北川村の柿𠩤昇さんが出場しました。柿𠩤さんは、
日頃練習してきた成果を大いに発揮し、見事な成績
を収めました。入賞、おめでとうございます！！

男子マスターズ個人戦

長年のご尽力に感謝を込めて
感謝状を贈呈

長年のご尽力に感謝を込めて
感謝状を贈呈

＜ ボウリング ＞
第59回日本シニア選手権　入賞 !
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学 校 通 信
　　６月４日（木）、今年度の「全校総合」がスタートしました。今年

度の探究テーマは、「防災～いつかじゃなく今始められること、北川村
だからできる豊かで確かな未来へ～」です。「地域の人を巻き込んで地
域と共に活動したい」「地域の人が安心して過ごせる村にしたい」など
の思いから、「防災」に着目して探究していきます。
この日はまず、「わが家の防災グッズ」のチェック。「水や食料は絶対

いる」「この量だと、３日ももたない…」など、わが家の備えを振り返る
ことで、防災がぐっと身近なものになりました。６月18日（木）の第２
回全校総合では、村役場の担当の方より「南海トラフ大地震について」
「北川村で想定されている被害について」「地震への備え」等についての
お話をうかがいました。
いつもと変わらない生活が少しでもできるようにするための「自助」
についてや近所や地域の人と助け合う「共助」の重要性、また村の課
題や今後の方向性等について詳しくお話ししていただき、生徒たち
は、自身の家庭の備え、村の一員としての在り方等について真剣に
考えました。

　　６月５日（金）は道徳参観日でした。全学年が「特別の教科　道徳」の授業を公開しました。１年生は「友
情、信頼」、2年生は「生命の尊さ」、３年生は「遵法精神、公徳心」について、各自の考えや意見を出し合いな
がら自分の道徳的価値観をじっくりと磨き上げる時間となりました。
午後は、小中学生合同で田植えを体験しました。初めて田んぼに入るという生徒も多く、最初は、泥に足を

とられて動くのもやっとという様子でした。「かた」と呼ばれる木枠をずらしながら列を整えて植えていくのです
が、いつの間にやら、稲は、がたがたに……。手植えの難しさや根気強く作業することで、豊かな実りの日を
迎えられることなどを学びました。

　　７月13日（月）に、安芸警察署、安芸福祉保健所の方を講師にお招きして、１年生対象「非行防止教室」、
２・３年生対象「薬物乱用防止教室」を行いました。「日常で起きそうなことや、身近なことも犯罪になる可能
性があって、驚いた」や「犯罪は絶対
やってはいけないものだということを
知り、今自分たちに何ができるのか
を考えることができた。友達や家族
を傷付ける行為に改めて気を付けた
い」などの感想から、一歩立ち止まり
正しい判断や行動をしようとする意識
の高まりが感じられました。

4

正しい知識が未来を守る‼ 非行防止・薬物乱用防止教室開催5

　　7月9日（木）に校内水泳大会を行いました。今年は天候の関係でなかなか水泳の授業ができませんでし
たが、練習した成果を発揮できるよう一生懸命泳いでいました。この日は年長さんも参加してくれて、一緒に
活動を楽しむことができました。

校内水泳大会1

　　７月１３日（月）に、2年生がやさいパーティーを開きました。JAの方から習ったレシピで、自分たちで育
てた野菜を使って料理しました。家族や先生、地域の方を招いて、盛大に開催されました。どの料理もおいし
かったですね♪ ランチルームにはこれまでの学習（どうお世話したか、どのように野菜が成長したか）の記録も
掲示されていました。学習したことで地域の方とつながれたのは、とてもすてきでしたね！

2年生のやさいパーティー2

実り多き初夏の学び ～教室で心を耕し、田んぼで命を育む～

今できることから始めよう！村の未来を創る防災アクション3
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実り多き初夏の学び ～教室で心を耕し、田んぼで命を育む～

今できることから始めよう！村の未来を創る防災アクション3

67



力
を
改
め
て
お
願
い
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
う
し
た
組
織
横
断
的
な
連
携
に
よ

り
、
複
数
の
課
題
を
抱
え
る
世
帯
に
対
し
、
既
存

の
各
種
事
業
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
、
属
性
を
問

わ
な
い
包
括
的
な
支
援
に
つ
な
げ
る
。誰
一
人
取

り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健

や
か
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、本
事
業
を
力
強
く
推
進
し
て
い
く
。

■
観
光
の
振
興 

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
モ
ネ
の
庭
整
備
に
か
か
る
文
化
庁
事
業
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
申
請
し
た
事
業
は
計
画
ど
お
り
採

択
さ
れ
、
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
。こ
れ

を
踏
ま
え
、
来
年
度
に
実
施
予
定
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

棟
改
修
に
向
け
た
設
計
委
託
契
約
を
６
月
中
に

締
結
す
べ
く
進
め
て
い
る
。

　「
水
の
庭
」整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
６
月
に
役

場
担
当
者
と
モ
ネ
の
庭
の
庭
師
が
フ
ラ
ン
ス
を
訪

問
し
、
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
庭
園
管
理
責
任
者
と
協

議
す
る
。10
月
に
は
同
責
任
者
を
本
村
へ
招
き
、

現
地
で
最
終
確
認
を
行
っ
て
い
た
だ
く
予
定
。そ

の
後
、
閉
園
期
間
中
に
工
事
を
実
施
し
、
来
春
開

園
後
は
モ
ネ
の
精
神
を
よ
り
深
化
さ
せ
た
「
水
の

庭
」を
お
披
露
目
で
き
る
見
通
し
。

　
モ
ネ
の
庭
の
５
月
末
ま
で
の
入
園
者
数
は
、

3
6
’0
3
2
人
（
対
前
年
同
期
比
95
・
5
％
）。

４
月
及
び
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
は
天

候
不
良
で
入
園
者
数
が
落
ち
込
ん
だ
が
、
３
月
に

実
施
し
た
「
や
な
せ
た
か
し
と
高
知
の
話
フ
ァ
イ

ナ
ル
企
画
展
」
や
多
肉
植
物
「
ア
ガ
ベ
・
ビ
ル
モ

リ
ニ
ア
ナ
」が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
で
、
期
間
全
体

と
し
て
は
一
定
の
入
園
者
数
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
改
修
・
拡
充
し
た
駐
車
場
の

整
備
効
果
に
よ
り
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
交
通
整

理
等
の
運
営
負
担
も
大
幅
に
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

○
北
川
村
温
泉

　
５
月
末
現
在
の
利
用
者
数
は
宿
泊
と
日
帰
り

入
浴
を
合
わ
せ
て
2
’5
1
3
人
（
令
和
７
年
度

同
期
比
94
・
0
％)

。

　
課
題
と
な
っ
て
い
る
人
員
確
保
に
つ
い
て
は
、３

月
に
パ
ー
ト
職
員
２
人
を
雇
用
し
た
が
、
職
員
の

長
期
休
職
や
退
職
が
重
な
り
依
然
と
し
て
厳
し

い
勤
務
体
制
が
続
い
て
い
る
。村
と
し
て
は
、東
京

と
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
移
住
相
談
会
に
参
加
し

て
温
泉
の
雇
用
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
な

ど
、人
材
確
保
に
助
力
す
る
。

○
そ
の
他
の
観
光
振
興

　
村
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
北
川
村
文
化
観
光

公
社
が
主
体
と
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
内
覧
会
の
実
施

や
、
テ
レ
ビ
番
組
の
撮
影
受
け
入
れ
・
調
整
対
応

を
行
う
な
ど
、
村
の
観
光
施
設
や
地
域
資
源
に
係

る
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
る
。

　
ま
た
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
ジ
ョ
ン
万
」
の
放

送
を
契
機
と
し
た
県
の
広
域
的
な
取
り
組
み
に

お
い
て
、
中
岡
慎
太
郎
館
を
は
じ
め
と
す
る
本
村

の
観
光
資
源
が
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
関

係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
な
ど
さ
ら
な
る
観

光
振
興
に
取
り
組
む
。

■
教
育
関
係 

○
食
育
活
動

　
食
育
は
、
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
に
と
ど
ま
ら

ず
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
食
の
大
切
さ
へ
の
理
解
を

深
め
る
、
福
祉
と
教
育
が
連
携
し
た
施
策
で
あ

る
。本
年
度
か
ら
は
給
食
で
の
利
用
を
目
指
し
て

保
小
中
全
員
で
稲
作
体
験
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、６
月
に
は
地
元
農
家
の
指
導
の
も
と
、

小
中
学
生
全
員
に
よ
る
田
植
え
を
行
っ
た
。

　
本
年
度
か
ら
は
台
湾
の
小
学
校
と
交
流
を
進

め
、
そ
こ
か
ら
い
た
だ
い
た
台
湾
産
米
の
田
植
え

に
も
挑
戦
し
て
い
る
。本
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち

が
自
ら
食
す
る
農
作
物
を
育
て
る
体
験
を
通
じ

て
、食
へ
の
関
心
や
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、食

を
通
じ
た
海
外
交
流
を
促
進
す
る
機
会
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
地
元
農
家
と
の
農
業
体
験
を
通
じ
て
地

域
へ
の
理
解
と
愛
着
を
育
む
効
果
も
期
待
し
て
い

る
。10
月
に
は
稲
刈
り
を
実
施
し
、
収
穫
し
た
お

米
を
学
校
給
食
等
で
活
用
し
て
い
く
。

○
保
小
中
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画

　
15
年
間
の
一
体
的
な
子
育
て
教
育
環
境
整
備

の
軸
と
な
る
保
小
中
一
体
化
に
つ
い
て
は
、
４
月

に
最
後
の
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
基
本
計
画
を

取
り
ま
と
め
た
。本
検
討
委
員
会
で
は
、
村
民
の

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
も
真
摯
に
受

け
止
め
な
が
ら
、計
７
回
に
わ
た
り
、ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
、
委
員
及
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
皆

さ
ま
と「
北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
の
在
り
方
」に

つ
い
て
、議
論
を
重
ね
て
き
た
。

　
ハ
ー
ド
面
の
整
備
で
は
、
昨
今
の
保
育
指
針
や

学
習
指
導
要
領
な
ど
の
改
訂
に
よ
る
教
育
方
針

を
踏
ま
え
た
ソ
フ
ト
事
業
の
充
実
を
考
慮
し
つ

つ
、
で
き
る
限
り
ス
マ
ー
ト
な
ハ
ー
ド
整
備
を
念

頭
に
検
討
を
進
め
る
。

　
耐
力
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
も
校
舎

を
健
全
な
状
態
で
使
用
で
き
る
よ
う
長
寿
命
化

に
向
け
た
改
修
を
行
い
つ
つ
も
、
既
存
校
舎
の
有

効
活
用
を
前
提
と
し
た
機
能
改
修
・
拡
充
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
る
。

　
近
年
、
人
件
費
や
資
材
の
高
騰
に
よ
る
工
事
費

の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
中
、
構
造
や
施
工
方
法
等

に
つ
い
て
は
十
分
に
検
討
を
行
い
、
国
の
補
助
制

度
等
を
最
大
限
活
用
し
、
中
期
的
な
村
の
財
政
収

支
を
見
据
え
つ
つ
、財
政
負
担
の
軽
減
に
努
め
る
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
６
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

り

議

だ
よ

会

上村 誠　村長

発
行
責
任
者

議
長
　
岩
垣
　
實
男

　
令
和
８
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
11
日
に
開

会
し
、
条
例
の
制
定
や
令
和
８
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
の
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
12
日
に
は
、
４
氏
が
９
件
の
一
般
質
問
を
行

い
、閉
会
し
ま
し
た
。

‥

行
政
報
告‥

（
抜
粋
）
　

■
物
価
高
騰
対
策

　
長
期
化
す
る
物
価
高
騰
に
直
面
す
る
中
小
規

模
事
業
者
及
び
農
業
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
と

し
た
「
事
業
者
支
援
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
事

業
」は
、
５
月
末
を
も
っ
て
申
請
の
受
け
付
け
が
終

了
し
た
。最
終
的
な
支
援
実
績
は
、
24
の
事
業
者

（
前
年
度
比
1
1
4
・
3
％
）
と
72
人
の
農
業
者

（
前
年
度
比
80
・
9
％
）。

　
ま
た
、
住
民
の
経
済
的
負
担
軽
減
と
地
域
内
消

費
の
喚
起
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
地
域
商

品
券
事
業
」に
つ
い
て
は
、５
月
末
時
点
で
14
事
業

者
か
ら
取
扱
店
申
請
を
い
た
だ
い
た
。

　
本
商
品
券
の
使
用
期
間
は
７
月
１
日
か
ら
来

年
２
月
21
日
ま
で
。村
内
事
業
所
に
加
え
中
芸
管

内
の
ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
の
利
用
も

可
能
だ
が
、
で
き
る
限
り
村
内
で
活
用
い
た
だ
け

る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

■
人
口
減
少
対
策

　
５
月
末
、
昨
年
の
国
勢
調
査
の
速
報
値
が
公
表

さ
れ
た
。北
川
村
の
人
口
は
1
’0
9
0
人
と
な

り
、
５
年
前
よ
り
56
人
、
率
で
は
4
・
8
9
％
の

減
少
。高
知
県
全
体
で
は
6
・
9
5
％
、
他
市
町

村
で
は
10
％
を
超
え
て
減
少
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

多
数
あ
る
中
、
県
内
で
は
４
番
目
に
少
な
い
減
少

率
と
な
っ
て
い
る
。村
の
「
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
一
定
の
成
果
が
表
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
か
ね
て
よ
り
政
策
と
し
て
訴
え
て
い
る
、
人
口

1
’0
0
0
人
規
模
の
持
続
可
能
な
循
環
型
地
域

社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
産
業
・
教
育
・
福

祉
の
密
接
な
連
携
が
重
要
と
な
る
。

　
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
ゆ
ず
栽
培
を
軸
と

し
、
農
業
を
柱
と
し
た
産
業
構
築
の
取
り
組
み

を
一
層
強
化
し
て
、
農
業
に
よ
っ
て
安
定
し
た
生

計
を
立
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
、
移
住
の
促
進
を

図
る
。そ
れ
と
と
も
に
、
県
の
人
口
減
少
対
策
の

中
心
で
あ
る
少
子
化
対
策
と
連
動
す
る
産
業
・

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
産
業
と
教
育
の
つ
な
が

り
を
重
視
し
て
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
働
く
場
所
が
あ
っ
て
も
教
育
環
境

が
な
け
れ
ば
定
住
に
つ
な
が
ら
な
い
た
め
、
村
か

ら
教
育
環
境
を
な
く
す
こ
と
な
く
、
そ
の
上
で
、

村
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
産
業

を
知
り
、
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
教
育

を
推
進
す
る
な
ど
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
教
育
と
福
祉
、
産
業
と
福
祉
の
連
携

を
鑑
み
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
長
く
健
康
的
に
豊

か
な
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
福
祉
施
策
の

充
実
や
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
を
強
化
す
る
。

将
来
的
に
は
農
福
連
携
に
よ
る
就
労
の
場
の
整

備
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
働
く
場
と
な
る
産
業
構
築
、
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
教
育
環
境
、
そ
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
福
祉
施
策
を
一
体
的
に
推
進
す
る

こ
と
で
、「
1
’0
0
0
人
の
家
族
が
子
ど
も
を
育

む
ゆ
ず
王
国
北
川
村
」の
実
現
に
つ
な
げ
る
。

■
地
域
脱
炭
素
先
行
地
域
事
業

　
北
川
村
脱
炭
素
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
小
水
力
発
電
施
設
整
備
の
う
ち
蛇
谷
地
区

に
つ
い
て
は
、
発
電
所
の
建
設
が
お
お
む
ね
完
了

し
た
。水
車
発
電
機
の
設
置
と
試
験
運
転
を
行
っ

た
上
で
12
月
の
運
転
開
始
を
予
定
し
て
い
た
が
、

台
風
６
号
の
影
響
に
よ
り
河
川
が
増
水
し
、
強

ま
っ
た
流
勢
に
よ
っ
て
、村
道
及
び
埋
設
し
て
い
た

導
水
管
の
一
部
が
流
失
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。河
川
水
位
が
下
が
り
し
だ
い
、
全
容
調
査
を

行
い
、復
旧
に
向
け
た
対
応
策
を
講
じ
る
。

　
ま
た
、
宗
ノ
上
地
区
に
つ
い
て
は
台
風
に
よ
る

被
害
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
令
和
９
年
度

の
運
転
開
始
を
目
指
し
て
引
き
続
き
導
水
管
の

埋
設
等
の
工
事
を
進
め
る
。平
鍋
地
区
に
つ
い
て

は
、
10
月
の
整
備
着
工
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　
当
該
施
設
で
発
電
し
た
電
気
の
村
内
各
世
帯
へ

の
供
給
に
つ
い
て
は
、
四
国
電
力
株
式
会
社
と
供

給
内
容
等
に
つ
い
て
合
意
に
至
り
、
６
月
18
日
に

基
本
合
意
の
締
結
式
を
行
う
予
定
。

　
締
結
後
は
、
村
内
へ
の
周
知
に
向
け
た
準
備
を

進
め
、
地
区
座
談
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
村
民
の

皆
さ
ま
へ
の
説
明
を
行
い
、
多
く
の
方
に
少
し
で

も
安
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
気
を
供
給

で
き
る
体
制
・
環
境
を
整
え
、
暮
ら
し
や
す
い
村

づ
く
り
に
取
り
組
む
。

■
第
１
次
産
業
の
振
興

○
優
良
園
地
の
確
保

　
本
年
度
の
圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
６
月

初
旬
に
地
権
者
及
び
地
元
説
明
会
を
終
え
、
県
が

事
業
に
着
手
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、
国
の
令
和

８
年
度
当
初
の
補
助
金
交
付
見
込
額
が
県
の
想

定
し
て
い
た
予
算
額
を
大
幅
に
下
回
っ
て
お
り
、

事
業
規
模
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　
村
と
し
て
は
、
国
の
補
正
予
算
の
確
保
を
求
め

る
と
と
も
に
、
来
年
度
以
降
の
当
初
予
算
の
確
保

に
向
け
、
県
と
緊
密
に
連
携
・
協
力
し
て
要
望
活

動
を
展
開
し
て
い
く
。

○
担
い
手
育
成
の
取
り
組
み

　
新
規
就
農
者
組
織
「
北
川
村
ゆ
ず
陸
援
隊
」が

６
月
、
栽
培
技
術
及
び
経
営
能
力
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、
土
佐
市
に
あ
る
栄
光
商
会
を
視
察

し
た
。

　
栄
光
商
会
は
、Ｊ
Ａ
北
川
支
所
で
搾
汁
さ
れ
た

ゆ
ず
皮
の
残
渣
と
馬
ふ
ん
を
混
合
し
た
バ
ー
ク

堆
肥
を
製
造
す
る
事
業
者
で
、
参
加
者
か
ら
は

「
産
業
廃
棄
物
と
な
る
ゆ
ず
皮
残
渣
の
活
用
を
検

討
す
る
上
で
、
コ
ス
ト
面
な
ど
の
課
題
も
確
認
で

き
た
。今
後
も
循
環
型
農
業
の
取
り
組
み
や
土
壌

改
良
な
ど
、
栽
培
管
理
技
術
の
向
上
に
向
け
て
研

修
を
重
ね
た
い
」と
の
意
見
が
出
た
。

　
村
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
持
続
可
能
な
農
業
経

営
に
向
け
た
研
鑽
を
支
援
し
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

　
物
流
・
人
流
の
要
と
な
る
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
部
で
あ
る
阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
全

面
開
通
に
向
け
て
は
、
議
長
を
は
じ
め
議
員
、
関

係
者
の
尽
力
に
よ
り
、
阿
南
安
芸
自
動
車
道
「
牟

岐
海
部
道
路（
牟
岐
〜
海
部
間
）」が
新
規
事
業
化

さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
未
事
業
化
区
間
は
美
波
〜

牟
岐
間
を
残
す
の
み
と
な
り
、
全
線
開
通
に
向
け

て
大
き
く
前
進
し
た
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

○
奈
半
利
川
堤
防
整
備

　
野
友
地
区
の
奈
半
利
川
堤
防
整
備
に
つ
い
て

は
、
県
が
主
催
の
地
元
説
明
会
が
３
月
に
開
催
さ

れ
た
。今
後
は
未
取
得
用
地
の
買
収
を
進
め
、
用

地
取
得
が
順
調
に
進
め
ば
本
年
度
中
の
工
事
着

手
を
見
込
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
村
と
し
て
は
、
台
風
６
号
に
よ
り
野
友
橋
地
点

に
お
け
る
奈
半
利
川
の
水
位
が
氾
濫
危
険
水
位

の
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
手
前
ま
で
迫
っ
た
状
況
を

踏
ま
え
、
河
川
断
面
の
拡
張
を
含
む
堤
防
の
早
期

整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
県
に
対
し
て

働
き
か
け
を
行
う
。

○
野
友
角
木
地
区
の
宅
地
造
成

　
人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
整
備
中
の
野

友
角
木
地
区
の
宅
地
造
成
に
つ
い
て
は
、
５
月
末

時
点
で
水
道
工
事
も
含
め
約
８
割
の
進
捗
と
な
っ

て
お
り
、
８
月
末
の
工
事
完
了
に
向
け
順
調
に
進

ん
で
い
る
。工
事
完
了
後
に
用
地
測
量
を
実
施
し

て
分
譲
価
格
の
算
定
を
進
め
、
令
和
８
年
度
末
の

分
譲
開
始
を
目
指
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

　
本
年
度
ま
で
を
耐
震
化
促
進
強
化
期
間
と
し

て
、
補
助
額
の
引
き
上
げ
に
よ
る
自
己
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
い
る
。令
和
７
年
度
は
診
断
９
件
、
設

計
14
件
、
改
修
工
事
９
件
が
完
了
。本
年
度
も
５

月
末
現
在
で
診
断
と
設
計
が
２
件
、
改
修
工
事
２

件
の
申
請
を
い
た
だ
く
な
ど
、
住
宅
の
耐
震
化
は

順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　
引
き
続
き
、
こ
の
強
化
期
間
を
有
効
に
活
用
い

た
だ
け
る
よ
う
周
知
を
図
り
、
地
域
の
住
環
境
の

改
善
・
防
災
対
策
の
向
上
に
取
り
組
む
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

　
村
民
の
皆
さ
ん
が
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た

地
区
で
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
健

や
か
に
暮
ら
せ
る
」「
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
は

自
分
で
で
き
る
」
こ
と
を
目
指
し
、
次
の
事
項
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

○
特
定
健
診

　
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
行
動
変
容
を
促
す
ナ
ッ

ジ
理
論
を
応
用
し
た
受
診
勧
奨
が
２
年
目
を
迎

え
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。昨
年
度
の
受

診
率
は
、
２
月
受
診
分
ま
で
の
速
報
値
で
55
・

5
％
と
な
り
、
前
年
度
の
50
・
9
％
と
比
較
し
て

4
・
6
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
な
増
加
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
受
診
率
の
向
上
は
、
単
に
受
診
者
数

の
増
加
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
意
識

が「
検
査
を
受
け
る
」段
階
か
ら
、
そ
の
先
の「
健

康
な
生
活
を
自
ら
実
践
す
る
こ
と
」
へ
と
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
結
果
で
も
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。実
際
に
、健
診
結
果
を
踏
ま
え
、自
ら
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
や
、
積
極
的

に
専
門
職
へ
相
談
さ
れ
る
方
が
増
え
て
お
り
、
手

応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
本
年
度
に
つ
い
て
も
、
５
月
の
小
島
集
会
所
を

皮
切
り
に
集
団
健
診
を
開
始
し
た
。現
在
、
健
康

づ
く
り
婦
人
会
の
協
力
を
得
て
、
保
健
福
祉
推
進

員
と
と
も
に
未
受
診
者
宅
を
訪
問
し
、
受
診
の
呼

び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。健
診
結
果
に
基
づ
く
早

期
の
個
別
相
談
を
積
極
的
に
促
し
、
生
活
習
慣
病

の
重
症
化
予
防
に
全
力
で
取
り
組
む
。

○
支
援
体
制
の
構
築

　
本
年
４
月
よ
り
実
施
し
て
い
る
「
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
」に
つ
い
て
。制
度
の
狭
間
に
あ
る

課
題
や
、
複
合
化
・
複
雑
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
し
、
よ
り
包
括
的
に
対
応
す
る
た
め
、
支
援
体

制
の
構
築
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
。

　
役
場
内
に
お
い
て
は
、
事
業
の
円
滑
な
推
進
に

向
け
、
所
属
長
会
等
を
通
じ
て
、
各
分
野
間
で
の

情
報
共
有
や
事
業
連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て
確
認

を
行
う
な
ど
、
庁
内
の
連
携
体
制
を
一
層
強
化
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
福
祉
の
要
で
あ
る
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
は
、
孤
立
し
が
ち
な

世
帯
の
見
守
り
や
、
早
期
の
課
題
把
握
へ
の
ご
協

令
和
8
年
・

　第
2
回
議
会
定
例
会

‥

一
般
質
問‥

　
北
川
村
が
目
指
す
15
年
間
の
一
貫
し
た

　
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
令
和
２
年
に
策
定

さ
れ
、
毎
年
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。そ
の

実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
就
に
向
け
た
具
体
策
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。そ
し
て
、
保
小
中
一
体
化
施
設

整
備
基
本
計
画
の
取
り
ま
と
め
も
し
て
い
る
が
、

今
後
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
保
小

中
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
検
討
委
員
会
も

こ
の
４
月
に
全
７
回
が
終
了
し
ま
し
て
、
取
り
ま

と
め
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
基
本
計
画
の
中
で
は
、
具
体
的
な
新
し
い

時
代
の
学
び
へ
の
対
応
と
し
ま
し
て
、「
保
小
中
連

携
で
子
ど
も
の
成
長
を
切
れ
目
な
く
支
え
る
」、

「
地
域
探
究
学
で
村
の
産
業
を
学
び
、将
来
の
キ
ャ

リ
ア
に
繋
げ
る
」、「
食
育
・
栽
培
活
動
で
健
康
で

豊
か
な
生
活
を
営
む
力
を
育
む
」、「
言
語
学
習
で

考
え
る
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
」、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
一
人
一
人
に
応
じ
た
学
び
・
協

働
学
習
を
支
え
る
」、「
地
域
で
連
携
し
、
み
ん
な

で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
」、こ
れ
ら
が

実
現
可
能
な
環
境
を
整
え
る
と
い
う
方
向
性
に

至
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
魅
力
的
な
教
育
環
境
づ
く
り
の
手
段

と
な
る
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
財
源
の
見
通
し
も
含
め
て
協
議
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。８
月
中
下
旬
に
は
、
も
っ
と
踏
み

込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
子
ど
も
た
ち
の
数
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、

そ
れ
ら
の
成
就
に
向
け
た
さ
ら
な
る
具
体
策
に
つ

い
て
、概
要
を
問
う
。

　
福
島
県
大
熊
町
の
学
び
舎
ゆ
め
の
森
へ
の
視
察

同
行
依
頼
に
つ
い
て
、
県
教
育
長
を
交
え
て
視

察
、
意
見
交
換
を
行
い
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
趣
旨
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
０
歳
か
ら
15
歳
の
子
ど
も
た
ち
が
と
も
に
学

び
、
と
も
に
遊
び
学
び
に
変
え
て
い
く「
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
の

た
め
に
校
舎
と
園
舎
の
一
体
化
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
組
織
体
制
と
し
て
、

若
手
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
意
欲
的
に
取
り
組
め

る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
学
べ
る
先
進
地
事
例
と
し
て
「
学
び

舎
ゆ
め
の
森
」
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。県
の
教
育
長
と
教
育
次
長
も
「
行
っ
て
み
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。議
員
の
皆

さ
ま
に
も
一
緒
に
視
察
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。ま
た
、組
織

体
制
確
立
の
後
押
し
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
に
義
務
教
育
学
校

制
度
導
入
に
関
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
現
行
の
小

中
一
貫
校
と
の
相
違
点
、
検
討
内
容
な
ど
を
問

う
。ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の
制
度
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
小
中
一
貫
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
年
制
の
小
学
校

と
３
年
制
の
中
学
校
と
い
う
校
種
の
違
う
２
つ
の

学
校
の
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
義
務

教
育
学
校
で
は
、
１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
で
構

成
さ
れ
る
１
つ
の
学
校
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
前
期
課
程
と
後
期
課
程
と
い
う
区
分
は
あ
る

も
の
の
、
よ
り
柔
軟
な
教
育
課
程
を
構
築
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。村
が
目
指
す
15
年
間
の

一
体
的
な
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
は
、
い
か

に
現
行
制
度
を
活
用
す
る
か
が
重
要
で
す
。次
期

学
習
指
導
要
領
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
令
和
12
年

度
の
開
校
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。並
行
し
て
「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
つ
き
ま
し
て

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現

で
き
る
一
体
化
施
設
を
目
指
し
て
、
よ
り
魅
力
的

な
教
育
環
境
づ
く
り
を
行
う
。必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
と
い
う
こ
と
で
、
検
討
、
議
論
を
ど

の
よ
う
に
重
ね
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
か
ら
考
え
ら
れ

る
建
造
物
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
整
備
基
本
計
画
の
頃
よ
り
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
建
築
家
等
の
専
門
家
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

問
　
先
ほ
ど
の
お
答
え
に
、
８
月
中
下
旬
に
な
れ

ば
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
あ
っ
た
が
、
私
た
ち
議
会
と
の
議
論
の
場

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
議
会
の
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見
は
非
常
に
重
要

な
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。全
員
協
議
会
を
含

め
議
論
の
場
に
お
き
ま
し
て
、
建
物
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
や
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
、
そ
し
て
財
源
の
確

保
な
ど
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。保
小

中
の
15
年
間
の
一
貫
し
た
教
育
の
ソ
フ
ト
部
分
、

そ
こ
か
ら
必
要
と
な
る
ハ
ー
ド
、
そ
れ
ら
の
具
体

的
な
考
え
方
等
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
　
保
小
中
一
体
化
施
設
整
備
検
討
委
員
会
の

検
討
結
果
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
と

と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
さ
れ
、
村
長
に

提
言
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
村
長

　
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
環
境
に
ふ

さ
わ
し
い
保
小
中
の
一
体
化
に
向
け
て
、
ソ
フ
ト

面
の
充
実
を
考
慮
し
、実
現
で
き
る
プ
ラ
ン
で
、で

き
る
限
り
ス
マ
ー
ト
な
ハ
ー
ド
整
備
を
念
頭
に
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
耐
力
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後

も
校
舎
を
健
全
な
状
態
で
使
用
で
き
る
よ
う
、
長

寿
命
化
に
向
け
た
改
修
を
行
い
つ
つ
、
既
存
校
舎

の
有
効
活
用
を
前
提
と
し
た
機
能
改
修
、
拡
充
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
手
話
言
語
の
学
び
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
で
は
、「
手
話
言
語
条
例
」が
令
和
５

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。小
学
校
で

の
手
話
学
習
へ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
８
年
で
25

年
目
に
な
り
ま
す
。人
権
学
習
発
表
会
に
お
い

て
、
大
変
高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。手
話
通

訳
士
に
な
る
目
標
を
持
っ
て
養
成
講
座
を
受
講
し

て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。６
年
間
の
学
び
を
さ

ら
に
深
め
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
中
学
校
で
の
継
続
し
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
、
中
学
校
の
年
間
総
授
業
時
間
に
は
厳
格

な
上
限
が
決
ま
っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
何
を
学
ぶ
か
、
学
校
現
場
も
日
々
頭
を
悩
ま
せ

な
が
ら
教
育
課
程
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、
中
学
校
で
は「
教
科
担
任
制
」を
取
っ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
教
科
の
先
生
が
決
め
ら
れ
た
授

業
時
間
を
担
当
し
て
い
る
た
め
、
学
校
全
体
で
特

定
の
時
間
を
別
の
学
習
に
柔
軟
に
振
り
替
え
る

と
い
う
こ
と
が
、
仕
組
み
の
上
で
も
な
か
な
か
難

し
い
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
小
学

校
で
の
学
び
の
継
続
性
と
、
中
学
校
で
新
し
く
学

ぶ
べ
き
人
権
課
題
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
中
学

校
特
有
の
指
導
体
制
を
熟
慮
し
た
結
果
、
現
在
の

よ
う
な
教
育
課
程
の
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
た
め
本
年
度
は
、
手
話
の
実
施
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
中
学
校
で
「
手
話
を
学
ぶ
時
間
」
を
独
立
し
て

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
小
学
校
で
培
っ
た
基
礎
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
手
話
を
含
め
て
、
子
ど
も
た
ち
が
福
祉

や
人
権
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
　
せ
っ
か
く
小
学
校
で
学
ん
で
き
て
い
る
の

で
、
学
び
の
頻
度
は
少
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
い

ろ
い
ろ
な
制
度
の
活
用
や
工
夫
次
第
で
、
15
年
間

の
一
貫
し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。今
一
度
伺
い
ま
す
。15
年
間
の
一
貫

し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
で
き
る
の
か
、

外
で
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
実
現

で
き
る
の
か
を
学
校
現
場
が
主
体
と
な
り
教
育

委
員
会
も
一
緒
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
主
催
で
、
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
令
和
７
年
８
月
か
ら
12

月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
詳
細
を
伺
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
ひ
と
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
村
の
魅
力
・
資
源

を
生
か
し
た
生
業
づ
く
り
と
若
年
層
を
中
心
と

す
る
移
住
者
の
受
け
入
れ
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。昨
年
７
月
か
ら
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
募
る
た
め
、
情
報
発
信

サ
イ
ト
へ
の
掲
載
や
移
住
関
係
機
関
、
大
学
へ
の

情
報
を
提
供
い
た
し
ま
し
た
。結
果
８
人
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
の
で
、
参
加
者
を
２
チ
ー
ム

に
分
け
、
北
川
村
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
案
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
同
年
９
月
か
ら
北
川
村
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
現
地
視
察
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
う
と
と
も
に
、
立
ち
上
げ
る
事
業
の
コ
ン
セ

プ
ト
策
定
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
収
支
計
画

の
作
り
方
等
の
講
座
を
行
っ
た
う
え
で
、
２
チ
ー

ム
が
独
自
の
事
業
を
組
み
立
て
、
12
月
に
発
表
い

た
だ
き
ま
し
た
。発
表
時
点
で
は
、コ
ン
セ
プ
ト
や

対
象
と
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
収
支
計
画
な
ど
に
粗

さ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
内
容
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、翌
年
３
月
に
再
度
発
表
い
た
だ
く

こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。発
表
さ
れ
た
事
業

は
「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」
と
「
村
で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」

と
い
う
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
３
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
本

年
度
も
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
の
後

の
経
過
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

 

答
　
村
長

　「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」の
チ
ー
ム
は
、
現
在
、
事
業
運
営
を
行
う
組

織
の
法
人
化
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
空
き
家
の
設
計
に
取
り
か
か
り
、
改

修
工
事
に
対
し
て
県
補
助
金
を
活
用
す
べ
く
準
備

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、「
村

で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」
チ
ー
ム
は
ゆ

ず
を
活
用
し
、
ポ
ン
酢
づ
く
り
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
、
さ

ら
に
煮
詰
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。サ

ポ
ー
ト
委
託
業
者
に
つ
き
ま
し
て
も
定
期
的
に
打

ち
合
わ
せ
に
参
加
し
、
進
捗
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
経
営
的
に
成
立
す
る
の
か

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、

２
チ
ー
ム
の
活
動
が
北
川
村
に
根
付
い
た
事
業
と

な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
観
光
公
社
の
現
状
に
つ
い
て

問
　
文
化
観
光
公
社
が
発
足
し
て
１
年
が
た
ち
、

観
光
面
に
力
を
入
れ
る
施
策
の
中
で
、
文
化
観
光

公
社
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。現
在
の
公
社
の

組
織
構
成
と
、こ
の
１
年
の
取
り
組
み
、そ
し
て
そ

の
取
り
組
み
に
対
す
る
成
果
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
現
在
、「
国
内
外
に
向
け
た
広
報
活
動
を
と
お

し
て
、
北
川
村
の
認
知
促
進
、
基
幹
産
業
で
あ
る

ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
産
業
の
振
興
を
図
る
。」「
村

民
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

村
の
観
光
・
産
業
振
興
の
取
り
組
み
を
中
心
に

村
内
の
広
報
活
動
を
行
う
。」「
観
光
施
設
や
事
業

者
と
連
携
し
、
ゆ
ず
を
軸
と
し
た
オ
ー
ル
北
川
村

に
よ
る
広
報
体
制
の
構
築
を
図
る
。」と
い
う
３
つ

の
事
業
目
的
を
掲
げ
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の

社
長
を
理
事
長
に
、
広
報
や
金
融
関
係
の
経
験
豊

か
な
理
事
２
人
と
旧
観
光
協
会
の
職
員
に
中
岡

慎
太
郎
館
専
属
の
職
員
３
人
を
含
め
て
、
合
計
８

人
の
体
制
で
文
化
観
光
事
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
阪
・
関
西
万
博
や
土
佐
の
豊
穣
祭
、
東
京
浪
漫

亭
で
の
北
川
村
フ
ェ
ア
な
ど
14
会
場
で
特
産
品
や

観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
ゆ
ず
新
聞
の
発
行

や
北
川
村
観
光
び
ら
き
の
開
催
、Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ

へ
の
出
演
、
取
材
対
応
並
び
に
県
内
外
の
旅
行
会

社
及
び
メ
デ
ィ
ア
へ
の
営
業
活
動
を
行
い
、
主
要

３
施
設
を
中
心
に
誘
客
に
向
け
た
広
報
活
動
、
ゆ

ず
を
中
心
と
し
た
村
へ
の
施
策
を
村
内
外
に
伝

え
、
村
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
公
社
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
で
暮
ら
し
な

が
ら
持
ち
前
の
好
奇
心
と
実
行
力
で
、
村
の
魅
力

を
発
信
す
る
職
員
や
20
年
以
上
テ
レ
ビ
局
で
番

組
制
作
に
従
事
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
し
た
い

ポ
イ
ン
ト
や
業
界
の
構
造
を
熟
知
し
て
い
る
職

員
、
新
聞
記
者
や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験

し
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
人
脈
を
村
に
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
職
員
な
ど
多
様
な
人
材
を
確
保
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
広
報
活
動
等
に
つ
き
ま
し
て
は
す
ぐ
に
成
果
を

上
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
回
数
は
確
実
に
増
加

し
て
お
り
、
観
光
施
設
の
誘
客
増
の
一
助
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
村
の
主
た
る
３
つ
の
観
光
施
設
、モ
ネ
の
庭
、

慎
太
郎
館
、
北
川
村
温
泉
が
あ
り
ま
す
が
、
合
わ

せ
て
年
間
約
11
万
人
が
訪
れ
て
い
る
。そ
れ
で
も

ま
だ
十
分
に
施
設
を
活
用
で
き
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
。

　
さ
ら
に
昨
年
９
月
よ
り
、
文
化
庁
事
業
の
文
化

観
光
拠
点
計
画
に
よ
っ
て
、
モ
ネ
の
庭
を
中
心
に

整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
、
森
林
鉄
道

遺
産
も
あ
り
、
観
光
面
の
伸
び
し
ろ
は
と
て
も
大

き
い
と
期
待
し
、
文
化
観
光
公
社
の
担
う
役
割
も

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
く
る
。村
の
活
性
化
の

た
め
に
も
、
今
後
、
村
の
財
産
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
か
、
ま
た
村
と
し
て
の
観
光
事
業
の

展
望
を
問
う
。併
せ
て
、
観
光
面
だ
け
で
な
く
文

化
面
に
お
い
て
も
、
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
推
進
し
て
い
く
考

え
、予
定
は
あ
る
か
。

 

答
　
村
長

　
本
村
の
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
施
設

を
核
と
し
て
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
及
び
北
川

村
文
化
観
光
公
社
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
北
川
村
の
規
模
で
は
観
光
そ

の
も
の
が
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
す
。村
が
優
先
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
ゆ
ず
を
中
心
と
し
た
１
次
産

業
の
振
興
」「
持
続
可
能
な
地
域
を
維
持
す
る
た

め
の
移
住
・
定
住
促
進
」
す
な
わ
ち
「
産
業
の
振

興
」
と
「
移
住
の
拡
大
」
と
い
う
村
の
重
要
課
題

を
、
交
流
人
口
に
よ
り
牽
引
す
る
「
旗
振
り
役
」、

あ
る
い
は
地
域
へ
呼
び
込
む
た
め
の
「
き
っ
か
け
」

と
し
て
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
自
信
を
持
っ
て
北
川
村

を
紹
介
す
る
際
に
代
名
詞
と
も
な
り
う
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
「
モ
ネ
の
庭
が
あ
る
北
川
村
の
ゆ
ず
」

と
し
て
、
本
村
の
北
川
村
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
広
く

認
知
し
て
い
た
だ
き
、消
費
拡
大
を
図
っ
た
り
、ゆ

ず
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
き
新
規
就

農
へ
つ
な
げ
て
い
っ
た
り
と
関
係
人
口
か
ら
移
住
・

定
住
へ
の
動
機
を
創
出
す
る
な
ど
、観
光
を「
入
り

口
」と
し
て
機
能
さ
せ
、
最
終
的
な
成
果
を
１
次

産
業
の
活
性
化
と
人
口
減
少
対
策
等
に
つ
な
げ
て

い
く
な
ど
の
施
策
は
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
、こ
の
主
要
３
施
設
に
お
い
て
、年
間
合
わ

せ
て
11
万
人
を
超
え
る
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。そ
の
本
村
の
貴
重
な
財
産
で

も
あ
り
ま
す
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
管
理
運
営
を
考

え
な
が
ら
、
利
用
者
規
模
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
文
化
庁
の「
文
化
観
光
拠
点
計
画
」

の
枠
組
み
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
高

知
県
の
観
光
担
当
課
や
東
部
観
光
協
議
会
と
い
っ

た
広
域
的
な
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
文
化
面
に
つ
き
ま
し
て
も
、
観
光
面
と
同

様
に
い
か
に
文
化
的
な
側
面
を
持
た
せ
る
の
か

と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
住
宅
の
供
給
に
つ
い
て

問
　
２
年
前
の
３
月
議
会
に
お
い
て
、
ご
年
配
の

方
が
住
む
住
宅
を
増
や
す
予
定
は
な
い
か
と
い

う
質
問
を
し
た
。そ
の
際
村
長
か
ら
は
、
住
み
な

れ
た
場
所
か
ら
離
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
等
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
か
ら
転
居
を
差
し
控
え
る
事
例
が
あ

る
。高
齢
者
に
限
定
せ
ず
、
村
全
体
と
し
て
必
要

に
応
じ
て
検
討
す
る
と
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
現
在
、
当
時
よ
り
も
さ
ら
に
、
村
内
で
転

居
で
き
る
部
屋
を
求
め
て
い
る
高
齢
者
の
声
を
、

多
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。社
会
福
祉
協
議
会
に

伺
う
と
、
村
内
に
は
老
朽
化
が
著
し
い
住
宅
や
、

構
造
上
、
介
助
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
住
宅
に
お

住
ま
い
の
方
が
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と

で
す
。こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み
る
と
、
例
え
ば
野

友
周
辺
な
ど
で
家
を
貸
し
て
も
い
い
と
考
え
て
い

る
家
主
の
方
々
や
、
村
が
移
住
者
支
援
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件
と
い
っ
た

地
域
の
既
存
資
源
を
活
用
し
、
高
齢
者
の
住
み
替

え
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
仕
組
み
な
ど
が
１
つ

の
選
択
肢
と
し
て
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

何
よ
り
、
ご
年
配
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
こ
の
北

川
村
に
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
が
あ
る
こ
と
こ

そ
が
一
番
の
人
口
減
少
対
策
で
は
な
い
か
。高
齢

者
が
不
便
さ
ゆ
え
に
、
村
外
の
施
設
や
子
ど
も
世

代
の
元
へ
流
出
し
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
村
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

　
そ
れ
は
同
時
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
」の
利
用
者
維
持
に
も
つ
な
が
り
、

ひ
い
て
は
村
の
貴
重
な
福
祉
イ
ン
フ
ラ
の
存
続
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
今
後
の
高
齢
者
向
け
住
宅
支
援
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

 

答
　
村
長

　「
移
住
者
向
け
の
空
き
家
対
策
の
仕
組
み
」
の

活
用
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
移
住
促
進
と

い
う
行
政
目
的
の
も
と
、
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る

施
設
で
す
の
で
、
そ
の
目
的
に
則
っ
た
財
源
を
活

用
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
高
齢
者
の
住
居
確
保
等

に
転
用
す
る
こ
と
は
、
趣
旨
・
目
的
か
ら
も
容
易

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。次
に
、「
家
を
貸

し
て
も
よ
い
」
と
い
う
意
向
を
お
持
ち
の
家
主
の

方
々
と
、
転
居
を
希
望
さ
れ
る
高
齢
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
想
像
で
き
る
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。一
番
重
要
と
な
る
の
は
、
提

供
さ
れ
る
住
宅
が
「
高
齢
者
の
在
宅
生
活
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
真
に
適
し
た
構
造
に
な
っ
て
い
る

か
」
と
い
う
点
で
す
。空
き
家
の
多
く
は
建
築
さ

れ
て
か
ら
相
応
の
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、
段
差

の
解
消
や
手
す
り
の
設
置
、
移
動
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
い
う
面
に
お
い
て
、

必
ず
し
も
十
分
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
の
が
実
態
で
す
。さ
ら
に
、移
住
施
策
と
し
て

空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
中
で
、
実
際
に
貸

し
て
い
た
だ
け
る
物
件
自
体
が
な
か
な
か
な
い
と

い
う
現
実
も
あ
り
、非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
通
り「
自
分
た

ち
で
つ
く
る
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
」
を
目
指
し

て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
少
し
で
も
長
く

安
全
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、「
き
た
が
わ
ず
ー
っ
と
元
気
実
行
計
画
」に

基
づ
い
た
施
策
を
着
実
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。併
せ
ま
し
て
、

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
手
す
り
の
設
置
や
段

差
解
消
と
い
っ
た
住
宅
改
修
の
支
援
を
適
切
に
つ

な
げ
、
在
宅
で
の
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
で

き
る
だ
け
そ
う
し
た
関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
対
応

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
介
護

事
業
所
の
利
用
維
持
と
い
う
観
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
住
宅
の
供
給
と
い
う
一
面
の
み
で
解
決
を
図

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
北
川
村
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
周
辺
町
村
と
も
連
携
し
た
福
祉
イ
ン
フ
ラ
全

体
の
持
続
可
能
性
を
総
合
的
に
見
極
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ご
指
摘
の
と
お
り
、
高

齢
者
の
住
ま
い
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
は
、

少
な
か
ら
ず
本
村
の
人
口
減
少
対
策
と
も
関
わ
る

重
要
な
課
題
で
す
。施
策
の
目
的
を
は
じ
め
物
件

確
保
の
難
し
さ
と
い
っ
た
課
題
は
あ
る
も
の
の
、今

回
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
資
源
を
活
用
す
る
ご
指

摘
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
高
齢
者
福
祉
施
策

の
一
つ
と
し
て
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
最
近
、
あ
る
ご
年
配
の
方
が
住
宅
の
問
題
で

本
村
を
離
れ
て
隣
の
町
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。た
く
さ
ん
問
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
一
つ
で

も
な
く
な
る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

 

答
　
村
長

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
関
係
機
関
、
関
係

方
々
と
連
携
し
て
福
祉
政
策
に
対
し
て
深
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
健
全
財
政
と
財
務
規
律
に
つ
い
て

問
　
一
昨
年
９
月
、
10
月
ぐ
ら
い
に
議
会
の
ほ
う

か
ら
要
請
を
し
、
総
務
課
長
か
ら
そ
の
時
点
で
の

中
長
期
の
財
政
見
通
し
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
追
加
の
説
明
と
し
て
加
え
る
こ
と
は
あ
る

か
。

 

答
　
村
長

　
昨
年
度
あ
る
い
は
一
昨
年
度
、
ど
う
い
う
内
容

で
説
明
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
お
り

ま
す
。そ
う
し
た
中
で
、
単
に
追
加
す
る
こ
と
が

あ
る
か
な
い
か
と
い
え
ば
あ
り
ま
せ
ん
。実
際
に

そ
こ
の
数
値
だ
け
を
見
て
、
財
政
収
支
が
ど
う
の

こ
う
の
と
い
う
話
で
は
な
い
の
で
、
そ
う
し
た
こ

と
で
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
基
金
残
高
は
36
億
円
あ
り
ま

し
た
。令
和
６
年
度
の
債
務
残
高
累
計
は
幾
ら
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
借
金
の
残
額
に
つ
き
ま
し
て
、
約
24
億
2
’

3
0
0
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
貯
金
が
約
36
億
円
、
借
金
が
24
億
円
と
い
う

よ
う
な
数
字
で
す
。そ
れ
が
こ
の
見
通
し
の
中
で

今
随
時
大
型
投
資
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
共
通
認
識
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
水
力
発
電
と
い
う
大
変
大
き
な
事
業

予
算
が
つ
い
て
い
る
。そ
の
脱
炭
素
事
業
は
、総
額

で
約
80
億
円
の
事
業
の
う
ち
、
も
ち
ろ
ん
補
助

金
、
交
付
金
が
あ
っ
て
約
40
億
円
が
、
北
川
村
が

負
担
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
が
、
そ

の
投
資
の
ピ
ー
ク
が
令
和
10
年
度
ぐ
ら
い
に
来

る
と
収
支
見
通
し
の
中
で
出
て
い
る
。

　
10
年
度
の
と
き
の
単
年
度
公
債
費
が
大
体
3

億
6
’0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
。こ
れ
は
10
年
度
の

単
年
度
の
債
務
残
高
で
す
。こ
れ
も
ず
っ
と
投
資

は
増
え
て
き
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
の
ピ
ー
ク
は
令

和
の
12
年
で
約
4
億
5
’0
0
0
万
円
と
い
う
単

年
度
の
地
方
債
の
残
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。令
和

12
年
度
の
基
金
の
残
高
が
そ
の
と
き
の
見
通
し
で

約
18
億
円
に
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
12
年
度
の
地
方
債
の
残
高
予
測
は
で
て

い
る
か
。

 
答
　
総
務
課
長

　
令
和
12
年
時
点
の
地
方
債
の
残
高
と
い
た
し

ま
し
て
は
約
28
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。基
金
の
ほ

う
は
21
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
で
は
、
借
金
に
あ
た
る
地
方
債

が
24
億
円
ぐ
ら
い
、
そ
れ
か
ら
貯
金
が
約
36
億
円

あ
っ
た
も
の
が
、大
型
投
資
が
ず
っ
と
続
い
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
現
在
見
通
し
て
い
る
額
で
い
う
と
、

28
億
円
の
地
方
債
と
約
21
億
円
の
基
金
と
、
資
料

で
は
令
和
12
年
度
が
20
億
円
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

借
金
と
基
金
の
数
字
が
逆
転
し
て
い
る
。明
ら
か

に
こ
こ
で
は
厳
し
い
財
政
が
伺
え
る
が
、
厳
し
い

財
務
状
況
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
認
識
に
つ
い

て
、村
長
の
考
え
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
近
年
は
資
材
を
は
じ
め
物
販
の
高
騰
、
さ
ら
に

賃
金
の
上
昇
な
ど
を
鑑
み
た
と
こ
ろ
、
経
常
収
支

比
率
の
動
向
に
よ
り
経
常
経
費
の
圧
縮
は
考
え

な
が
ら
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
は

な
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
、
投
資
的
経
費
に
い
て
も

財
政
運
営
が
ま
ま
な
ら
な
い
と
き
は
一
時
的
に
中

止
や
中
断
を
決
定
す
れ
ば
対
処
可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
判
断
を
す
べ
き
状
況
か
否
か
を
判

断
す
れ
ば
良
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

村
で
は
中
期
財
政
収
支
見
通
し
を
ほ
ぼ
毎
年
作

成
し
、
こ
の
収
支
の
見
通
し
に
よ
り
勘
案
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
の
時
点
で
バ
タ
バ
タ
す
る
必
要

は
な
く
、
今
が
ど
う
の
こ
う
の
っ
て
い
う
次
元
で

は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。今
後
も
、
毎
年
財
政
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
、財
政
指
数
を

地
域
的
に
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
対
応
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問
　
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
総
合
戦
略
な
の
か
、
５
歳

９
歳
10
歳
14
歳
の
人
数
が
長
期
の
見
通
し
に
な
っ

た
と
き
に
、
2
0
3
5
年
、
今
か
ら
10
年
後
の
数

字
が
57
人
と
16
人
、
70
人
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
の
数
字
に
つ
い
て
も
う
ち
ょ
っ
と
実
態
に
応

じ
た
施
策
、
数
字
の
押
さ
え
方
っ
て
い
う
の
も
あ

る
程
度
必
要
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う

が
、
私
は
そ
う
い
う
子
ど
も
の
人
数
の
数
字
が
実

態
と
乖
離
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ

う
に
思
う
。人
口
動
態
も
意
識
し
た
施
策
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
人
口
推
計
に
つ
い
て
は
国
の
人
口
、
県
の
ほ
う

が
直
近
で
出
し
て
い
る
数
字
、
そ
れ
か
ら
村
の
ほ

う
が
独
自
で
出
し
て
い
る
数
字
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、
村
が
出
し
て
い
る
数
字
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
、
国
勢
調
査
が
終
わ
り
、
速
報
値
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、ま
だ
細
か
い
数
字
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

細
か
い
数
字
が
出
た
段
階
で
ま
た
村
独
自
の
人

口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
人
口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し
た
ら
、
議

員
の
皆
さ
ま
に
も
公
表
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
の
関
係
の
数
値
、あ
る
い
は
中
年

層
の
数
値
、
い
ろ
い
ろ
人
口
の
数
字
は
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
、お
お
む
ね
に
し
て
推
計
っ
て
い
う
の
は

現
状
か
ら
推
計
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
仕
組
み
で
は
じ

き
出
し
ま
す
の
で
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
に

よ
っ
て
こ
れ
ぐ
ら
い
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
は
見
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も

ご
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
そ
の
数
字
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
小
水
力
発
電
施
設
を
主
と
す
る

　
脱
炭
素
事
業
に
つ
い
て

問
　
こ
の
小
水
力
発
電
を
主
と
す
る
脱
炭
素
事

業
を
応
募
し
た
理
由
と
経
緯
に
つ
い
て
、
ま
た
こ

の
事
業
目
的
、効
果
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
2
0
1
0
年
度
後
半
頃
、
議
会
か
ら
の
発
案
で

前
村
長
の
同
意
の
も
と
に
勉
強
会
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
こ
の
当

時
、
恐
ら
く
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
が
2
0
1
2
年
に
誕
生

す
る
こ
と
を
議
会
が
察
知
し
て
、
地
球
環
境
に
優

し
い
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
お
い
て
、
北
川

村
村
内
で
生
か
せ
る
も
の
が
何
が
あ
る
の
か
と

い
っ
た
と
こ
ろ
を
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、私
が
村
長
就
任
後
、送
電
線
の
パ
イ
を

確
保
で
き
そ
う
だ
と
い
う
情
報
を
得
て
、
議
会
へ

相
談
し
、
皆
さ
ん
同
意
の
も
と
に
再
度
事
業
に
取

り
組
み
始
め
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
化
に
向
け
て
調
査
設
計
を
進
め

る
な
か
で
、
数
度
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
都
度
、

事
業
費
が
膨
ら
み
当
初
も
く
ろ
ん
で
い
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
で
は
採
算
が
合
わ
ず
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
断
念

し
、
対
応
可
能
な
事
業
が
あ
れ
ば
改
め
て
説
明
を

行
い
、
事
業
へ
取
り
組
む
旨
を
ご
了
解
い
た
だ
い

た
経
緯
も
ご
ざ
い
ま
す
。そ
う
し
た
経
過
を
経

て
、経
済
産
業
省
、省
内
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、環

境
省
へ
赴
き
、
相
談
を
行
う
と
同
時
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
当
時
ま
だ
制
度
組
み
立
て
中
で

ご
ざ
い
ま
し
た
脱
炭
素
先
行
地
域
の
事
業
が
あ

る
こ
と
を
伺
い
、
こ
の
事
業
交
付
金
が
４
分
の
３

だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
価
値
が

あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
議
会
へ
諮
ら
せ
て
い
た

だ
き
、今
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
度
に

脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
選
定
に
向
け
て
検
討
を
行

い
、
こ
の
事
業
に
よ
り
民
生
部
門
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出

を
ゼ
ロ
に
し
、
小
水
力
発
電
施
設
で
発
電
し
た
電

気
を
生
か
す
た
め
、
事
業
の
対
象
を
村
全
域
と
し

た
と
こ
ろ
で
す
。村
全
体
の
民
生
部
門
の
脱
炭
素

化
を
図
る
た
め
、
小
水
力
発
電
施
設
整
備
以
外
の

取
り
組
み
で
は
、
村
民
の
方
々
へ
の
家
電
補
助
や

公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
設
備
、
民
生
部
門
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
村
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
の
約
半
分

を
占
め
る
運
輸
部
門
の
削
減
に
も
取
り
組
む
た

め
、
村
営
バ
ス
の
Ｅ
Ｖ
化
等
に
も
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
選
定
は
、
令
和
５
年
に
環
境
省
か

ら
選
定
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。地
域
脱
炭
素
先
行

地
域
に
選
定
さ
れ
て
以
降
、
脱
炭
素
事
業
を
推
進

し
て
い
く
な
か
、
事
業
の
目
的
・
効
果
で
必
ず
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
村
全
域
に
お
け

る
民
生
部
門
の
脱
炭
素
化
で
ご
ざ
い
ま
す
。ま

た
、
村
の
地
域
資
源
を
活
用
し
生
ま
れ
た
電
気
を

村
内
に
供
給
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
発
電
し

た
電
気
を
村
内
各
世
帯
へ
供
給
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
四
国
電
力
株
式
会
社
と
電
気
代
を
含
め
た
供

給
内
容
に
つ
い
て
合
意
に
至
り
、
来
週
6
月
18
日

に
基
本
合
意
の
締
結
式
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。こ
の
議
会
か
ら
の
発
案
を
契
機
と
し
た

こ
の
事
業
に
よ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
受
益
で
き

ま
す
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
Ｅ
Ｖ
バ
ス
に
つ
い
て
、
導
入
さ
れ
て
実
際
に

試
験
走
行
も
終
わ
っ
て
走
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け

ど
、何
か
当
初
の
も
く
ろ
み
と
少
し
違
っ
た
、も
し

く
は
何
か
課
題
が
見
え
て
き
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
村
で
は
村
営
バ
ス
と
し
て
Ｅ
Ｖ
バ
ス
を
２
台
購

入
し
て
お
り
ま
す
。製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
民
事
再
生
手
続
き
に
入
っ
た

と
の
情
報
を
得
て
以
降
、
購
入
契
約
先
で
あ
る
四

電
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社
と
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。現
時
点
で
は
製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
サ
ポ
ー
ト
も
通
常
ど
お
り
続

け
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
の
走
行
に
は
支
障
が
な
い

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。購
入

元
に
対
し
、
製
造
会
社
の
民
事
再
生
手
続
き
の
進

捗
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
測
の
事
態
を
見
据
え
た
対

応
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。具
体
的
に
は
、

整
備
関
係
資
料
の
早
期
確
保
、
必
要
部
品
等
の
調

達
、
車
両
不
具
合
時
の
緊
急
時
の
対
応
等
で
す
。

ま
た
、
こ
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
請
け

負
っ
て
い
る
自
動
車
整
備
工
場
へ
は
、Ｅ
Ｖ
バ
ス
納

入
時
に
、車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
製
造
会

社
か
ら
御
工
場
に
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ひ
と
ま
ず
は
危
惧
し
て
慌
て
る
必
要
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
大
阪
市
は
こ
の
万
博
で
使
っ
て
い
た
Ｅ
Ｖ
バ

ス
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
た
か
ら
立
ち
入

り
検
査
に
入
っ
た
と
、そ
う
す
る
と
、中
国
企
業
が

製
造
し
た
一
部
の
車
両
で
前
輪
の
ブ
レ
ー
キ
ホ
ー

ス
が
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
国
交
省
に

リ
コ
ー
ル
を
申
し
入
れ
た
と
い
う
よ
う
な
記
事
が

載
っ
て
お
り
ま
す
。今
村
長
が
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
中
に
は
、
こ
う
い
う
こ
と
の

何
が
あ
っ
て
そ
こ
を
確
認
し
て
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
確
認
を
さ
れ
た
の
か
。

　
そ
れ
と
、
今
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
不
具
合
が

出
て
い
ま
す
。ま
ず
第
１
に
ド
ア
の
乗
降
す
る

パ
ッ
キ
ン
が
剥
が
れ
て
き
た
。ま
だ
導
入
し
て
１

カ
月
２
カ
月
し
か
た
っ
て
い
な
い
の
に
。そ
れ
と

雨
の
激
し
い
と
き
に
は
窓
枠
か
ら
水
が
中
へ
入
っ

て
く
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

新
車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
と
思
い

ま
す
。も
う
一
つ
何
か
ブ
レ
ー
キ
か
何
か
が
か

か
っ
て
解
除
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。今
申
し
上

げ
た
具
体
的
な
３
点
、聞
い
て
い
ま
す
か
。

 

答
　
村
長

　
そ
の
点
は
不
具
合
が
あ
っ
た
内
容
等
、
ま
た
試

運
転
の
と
き
の
状
況
等
も
伺
っ
て
い
ま
す
。何
を

も
っ
て
今
の
と
こ
ろ
心
配
す
る
必
要
は
な
い
か
っ

て
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、き
ち
っ
と
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る

整
備
工
場
も
確
認
が
で
き
て
い
る
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
し
て
運
行
上
、
実
際
に
試
運
転
が
終
わ
り
ま

し
て
、
実
運
行
に
入
っ
て
か
ら
そ
う
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
は
今
伺
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
く
ま
で
も
試
運
転
の
と
き
の
話
だ
ろ
う
と

い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き
た
か
ら
対
応
が
で
き

て
い
る
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
け
ど
、
新

車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
な
っ
て
思

え
る
よ
う
な
水
が
窓
枠
か
ら
入
っ
て
く
る
と
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
ど
も
。

や
は
り
我
々
の
立
場
か
ら
し
て
み
た
ら
、
き
ち
っ

と
し
た
車
、
大
阪
市
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
聞
い
た
と
き
に
や
は
り
心
配
で
す
。そ

う
い
う
報
告
も
、
ぜ
ひ
議
会
の
ほ
う
に
説
明
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
小
島
集
会
場
と
温
泉
に
設
置
し

た
太
陽
光
発
電
の
施
設
に
つ
い
て
、
太
陽
光
発
電

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、集
会
所
の
電
気
代
、も
し

く
は
小
島
山
菜
グ
ル
ー
プ
の
電
気
代
、
温
泉
の
ほ

う
の
電
気
代
、
何
か
そ
う
い
う
面
で
効
果
が
出
て

い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
小
島
集
会
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
８

月
か
ら
で
す
の
で
ま
だ
１
年
足
ら
ず
で
ご
ざ
い
ま

す
。10
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求

は
、
6
2
’6
9
4
円
、
１
カ
月
当
た
り
6
’

2
6
9
円
で
、
1
6
’0
2
2
円
、
加
工
施
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
７
月
か
ら
11
カ
月
で
太

陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求
が
1
0
0
’1
9
7

円
、
１
カ
月
当
た
り
9
’1
0
8
円
と
、
2
9
’

6
8
8
円
、
北
川
村
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
７
年
９
月
か
ら
９
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電

気
代
の
請
求
額
が
7
1
6
’5
5
3
円
、
ひ
と
月

当
た
り
7
9
’6
1
7
円
と
、
2
6
’5
3
9
円
そ

れ
ぞ
れ
安
価
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
大
体
似
た
よ
う
な
額
で
電
気
を
利
用
で

き
る
と
推
測
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
先
日
の
雨
風
で
、平
鍋
地
区
、小
島
地
区
、和

田
地
区
が
停
電
を
約
２
時
間
か
ら
３
時
間
近
く

起
こ
し
ま
し
た
。そ
の
時
に
温
泉
を
見
る
と
電
気

が
つ
い
て
い
る
。集
会
所
も
常
に
つ
い
て
い
る
電

気
は
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
が
、
停
電
に
な
っ
た

ら
こ
の
太
陽
光
発
電
の
仕
組
み
上
、
自
動
的
に
切

り
替
わ
る
の
か
。そ
れ
は
集
会
所
も
温
泉
も
一
緒

で
す
か
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
に
つ
き
ま
し
て
も
合
わ
せ
て
整
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
北
川
村
温
泉
あ
る
い
は
集
会

所
は
自
動
で
切
り
替
わ
っ
て
使
え
る
状
況
に
な
り

ま
す
。

問
　
温
泉
は
自
家
発
電
設
備
を
持
っ
て
お
り
、
温

泉
の
従
業
員
は
停
電
に
な
っ
た
ら
自
家
発
電
設

備
に
切
り
替
わ
る
と
い
う
認
識
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と

切
り
替
え
が
で
き
て
い
る
の
か
、
自
家
発
電
シ
ス

テ
ム
、
設
備
と
の
関
係
上
ち
ゃ
ん
と
そ
の
蓄
電
池

が
稼
働
し
て
い
る
の
か
ぜ
ひ
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
を
同
時
に
整
備
し
て
い
る
と
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
例
え
ば
温
泉
に
し
て
も
集
会
所
に

し
て
も
、
フ
ル
に
全
部
が
使
え
る
わ
け
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
、
改
め
て
ど
う
だ
っ
た
の

か
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
結
果
に
よ
っ
て
、

ス
タ
ッ
フ
等
に
も
指
揮
し
て
、
し
っ
か
り
認
識
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　
組
織
運
営
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

問
　
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
や
っ
て
い
く
う
え
で
、

マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
、
キ
ャ
リ
ア
層
が
随
分

い
び
つ
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、こ
う
い
う
現
状

に
対
し
て
ど
う
い
う
認
識
を
し
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
近
年
、
早
期
退
職
者
が
毎
年
い
る
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
。そ
の
補
充
の
た
め
年
３
回
程
度
採
用
試

験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。令
和
８
年
度
も
退
職
者

の
穴
埋
め
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
現
在

10
月
1
日
採
用
を
目
指
し
、採
用
試
験
を
実
施
中

で
す
。人
口
1
’0
0
0
人
規
模
の
持
続
可
能
な

循
環
型
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
も
、
職
員

の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
必
要
で
あ
り
、
早
期
に
解
決
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。引
き

続
き
採
用
試
験
を
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
、
職

員
数
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
よ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り

高
め
る
た
め
に
、人
事
評
価
に
つ
き
ま
し
て
、勤
勉

手
当
等
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
新
規
採

用
職
員
へ
の
人
材
育
成
に
つ
き
ま
し
て
も
、
日
々

の
業
務
上
の
各
課
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
む
ら

づ
く
り
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
若
手
部
会
の
活
動
を
継
続
し

て
お
り
ま
す
。政
策
立
案
等
に
つ
い
て
人
材
育
成

に
繋
げ
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

問
　
あ
る
村
民
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。役
場
へ
尋

ね
た
い
こ
と
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
電
話
を

し
た
が
、
担
当
者
が
休
み
の
た
め
、
明
日
に
し
て

く
れ
ま
せ
ん
か
と
返
事
を
さ
れ
た
。翌
日
行
っ
た

ら
、
担
当
者
が
出
勤
し
て
お
り
、
申
請
書
に
記
入

し
提
出
し
た
が
、
は
い
分
か
り
ま
し
た
と
言
う

が
、
そ
れ
を
受
け
付
け
て
も
ら
え
た
の
か
分
か
ら

な
い
。役
場
か
ら
公
式
な
重
要
文
書
、
例
え
ば
契

約
書
を
送
付
し
た
り
す
る
と
き
は
文
書
管
理
み

た
い
な
、発
行
し
ま
し
た
、受
け
取
り
ま
し
た
と
い

う
記
録
は
残
っ
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
ず
電
話
等
の
対
応
に
つ
い
て
、
最
近
の
事
例

で
い
く
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
も
必
要
に
な
っ

て
き
た
時
代
な
の
か
、
今
後
の
人
材
育
成
の
中
で

初
期
対
応
、
ま
ず
基
本
で
あ
る
電
話
対
応
で
あ
る

と
か
、そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
再
度
検
査

し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
。

　
ま
た
、
契
約
書
を
作
っ
て
郵
便
で
送
る
と
い
う

事
例
は
多
々
そ
ん
な
に
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

過
去
、
私
が
対
応
し
た
事
例
で
い
く
と
、
簡
易
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、手
続
き
上
送
っ
た
り
、あ
る

い
は
直
接
手
渡
し
た
り
対
応
し
て
き
た
、
ま
た
再

度
確
認
し
な
が
ら
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。発
送
等

の
記
録
は
全
部
控
え
て
い
ま
す
。

問
　
ど
う
す
れ
ば
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
直

る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
報
連
相
の
取
り
組

み
を
ぜ
ひ
考
え
て
ほ
し
い
。

 

答
　
村
長

　
接
遇
の
と
こ
ろ
で
基
本
に
な
る
電
話
対
応
、
ま

た
、
報
連
相
、
特
に
報
告
の
部
分
は
大
切
と
思
い

ま
す
の
で
、
ま
た
改
め
て
徹
底
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

問
　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

は
、約
80
％
の
進
捗
ま
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

残
っ
て
い
る
工
事
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
、
ま
た
、

許
認
可
関
係
に
お
い
て
何
が
許
可
さ
れ
何
が
残
っ

て
い
る
か
。こ
の
前
全
員
協
議
会
で
11
月
ご
ろ
か

ら
試
験
運
転
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
蛇
谷
地
区
小
水
力
発
電
施
設
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
10
月
末
ま
で
に
発
電
所
の
建
設
及
び

発
電
機
の
据
え
付
け
、
沈
砂
池
の
整
備
、
水
管
橋

部
分
の
導
水
管
の
設
置
、
系
統
接
続
を
進
め
、
11

月
か
ら
試
運
転
を
開
始
、
12
月
か
ら
運
転
の
開
始

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、台
風
６
号
に
伴
い
、

蛇
谷
川
を
含
む
北
川
村
東
部
に
お
い
て
集
中
的

な
降
雨
が
発
生
し
、
施
工
済
み
で
あ
る
導
水
管
の

一
部
が
流
出
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
す
。６
月
４
日
及
び
５
日
に
現
地
調
査
を
し

て
被
災
状
況
を
把
握
し
、現
在
、対
処
方
法
、全
体

工
程
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
請
負
業
者
と
も
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
全
容
調
査
が
で

き
次
第
、
対
応
案
を
取
り
ま
と
め
、
議
会
に
も
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
許
認
可
関
係
に
つ
き
ま
し
て
、
河
川
法
に
お
い

て
は
令
和
6
年
10
月
に
許
可
、
電
気
事
業
法
に
つ

き
ま
し
て
は
同
年
11
月
に
届
け
出
、
国
有
林
野
使

用
に
つ
き
ま
し
て
令
和
7
年
1
月
に
許
可
が
完
了

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
水
車
据
え
付
け
後
の
試
験
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
請
負
業
者
及
び
水
車
メ
ー
カ
ー
が
試
験
計
画

を
策
定
し
、
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主

任
技
術
者
の
確
認
を
受
け
た
う
え
で
、
両
主
任
技

術
者
の
保
安
監
督
の
も
と
、
試
験
を
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。試
験
内
容
と
し
て
は
、
停

止
状
態
で
の
外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の

測
定
、
系
統
連
携
し
た
負
荷
運
転
で
の
安
定
運
転

の
確
認
や
必
要
な
急
負
荷
遮
断
試
験
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
試
験
記
録
を
取
り
ま
と
め
、
問
題
が
な

け
れ
ば
法
定
使
用
前
自
主
検
査
を
経
て
運
転
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
残
工
事
と
し
て
、
発
電
機
据
え
付
け
調
整
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、
予
定
で
は
８
月
ご
ろ
か
ら
搬

入
据
え
付
け
に
入
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
れ

を
ミ
ス
す
る
と
工
程
上
も
の
す
ご
く
窮
屈
に
な
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。発
電
機
と
水
路
管
と
の

取
り
付
け
箇
所
の
再
度
確
認
を
行
っ
て
、
万
全
の

体
制
で
据
付
調
整
に
入
る
こ
と
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
さ
に
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
の
工
程
で

す
。発
電
機
と
導
水
管
の
取
り
付
け
箇
所
に
つ
き

ま
し
て
、
施
工
管
理
者
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
北

川
村
振
興
公
社
に
、
改
め
て
設
計
の
確
認
と
、
請

負
業
者
・
水
車
メ
ー
カ
ー
と
の
間
の
調
整
を
徹

底
す
る
よ
う
指
示
し
、
情
報
連
携
を
図
り
な
が
ら

円
滑
に
施
工
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
令
和
８
年
６
月
６
日
の
高
知
新
聞
で
、
北
川

村
全
電
力
地
産
地
消
へ
と
の
見
出
し
で
小
水
力

発
電
に
つ
い
て
、
村
長
と
担
当
職
員
へ
の
聞
き
取

り
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
北

川
村
振
興
公
社
が
運
転
管
理
し
、電
源
開
発
の
技

術
支
援
を
受
け
る
と
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

現
在
電
源
開
発
よ
り
１
人
出
向
で
来
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
こ
の
方
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
ほ
か
に
支
援
を
依
頼
す
る
つ
も
り

な
の
か
。

 

答
　
村
長

　
取
材
で
は
、
共
同
提
案
者
で
あ
る
電
源
開
発
の

関
わ
り
を
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。議
論
当
初
の
議

会
・
役
場
等
へ
の
勉
強
会
で
の
協
力
や
、
公
社
へ

の
出
向
と
い
う
形
で
の
技
術
的
支
援
、
平
鍋
地
区

小
水
力
発
電
所
に
係
る
技
術
的
支
援
こ
れ
ら
を

例
示
し
た
も
の
で
す
。

問
　
と
い
う
こ
と
は
新
し
く
何
ら
か
の
形
で
電
源

開
発
株
式
会
社
に
依
頼
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
当
初
の
予
定
で
は
12
月
か
ら
運
転
と
い
う
こ

と
で
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
運
転
開
始
後

の
設
備
保
守
点
検
に
伴
う
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
公
社
の
人
員
構
成
等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。ま
た
、
保
守
点
検
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
点
検
項
目
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
く
か
な

ど
、
運
用
開
始
ま
で
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
運
転
開
始
後
の
設
備
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
蛇
谷
川
水
力
発
電
所
の
保
安
規
定
に
基
づ

き
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
ず
、
日

常
巡
視
に
つ
い
て
で
す
が
、
一
般
社
団
法
人
北
川

村
振
興
公
社
で
複
数
人
の
体
制
を
組
み
、
順
次
巡

回
方
式
に
よ
り
実
施
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。遠
隔

監
視
に
つ
き
ま
し
て
は
、
遠
隔
監
視
を
活
用
し
つ

つ
、
取
水
状
況
や
発
電
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
１
日
か
ら
１
週
間
程
度
の
周
期
で
運
転
中
の

電
気
設
備
、
周
辺
状
況
等
を
巡
回
し
、
目
視
、
嗅

覚
、
聴
覚
に
よ
り
異
常
の
有
無
を
点
検
し
、
チ
ロ

リ
ア
ン
ス
ク
リ
ー
ン
の
ご
み
詰
ま
り
が
あ
れ
ば
適

宜
撤
去
等
の
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
点
検
作
業
・
運
用
方
法
を

整
理
し
た
維
持
管
理
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
も

同
時
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
た
同
規
定
に
基
づ
き
、
法
定
点
検

で
あ
る
月
次
点
検
や
年
次
点
検
と
し
て
、
電
気
主

任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主
任
技
術
者
に
よ
る

外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の
測
定
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。そ
の
他
、
電
気
事
故
そ
の
他
の

異
常
が
発
生
し
た
と
き
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
両
技
術
者
及
び
振
興
公
社

に
よ
る
臨
時
点
検
を
行
い
、
再
発
防
止
及
び
事
故

の
未
然
防
止
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

問
　
た
だ
、
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
は
ゲ
リ
ラ

豪
雨
が
来
た
と
き
に
、
い
か
に
こ
の
遠
隔
監
視
で

見
て
い
く
か
、
分
か
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
雨
量

計
も
し
く
は
上
流
に
対
し
て
の
簡
易
な
水
位
計

を
つ
け
て
、そ
の
デ
ー
タ
を
持
っ
て
き
て
徐
々
に
上

が
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
も
の
も
考

え
た
ら
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
突
発
性
で
言
い
ま
し
た
ら
、
直
近
で
台
風
の
案

件
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
や
は
り
そ
こ
は
気
を

つ
け
て
い
く
べ
き
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。ま
た

上
流
の
水
位
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
源
開
発
さ

ん
の
ほ
う
が
い
く
ば
く
か
持
た
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
協
議
を
し

て
そ
の
数
値
と
か
も
い
た
だ
け
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ざ
ん
さ ほ

じ
ょ
う
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力
を
改
め
て
お
願
い
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
う
し
た
組
織
横
断
的
な
連
携
に
よ

り
、
複
数
の
課
題
を
抱
え
る
世
帯
に
対
し
、
既
存

の
各
種
事
業
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
、
属
性
を
問

わ
な
い
包
括
的
な
支
援
に
つ
な
げ
る
。誰
一
人
取

り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健

や
か
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、本
事
業
を
力
強
く
推
進
し
て
い
く
。

■
観
光
の
振
興 

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
モ
ネ
の
庭
整
備
に
か
か
る
文
化
庁
事
業
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
申
請
し
た
事
業
は
計
画
ど
お
り
採

択
さ
れ
、
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
。こ
れ

を
踏
ま
え
、
来
年
度
に
実
施
予
定
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

棟
改
修
に
向
け
た
設
計
委
託
契
約
を
６
月
中
に

締
結
す
べ
く
進
め
て
い
る
。

　「
水
の
庭
」整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
６
月
に
役

場
担
当
者
と
モ
ネ
の
庭
の
庭
師
が
フ
ラ
ン
ス
を
訪

問
し
、
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
庭
園
管
理
責
任
者
と
協

議
す
る
。10
月
に
は
同
責
任
者
を
本
村
へ
招
き
、

現
地
で
最
終
確
認
を
行
っ
て
い
た
だ
く
予
定
。そ

の
後
、
閉
園
期
間
中
に
工
事
を
実
施
し
、
来
春
開

園
後
は
モ
ネ
の
精
神
を
よ
り
深
化
さ
せ
た
「
水
の

庭
」を
お
披
露
目
で
き
る
見
通
し
。

　
モ
ネ
の
庭
の
５
月
末
ま
で
の
入
園
者
数
は
、

3
6
’0
3
2
人
（
対
前
年
同
期
比
95
・
5
％
）。

４
月
及
び
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
は
天

候
不
良
で
入
園
者
数
が
落
ち
込
ん
だ
が
、
３
月
に

実
施
し
た
「
や
な
せ
た
か
し
と
高
知
の
話
フ
ァ
イ

ナ
ル
企
画
展
」
や
多
肉
植
物
「
ア
ガ
ベ
・
ビ
ル
モ

リ
ニ
ア
ナ
」が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
で
、
期
間
全
体

と
し
て
は
一
定
の
入
園
者
数
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
改
修
・
拡
充
し
た
駐
車
場
の

整
備
効
果
に
よ
り
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
交
通
整

理
等
の
運
営
負
担
も
大
幅
に
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

○
北
川
村
温
泉

　
５
月
末
現
在
の
利
用
者
数
は
宿
泊
と
日
帰
り

入
浴
を
合
わ
せ
て
2
’5
1
3
人
（
令
和
７
年
度

同
期
比
94
・
0
％)

。

　
課
題
と
な
っ
て
い
る
人
員
確
保
に
つ
い
て
は
、３

月
に
パ
ー
ト
職
員
２
人
を
雇
用
し
た
が
、
職
員
の

長
期
休
職
や
退
職
が
重
な
り
依
然
と
し
て
厳
し

い
勤
務
体
制
が
続
い
て
い
る
。村
と
し
て
は
、東
京

と
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
移
住
相
談
会
に
参
加
し

て
温
泉
の
雇
用
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
な

ど
、人
材
確
保
に
助
力
す
る
。

○
そ
の
他
の
観
光
振
興

　
村
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
北
川
村
文
化
観
光

公
社
が
主
体
と
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
内
覧
会
の
実
施

や
、
テ
レ
ビ
番
組
の
撮
影
受
け
入
れ
・
調
整
対
応

を
行
う
な
ど
、
村
の
観
光
施
設
や
地
域
資
源
に
係

る
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
る
。

　
ま
た
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
ジ
ョ
ン
万
」
の
放

送
を
契
機
と
し
た
県
の
広
域
的
な
取
り
組
み
に

お
い
て
、
中
岡
慎
太
郎
館
を
は
じ
め
と
す
る
本
村

の
観
光
資
源
が
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
関

係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
な
ど
さ
ら
な
る
観

光
振
興
に
取
り
組
む
。

■
教
育
関
係 

○
食
育
活
動

　
食
育
は
、
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
に
と
ど
ま
ら

ず
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
食
の
大
切
さ
へ
の
理
解
を

深
め
る
、
福
祉
と
教
育
が
連
携
し
た
施
策
で
あ

る
。本
年
度
か
ら
は
給
食
で
の
利
用
を
目
指
し
て

保
小
中
全
員
で
稲
作
体
験
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、６
月
に
は
地
元
農
家
の
指
導
の
も
と
、

小
中
学
生
全
員
に
よ
る
田
植
え
を
行
っ
た
。

　
本
年
度
か
ら
は
台
湾
の
小
学
校
と
交
流
を
進

め
、
そ
こ
か
ら
い
た
だ
い
た
台
湾
産
米
の
田
植
え

に
も
挑
戦
し
て
い
る
。本
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち

が
自
ら
食
す
る
農
作
物
を
育
て
る
体
験
を
通
じ

て
、食
へ
の
関
心
や
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、食

を
通
じ
た
海
外
交
流
を
促
進
す
る
機
会
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
地
元
農
家
と
の
農
業
体
験
を
通
じ
て
地

域
へ
の
理
解
と
愛
着
を
育
む
効
果
も
期
待
し
て
い

る
。10
月
に
は
稲
刈
り
を
実
施
し
、
収
穫
し
た
お

米
を
学
校
給
食
等
で
活
用
し
て
い
く
。

○
保
小
中
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画

　
15
年
間
の
一
体
的
な
子
育
て
教
育
環
境
整
備

の
軸
と
な
る
保
小
中
一
体
化
に
つ
い
て
は
、
４
月

に
最
後
の
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
基
本
計
画
を

取
り
ま
と
め
た
。本
検
討
委
員
会
で
は
、
村
民
の

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
も
真
摯
に
受

け
止
め
な
が
ら
、計
７
回
に
わ
た
り
、ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
、
委
員
及
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
皆

さ
ま
と「
北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
の
在
り
方
」に

つ
い
て
、議
論
を
重
ね
て
き
た
。

　
ハ
ー
ド
面
の
整
備
で
は
、
昨
今
の
保
育
指
針
や

学
習
指
導
要
領
な
ど
の
改
訂
に
よ
る
教
育
方
針

を
踏
ま
え
た
ソ
フ
ト
事
業
の
充
実
を
考
慮
し
つ

つ
、
で
き
る
限
り
ス
マ
ー
ト
な
ハ
ー
ド
整
備
を
念

頭
に
検
討
を
進
め
る
。

　
耐
力
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
も
校
舎

を
健
全
な
状
態
で
使
用
で
き
る
よ
う
長
寿
命
化

に
向
け
た
改
修
を
行
い
つ
つ
も
、
既
存
校
舎
の
有

効
活
用
を
前
提
と
し
た
機
能
改
修
・
拡
充
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
る
。

　
近
年
、
人
件
費
や
資
材
の
高
騰
に
よ
る
工
事
費

の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
中
、
構
造
や
施
工
方
法
等

に
つ
い
て
は
十
分
に
検
討
を
行
い
、
国
の
補
助
制

度
等
を
最
大
限
活
用
し
、
中
期
的
な
村
の
財
政
収

支
を
見
据
え
つ
つ
、財
政
負
担
の
軽
減
に
努
め
る
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
６
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

り

議

だ
よ

会

上村 誠　村長

発
行
責
任
者

議
長
　
岩
垣
　
實
男

　
令
和
８
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
11
日
に
開

会
し
、
条
例
の
制
定
や
令
和
８
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
の
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
12
日
に
は
、
４
氏
が
９
件
の
一
般
質
問
を
行

い
、閉
会
し
ま
し
た
。

‥

行
政
報
告‥

（
抜
粋
）
　

■
物
価
高
騰
対
策

　
長
期
化
す
る
物
価
高
騰
に
直
面
す
る
中
小
規

模
事
業
者
及
び
農
業
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
と

し
た
「
事
業
者
支
援
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
事

業
」は
、
５
月
末
を
も
っ
て
申
請
の
受
け
付
け
が
終

了
し
た
。最
終
的
な
支
援
実
績
は
、
24
の
事
業
者

（
前
年
度
比
1
1
4
・
3
％
）
と
72
人
の
農
業
者

（
前
年
度
比
80
・
9
％
）。

　
ま
た
、
住
民
の
経
済
的
負
担
軽
減
と
地
域
内
消

費
の
喚
起
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
地
域
商

品
券
事
業
」に
つ
い
て
は
、５
月
末
時
点
で
14
事
業

者
か
ら
取
扱
店
申
請
を
い
た
だ
い
た
。

　
本
商
品
券
の
使
用
期
間
は
７
月
１
日
か
ら
来

年
２
月
21
日
ま
で
。村
内
事
業
所
に
加
え
中
芸
管

内
の
ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
の
利
用
も

可
能
だ
が
、
で
き
る
限
り
村
内
で
活
用
い
た
だ
け

る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

■
人
口
減
少
対
策

　
５
月
末
、
昨
年
の
国
勢
調
査
の
速
報
値
が
公
表

さ
れ
た
。北
川
村
の
人
口
は
1
’0
9
0
人
と
な

り
、
５
年
前
よ
り
56
人
、
率
で
は
4
・
8
9
％
の

減
少
。高
知
県
全
体
で
は
6
・
9
5
％
、
他
市
町

村
で
は
10
％
を
超
え
て
減
少
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

多
数
あ
る
中
、
県
内
で
は
４
番
目
に
少
な
い
減
少

率
と
な
っ
て
い
る
。村
の
「
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
一
定
の
成
果
が
表
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
か
ね
て
よ
り
政
策
と
し
て
訴
え
て
い
る
、
人
口

1
’0
0
0
人
規
模
の
持
続
可
能
な
循
環
型
地
域

社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
産
業
・
教
育
・
福

祉
の
密
接
な
連
携
が
重
要
と
な
る
。

　
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
ゆ
ず
栽
培
を
軸
と

し
、
農
業
を
柱
と
し
た
産
業
構
築
の
取
り
組
み

を
一
層
強
化
し
て
、
農
業
に
よ
っ
て
安
定
し
た
生

計
を
立
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
、
移
住
の
促
進
を

図
る
。そ
れ
と
と
も
に
、
県
の
人
口
減
少
対
策
の

中
心
で
あ
る
少
子
化
対
策
と
連
動
す
る
産
業
・

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
産
業
と
教
育
の
つ
な
が

り
を
重
視
し
て
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
働
く
場
所
が
あ
っ
て
も
教
育
環
境

が
な
け
れ
ば
定
住
に
つ
な
が
ら
な
い
た
め
、
村
か

ら
教
育
環
境
を
な
く
す
こ
と
な
く
、
そ
の
上
で
、

村
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
産
業

を
知
り
、
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
教
育

を
推
進
す
る
な
ど
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
教
育
と
福
祉
、
産
業
と
福
祉
の
連
携

を
鑑
み
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
長
く
健
康
的
に
豊

か
な
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
福
祉
施
策
の

充
実
や
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
を
強
化
す
る
。

将
来
的
に
は
農
福
連
携
に
よ
る
就
労
の
場
の
整

備
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
働
く
場
と
な
る
産
業
構
築
、
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
教
育
環
境
、
そ
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
福
祉
施
策
を
一
体
的
に
推
進
す
る

こ
と
で
、「
1
’0
0
0
人
の
家
族
が
子
ど
も
を
育

む
ゆ
ず
王
国
北
川
村
」の
実
現
に
つ
な
げ
る
。

■
地
域
脱
炭
素
先
行
地
域
事
業

　
北
川
村
脱
炭
素
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
小
水
力
発
電
施
設
整
備
の
う
ち
蛇
谷
地
区

に
つ
い
て
は
、
発
電
所
の
建
設
が
お
お
む
ね
完
了

し
た
。水
車
発
電
機
の
設
置
と
試
験
運
転
を
行
っ

た
上
で
12
月
の
運
転
開
始
を
予
定
し
て
い
た
が
、

台
風
６
号
の
影
響
に
よ
り
河
川
が
増
水
し
、
強

ま
っ
た
流
勢
に
よ
っ
て
、村
道
及
び
埋
設
し
て
い
た

導
水
管
の
一
部
が
流
失
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。河
川
水
位
が
下
が
り
し
だ
い
、
全
容
調
査
を

行
い
、復
旧
に
向
け
た
対
応
策
を
講
じ
る
。

　
ま
た
、
宗
ノ
上
地
区
に
つ
い
て
は
台
風
に
よ
る

被
害
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
令
和
９
年
度

の
運
転
開
始
を
目
指
し
て
引
き
続
き
導
水
管
の

埋
設
等
の
工
事
を
進
め
る
。平
鍋
地
区
に
つ
い
て

は
、
10
月
の
整
備
着
工
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　
当
該
施
設
で
発
電
し
た
電
気
の
村
内
各
世
帯
へ

の
供
給
に
つ
い
て
は
、
四
国
電
力
株
式
会
社
と
供

給
内
容
等
に
つ
い
て
合
意
に
至
り
、
６
月
18
日
に

基
本
合
意
の
締
結
式
を
行
う
予
定
。

　
締
結
後
は
、
村
内
へ
の
周
知
に
向
け
た
準
備
を

進
め
、
地
区
座
談
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
村
民
の

皆
さ
ま
へ
の
説
明
を
行
い
、
多
く
の
方
に
少
し
で

も
安
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
気
を
供
給

で
き
る
体
制
・
環
境
を
整
え
、
暮
ら
し
や
す
い
村

づ
く
り
に
取
り
組
む
。

■
第
１
次
産
業
の
振
興

○
優
良
園
地
の
確
保

　
本
年
度
の
圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
６
月

初
旬
に
地
権
者
及
び
地
元
説
明
会
を
終
え
、
県
が

事
業
に
着
手
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、
国
の
令
和

８
年
度
当
初
の
補
助
金
交
付
見
込
額
が
県
の
想

定
し
て
い
た
予
算
額
を
大
幅
に
下
回
っ
て
お
り
、

事
業
規
模
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　
村
と
し
て
は
、
国
の
補
正
予
算
の
確
保
を
求
め

る
と
と
も
に
、
来
年
度
以
降
の
当
初
予
算
の
確
保

に
向
け
、
県
と
緊
密
に
連
携
・
協
力
し
て
要
望
活

動
を
展
開
し
て
い
く
。

○
担
い
手
育
成
の
取
り
組
み

　
新
規
就
農
者
組
織
「
北
川
村
ゆ
ず
陸
援
隊
」が

６
月
、
栽
培
技
術
及
び
経
営
能
力
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、
土
佐
市
に
あ
る
栄
光
商
会
を
視
察

し
た
。

　
栄
光
商
会
は
、Ｊ
Ａ
北
川
支
所
で
搾
汁
さ
れ
た

ゆ
ず
皮
の
残
渣
と
馬
ふ
ん
を
混
合
し
た
バ
ー
ク

堆
肥
を
製
造
す
る
事
業
者
で
、
参
加
者
か
ら
は

「
産
業
廃
棄
物
と
な
る
ゆ
ず
皮
残
渣
の
活
用
を
検

討
す
る
上
で
、
コ
ス
ト
面
な
ど
の
課
題
も
確
認
で

き
た
。今
後
も
循
環
型
農
業
の
取
り
組
み
や
土
壌

改
良
な
ど
、
栽
培
管
理
技
術
の
向
上
に
向
け
て
研

修
を
重
ね
た
い
」と
の
意
見
が
出
た
。

　
村
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
持
続
可
能
な
農
業
経

営
に
向
け
た
研
鑽
を
支
援
し
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

　
物
流
・
人
流
の
要
と
な
る
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
部
で
あ
る
阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
全

面
開
通
に
向
け
て
は
、
議
長
を
は
じ
め
議
員
、
関

係
者
の
尽
力
に
よ
り
、
阿
南
安
芸
自
動
車
道
「
牟

岐
海
部
道
路（
牟
岐
〜
海
部
間
）」が
新
規
事
業
化

さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
未
事
業
化
区
間
は
美
波
〜

牟
岐
間
を
残
す
の
み
と
な
り
、
全
線
開
通
に
向
け

て
大
き
く
前
進
し
た
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

○
奈
半
利
川
堤
防
整
備

　
野
友
地
区
の
奈
半
利
川
堤
防
整
備
に
つ
い
て

は
、
県
が
主
催
の
地
元
説
明
会
が
３
月
に
開
催
さ

れ
た
。今
後
は
未
取
得
用
地
の
買
収
を
進
め
、
用

地
取
得
が
順
調
に
進
め
ば
本
年
度
中
の
工
事
着

手
を
見
込
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
村
と
し
て
は
、
台
風
６
号
に
よ
り
野
友
橋
地
点

に
お
け
る
奈
半
利
川
の
水
位
が
氾
濫
危
険
水
位

の
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
手
前
ま
で
迫
っ
た
状
況
を

踏
ま
え
、
河
川
断
面
の
拡
張
を
含
む
堤
防
の
早
期

整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
県
に
対
し
て

働
き
か
け
を
行
う
。

○
野
友
角
木
地
区
の
宅
地
造
成

　
人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
整
備
中
の
野

友
角
木
地
区
の
宅
地
造
成
に
つ
い
て
は
、
５
月
末

時
点
で
水
道
工
事
も
含
め
約
８
割
の
進
捗
と
な
っ

て
お
り
、
８
月
末
の
工
事
完
了
に
向
け
順
調
に
進

ん
で
い
る
。工
事
完
了
後
に
用
地
測
量
を
実
施
し

て
分
譲
価
格
の
算
定
を
進
め
、
令
和
８
年
度
末
の

分
譲
開
始
を
目
指
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

　
本
年
度
ま
で
を
耐
震
化
促
進
強
化
期
間
と
し

て
、
補
助
額
の
引
き
上
げ
に
よ
る
自
己
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
い
る
。令
和
７
年
度
は
診
断
９
件
、
設

計
14
件
、
改
修
工
事
９
件
が
完
了
。本
年
度
も
５

月
末
現
在
で
診
断
と
設
計
が
２
件
、
改
修
工
事
２

件
の
申
請
を
い
た
だ
く
な
ど
、
住
宅
の
耐
震
化
は

順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　
引
き
続
き
、
こ
の
強
化
期
間
を
有
効
に
活
用
い

た
だ
け
る
よ
う
周
知
を
図
り
、
地
域
の
住
環
境
の

改
善
・
防
災
対
策
の
向
上
に
取
り
組
む
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

　
村
民
の
皆
さ
ん
が
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た

地
区
で
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
健

や
か
に
暮
ら
せ
る
」「
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
は

自
分
で
で
き
る
」
こ
と
を
目
指
し
、
次
の
事
項
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

○
特
定
健
診

　
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
行
動
変
容
を
促
す
ナ
ッ

ジ
理
論
を
応
用
し
た
受
診
勧
奨
が
２
年
目
を
迎

え
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。昨
年
度
の
受

診
率
は
、
２
月
受
診
分
ま
で
の
速
報
値
で
55
・

5
％
と
な
り
、
前
年
度
の
50
・
9
％
と
比
較
し
て

4
・
6
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
な
増
加
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
受
診
率
の
向
上
は
、
単
に
受
診
者
数

の
増
加
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
意
識

が「
検
査
を
受
け
る
」段
階
か
ら
、
そ
の
先
の「
健

康
な
生
活
を
自
ら
実
践
す
る
こ
と
」
へ
と
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
結
果
で
も
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。実
際
に
、健
診
結
果
を
踏
ま
え
、自
ら
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
や
、
積
極
的

に
専
門
職
へ
相
談
さ
れ
る
方
が
増
え
て
お
り
、
手

応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
本
年
度
に
つ
い
て
も
、
５
月
の
小
島
集
会
所
を

皮
切
り
に
集
団
健
診
を
開
始
し
た
。現
在
、
健
康

づ
く
り
婦
人
会
の
協
力
を
得
て
、
保
健
福
祉
推
進

員
と
と
も
に
未
受
診
者
宅
を
訪
問
し
、
受
診
の
呼

び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。健
診
結
果
に
基
づ
く
早

期
の
個
別
相
談
を
積
極
的
に
促
し
、
生
活
習
慣
病

の
重
症
化
予
防
に
全
力
で
取
り
組
む
。

○
支
援
体
制
の
構
築

　
本
年
４
月
よ
り
実
施
し
て
い
る
「
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
」に
つ
い
て
。制
度
の
狭
間
に
あ
る

課
題
や
、
複
合
化
・
複
雑
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
し
、
よ
り
包
括
的
に
対
応
す
る
た
め
、
支
援
体

制
の
構
築
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
。

　
役
場
内
に
お
い
て
は
、
事
業
の
円
滑
な
推
進
に

向
け
、
所
属
長
会
等
を
通
じ
て
、
各
分
野
間
で
の

情
報
共
有
や
事
業
連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て
確
認

を
行
う
な
ど
、
庁
内
の
連
携
体
制
を
一
層
強
化
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
福
祉
の
要
で
あ
る
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
は
、
孤
立
し
が
ち
な

世
帯
の
見
守
り
や
、
早
期
の
課
題
把
握
へ
の
ご
協

令
和
8
年
・

　第
2
回
議
会
定
例
会

‥

一
般
質
問‥

　
北
川
村
が
目
指
す
15
年
間
の
一
貫
し
た

　
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
令
和
２
年
に
策
定

さ
れ
、
毎
年
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。そ
の

実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
就
に
向
け
た
具
体
策
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。そ
し
て
、
保
小
中
一
体
化
施
設

整
備
基
本
計
画
の
取
り
ま
と
め
も
し
て
い
る
が
、

今
後
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
保
小

中
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
検
討
委
員
会
も

こ
の
４
月
に
全
７
回
が
終
了
し
ま
し
て
、
取
り
ま

と
め
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
基
本
計
画
の
中
で
は
、
具
体
的
な
新
し
い

時
代
の
学
び
へ
の
対
応
と
し
ま
し
て
、「
保
小
中
連

携
で
子
ど
も
の
成
長
を
切
れ
目
な
く
支
え
る
」、

「
地
域
探
究
学
で
村
の
産
業
を
学
び
、将
来
の
キ
ャ

リ
ア
に
繋
げ
る
」、「
食
育
・
栽
培
活
動
で
健
康
で

豊
か
な
生
活
を
営
む
力
を
育
む
」、「
言
語
学
習
で

考
え
る
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
」、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
一
人
一
人
に
応
じ
た
学
び
・
協

働
学
習
を
支
え
る
」、「
地
域
で
連
携
し
、
み
ん
な

で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
」、こ
れ
ら
が

実
現
可
能
な
環
境
を
整
え
る
と
い
う
方
向
性
に

至
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
魅
力
的
な
教
育
環
境
づ
く
り
の
手
段

と
な
る
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
財
源
の
見
通
し
も
含
め
て
協
議
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。８
月
中
下
旬
に
は
、
も
っ
と
踏
み

込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
子
ど
も
た
ち
の
数
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、

そ
れ
ら
の
成
就
に
向
け
た
さ
ら
な
る
具
体
策
に
つ

い
て
、概
要
を
問
う
。

　
福
島
県
大
熊
町
の
学
び
舎
ゆ
め
の
森
へ
の
視
察

同
行
依
頼
に
つ
い
て
、
県
教
育
長
を
交
え
て
視

察
、
意
見
交
換
を
行
い
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
趣
旨
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
０
歳
か
ら
15
歳
の
子
ど
も
た
ち
が
と
も
に
学

び
、
と
も
に
遊
び
学
び
に
変
え
て
い
く「
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
の

た
め
に
校
舎
と
園
舎
の
一
体
化
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
組
織
体
制
と
し
て
、

若
手
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
意
欲
的
に
取
り
組
め

る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
学
べ
る
先
進
地
事
例
と
し
て
「
学
び

舎
ゆ
め
の
森
」
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。県
の
教
育
長
と
教
育
次
長
も
「
行
っ
て
み
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。議
員
の
皆

さ
ま
に
も
一
緒
に
視
察
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。ま
た
、組
織

体
制
確
立
の
後
押
し
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
に
義
務
教
育
学
校

制
度
導
入
に
関
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
現
行
の
小

中
一
貫
校
と
の
相
違
点
、
検
討
内
容
な
ど
を
問

う
。ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の
制
度
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
小
中
一
貫
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
年
制
の
小
学
校

と
３
年
制
の
中
学
校
と
い
う
校
種
の
違
う
２
つ
の

学
校
の
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
義
務

教
育
学
校
で
は
、
１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
で
構

成
さ
れ
る
１
つ
の
学
校
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
前
期
課
程
と
後
期
課
程
と
い
う
区
分
は
あ
る

も
の
の
、
よ
り
柔
軟
な
教
育
課
程
を
構
築
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。村
が
目
指
す
15
年
間
の

一
体
的
な
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
は
、
い
か

に
現
行
制
度
を
活
用
す
る
か
が
重
要
で
す
。次
期

学
習
指
導
要
領
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
令
和
12
年

度
の
開
校
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。並
行
し
て
「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
つ
き
ま
し
て

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現

で
き
る
一
体
化
施
設
を
目
指
し
て
、
よ
り
魅
力
的

な
教
育
環
境
づ
く
り
を
行
う
。必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
と
い
う
こ
と
で
、
検
討
、
議
論
を
ど

の
よ
う
に
重
ね
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
か
ら
考
え
ら
れ

る
建
造
物
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
整
備
基
本
計
画
の
頃
よ
り
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
建
築
家
等
の
専
門
家
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

問
　
先
ほ
ど
の
お
答
え
に
、
８
月
中
下
旬
に
な
れ

ば
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
あ
っ
た
が
、
私
た
ち
議
会
と
の
議
論
の
場

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
議
会
の
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見
は
非
常
に
重
要

な
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。全
員
協
議
会
を
含

め
議
論
の
場
に
お
き
ま
し
て
、
建
物
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
や
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
、
そ
し
て
財
源
の
確

保
な
ど
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。保
小

中
の
15
年
間
の
一
貫
し
た
教
育
の
ソ
フ
ト
部
分
、

そ
こ
か
ら
必
要
と
な
る
ハ
ー
ド
、
そ
れ
ら
の
具
体

的
な
考
え
方
等
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
　
保
小
中
一
体
化
施
設
整
備
検
討
委
員
会
の

検
討
結
果
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
と

と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
さ
れ
、
村
長
に

提
言
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
村
長

　
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
環
境
に
ふ

さ
わ
し
い
保
小
中
の
一
体
化
に
向
け
て
、
ソ
フ
ト

面
の
充
実
を
考
慮
し
、実
現
で
き
る
プ
ラ
ン
で
、で

き
る
限
り
ス
マ
ー
ト
な
ハ
ー
ド
整
備
を
念
頭
に
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
耐
力
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後

も
校
舎
を
健
全
な
状
態
で
使
用
で
き
る
よ
う
、
長

寿
命
化
に
向
け
た
改
修
を
行
い
つ
つ
、
既
存
校
舎

の
有
効
活
用
を
前
提
と
し
た
機
能
改
修
、
拡
充
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
手
話
言
語
の
学
び
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
で
は
、「
手
話
言
語
条
例
」が
令
和
５

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。小
学
校
で

の
手
話
学
習
へ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
８
年
で
25

年
目
に
な
り
ま
す
。人
権
学
習
発
表
会
に
お
い

て
、
大
変
高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。手
話
通

訳
士
に
な
る
目
標
を
持
っ
て
養
成
講
座
を
受
講
し

て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。６
年
間
の
学
び
を
さ

ら
に
深
め
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
中
学
校
で
の
継
続
し
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
、
中
学
校
の
年
間
総
授
業
時
間
に
は
厳
格

な
上
限
が
決
ま
っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
何
を
学
ぶ
か
、
学
校
現
場
も
日
々
頭
を
悩
ま
せ

な
が
ら
教
育
課
程
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、
中
学
校
で
は「
教
科
担
任
制
」を
取
っ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
教
科
の
先
生
が
決
め
ら
れ
た
授

業
時
間
を
担
当
し
て
い
る
た
め
、
学
校
全
体
で
特

定
の
時
間
を
別
の
学
習
に
柔
軟
に
振
り
替
え
る

と
い
う
こ
と
が
、
仕
組
み
の
上
で
も
な
か
な
か
難

し
い
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
小
学

校
で
の
学
び
の
継
続
性
と
、
中
学
校
で
新
し
く
学

ぶ
べ
き
人
権
課
題
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
中
学

校
特
有
の
指
導
体
制
を
熟
慮
し
た
結
果
、
現
在
の

よ
う
な
教
育
課
程
の
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
た
め
本
年
度
は
、
手
話
の
実
施
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
中
学
校
で
「
手
話
を
学
ぶ
時
間
」
を
独
立
し
て

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
小
学
校
で
培
っ
た
基
礎
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
手
話
を
含
め
て
、
子
ど
も
た
ち
が
福
祉

や
人
権
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
　
せ
っ
か
く
小
学
校
で
学
ん
で
き
て
い
る
の

で
、
学
び
の
頻
度
は
少
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
い

ろ
い
ろ
な
制
度
の
活
用
や
工
夫
次
第
で
、
15
年
間

の
一
貫
し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。今
一
度
伺
い
ま
す
。15
年
間
の
一
貫

し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
で
き
る
の
か
、

外
で
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
実
現

で
き
る
の
か
を
学
校
現
場
が
主
体
と
な
り
教
育

委
員
会
も
一
緒
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
主
催
で
、
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
令
和
７
年
８
月
か
ら
12

月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
詳
細
を
伺
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
ひ
と
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
村
の
魅
力
・
資
源

を
生
か
し
た
生
業
づ
く
り
と
若
年
層
を
中
心
と

す
る
移
住
者
の
受
け
入
れ
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。昨
年
７
月
か
ら
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
募
る
た
め
、
情
報
発
信

サ
イ
ト
へ
の
掲
載
や
移
住
関
係
機
関
、
大
学
へ
の

情
報
を
提
供
い
た
し
ま
し
た
。結
果
８
人
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
の
で
、
参
加
者
を
２
チ
ー
ム

に
分
け
、
北
川
村
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
案
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
同
年
９
月
か
ら
北
川
村
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
現
地
視
察
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
う
と
と
も
に
、
立
ち
上
げ
る
事
業
の
コ
ン
セ

プ
ト
策
定
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
収
支
計
画

の
作
り
方
等
の
講
座
を
行
っ
た
う
え
で
、
２
チ
ー

ム
が
独
自
の
事
業
を
組
み
立
て
、
12
月
に
発
表
い

た
だ
き
ま
し
た
。発
表
時
点
で
は
、コ
ン
セ
プ
ト
や

対
象
と
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
収
支
計
画
な
ど
に
粗

さ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
内
容
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、翌
年
３
月
に
再
度
発
表
い
た
だ
く

こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。発
表
さ
れ
た
事
業

は
「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」
と
「
村
で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」

と
い
う
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
３
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
本

年
度
も
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
の
後

の
経
過
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

 

答
　
村
長

　「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」の
チ
ー
ム
は
、
現
在
、
事
業
運
営
を
行
う
組

織
の
法
人
化
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
空
き
家
の
設
計
に
取
り
か
か
り
、
改

修
工
事
に
対
し
て
県
補
助
金
を
活
用
す
べ
く
準
備

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、「
村

で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」
チ
ー
ム
は
ゆ

ず
を
活
用
し
、
ポ
ン
酢
づ
く
り
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
、
さ

ら
に
煮
詰
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。サ

ポ
ー
ト
委
託
業
者
に
つ
き
ま
し
て
も
定
期
的
に
打

ち
合
わ
せ
に
参
加
し
、
進
捗
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
経
営
的
に
成
立
す
る
の
か

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、

２
チ
ー
ム
の
活
動
が
北
川
村
に
根
付
い
た
事
業
と

な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
観
光
公
社
の
現
状
に
つ
い
て

問
　
文
化
観
光
公
社
が
発
足
し
て
１
年
が
た
ち
、

観
光
面
に
力
を
入
れ
る
施
策
の
中
で
、
文
化
観
光

公
社
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。現
在
の
公
社
の

組
織
構
成
と
、こ
の
１
年
の
取
り
組
み
、そ
し
て
そ

の
取
り
組
み
に
対
す
る
成
果
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
現
在
、「
国
内
外
に
向
け
た
広
報
活
動
を
と
お

し
て
、
北
川
村
の
認
知
促
進
、
基
幹
産
業
で
あ
る

ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
産
業
の
振
興
を
図
る
。」「
村

民
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

村
の
観
光
・
産
業
振
興
の
取
り
組
み
を
中
心
に

村
内
の
広
報
活
動
を
行
う
。」「
観
光
施
設
や
事
業

者
と
連
携
し
、
ゆ
ず
を
軸
と
し
た
オ
ー
ル
北
川
村

に
よ
る
広
報
体
制
の
構
築
を
図
る
。」と
い
う
３
つ

の
事
業
目
的
を
掲
げ
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の

社
長
を
理
事
長
に
、
広
報
や
金
融
関
係
の
経
験
豊

か
な
理
事
２
人
と
旧
観
光
協
会
の
職
員
に
中
岡

慎
太
郎
館
専
属
の
職
員
３
人
を
含
め
て
、
合
計
８

人
の
体
制
で
文
化
観
光
事
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
阪
・
関
西
万
博
や
土
佐
の
豊
穣
祭
、
東
京
浪
漫

亭
で
の
北
川
村
フ
ェ
ア
な
ど
14
会
場
で
特
産
品
や

観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
ゆ
ず
新
聞
の
発
行

や
北
川
村
観
光
び
ら
き
の
開
催
、Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ

へ
の
出
演
、
取
材
対
応
並
び
に
県
内
外
の
旅
行
会

社
及
び
メ
デ
ィ
ア
へ
の
営
業
活
動
を
行
い
、
主
要

３
施
設
を
中
心
に
誘
客
に
向
け
た
広
報
活
動
、
ゆ

ず
を
中
心
と
し
た
村
へ
の
施
策
を
村
内
外
に
伝

え
、
村
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
公
社
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
で
暮
ら
し
な

が
ら
持
ち
前
の
好
奇
心
と
実
行
力
で
、
村
の
魅
力

を
発
信
す
る
職
員
や
20
年
以
上
テ
レ
ビ
局
で
番

組
制
作
に
従
事
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
し
た
い

ポ
イ
ン
ト
や
業
界
の
構
造
を
熟
知
し
て
い
る
職

員
、
新
聞
記
者
や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験

し
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
人
脈
を
村
に
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
職
員
な
ど
多
様
な
人
材
を
確
保
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
広
報
活
動
等
に
つ
き
ま
し
て
は
す
ぐ
に
成
果
を

上
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
回
数
は
確
実
に
増
加

し
て
お
り
、
観
光
施
設
の
誘
客
増
の
一
助
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
村
の
主
た
る
３
つ
の
観
光
施
設
、モ
ネ
の
庭
、

慎
太
郎
館
、
北
川
村
温
泉
が
あ
り
ま
す
が
、
合
わ

せ
て
年
間
約
11
万
人
が
訪
れ
て
い
る
。そ
れ
で
も

ま
だ
十
分
に
施
設
を
活
用
で
き
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
。

　
さ
ら
に
昨
年
９
月
よ
り
、
文
化
庁
事
業
の
文
化

観
光
拠
点
計
画
に
よ
っ
て
、
モ
ネ
の
庭
を
中
心
に

整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
、
森
林
鉄
道

遺
産
も
あ
り
、
観
光
面
の
伸
び
し
ろ
は
と
て
も
大

き
い
と
期
待
し
、
文
化
観
光
公
社
の
担
う
役
割
も

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
く
る
。村
の
活
性
化
の

た
め
に
も
、
今
後
、
村
の
財
産
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
か
、
ま
た
村
と
し
て
の
観
光
事
業
の

展
望
を
問
う
。併
せ
て
、
観
光
面
だ
け
で
な
く
文

化
面
に
お
い
て
も
、
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
推
進
し
て
い
く
考

え
、予
定
は
あ
る
か
。

 

答
　
村
長

　
本
村
の
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
施
設

を
核
と
し
て
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
及
び
北
川

村
文
化
観
光
公
社
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
北
川
村
の
規
模
で
は
観
光
そ

の
も
の
が
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
す
。村
が
優
先
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
ゆ
ず
を
中
心
と
し
た
１
次
産

業
の
振
興
」「
持
続
可
能
な
地
域
を
維
持
す
る
た

め
の
移
住
・
定
住
促
進
」
す
な
わ
ち
「
産
業
の
振

興
」
と
「
移
住
の
拡
大
」
と
い
う
村
の
重
要
課
題

を
、
交
流
人
口
に
よ
り
牽
引
す
る
「
旗
振
り
役
」、

あ
る
い
は
地
域
へ
呼
び
込
む
た
め
の
「
き
っ
か
け
」

と
し
て
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
自
信
を
持
っ
て
北
川
村

を
紹
介
す
る
際
に
代
名
詞
と
も
な
り
う
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
「
モ
ネ
の
庭
が
あ
る
北
川
村
の
ゆ
ず
」

と
し
て
、
本
村
の
北
川
村
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
広
く

認
知
し
て
い
た
だ
き
、消
費
拡
大
を
図
っ
た
り
、ゆ

ず
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
き
新
規
就

農
へ
つ
な
げ
て
い
っ
た
り
と
関
係
人
口
か
ら
移
住
・

定
住
へ
の
動
機
を
創
出
す
る
な
ど
、観
光
を「
入
り

口
」と
し
て
機
能
さ
せ
、
最
終
的
な
成
果
を
１
次

産
業
の
活
性
化
と
人
口
減
少
対
策
等
に
つ
な
げ
て

い
く
な
ど
の
施
策
は
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
、こ
の
主
要
３
施
設
に
お
い
て
、年
間
合
わ

せ
て
11
万
人
を
超
え
る
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。そ
の
本
村
の
貴
重
な
財
産
で

も
あ
り
ま
す
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
管
理
運
営
を
考

え
な
が
ら
、
利
用
者
規
模
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
文
化
庁
の「
文
化
観
光
拠
点
計
画
」

の
枠
組
み
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
高

知
県
の
観
光
担
当
課
や
東
部
観
光
協
議
会
と
い
っ

た
広
域
的
な
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
文
化
面
に
つ
き
ま
し
て
も
、
観
光
面
と
同

様
に
い
か
に
文
化
的
な
側
面
を
持
た
せ
る
の
か

と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
住
宅
の
供
給
に
つ
い
て

問
　
２
年
前
の
３
月
議
会
に
お
い
て
、
ご
年
配
の

方
が
住
む
住
宅
を
増
や
す
予
定
は
な
い
か
と
い

う
質
問
を
し
た
。そ
の
際
村
長
か
ら
は
、
住
み
な

れ
た
場
所
か
ら
離
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
等
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
か
ら
転
居
を
差
し
控
え
る
事
例
が
あ

る
。高
齢
者
に
限
定
せ
ず
、
村
全
体
と
し
て
必
要

に
応
じ
て
検
討
す
る
と
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
現
在
、
当
時
よ
り
も
さ
ら
に
、
村
内
で
転

居
で
き
る
部
屋
を
求
め
て
い
る
高
齢
者
の
声
を
、

多
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。社
会
福
祉
協
議
会
に

伺
う
と
、
村
内
に
は
老
朽
化
が
著
し
い
住
宅
や
、

構
造
上
、
介
助
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
住
宅
に
お

住
ま
い
の
方
が
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と

で
す
。こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み
る
と
、
例
え
ば
野

友
周
辺
な
ど
で
家
を
貸
し
て
も
い
い
と
考
え
て
い

る
家
主
の
方
々
や
、
村
が
移
住
者
支
援
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件
と
い
っ
た

地
域
の
既
存
資
源
を
活
用
し
、
高
齢
者
の
住
み
替

え
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
仕
組
み
な
ど
が
１
つ

の
選
択
肢
と
し
て
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

何
よ
り
、
ご
年
配
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
こ
の
北

川
村
に
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
が
あ
る
こ
と
こ

そ
が
一
番
の
人
口
減
少
対
策
で
は
な
い
か
。高
齢

者
が
不
便
さ
ゆ
え
に
、
村
外
の
施
設
や
子
ど
も
世

代
の
元
へ
流
出
し
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
村
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

　
そ
れ
は
同
時
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
」の
利
用
者
維
持
に
も
つ
な
が
り
、

ひ
い
て
は
村
の
貴
重
な
福
祉
イ
ン
フ
ラ
の
存
続
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
今
後
の
高
齢
者
向
け
住
宅
支
援
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

 

答
　
村
長

　「
移
住
者
向
け
の
空
き
家
対
策
の
仕
組
み
」
の

活
用
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
移
住
促
進
と

い
う
行
政
目
的
の
も
と
、
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る

施
設
で
す
の
で
、
そ
の
目
的
に
則
っ
た
財
源
を
活

用
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
高
齢
者
の
住
居
確
保
等

に
転
用
す
る
こ
と
は
、
趣
旨
・
目
的
か
ら
も
容
易

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。次
に
、「
家
を
貸

し
て
も
よ
い
」
と
い
う
意
向
を
お
持
ち
の
家
主
の

方
々
と
、
転
居
を
希
望
さ
れ
る
高
齢
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
想
像
で
き
る
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。一
番
重
要
と
な
る
の
は
、
提

供
さ
れ
る
住
宅
が
「
高
齢
者
の
在
宅
生
活
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
真
に
適
し
た
構
造
に
な
っ
て
い
る

か
」
と
い
う
点
で
す
。空
き
家
の
多
く
は
建
築
さ

れ
て
か
ら
相
応
の
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、
段
差

の
解
消
や
手
す
り
の
設
置
、
移
動
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
い
う
面
に
お
い
て
、

必
ず
し
も
十
分
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
の
が
実
態
で
す
。さ
ら
に
、移
住
施
策
と
し
て

空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
中
で
、
実
際
に
貸

し
て
い
た
だ
け
る
物
件
自
体
が
な
か
な
か
な
い
と

い
う
現
実
も
あ
り
、非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
通
り「
自
分
た

ち
で
つ
く
る
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
」
を
目
指
し

て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
少
し
で
も
長
く

安
全
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、「
き
た
が
わ
ず
ー
っ
と
元
気
実
行
計
画
」に

基
づ
い
た
施
策
を
着
実
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。併
せ
ま
し
て
、

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
手
す
り
の
設
置
や
段

差
解
消
と
い
っ
た
住
宅
改
修
の
支
援
を
適
切
に
つ

な
げ
、
在
宅
で
の
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
で

き
る
だ
け
そ
う
し
た
関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
対
応

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
介
護

事
業
所
の
利
用
維
持
と
い
う
観
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
住
宅
の
供
給
と
い
う
一
面
の
み
で
解
決
を
図

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
北
川
村
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
周
辺
町
村
と
も
連
携
し
た
福
祉
イ
ン
フ
ラ
全

体
の
持
続
可
能
性
を
総
合
的
に
見
極
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ご
指
摘
の
と
お
り
、
高

齢
者
の
住
ま
い
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
は
、

少
な
か
ら
ず
本
村
の
人
口
減
少
対
策
と
も
関
わ
る

重
要
な
課
題
で
す
。施
策
の
目
的
を
は
じ
め
物
件

確
保
の
難
し
さ
と
い
っ
た
課
題
は
あ
る
も
の
の
、今

回
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
資
源
を
活
用
す
る
ご
指

摘
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
高
齢
者
福
祉
施
策

の
一
つ
と
し
て
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
最
近
、
あ
る
ご
年
配
の
方
が
住
宅
の
問
題
で

本
村
を
離
れ
て
隣
の
町
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。た
く
さ
ん
問
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
一
つ
で

も
な
く
な
る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

 

答
　
村
長

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
関
係
機
関
、
関
係

方
々
と
連
携
し
て
福
祉
政
策
に
対
し
て
深
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
健
全
財
政
と
財
務
規
律
に
つ
い
て

問
　
一
昨
年
９
月
、
10
月
ぐ
ら
い
に
議
会
の
ほ
う

か
ら
要
請
を
し
、
総
務
課
長
か
ら
そ
の
時
点
で
の

中
長
期
の
財
政
見
通
し
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
追
加
の
説
明
と
し
て
加
え
る
こ
と
は
あ
る

か
。

 

答
　
村
長

　
昨
年
度
あ
る
い
は
一
昨
年
度
、
ど
う
い
う
内
容

で
説
明
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
お
り

ま
す
。そ
う
し
た
中
で
、
単
に
追
加
す
る
こ
と
が

あ
る
か
な
い
か
と
い
え
ば
あ
り
ま
せ
ん
。実
際
に

そ
こ
の
数
値
だ
け
を
見
て
、
財
政
収
支
が
ど
う
の

こ
う
の
と
い
う
話
で
は
な
い
の
で
、
そ
う
し
た
こ

と
で
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
基
金
残
高
は
36
億
円
あ
り
ま

し
た
。令
和
６
年
度
の
債
務
残
高
累
計
は
幾
ら
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
借
金
の
残
額
に
つ
き
ま
し
て
、
約
24
億
2
’

3
0
0
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
貯
金
が
約
36
億
円
、
借
金
が
24
億
円
と
い
う

よ
う
な
数
字
で
す
。そ
れ
が
こ
の
見
通
し
の
中
で

今
随
時
大
型
投
資
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
共
通
認
識
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
水
力
発
電
と
い
う
大
変
大
き
な
事
業

予
算
が
つ
い
て
い
る
。そ
の
脱
炭
素
事
業
は
、総
額

で
約
80
億
円
の
事
業
の
う
ち
、
も
ち
ろ
ん
補
助

金
、
交
付
金
が
あ
っ
て
約
40
億
円
が
、
北
川
村
が

負
担
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
が
、
そ

の
投
資
の
ピ
ー
ク
が
令
和
10
年
度
ぐ
ら
い
に
来

る
と
収
支
見
通
し
の
中
で
出
て
い
る
。

　
10
年
度
の
と
き
の
単
年
度
公
債
費
が
大
体
3

億
6
’0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
。こ
れ
は
10
年
度
の

単
年
度
の
債
務
残
高
で
す
。こ
れ
も
ず
っ
と
投
資

は
増
え
て
き
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
の
ピ
ー
ク
は
令

和
の
12
年
で
約
4
億
5
’0
0
0
万
円
と
い
う
単

年
度
の
地
方
債
の
残
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。令
和

12
年
度
の
基
金
の
残
高
が
そ
の
と
き
の
見
通
し
で

約
18
億
円
に
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
12
年
度
の
地
方
債
の
残
高
予
測
は
で
て

い
る
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
令
和
12
年
時
点
の
地
方
債
の
残
高
と
い
た
し

ま
し
て
は
約
28
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。基
金
の
ほ

う
は
21
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
で
は
、
借
金
に
あ
た
る
地
方
債

が
24
億
円
ぐ
ら
い
、
そ
れ
か
ら
貯
金
が
約
36
億
円

あ
っ
た
も
の
が
、大
型
投
資
が
ず
っ
と
続
い
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
現
在
見
通
し
て
い
る
額
で
い
う
と
、

28
億
円
の
地
方
債
と
約
21
億
円
の
基
金
と
、
資
料

で
は
令
和
12
年
度
が
20
億
円
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

借
金
と
基
金
の
数
字
が
逆
転
し
て
い
る
。明
ら
か

に
こ
こ
で
は
厳
し
い
財
政
が
伺
え
る
が
、
厳
し
い

財
務
状
況
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
認
識
に
つ
い

て
、村
長
の
考
え
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
近
年
は
資
材
を
は
じ
め
物
販
の
高
騰
、
さ
ら
に

賃
金
の
上
昇
な
ど
を
鑑
み
た
と
こ
ろ
、
経
常
収
支

比
率
の
動
向
に
よ
り
経
常
経
費
の
圧
縮
は
考
え

な
が
ら
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
は

な
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
、
投
資
的
経
費
に
い
て
も

財
政
運
営
が
ま
ま
な
ら
な
い
と
き
は
一
時
的
に
中

止
や
中
断
を
決
定
す
れ
ば
対
処
可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
判
断
を
す
べ
き
状
況
か
否
か
を
判

断
す
れ
ば
良
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

村
で
は
中
期
財
政
収
支
見
通
し
を
ほ
ぼ
毎
年
作

成
し
、
こ
の
収
支
の
見
通
し
に
よ
り
勘
案
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
の
時
点
で
バ
タ
バ
タ
す
る
必
要

は
な
く
、
今
が
ど
う
の
こ
う
の
っ
て
い
う
次
元
で

は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。今
後
も
、
毎
年
財
政
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
、財
政
指
数
を

地
域
的
に
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
対
応
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問
　
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
総
合
戦
略
な
の
か
、
５
歳

９
歳
10
歳
14
歳
の
人
数
が
長
期
の
見
通
し
に
な
っ

た
と
き
に
、
2
0
3
5
年
、
今
か
ら
10
年
後
の
数

字
が
57
人
と
16
人
、
70
人
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
の
数
字
に
つ
い
て
も
う
ち
ょ
っ
と
実
態
に
応

じ
た
施
策
、
数
字
の
押
さ
え
方
っ
て
い
う
の
も
あ

る
程
度
必
要
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う

が
、
私
は
そ
う
い
う
子
ど
も
の
人
数
の
数
字
が
実

態
と
乖
離
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ

う
に
思
う
。人
口
動
態
も
意
識
し
た
施
策
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
人
口
推
計
に
つ
い
て
は
国
の
人
口
、
県
の
ほ
う

が
直
近
で
出
し
て
い
る
数
字
、
そ
れ
か
ら
村
の
ほ

う
が
独
自
で
出
し
て
い
る
数
字
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、
村
が
出
し
て
い
る
数
字
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
、
国
勢
調
査
が
終
わ
り
、
速
報
値
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、ま
だ
細
か
い
数
字
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

細
か
い
数
字
が
出
た
段
階
で
ま
た
村
独
自
の
人

口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
人
口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し
た
ら
、
議

員
の
皆
さ
ま
に
も
公
表
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
の
関
係
の
数
値
、あ
る
い
は
中
年

層
の
数
値
、
い
ろ
い
ろ
人
口
の
数
字
は
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
、お
お
む
ね
に
し
て
推
計
っ
て
い
う
の
は

現
状
か
ら
推
計
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
仕
組
み
で
は
じ

き
出
し
ま
す
の
で
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
に

よ
っ
て
こ
れ
ぐ
ら
い
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
は
見
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も

ご
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
そ
の
数
字
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
小
水
力
発
電
施
設
を
主
と
す
る

　
脱
炭
素
事
業
に
つ
い
て

問
　
こ
の
小
水
力
発
電
を
主
と
す
る
脱
炭
素
事

業
を
応
募
し
た
理
由
と
経
緯
に
つ
い
て
、
ま
た
こ

の
事
業
目
的
、効
果
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
2
0
1
0
年
度
後
半
頃
、
議
会
か
ら
の
発
案
で

前
村
長
の
同
意
の
も
と
に
勉
強
会
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
こ
の
当

時
、
恐
ら
く
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
が
2
0
1
2
年
に
誕
生

す
る
こ
と
を
議
会
が
察
知
し
て
、
地
球
環
境
に
優

し
い
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
お
い
て
、
北
川

村
村
内
で
生
か
せ
る
も
の
が
何
が
あ
る
の
か
と

い
っ
た
と
こ
ろ
を
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、私
が
村
長
就
任
後
、送
電
線
の
パ
イ
を

確
保
で
き
そ
う
だ
と
い
う
情
報
を
得
て
、
議
会
へ

相
談
し
、
皆
さ
ん
同
意
の
も
と
に
再
度
事
業
に
取

り
組
み
始
め
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
化
に
向
け
て
調
査
設
計
を
進
め

る
な
か
で
、
数
度
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
都
度
、

事
業
費
が
膨
ら
み
当
初
も
く
ろ
ん
で
い
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
で
は
採
算
が
合
わ
ず
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
断
念

し
、
対
応
可
能
な
事
業
が
あ
れ
ば
改
め
て
説
明
を

行
い
、
事
業
へ
取
り
組
む
旨
を
ご
了
解
い
た
だ
い

た
経
緯
も
ご
ざ
い
ま
す
。そ
う
し
た
経
過
を
経

て
、経
済
産
業
省
、省
内
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、環

境
省
へ
赴
き
、
相
談
を
行
う
と
同
時
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
当
時
ま
だ
制
度
組
み
立
て
中
で

ご
ざ
い
ま
し
た
脱
炭
素
先
行
地
域
の
事
業
が
あ

る
こ
と
を
伺
い
、
こ
の
事
業
交
付
金
が
４
分
の
３

だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
価
値
が

あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
議
会
へ
諮
ら
せ
て
い
た

だ
き
、今
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
度
に

脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
選
定
に
向
け
て
検
討
を
行

い
、
こ
の
事
業
に
よ
り
民
生
部
門
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出

を
ゼ
ロ
に
し
、
小
水
力
発
電
施
設
で
発
電
し
た
電

気
を
生
か
す
た
め
、
事
業
の
対
象
を
村
全
域
と
し

た
と
こ
ろ
で
す
。村
全
体
の
民
生
部
門
の
脱
炭
素

化
を
図
る
た
め
、
小
水
力
発
電
施
設
整
備
以
外
の

取
り
組
み
で
は
、
村
民
の
方
々
へ
の
家
電
補
助
や

公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
設
備
、
民
生
部
門
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
村
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
の
約
半
分

を
占
め
る
運
輸
部
門
の
削
減
に
も
取
り
組
む
た

め
、
村
営
バ
ス
の
Ｅ
Ｖ
化
等
に
も
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
選
定
は
、
令
和
５
年
に
環
境
省
か

ら
選
定
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。地
域
脱
炭
素
先
行

地
域
に
選
定
さ
れ
て
以
降
、
脱
炭
素
事
業
を
推
進

し
て
い
く
な
か
、
事
業
の
目
的
・
効
果
で
必
ず
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
村
全
域
に
お
け

る
民
生
部
門
の
脱
炭
素
化
で
ご
ざ
い
ま
す
。ま

た
、
村
の
地
域
資
源
を
活
用
し
生
ま
れ
た
電
気
を

村
内
に
供
給
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
発
電
し

た
電
気
を
村
内
各
世
帯
へ
供
給
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
四
国
電
力
株
式
会
社
と
電
気
代
を
含
め
た
供

給
内
容
に
つ
い
て
合
意
に
至
り
、
来
週
6
月
18
日

に
基
本
合
意
の
締
結
式
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。こ
の
議
会
か
ら
の
発
案
を
契
機
と
し
た

こ
の
事
業
に
よ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
受
益
で
き

ま
す
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
Ｅ
Ｖ
バ
ス
に
つ
い
て
、
導
入
さ
れ
て
実
際
に

試
験
走
行
も
終
わ
っ
て
走
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け

ど
、何
か
当
初
の
も
く
ろ
み
と
少
し
違
っ
た
、も
し

く
は
何
か
課
題
が
見
え
て
き
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
村
で
は
村
営
バ
ス
と
し
て
Ｅ
Ｖ
バ
ス
を
２
台
購

入
し
て
お
り
ま
す
。製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
民
事
再
生
手
続
き
に
入
っ
た

と
の
情
報
を
得
て
以
降
、
購
入
契
約
先
で
あ
る
四

電
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社
と
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。現
時
点
で
は
製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
サ
ポ
ー
ト
も
通
常
ど
お
り
続

け
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
の
走
行
に
は
支
障
が
な
い

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。購
入

元
に
対
し
、
製
造
会
社
の
民
事
再
生
手
続
き
の
進

捗
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
測
の
事
態
を
見
据
え
た
対

応
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。具
体
的
に
は
、

整
備
関
係
資
料
の
早
期
確
保
、
必
要
部
品
等
の
調

達
、
車
両
不
具
合
時
の
緊
急
時
の
対
応
等
で
す
。

ま
た
、
こ
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
請
け

負
っ
て
い
る
自
動
車
整
備
工
場
へ
は
、Ｅ
Ｖ
バ
ス
納

入
時
に
、車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
製
造
会

社
か
ら
御
工
場
に
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ひ
と
ま
ず
は
危
惧
し
て
慌
て
る
必
要
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
大
阪
市
は
こ
の
万
博
で
使
っ
て
い
た
Ｅ
Ｖ
バ

ス
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
た
か
ら
立
ち
入

り
検
査
に
入
っ
た
と
、そ
う
す
る
と
、中
国
企
業
が

製
造
し
た
一
部
の
車
両
で
前
輪
の
ブ
レ
ー
キ
ホ
ー

ス
が
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
国
交
省
に

リ
コ
ー
ル
を
申
し
入
れ
た
と
い
う
よ
う
な
記
事
が

載
っ
て
お
り
ま
す
。今
村
長
が
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
中
に
は
、
こ
う
い
う
こ
と
の

何
が
あ
っ
て
そ
こ
を
確
認
し
て
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
確
認
を
さ
れ
た
の
か
。

　
そ
れ
と
、
今
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
不
具
合
が

出
て
い
ま
す
。ま
ず
第
１
に
ド
ア
の
乗
降
す
る

パ
ッ
キ
ン
が
剥
が
れ
て
き
た
。ま
だ
導
入
し
て
１

カ
月
２
カ
月
し
か
た
っ
て
い
な
い
の
に
。そ
れ
と

雨
の
激
し
い
と
き
に
は
窓
枠
か
ら
水
が
中
へ
入
っ

て
く
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

新
車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
と
思
い

ま
す
。も
う
一
つ
何
か
ブ
レ
ー
キ
か
何
か
が
か

か
っ
て
解
除
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。今
申
し
上

げ
た
具
体
的
な
３
点
、聞
い
て
い
ま
す
か
。

 

答
　
村
長

　
そ
の
点
は
不
具
合
が
あ
っ
た
内
容
等
、
ま
た
試

運
転
の
と
き
の
状
況
等
も
伺
っ
て
い
ま
す
。何
を

も
っ
て
今
の
と
こ
ろ
心
配
す
る
必
要
は
な
い
か
っ

て
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、き
ち
っ
と
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る

整
備
工
場
も
確
認
が
で
き
て
い
る
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
し
て
運
行
上
、
実
際
に
試
運
転
が
終
わ
り
ま

し
て
、
実
運
行
に
入
っ
て
か
ら
そ
う
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
は
今
伺
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
く
ま
で
も
試
運
転
の
と
き
の
話
だ
ろ
う
と

い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き
た
か
ら
対
応
が
で
き

て
い
る
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
け
ど
、
新

車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
な
っ
て
思

え
る
よ
う
な
水
が
窓
枠
か
ら
入
っ
て
く
る
と
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
ど
も
。

や
は
り
我
々
の
立
場
か
ら
し
て
み
た
ら
、
き
ち
っ

と
し
た
車
、
大
阪
市
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
聞
い
た
と
き
に
や
は
り
心
配
で
す
。そ

う
い
う
報
告
も
、
ぜ
ひ
議
会
の
ほ
う
に
説
明
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
小
島
集
会
場
と
温
泉
に
設
置
し

た
太
陽
光
発
電
の
施
設
に
つ
い
て
、
太
陽
光
発
電

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、集
会
所
の
電
気
代
、も
し

く
は
小
島
山
菜
グ
ル
ー
プ
の
電
気
代
、
温
泉
の
ほ

う
の
電
気
代
、
何
か
そ
う
い
う
面
で
効
果
が
出
て

い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
小
島
集
会
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
８

月
か
ら
で
す
の
で
ま
だ
１
年
足
ら
ず
で
ご
ざ
い
ま

す
。10
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求

は
、
6
2
’6
9
4
円
、
１
カ
月
当
た
り
6
’

2
6
9
円
で
、
1
6
’0
2
2
円
、
加
工
施
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
７
月
か
ら
11
カ
月
で
太

陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求
が
1
0
0
’1
9
7

円
、
１
カ
月
当
た
り
9
’1
0
8
円
と
、
2
9
’

6
8
8
円
、
北
川
村
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
７
年
９
月
か
ら
９
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電

気
代
の
請
求
額
が
7
1
6
’5
5
3
円
、
ひ
と
月

当
た
り
7
9
’6
1
7
円
と
、
2
6
’5
3
9
円
そ

れ
ぞ
れ
安
価
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
大
体
似
た
よ
う
な
額
で
電
気
を
利
用
で

き
る
と
推
測
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
先
日
の
雨
風
で
、平
鍋
地
区
、小
島
地
区
、和

田
地
区
が
停
電
を
約
２
時
間
か
ら
３
時
間
近
く

起
こ
し
ま
し
た
。そ
の
時
に
温
泉
を
見
る
と
電
気

が
つ
い
て
い
る
。集
会
所
も
常
に
つ
い
て
い
る
電

気
は
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
が
、
停
電
に
な
っ
た

ら
こ
の
太
陽
光
発
電
の
仕
組
み
上
、
自
動
的
に
切

り
替
わ
る
の
か
。そ
れ
は
集
会
所
も
温
泉
も
一
緒

で
す
か
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
に
つ
き
ま
し
て
も
合
わ
せ
て
整
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
北
川
村
温
泉
あ
る
い
は
集
会

所
は
自
動
で
切
り
替
わ
っ
て
使
え
る
状
況
に
な
り

ま
す
。

問
　
温
泉
は
自
家
発
電
設
備
を
持
っ
て
お
り
、
温

泉
の
従
業
員
は
停
電
に
な
っ
た
ら
自
家
発
電
設

備
に
切
り
替
わ
る
と
い
う
認
識
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と

切
り
替
え
が
で
き
て
い
る
の
か
、
自
家
発
電
シ
ス

テ
ム
、
設
備
と
の
関
係
上
ち
ゃ
ん
と
そ
の
蓄
電
池

が
稼
働
し
て
い
る
の
か
ぜ
ひ
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
を
同
時
に
整
備
し
て
い
る
と
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
例
え
ば
温
泉
に
し
て
も
集
会
所
に

し
て
も
、
フ
ル
に
全
部
が
使
え
る
わ
け
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
、
改
め
て
ど
う
だ
っ
た
の

か
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
結
果
に
よ
っ
て
、

ス
タ
ッ
フ
等
に
も
指
揮
し
て
、
し
っ
か
り
認
識
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　
組
織
運
営
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

問
　
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
や
っ
て
い
く
う
え
で
、

マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
、
キ
ャ
リ
ア
層
が
随
分

い
び
つ
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、こ
う
い
う
現
状

に
対
し
て
ど
う
い
う
認
識
を
し
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
近
年
、
早
期
退
職
者
が
毎
年
い
る
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
。そ
の
補
充
の
た
め
年
３
回
程
度
採
用
試

験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。令
和
８
年
度
も
退
職
者

の
穴
埋
め
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
現
在

10
月
1
日
採
用
を
目
指
し
、採
用
試
験
を
実
施
中

で
す
。人
口
1
’0
0
0
人
規
模
の
持
続
可
能
な

循
環
型
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
も
、
職
員

の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
必
要
で
あ
り
、
早
期
に
解
決
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。引
き

続
き
採
用
試
験
を
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
、
職

員
数
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
よ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り

高
め
る
た
め
に
、人
事
評
価
に
つ
き
ま
し
て
、勤
勉

手
当
等
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
新
規
採

用
職
員
へ
の
人
材
育
成
に
つ
き
ま
し
て
も
、
日
々

の
業
務
上
の
各
課
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
む
ら

づ
く
り
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
若
手
部
会
の
活
動
を
継
続
し

て
お
り
ま
す
。政
策
立
案
等
に
つ
い
て
人
材
育
成

に
繋
げ
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

問
　
あ
る
村
民
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。役
場
へ
尋

ね
た
い
こ
と
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
電
話
を

し
た
が
、
担
当
者
が
休
み
の
た
め
、
明
日
に
し
て

く
れ
ま
せ
ん
か
と
返
事
を
さ
れ
た
。翌
日
行
っ
た

ら
、
担
当
者
が
出
勤
し
て
お
り
、
申
請
書
に
記
入

し
提
出
し
た
が
、
は
い
分
か
り
ま
し
た
と
言
う

が
、
そ
れ
を
受
け
付
け
て
も
ら
え
た
の
か
分
か
ら

な
い
。役
場
か
ら
公
式
な
重
要
文
書
、
例
え
ば
契

約
書
を
送
付
し
た
り
す
る
と
き
は
文
書
管
理
み

た
い
な
、発
行
し
ま
し
た
、受
け
取
り
ま
し
た
と
い

う
記
録
は
残
っ
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
ず
電
話
等
の
対
応
に
つ
い
て
、
最
近
の
事
例

で
い
く
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
も
必
要
に
な
っ

て
き
た
時
代
な
の
か
、
今
後
の
人
材
育
成
の
中
で

初
期
対
応
、
ま
ず
基
本
で
あ
る
電
話
対
応
で
あ
る

と
か
、そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
再
度
検
査

し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
。

　
ま
た
、
契
約
書
を
作
っ
て
郵
便
で
送
る
と
い
う

事
例
は
多
々
そ
ん
な
に
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

過
去
、
私
が
対
応
し
た
事
例
で
い
く
と
、
簡
易
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、手
続
き
上
送
っ
た
り
、あ
る

い
は
直
接
手
渡
し
た
り
対
応
し
て
き
た
、
ま
た
再

度
確
認
し
な
が
ら
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。発
送
等

の
記
録
は
全
部
控
え
て
い
ま
す
。

問
　
ど
う
す
れ
ば
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
直

る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
報
連
相
の
取
り
組

み
を
ぜ
ひ
考
え
て
ほ
し
い
。

 

答
　
村
長

　
接
遇
の
と
こ
ろ
で
基
本
に
な
る
電
話
対
応
、
ま

た
、
報
連
相
、
特
に
報
告
の
部
分
は
大
切
と
思
い

ま
す
の
で
、
ま
た
改
め
て
徹
底
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

問
　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

は
、約
80
％
の
進
捗
ま
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

残
っ
て
い
る
工
事
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
、
ま
た
、

許
認
可
関
係
に
お
い
て
何
が
許
可
さ
れ
何
が
残
っ

て
い
る
か
。こ
の
前
全
員
協
議
会
で
11
月
ご
ろ
か

ら
試
験
運
転
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
蛇
谷
地
区
小
水
力
発
電
施
設
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
10
月
末
ま
で
に
発
電
所
の
建
設
及
び

発
電
機
の
据
え
付
け
、
沈
砂
池
の
整
備
、
水
管
橋

部
分
の
導
水
管
の
設
置
、
系
統
接
続
を
進
め
、
11

月
か
ら
試
運
転
を
開
始
、
12
月
か
ら
運
転
の
開
始

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、台
風
６
号
に
伴
い
、

蛇
谷
川
を
含
む
北
川
村
東
部
に
お
い
て
集
中
的

な
降
雨
が
発
生
し
、
施
工
済
み
で
あ
る
導
水
管
の

一
部
が
流
出
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
す
。６
月
４
日
及
び
５
日
に
現
地
調
査
を
し

て
被
災
状
況
を
把
握
し
、現
在
、対
処
方
法
、全
体

工
程
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
請
負
業
者
と
も
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
全
容
調
査
が
で

き
次
第
、
対
応
案
を
取
り
ま
と
め
、
議
会
に
も
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
許
認
可
関
係
に
つ
き
ま
し
て
、
河
川
法
に
お
い

て
は
令
和
6
年
10
月
に
許
可
、
電
気
事
業
法
に
つ

き
ま
し
て
は
同
年
11
月
に
届
け
出
、
国
有
林
野
使

用
に
つ
き
ま
し
て
令
和
7
年
1
月
に
許
可
が
完
了

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
水
車
据
え
付
け
後
の
試
験
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
請
負
業
者
及
び
水
車
メ
ー
カ
ー
が
試
験
計
画

を
策
定
し
、
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主

任
技
術
者
の
確
認
を
受
け
た
う
え
で
、
両
主
任
技

術
者
の
保
安
監
督
の
も
と
、
試
験
を
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。試
験
内
容
と
し
て
は
、
停

止
状
態
で
の
外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の

測
定
、
系
統
連
携
し
た
負
荷
運
転
で
の
安
定
運
転

の
確
認
や
必
要
な
急
負
荷
遮
断
試
験
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
試
験
記
録
を
取
り
ま
と
め
、
問
題
が
な

け
れ
ば
法
定
使
用
前
自
主
検
査
を
経
て
運
転
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
残
工
事
と
し
て
、
発
電
機
据
え
付
け
調
整
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、
予
定
で
は
８
月
ご
ろ
か
ら
搬

入
据
え
付
け
に
入
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
れ

を
ミ
ス
す
る
と
工
程
上
も
の
す
ご
く
窮
屈
に
な
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。発
電
機
と
水
路
管
と
の

取
り
付
け
箇
所
の
再
度
確
認
を
行
っ
て
、
万
全
の

体
制
で
据
付
調
整
に
入
る
こ
と
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
さ
に
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
の
工
程
で

す
。発
電
機
と
導
水
管
の
取
り
付
け
箇
所
に
つ
き

ま
し
て
、
施
工
管
理
者
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
北

川
村
振
興
公
社
に
、
改
め
て
設
計
の
確
認
と
、
請

負
業
者
・
水
車
メ
ー
カ
ー
と
の
間
の
調
整
を
徹

底
す
る
よ
う
指
示
し
、
情
報
連
携
を
図
り
な
が
ら

円
滑
に
施
工
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
令
和
８
年
６
月
６
日
の
高
知
新
聞
で
、
北
川

村
全
電
力
地
産
地
消
へ
と
の
見
出
し
で
小
水
力

発
電
に
つ
い
て
、
村
長
と
担
当
職
員
へ
の
聞
き
取

り
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
北

川
村
振
興
公
社
が
運
転
管
理
し
、電
源
開
発
の
技

術
支
援
を
受
け
る
と
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

現
在
電
源
開
発
よ
り
１
人
出
向
で
来
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
こ
の
方
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
ほ
か
に
支
援
を
依
頼
す
る
つ
も
り

な
の
か
。

 

答
　
村
長

　
取
材
で
は
、
共
同
提
案
者
で
あ
る
電
源
開
発
の

関
わ
り
を
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。議
論
当
初
の
議

会
・
役
場
等
へ
の
勉
強
会
で
の
協
力
や
、
公
社
へ

の
出
向
と
い
う
形
で
の
技
術
的
支
援
、
平
鍋
地
区

小
水
力
発
電
所
に
係
る
技
術
的
支
援
こ
れ
ら
を

例
示
し
た
も
の
で
す
。

問
　
と
い
う
こ
と
は
新
し
く
何
ら
か
の
形
で
電
源

開
発
株
式
会
社
に
依
頼
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
当
初
の
予
定
で
は
12
月
か
ら
運
転
と
い
う
こ

と
で
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
運
転
開
始
後

の
設
備
保
守
点
検
に
伴
う
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
公
社
の
人
員
構
成
等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。ま
た
、
保
守
点
検
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
点
検
項
目
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
く
か
な

ど
、
運
用
開
始
ま
で
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
運
転
開
始
後
の
設
備
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
蛇
谷
川
水
力
発
電
所
の
保
安
規
定
に
基
づ

き
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
ず
、
日

常
巡
視
に
つ
い
て
で
す
が
、
一
般
社
団
法
人
北
川

村
振
興
公
社
で
複
数
人
の
体
制
を
組
み
、
順
次
巡

回
方
式
に
よ
り
実
施
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。遠
隔

監
視
に
つ
き
ま
し
て
は
、
遠
隔
監
視
を
活
用
し
つ

つ
、
取
水
状
況
や
発
電
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
１
日
か
ら
１
週
間
程
度
の
周
期
で
運
転
中
の

電
気
設
備
、
周
辺
状
況
等
を
巡
回
し
、
目
視
、
嗅

覚
、
聴
覚
に
よ
り
異
常
の
有
無
を
点
検
し
、
チ
ロ

リ
ア
ン
ス
ク
リ
ー
ン
の
ご
み
詰
ま
り
が
あ
れ
ば
適

宜
撤
去
等
の
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
点
検
作
業
・
運
用
方
法
を

整
理
し
た
維
持
管
理
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
も

同
時
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
た
同
規
定
に
基
づ
き
、
法
定
点
検

で
あ
る
月
次
点
検
や
年
次
点
検
と
し
て
、
電
気
主

任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主
任
技
術
者
に
よ
る

外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の
測
定
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。そ
の
他
、
電
気
事
故
そ
の
他
の

異
常
が
発
生
し
た
と
き
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
両
技
術
者
及
び
振
興
公
社

に
よ
る
臨
時
点
検
を
行
い
、
再
発
防
止
及
び
事
故

の
未
然
防
止
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

問
　
た
だ
、
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
は
ゲ
リ
ラ

豪
雨
が
来
た
と
き
に
、
い
か
に
こ
の
遠
隔
監
視
で

見
て
い
く
か
、
分
か
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
雨
量

計
も
し
く
は
上
流
に
対
し
て
の
簡
易
な
水
位
計

を
つ
け
て
、そ
の
デ
ー
タ
を
持
っ
て
き
て
徐
々
に
上

が
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
も
の
も
考

え
た
ら
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
突
発
性
で
言
い
ま
し
た
ら
、
直
近
で
台
風
の
案

件
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
や
は
り
そ
こ
は
気
を

つ
け
て
い
く
べ
き
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。ま
た

上
流
の
水
位
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
源
開
発
さ

ん
の
ほ
う
が
い
く
ば
く
か
持
た
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
協
議
を
し

て
そ
の
数
値
と
か
も
い
た
だ
け
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ざ
ん
さ ほ

じ
ょ
う
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力
を
改
め
て
お
願
い
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
う
し
た
組
織
横
断
的
な
連
携
に
よ

り
、
複
数
の
課
題
を
抱
え
る
世
帯
に
対
し
、
既
存

の
各
種
事
業
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
、
属
性
を
問

わ
な
い
包
括
的
な
支
援
に
つ
な
げ
る
。誰
一
人
取

り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健

や
か
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、本
事
業
を
力
強
く
推
進
し
て
い
く
。

■
観
光
の
振
興 

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
モ
ネ
の
庭
整
備
に
か
か
る
文
化
庁
事
業
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
申
請
し
た
事
業
は
計
画
ど
お
り
採

択
さ
れ
、
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
。こ
れ

を
踏
ま
え
、
来
年
度
に
実
施
予
定
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

棟
改
修
に
向
け
た
設
計
委
託
契
約
を
６
月
中
に

締
結
す
べ
く
進
め
て
い
る
。

　「
水
の
庭
」整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
６
月
に
役

場
担
当
者
と
モ
ネ
の
庭
の
庭
師
が
フ
ラ
ン
ス
を
訪

問
し
、
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
庭
園
管
理
責
任
者
と
協

議
す
る
。10
月
に
は
同
責
任
者
を
本
村
へ
招
き
、

現
地
で
最
終
確
認
を
行
っ
て
い
た
だ
く
予
定
。そ

の
後
、
閉
園
期
間
中
に
工
事
を
実
施
し
、
来
春
開

園
後
は
モ
ネ
の
精
神
を
よ
り
深
化
さ
せ
た
「
水
の

庭
」を
お
披
露
目
で
き
る
見
通
し
。

　
モ
ネ
の
庭
の
５
月
末
ま
で
の
入
園
者
数
は
、

3
6
’0
3
2
人
（
対
前
年
同
期
比
95
・
5
％
）。

４
月
及
び
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
は
天

候
不
良
で
入
園
者
数
が
落
ち
込
ん
だ
が
、
３
月
に

実
施
し
た
「
や
な
せ
た
か
し
と
高
知
の
話
フ
ァ
イ

ナ
ル
企
画
展
」
や
多
肉
植
物
「
ア
ガ
ベ
・
ビ
ル
モ

リ
ニ
ア
ナ
」が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
で
、
期
間
全
体

と
し
て
は
一
定
の
入
園
者
数
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
改
修
・
拡
充
し
た
駐
車
場
の

整
備
効
果
に
よ
り
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
交
通
整

理
等
の
運
営
負
担
も
大
幅
に
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

○
北
川
村
温
泉

　
５
月
末
現
在
の
利
用
者
数
は
宿
泊
と
日
帰
り

入
浴
を
合
わ
せ
て
2
’5
1
3
人
（
令
和
７
年
度

同
期
比
94
・
0
％)

。

　
課
題
と
な
っ
て
い
る
人
員
確
保
に
つ
い
て
は
、３

月
に
パ
ー
ト
職
員
２
人
を
雇
用
し
た
が
、
職
員
の

長
期
休
職
や
退
職
が
重
な
り
依
然
と
し
て
厳
し

い
勤
務
体
制
が
続
い
て
い
る
。村
と
し
て
は
、東
京

と
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
移
住
相
談
会
に
参
加
し

て
温
泉
の
雇
用
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
な

ど
、人
材
確
保
に
助
力
す
る
。

○
そ
の
他
の
観
光
振
興

　
村
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
北
川
村
文
化
観
光

公
社
が
主
体
と
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
内
覧
会
の
実
施

や
、
テ
レ
ビ
番
組
の
撮
影
受
け
入
れ
・
調
整
対
応

を
行
う
な
ど
、
村
の
観
光
施
設
や
地
域
資
源
に
係

る
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
る
。

　
ま
た
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
ジ
ョ
ン
万
」
の
放

送
を
契
機
と
し
た
県
の
広
域
的
な
取
り
組
み
に

お
い
て
、
中
岡
慎
太
郎
館
を
は
じ
め
と
す
る
本
村

の
観
光
資
源
が
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
関

係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
な
ど
さ
ら
な
る
観

光
振
興
に
取
り
組
む
。

■
教
育
関
係 

○
食
育
活
動

　
食
育
は
、
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
に
と
ど
ま
ら

ず
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
食
の
大
切
さ
へ
の
理
解
を

深
め
る
、
福
祉
と
教
育
が
連
携
し
た
施
策
で
あ

る
。本
年
度
か
ら
は
給
食
で
の
利
用
を
目
指
し
て

保
小
中
全
員
で
稲
作
体
験
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、６
月
に
は
地
元
農
家
の
指
導
の
も
と
、

小
中
学
生
全
員
に
よ
る
田
植
え
を
行
っ
た
。

　
本
年
度
か
ら
は
台
湾
の
小
学
校
と
交
流
を
進

め
、
そ
こ
か
ら
い
た
だ
い
た
台
湾
産
米
の
田
植
え

に
も
挑
戦
し
て
い
る
。本
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち

が
自
ら
食
す
る
農
作
物
を
育
て
る
体
験
を
通
じ

て
、食
へ
の
関
心
や
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、食

を
通
じ
た
海
外
交
流
を
促
進
す
る
機
会
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
地
元
農
家
と
の
農
業
体
験
を
通
じ
て
地

域
へ
の
理
解
と
愛
着
を
育
む
効
果
も
期
待
し
て
い

る
。10
月
に
は
稲
刈
り
を
実
施
し
、
収
穫
し
た
お

米
を
学
校
給
食
等
で
活
用
し
て
い
く
。

○
保
小
中
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画

　
15
年
間
の
一
体
的
な
子
育
て
教
育
環
境
整
備

の
軸
と
な
る
保
小
中
一
体
化
に
つ
い
て
は
、
４
月

に
最
後
の
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
基
本
計
画
を

取
り
ま
と
め
た
。本
検
討
委
員
会
で
は
、
村
民
の

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
も
真
摯
に
受

け
止
め
な
が
ら
、計
７
回
に
わ
た
り
、ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
、
委
員
及
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
皆

さ
ま
と「
北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
の
在
り
方
」に

つ
い
て
、議
論
を
重
ね
て
き
た
。

　
ハ
ー
ド
面
の
整
備
で
は
、
昨
今
の
保
育
指
針
や

学
習
指
導
要
領
な
ど
の
改
訂
に
よ
る
教
育
方
針

を
踏
ま
え
た
ソ
フ
ト
事
業
の
充
実
を
考
慮
し
つ

つ
、
で
き
る
限
り
ス
マ
ー
ト
な
ハ
ー
ド
整
備
を
念

頭
に
検
討
を
進
め
る
。

　
耐
力
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
も
校
舎

を
健
全
な
状
態
で
使
用
で
き
る
よ
う
長
寿
命
化

に
向
け
た
改
修
を
行
い
つ
つ
も
、
既
存
校
舎
の
有

効
活
用
を
前
提
と
し
た
機
能
改
修
・
拡
充
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
る
。

　
近
年
、
人
件
費
や
資
材
の
高
騰
に
よ
る
工
事
費

の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
中
、
構
造
や
施
工
方
法
等

に
つ
い
て
は
十
分
に
検
討
を
行
い
、
国
の
補
助
制

度
等
を
最
大
限
活
用
し
、
中
期
的
な
村
の
財
政
収

支
を
見
据
え
つ
つ
、財
政
負
担
の
軽
減
に
努
め
る
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
６
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

　
令
和
８
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
11
日
に
開

会
し
、
条
例
の
制
定
や
令
和
８
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
の
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
12
日
に
は
、
４
氏
が
９
件
の
一
般
質
問
を
行

い
、閉
会
し
ま
し
た
。

‥

行
政
報
告‥

（
抜
粋
）
　

■
物
価
高
騰
対
策

　
長
期
化
す
る
物
価
高
騰
に
直
面
す
る
中
小
規

模
事
業
者
及
び
農
業
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
と

し
た
「
事
業
者
支
援
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
事

業
」は
、
５
月
末
を
も
っ
て
申
請
の
受
け
付
け
が
終

了
し
た
。最
終
的
な
支
援
実
績
は
、
24
の
事
業
者

（
前
年
度
比
1
1
4
・
3
％
）
と
72
人
の
農
業
者

（
前
年
度
比
80
・
9
％
）。

　
ま
た
、
住
民
の
経
済
的
負
担
軽
減
と
地
域
内
消

費
の
喚
起
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
地
域
商

品
券
事
業
」に
つ
い
て
は
、５
月
末
時
点
で
14
事
業

者
か
ら
取
扱
店
申
請
を
い
た
だ
い
た
。

　
本
商
品
券
の
使
用
期
間
は
７
月
１
日
か
ら
来

年
２
月
21
日
ま
で
。村
内
事
業
所
に
加
え
中
芸
管

内
の
ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
の
利
用
も

可
能
だ
が
、
で
き
る
限
り
村
内
で
活
用
い
た
だ
け

る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

■
人
口
減
少
対
策

　
５
月
末
、
昨
年
の
国
勢
調
査
の
速
報
値
が
公
表

さ
れ
た
。北
川
村
の
人
口
は
1
’0
9
0
人
と
な

り
、
５
年
前
よ
り
56
人
、
率
で
は
4
・
8
9
％
の

減
少
。高
知
県
全
体
で
は
6
・
9
5
％
、
他
市
町

村
で
は
10
％
を
超
え
て
減
少
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

多
数
あ
る
中
、
県
内
で
は
４
番
目
に
少
な
い
減
少

率
と
な
っ
て
い
る
。村
の
「
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
一
定
の
成
果
が
表
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
か
ね
て
よ
り
政
策
と
し
て
訴
え
て
い
る
、
人
口

1
’0
0
0
人
規
模
の
持
続
可
能
な
循
環
型
地
域

社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
産
業
・
教
育
・
福

祉
の
密
接
な
連
携
が
重
要
と
な
る
。

　
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
ゆ
ず
栽
培
を
軸
と

し
、
農
業
を
柱
と
し
た
産
業
構
築
の
取
り
組
み

を
一
層
強
化
し
て
、
農
業
に
よ
っ
て
安
定
し
た
生

計
を
立
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
、
移
住
の
促
進
を

図
る
。そ
れ
と
と
も
に
、
県
の
人
口
減
少
対
策
の

中
心
で
あ
る
少
子
化
対
策
と
連
動
す
る
産
業
・

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
産
業
と
教
育
の
つ
な
が

り
を
重
視
し
て
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
働
く
場
所
が
あ
っ
て
も
教
育
環
境

が
な
け
れ
ば
定
住
に
つ
な
が
ら
な
い
た
め
、
村
か

ら
教
育
環
境
を
な
く
す
こ
と
な
く
、
そ
の
上
で
、

村
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
産
業

を
知
り
、
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
教
育

を
推
進
す
る
な
ど
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
教
育
と
福
祉
、
産
業
と
福
祉
の
連
携

を
鑑
み
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
長
く
健
康
的
に
豊

か
な
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
福
祉
施
策
の

充
実
や
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
を
強
化
す
る
。

将
来
的
に
は
農
福
連
携
に
よ
る
就
労
の
場
の
整

備
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
働
く
場
と
な
る
産
業
構
築
、
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
教
育
環
境
、
そ
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
福
祉
施
策
を
一
体
的
に
推
進
す
る

こ
と
で
、「
1
’0
0
0
人
の
家
族
が
子
ど
も
を
育

む
ゆ
ず
王
国
北
川
村
」の
実
現
に
つ
な
げ
る
。

■
地
域
脱
炭
素
先
行
地
域
事
業

　
北
川
村
脱
炭
素
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
小
水
力
発
電
施
設
整
備
の
う
ち
蛇
谷
地
区

に
つ
い
て
は
、
発
電
所
の
建
設
が
お
お
む
ね
完
了

し
た
。水
車
発
電
機
の
設
置
と
試
験
運
転
を
行
っ

た
上
で
12
月
の
運
転
開
始
を
予
定
し
て
い
た
が
、

台
風
６
号
の
影
響
に
よ
り
河
川
が
増
水
し
、
強

ま
っ
た
流
勢
に
よ
っ
て
、村
道
及
び
埋
設
し
て
い
た

導
水
管
の
一
部
が
流
失
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。河
川
水
位
が
下
が
り
し
だ
い
、
全
容
調
査
を

行
い
、復
旧
に
向
け
た
対
応
策
を
講
じ
る
。

　
ま
た
、
宗
ノ
上
地
区
に
つ
い
て
は
台
風
に
よ
る

被
害
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
令
和
９
年
度

の
運
転
開
始
を
目
指
し
て
引
き
続
き
導
水
管
の

埋
設
等
の
工
事
を
進
め
る
。平
鍋
地
区
に
つ
い
て

は
、
10
月
の
整
備
着
工
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　
当
該
施
設
で
発
電
し
た
電
気
の
村
内
各
世
帯
へ

の
供
給
に
つ
い
て
は
、
四
国
電
力
株
式
会
社
と
供

給
内
容
等
に
つ
い
て
合
意
に
至
り
、
６
月
18
日
に

基
本
合
意
の
締
結
式
を
行
う
予
定
。

　
締
結
後
は
、
村
内
へ
の
周
知
に
向
け
た
準
備
を

進
め
、
地
区
座
談
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
村
民
の

皆
さ
ま
へ
の
説
明
を
行
い
、
多
く
の
方
に
少
し
で

も
安
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
気
を
供
給

で
き
る
体
制
・
環
境
を
整
え
、
暮
ら
し
や
す
い
村

づ
く
り
に
取
り
組
む
。

■
第
１
次
産
業
の
振
興

○
優
良
園
地
の
確
保

　
本
年
度
の
圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
６
月

初
旬
に
地
権
者
及
び
地
元
説
明
会
を
終
え
、
県
が

事
業
に
着
手
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、
国
の
令
和

８
年
度
当
初
の
補
助
金
交
付
見
込
額
が
県
の
想

定
し
て
い
た
予
算
額
を
大
幅
に
下
回
っ
て
お
り
、

事
業
規
模
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　
村
と
し
て
は
、
国
の
補
正
予
算
の
確
保
を
求
め

る
と
と
も
に
、
来
年
度
以
降
の
当
初
予
算
の
確
保

に
向
け
、
県
と
緊
密
に
連
携
・
協
力
し
て
要
望
活

動
を
展
開
し
て
い
く
。

○
担
い
手
育
成
の
取
り
組
み

　
新
規
就
農
者
組
織
「
北
川
村
ゆ
ず
陸
援
隊
」が

６
月
、
栽
培
技
術
及
び
経
営
能
力
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、
土
佐
市
に
あ
る
栄
光
商
会
を
視
察

し
た
。

　
栄
光
商
会
は
、Ｊ
Ａ
北
川
支
所
で
搾
汁
さ
れ
た

ゆ
ず
皮
の
残
渣
と
馬
ふ
ん
を
混
合
し
た
バ
ー
ク

堆
肥
を
製
造
す
る
事
業
者
で
、
参
加
者
か
ら
は

「
産
業
廃
棄
物
と
な
る
ゆ
ず
皮
残
渣
の
活
用
を
検

討
す
る
上
で
、
コ
ス
ト
面
な
ど
の
課
題
も
確
認
で

き
た
。今
後
も
循
環
型
農
業
の
取
り
組
み
や
土
壌

改
良
な
ど
、
栽
培
管
理
技
術
の
向
上
に
向
け
て
研

修
を
重
ね
た
い
」と
の
意
見
が
出
た
。

　
村
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
持
続
可
能
な
農
業
経

営
に
向
け
た
研
鑽
を
支
援
し
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

　
物
流
・
人
流
の
要
と
な
る
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
部
で
あ
る
阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
全

面
開
通
に
向
け
て
は
、
議
長
を
は
じ
め
議
員
、
関

係
者
の
尽
力
に
よ
り
、
阿
南
安
芸
自
動
車
道
「
牟

岐
海
部
道
路（
牟
岐
〜
海
部
間
）」が
新
規
事
業
化

さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
未
事
業
化
区
間
は
美
波
〜

牟
岐
間
を
残
す
の
み
と
な
り
、
全
線
開
通
に
向
け

て
大
き
く
前
進
し
た
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

○
奈
半
利
川
堤
防
整
備

　
野
友
地
区
の
奈
半
利
川
堤
防
整
備
に
つ
い
て

は
、
県
が
主
催
の
地
元
説
明
会
が
３
月
に
開
催
さ

れ
た
。今
後
は
未
取
得
用
地
の
買
収
を
進
め
、
用

地
取
得
が
順
調
に
進
め
ば
本
年
度
中
の
工
事
着

手
を
見
込
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
村
と
し
て
は
、
台
風
６
号
に
よ
り
野
友
橋
地
点

に
お
け
る
奈
半
利
川
の
水
位
が
氾
濫
危
険
水
位

の
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
手
前
ま
で
迫
っ
た
状
況
を

踏
ま
え
、
河
川
断
面
の
拡
張
を
含
む
堤
防
の
早
期

整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
県
に
対
し
て

働
き
か
け
を
行
う
。

○
野
友
角
木
地
区
の
宅
地
造
成

　
人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
整
備
中
の
野

友
角
木
地
区
の
宅
地
造
成
に
つ
い
て
は
、
５
月
末

時
点
で
水
道
工
事
も
含
め
約
８
割
の
進
捗
と
な
っ

て
お
り
、
８
月
末
の
工
事
完
了
に
向
け
順
調
に
進

ん
で
い
る
。工
事
完
了
後
に
用
地
測
量
を
実
施
し

て
分
譲
価
格
の
算
定
を
進
め
、
令
和
８
年
度
末
の

分
譲
開
始
を
目
指
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

　
本
年
度
ま
で
を
耐
震
化
促
進
強
化
期
間
と
し

て
、
補
助
額
の
引
き
上
げ
に
よ
る
自
己
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
い
る
。令
和
７
年
度
は
診
断
９
件
、
設

計
14
件
、
改
修
工
事
９
件
が
完
了
。本
年
度
も
５

月
末
現
在
で
診
断
と
設
計
が
２
件
、
改
修
工
事
２

件
の
申
請
を
い
た
だ
く
な
ど
、
住
宅
の
耐
震
化
は

順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　
引
き
続
き
、
こ
の
強
化
期
間
を
有
効
に
活
用
い

た
だ
け
る
よ
う
周
知
を
図
り
、
地
域
の
住
環
境
の

改
善
・
防
災
対
策
の
向
上
に
取
り
組
む
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

　
村
民
の
皆
さ
ん
が
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た

地
区
で
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
健

や
か
に
暮
ら
せ
る
」「
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
は

自
分
で
で
き
る
」
こ
と
を
目
指
し
、
次
の
事
項
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

○
特
定
健
診

　
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
行
動
変
容
を
促
す
ナ
ッ

ジ
理
論
を
応
用
し
た
受
診
勧
奨
が
２
年
目
を
迎

え
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。昨
年
度
の
受

診
率
は
、
２
月
受
診
分
ま
で
の
速
報
値
で
55
・

5
％
と
な
り
、
前
年
度
の
50
・
9
％
と
比
較
し
て

4
・
6
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
な
増
加
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
受
診
率
の
向
上
は
、
単
に
受
診
者
数

の
増
加
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
意
識

が「
検
査
を
受
け
る
」段
階
か
ら
、
そ
の
先
の「
健

康
な
生
活
を
自
ら
実
践
す
る
こ
と
」
へ
と
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
結
果
で
も
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。実
際
に
、健
診
結
果
を
踏
ま
え
、自
ら
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
や
、
積
極
的

に
専
門
職
へ
相
談
さ
れ
る
方
が
増
え
て
お
り
、
手

応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
本
年
度
に
つ
い
て
も
、
５
月
の
小
島
集
会
所
を

皮
切
り
に
集
団
健
診
を
開
始
し
た
。現
在
、
健
康

づ
く
り
婦
人
会
の
協
力
を
得
て
、
保
健
福
祉
推
進

員
と
と
も
に
未
受
診
者
宅
を
訪
問
し
、
受
診
の
呼

び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。健
診
結
果
に
基
づ
く
早

期
の
個
別
相
談
を
積
極
的
に
促
し
、
生
活
習
慣
病

の
重
症
化
予
防
に
全
力
で
取
り
組
む
。

○
支
援
体
制
の
構
築

　
本
年
４
月
よ
り
実
施
し
て
い
る
「
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
」に
つ
い
て
。制
度
の
狭
間
に
あ
る

課
題
や
、
複
合
化
・
複
雑
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
し
、
よ
り
包
括
的
に
対
応
す
る
た
め
、
支
援
体

制
の
構
築
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
。

　
役
場
内
に
お
い
て
は
、
事
業
の
円
滑
な
推
進
に

向
け
、
所
属
長
会
等
を
通
じ
て
、
各
分
野
間
で
の

情
報
共
有
や
事
業
連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て
確
認

を
行
う
な
ど
、
庁
内
の
連
携
体
制
を
一
層
強
化
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
福
祉
の
要
で
あ
る
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
は
、
孤
立
し
が
ち
な

世
帯
の
見
守
り
や
、
早
期
の
課
題
把
握
へ
の
ご
協

‥

一
般
質
問‥

　
北
川
村
が
目
指
す
15
年
間
の
一
貫
し
た

　
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
令
和
２
年
に
策
定

さ
れ
、
毎
年
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。そ
の

実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
就
に
向
け
た
具
体
策
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。そ
し
て
、
保
小
中
一
体
化
施
設

整
備
基
本
計
画
の
取
り
ま
と
め
も
し
て
い
る
が
、

今
後
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
保
小

中
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
検
討
委
員
会
も

こ
の
４
月
に
全
７
回
が
終
了
し
ま
し
て
、
取
り
ま

と
め
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
基
本
計
画
の
中
で
は
、
具
体
的
な
新
し
い

時
代
の
学
び
へ
の
対
応
と
し
ま
し
て
、「
保
小
中
連

携
で
子
ど
も
の
成
長
を
切
れ
目
な
く
支
え
る
」、

「
地
域
探
究
学
で
村
の
産
業
を
学
び
、将
来
の
キ
ャ

リ
ア
に
繋
げ
る
」、「
食
育
・
栽
培
活
動
で
健
康
で

豊
か
な
生
活
を
営
む
力
を
育
む
」、「
言
語
学
習
で

考
え
る
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
」、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
一
人
一
人
に
応
じ
た
学
び
・
協

働
学
習
を
支
え
る
」、「
地
域
で
連
携
し
、
み
ん
な

で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
」、こ
れ
ら
が

実
現
可
能
な
環
境
を
整
え
る
と
い
う
方
向
性
に

至
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
魅
力
的
な
教
育
環
境
づ
く
り
の
手
段

と
な
る
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
財
源
の
見
通
し
も
含
め
て
協
議
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。８
月
中
下
旬
に
は
、
も
っ
と
踏
み

込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
子
ど
も
た
ち
の
数
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、

そ
れ
ら
の
成
就
に
向
け
た
さ
ら
な
る
具
体
策
に
つ

い
て
、概
要
を
問
う
。

　
福
島
県
大
熊
町
の
学
び
舎
ゆ
め
の
森
へ
の
視
察

同
行
依
頼
に
つ
い
て
、
県
教
育
長
を
交
え
て
視

察
、
意
見
交
換
を
行
い
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
趣
旨
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
０
歳
か
ら
15
歳
の
子
ど
も
た
ち
が
と
も
に
学

び
、
と
も
に
遊
び
学
び
に
変
え
て
い
く「
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
の

た
め
に
校
舎
と
園
舎
の
一
体
化
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
組
織
体
制
と
し
て
、

若
手
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
意
欲
的
に
取
り
組
め

る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
学
べ
る
先
進
地
事
例
と
し
て
「
学
び

舎
ゆ
め
の
森
」
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。県
の
教
育
長
と
教
育
次
長
も
「
行
っ
て
み
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。議
員
の
皆

さ
ま
に
も
一
緒
に
視
察
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。ま
た
、組
織

体
制
確
立
の
後
押
し
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
に
義
務
教
育
学
校

制
度
導
入
に
関
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
現
行
の
小

中
一
貫
校
と
の
相
違
点
、
検
討
内
容
な
ど
を
問

う
。ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の
制
度
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
小
中
一
貫
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
年
制
の
小
学
校

と
３
年
制
の
中
学
校
と
い
う
校
種
の
違
う
２
つ
の

学
校
の
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
義
務

教
育
学
校
で
は
、
１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
で
構

成
さ
れ
る
１
つ
の
学
校
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
前
期
課
程
と
後
期
課
程
と
い
う
区
分
は
あ
る

も
の
の
、
よ
り
柔
軟
な
教
育
課
程
を
構
築
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。村
が
目
指
す
15
年
間
の

一
体
的
な
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
は
、
い
か

に
現
行
制
度
を
活
用
す
る
か
が
重
要
で
す
。次
期

学
習
指
導
要
領
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
令
和
12
年

度
の
開
校
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。並
行
し
て
「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
つ
き
ま
し
て

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現

で
き
る
一
体
化
施
設
を
目
指
し
て
、
よ
り
魅
力
的

な
教
育
環
境
づ
く
り
を
行
う
。必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
と
い
う
こ
と
で
、
検
討
、
議
論
を
ど

の
よ
う
に
重
ね
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
か
ら
考
え
ら
れ

る
建
造
物
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
整
備
基
本
計
画
の
頃
よ
り
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
建
築
家
等
の
専
門
家
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

問
　
先
ほ
ど
の
お
答
え
に
、
８
月
中
下
旬
に
な
れ

ば
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
あ
っ
た
が
、
私
た
ち
議
会
と
の
議
論
の
場

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
議
会
の
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見
は
非
常
に
重
要

な
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。全
員
協
議
会
を
含

め
議
論
の
場
に
お
き
ま
し
て
、
建
物
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
や
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
、
そ
し
て
財
源
の
確

保
な
ど
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。保
小

中
の
15
年
間
の
一
貫
し
た
教
育
の
ソ
フ
ト
部
分
、

そ
こ
か
ら
必
要
と
な
る
ハ
ー
ド
、
そ
れ
ら
の
具
体

的
な
考
え
方
等
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
　
保
小
中
一
体
化
施
設
整
備
検
討
委
員
会
の

検
討
結
果
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
と

と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
さ
れ
、
村
長
に

提
言
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
村
長

　
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
環
境
に
ふ

さ
わ
し
い
保
小
中
の
一
体
化
に
向
け
て
、
ソ
フ
ト

面
の
充
実
を
考
慮
し
、実
現
で
き
る
プ
ラ
ン
で
、で

き
る
限
り
ス
マ
ー
ト
な
ハ
ー
ド
整
備
を
念
頭
に
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
耐
力
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後

も
校
舎
を
健
全
な
状
態
で
使
用
で
き
る
よ
う
、
長

寿
命
化
に
向
け
た
改
修
を
行
い
つ
つ
、
既
存
校
舎

の
有
効
活
用
を
前
提
と
し
た
機
能
改
修
、
拡
充
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
手
話
言
語
の
学
び
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
で
は
、「
手
話
言
語
条
例
」が
令
和
５

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。小
学
校
で

の
手
話
学
習
へ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
８
年
で
25

年
目
に
な
り
ま
す
。人
権
学
習
発
表
会
に
お
い

て
、
大
変
高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。手
話
通

訳
士
に
な
る
目
標
を
持
っ
て
養
成
講
座
を
受
講
し

て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。６
年
間
の
学
び
を
さ

ら
に
深
め
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
中
学
校
で
の
継
続
し
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
、
中
学
校
の
年
間
総
授
業
時
間
に
は
厳
格

な
上
限
が
決
ま
っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
何
を
学
ぶ
か
、
学
校
現
場
も
日
々
頭
を
悩
ま
せ

な
が
ら
教
育
課
程
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、
中
学
校
で
は「
教
科
担
任
制
」を
取
っ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
教
科
の
先
生
が
決
め
ら
れ
た
授

業
時
間
を
担
当
し
て
い
る
た
め
、
学
校
全
体
で
特

定
の
時
間
を
別
の
学
習
に
柔
軟
に
振
り
替
え
る

と
い
う
こ
と
が
、
仕
組
み
の
上
で
も
な
か
な
か
難

し
い
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
小
学

校
で
の
学
び
の
継
続
性
と
、
中
学
校
で
新
し
く
学

ぶ
べ
き
人
権
課
題
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
中
学

校
特
有
の
指
導
体
制
を
熟
慮
し
た
結
果
、
現
在
の

よ
う
な
教
育
課
程
の
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
た
め
本
年
度
は
、
手
話
の
実
施
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
中
学
校
で
「
手
話
を
学
ぶ
時
間
」
を
独
立
し
て

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
小
学
校
で
培
っ
た
基
礎
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
手
話
を
含
め
て
、
子
ど
も
た
ち
が
福
祉

や
人
権
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
　
せ
っ
か
く
小
学
校
で
学
ん
で
き
て
い
る
の

で
、
学
び
の
頻
度
は
少
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
い

ろ
い
ろ
な
制
度
の
活
用
や
工
夫
次
第
で
、
15
年
間

の
一
貫
し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。今
一
度
伺
い
ま
す
。15
年
間
の
一
貫

し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
で
き
る
の
か
、

外
で
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
実
現

で
き
る
の
か
を
学
校
現
場
が
主
体
と
な
り
教
育

委
員
会
も
一
緒
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
主
催
で
、
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
令
和
７
年
８
月
か
ら
12

月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
詳
細
を
伺
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
ひ
と
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
村
の
魅
力
・
資
源

を
生
か
し
た
生
業
づ
く
り
と
若
年
層
を
中
心
と

す
る
移
住
者
の
受
け
入
れ
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。昨
年
７
月
か
ら
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
募
る
た
め
、
情
報
発
信

サ
イ
ト
へ
の
掲
載
や
移
住
関
係
機
関
、
大
学
へ
の

情
報
を
提
供
い
た
し
ま
し
た
。結
果
８
人
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
の
で
、
参
加
者
を
２
チ
ー
ム

に
分
け
、
北
川
村
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
案
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
同
年
９
月
か
ら
北
川
村
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
現
地
視
察
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
う
と
と
も
に
、
立
ち
上
げ
る
事
業
の
コ
ン
セ

プ
ト
策
定
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
収
支
計
画

の
作
り
方
等
の
講
座
を
行
っ
た
う
え
で
、
２
チ
ー

ム
が
独
自
の
事
業
を
組
み
立
て
、
12
月
に
発
表
い

た
だ
き
ま
し
た
。発
表
時
点
で
は
、コ
ン
セ
プ
ト
や

対
象
と
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
収
支
計
画
な
ど
に
粗

さ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
内
容
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、翌
年
３
月
に
再
度
発
表
い
た
だ
く

こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。発
表
さ
れ
た
事
業

は
「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」
と
「
村
で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」

と
い
う
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
３
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
本

年
度
も
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
の
後

の
経
過
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

 

答
　
村
長

　「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」の
チ
ー
ム
は
、
現
在
、
事
業
運
営
を
行
う
組

織
の
法
人
化
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
空
き
家
の
設
計
に
取
り
か
か
り
、
改

修
工
事
に
対
し
て
県
補
助
金
を
活
用
す
べ
く
準
備

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、「
村

で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」
チ
ー
ム
は
ゆ

ず
を
活
用
し
、
ポ
ン
酢
づ
く
り
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
、
さ

ら
に
煮
詰
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。サ

ポ
ー
ト
委
託
業
者
に
つ
き
ま
し
て
も
定
期
的
に
打

ち
合
わ
せ
に
参
加
し
、
進
捗
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
経
営
的
に
成
立
す
る
の
か

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、

２
チ
ー
ム
の
活
動
が
北
川
村
に
根
付
い
た
事
業
と

な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

和田　和恵　議員

　
文
化
観
光
公
社
の
現
状
に
つ
い
て

問
　
文
化
観
光
公
社
が
発
足
し
て
１
年
が
た
ち
、

観
光
面
に
力
を
入
れ
る
施
策
の
中
で
、
文
化
観
光

公
社
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。現
在
の
公
社
の

組
織
構
成
と
、こ
の
１
年
の
取
り
組
み
、そ
し
て
そ

の
取
り
組
み
に
対
す
る
成
果
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
現
在
、「
国
内
外
に
向
け
た
広
報
活
動
を
と
お

し
て
、
北
川
村
の
認
知
促
進
、
基
幹
産
業
で
あ
る

ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
産
業
の
振
興
を
図
る
。」「
村

民
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

村
の
観
光
・
産
業
振
興
の
取
り
組
み
を
中
心
に

村
内
の
広
報
活
動
を
行
う
。」「
観
光
施
設
や
事
業

者
と
連
携
し
、
ゆ
ず
を
軸
と
し
た
オ
ー
ル
北
川
村

に
よ
る
広
報
体
制
の
構
築
を
図
る
。」と
い
う
３
つ

の
事
業
目
的
を
掲
げ
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の

社
長
を
理
事
長
に
、
広
報
や
金
融
関
係
の
経
験
豊

か
な
理
事
２
人
と
旧
観
光
協
会
の
職
員
に
中
岡

慎
太
郎
館
専
属
の
職
員
３
人
を
含
め
て
、
合
計
８

人
の
体
制
で
文
化
観
光
事
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
阪
・
関
西
万
博
や
土
佐
の
豊
穣
祭
、
東
京
浪
漫

亭
で
の
北
川
村
フ
ェ
ア
な
ど
14
会
場
で
特
産
品
や

観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
ゆ
ず
新
聞
の
発
行

や
北
川
村
観
光
び
ら
き
の
開
催
、Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ

へ
の
出
演
、
取
材
対
応
並
び
に
県
内
外
の
旅
行
会

社
及
び
メ
デ
ィ
ア
へ
の
営
業
活
動
を
行
い
、
主
要

３
施
設
を
中
心
に
誘
客
に
向
け
た
広
報
活
動
、
ゆ

ず
を
中
心
と
し
た
村
へ
の
施
策
を
村
内
外
に
伝

え
、
村
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
公
社
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
で
暮
ら
し
な

が
ら
持
ち
前
の
好
奇
心
と
実
行
力
で
、
村
の
魅
力

を
発
信
す
る
職
員
や
20
年
以
上
テ
レ
ビ
局
で
番

組
制
作
に
従
事
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
し
た
い

ポ
イ
ン
ト
や
業
界
の
構
造
を
熟
知
し
て
い
る
職

員
、
新
聞
記
者
や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験

し
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
人
脈
を
村
に
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
職
員
な
ど
多
様
な
人
材
を
確
保
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
広
報
活
動
等
に
つ
き
ま
し
て
は
す
ぐ
に
成
果
を

上
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
回
数
は
確
実
に
増
加

し
て
お
り
、
観
光
施
設
の
誘
客
増
の
一
助
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
村
の
主
た
る
３
つ
の
観
光
施
設
、モ
ネ
の
庭
、

慎
太
郎
館
、
北
川
村
温
泉
が
あ
り
ま
す
が
、
合
わ

せ
て
年
間
約
11
万
人
が
訪
れ
て
い
る
。そ
れ
で
も

ま
だ
十
分
に
施
設
を
活
用
で
き
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
。

　
さ
ら
に
昨
年
９
月
よ
り
、
文
化
庁
事
業
の
文
化

観
光
拠
点
計
画
に
よ
っ
て
、
モ
ネ
の
庭
を
中
心
に

整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
、
森
林
鉄
道

遺
産
も
あ
り
、
観
光
面
の
伸
び
し
ろ
は
と
て
も
大

き
い
と
期
待
し
、
文
化
観
光
公
社
の
担
う
役
割
も

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
く
る
。村
の
活
性
化
の

た
め
に
も
、
今
後
、
村
の
財
産
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
か
、
ま
た
村
と
し
て
の
観
光
事
業
の

展
望
を
問
う
。併
せ
て
、
観
光
面
だ
け
で
な
く
文

化
面
に
お
い
て
も
、
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
推
進
し
て
い
く
考

え
、予
定
は
あ
る
か
。

 

答
　
村
長

　
本
村
の
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
施
設

を
核
と
し
て
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
及
び
北
川

村
文
化
観
光
公
社
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
北
川
村
の
規
模
で
は
観
光
そ

の
も
の
が
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
す
。村
が
優
先
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
ゆ
ず
を
中
心
と
し
た
１
次
産

業
の
振
興
」「
持
続
可
能
な
地
域
を
維
持
す
る
た

め
の
移
住
・
定
住
促
進
」
す
な
わ
ち
「
産
業
の
振

興
」
と
「
移
住
の
拡
大
」
と
い
う
村
の
重
要
課
題

を
、
交
流
人
口
に
よ
り
牽
引
す
る
「
旗
振
り
役
」、

あ
る
い
は
地
域
へ
呼
び
込
む
た
め
の
「
き
っ
か
け
」

と
し
て
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
自
信
を
持
っ
て
北
川
村

を
紹
介
す
る
際
に
代
名
詞
と
も
な
り
う
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
「
モ
ネ
の
庭
が
あ
る
北
川
村
の
ゆ
ず
」

と
し
て
、
本
村
の
北
川
村
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
広
く

認
知
し
て
い
た
だ
き
、消
費
拡
大
を
図
っ
た
り
、ゆ

ず
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
き
新
規
就

農
へ
つ
な
げ
て
い
っ
た
り
と
関
係
人
口
か
ら
移
住
・

定
住
へ
の
動
機
を
創
出
す
る
な
ど
、観
光
を「
入
り

口
」と
し
て
機
能
さ
せ
、
最
終
的
な
成
果
を
１
次

産
業
の
活
性
化
と
人
口
減
少
対
策
等
に
つ
な
げ
て

い
く
な
ど
の
施
策
は
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
、こ
の
主
要
３
施
設
に
お
い
て
、年
間
合
わ

せ
て
11
万
人
を
超
え
る
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。そ
の
本
村
の
貴
重
な
財
産
で

も
あ
り
ま
す
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
管
理
運
営
を
考

え
な
が
ら
、
利
用
者
規
模
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
文
化
庁
の「
文
化
観
光
拠
点
計
画
」

の
枠
組
み
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
高

知
県
の
観
光
担
当
課
や
東
部
観
光
協
議
会
と
い
っ

た
広
域
的
な
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
文
化
面
に
つ
き
ま
し
て
も
、
観
光
面
と
同

様
に
い
か
に
文
化
的
な
側
面
を
持
た
せ
る
の
か

と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
住
宅
の
供
給
に
つ
い
て

問
　
２
年
前
の
３
月
議
会
に
お
い
て
、
ご
年
配
の

方
が
住
む
住
宅
を
増
や
す
予
定
は
な
い
か
と
い

う
質
問
を
し
た
。そ
の
際
村
長
か
ら
は
、
住
み
な

れ
た
場
所
か
ら
離
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
等
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
か
ら
転
居
を
差
し
控
え
る
事
例
が
あ

る
。高
齢
者
に
限
定
せ
ず
、
村
全
体
と
し
て
必
要

に
応
じ
て
検
討
す
る
と
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
現
在
、
当
時
よ
り
も
さ
ら
に
、
村
内
で
転

居
で
き
る
部
屋
を
求
め
て
い
る
高
齢
者
の
声
を
、

多
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。社
会
福
祉
協
議
会
に

伺
う
と
、
村
内
に
は
老
朽
化
が
著
し
い
住
宅
や
、

構
造
上
、
介
助
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
住
宅
に
お

住
ま
い
の
方
が
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と

で
す
。こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み
る
と
、
例
え
ば
野

友
周
辺
な
ど
で
家
を
貸
し
て
も
い
い
と
考
え
て
い

る
家
主
の
方
々
や
、
村
が
移
住
者
支
援
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件
と
い
っ
た

地
域
の
既
存
資
源
を
活
用
し
、
高
齢
者
の
住
み
替

え
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
仕
組
み
な
ど
が
１
つ

の
選
択
肢
と
し
て
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

何
よ
り
、
ご
年
配
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
こ
の
北

川
村
に
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
が
あ
る
こ
と
こ

そ
が
一
番
の
人
口
減
少
対
策
で
は
な
い
か
。高
齢

者
が
不
便
さ
ゆ
え
に
、
村
外
の
施
設
や
子
ど
も
世

代
の
元
へ
流
出
し
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
村
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

　
そ
れ
は
同
時
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
」の
利
用
者
維
持
に
も
つ
な
が
り
、

ひ
い
て
は
村
の
貴
重
な
福
祉
イ
ン
フ
ラ
の
存
続
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
今
後
の
高
齢
者
向
け
住
宅
支
援
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

 

答
　
村
長

　「
移
住
者
向
け
の
空
き
家
対
策
の
仕
組
み
」
の

活
用
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
移
住
促
進
と

い
う
行
政
目
的
の
も
と
、
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る

施
設
で
す
の
で
、
そ
の
目
的
に
則
っ
た
財
源
を
活

用
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
高
齢
者
の
住
居
確
保
等

に
転
用
す
る
こ
と
は
、
趣
旨
・
目
的
か
ら
も
容
易

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。次
に
、「
家
を
貸

し
て
も
よ
い
」
と
い
う
意
向
を
お
持
ち
の
家
主
の

方
々
と
、
転
居
を
希
望
さ
れ
る
高
齢
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
想
像
で
き
る
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。一
番
重
要
と
な
る
の
は
、
提

供
さ
れ
る
住
宅
が
「
高
齢
者
の
在
宅
生
活
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
真
に
適
し
た
構
造
に
な
っ
て
い
る

か
」
と
い
う
点
で
す
。空
き
家
の
多
く
は
建
築
さ

れ
て
か
ら
相
応
の
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、
段
差

の
解
消
や
手
す
り
の
設
置
、
移
動
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
い
う
面
に
お
い
て
、

必
ず
し
も
十
分
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
の
が
実
態
で
す
。さ
ら
に
、移
住
施
策
と
し
て

空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
中
で
、
実
際
に
貸

し
て
い
た
だ
け
る
物
件
自
体
が
な
か
な
か
な
い
と

い
う
現
実
も
あ
り
、非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
通
り「
自
分
た

ち
で
つ
く
る
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
」
を
目
指
し

て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
少
し
で
も
長
く

安
全
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、「
き
た
が
わ
ず
ー
っ
と
元
気
実
行
計
画
」に

基
づ
い
た
施
策
を
着
実
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。併
せ
ま
し
て
、

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
手
す
り
の
設
置
や
段

差
解
消
と
い
っ
た
住
宅
改
修
の
支
援
を
適
切
に
つ

な
げ
、
在
宅
で
の
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
で

き
る
だ
け
そ
う
し
た
関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
対
応

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
介
護

事
業
所
の
利
用
維
持
と
い
う
観
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
住
宅
の
供
給
と
い
う
一
面
の
み
で
解
決
を
図

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
北
川
村
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
周
辺
町
村
と
も
連
携
し
た
福
祉
イ
ン
フ
ラ
全

体
の
持
続
可
能
性
を
総
合
的
に
見
極
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ご
指
摘
の
と
お
り
、
高

齢
者
の
住
ま
い
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
は
、

少
な
か
ら
ず
本
村
の
人
口
減
少
対
策
と
も
関
わ
る

重
要
な
課
題
で
す
。施
策
の
目
的
を
は
じ
め
物
件

確
保
の
難
し
さ
と
い
っ
た
課
題
は
あ
る
も
の
の
、今

回
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
資
源
を
活
用
す
る
ご
指

摘
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
高
齢
者
福
祉
施
策

の
一
つ
と
し
て
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
最
近
、
あ
る
ご
年
配
の
方
が
住
宅
の
問
題
で

本
村
を
離
れ
て
隣
の
町
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。た
く
さ
ん
問
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
一
つ
で

も
な
く
な
る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

 

答
　
村
長

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
関
係
機
関
、
関
係

方
々
と
連
携
し
て
福
祉
政
策
に
対
し
て
深
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
健
全
財
政
と
財
務
規
律
に
つ
い
て

問
　
一
昨
年
９
月
、
10
月
ぐ
ら
い
に
議
会
の
ほ
う

か
ら
要
請
を
し
、
総
務
課
長
か
ら
そ
の
時
点
で
の

中
長
期
の
財
政
見
通
し
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
追
加
の
説
明
と
し
て
加
え
る
こ
と
は
あ
る

か
。

 

答
　
村
長

　
昨
年
度
あ
る
い
は
一
昨
年
度
、
ど
う
い
う
内
容

で
説
明
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
お
り

ま
す
。そ
う
し
た
中
で
、
単
に
追
加
す
る
こ
と
が

あ
る
か
な
い
か
と
い
え
ば
あ
り
ま
せ
ん
。実
際
に

そ
こ
の
数
値
だ
け
を
見
て
、
財
政
収
支
が
ど
う
の

こ
う
の
と
い
う
話
で
は
な
い
の
で
、
そ
う
し
た
こ

と
で
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
基
金
残
高
は
36
億
円
あ
り
ま

し
た
。令
和
６
年
度
の
債
務
残
高
累
計
は
幾
ら
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
借
金
の
残
額
に
つ
き
ま
し
て
、
約
24
億
2
’

3
0
0
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
貯
金
が
約
36
億
円
、
借
金
が
24
億
円
と
い
う

よ
う
な
数
字
で
す
。そ
れ
が
こ
の
見
通
し
の
中
で

今
随
時
大
型
投
資
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
共
通
認
識
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
水
力
発
電
と
い
う
大
変
大
き
な
事
業

予
算
が
つ
い
て
い
る
。そ
の
脱
炭
素
事
業
は
、総
額

で
約
80
億
円
の
事
業
の
う
ち
、
も
ち
ろ
ん
補
助

金
、
交
付
金
が
あ
っ
て
約
40
億
円
が
、
北
川
村
が

負
担
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
が
、
そ

の
投
資
の
ピ
ー
ク
が
令
和
10
年
度
ぐ
ら
い
に
来

る
と
収
支
見
通
し
の
中
で
出
て
い
る
。

　
10
年
度
の
と
き
の
単
年
度
公
債
費
が
大
体
3

億
6
’0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
。こ
れ
は
10
年
度
の

単
年
度
の
債
務
残
高
で
す
。こ
れ
も
ず
っ
と
投
資

は
増
え
て
き
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
の
ピ
ー
ク
は
令

和
の
12
年
で
約
4
億
5
’0
0
0
万
円
と
い
う
単

年
度
の
地
方
債
の
残
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。令
和

12
年
度
の
基
金
の
残
高
が
そ
の
と
き
の
見
通
し
で

約
18
億
円
に
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
12
年
度
の
地
方
債
の
残
高
予
測
は
で
て

い
る
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
令
和
12
年
時
点
の
地
方
債
の
残
高
と
い
た
し

ま
し
て
は
約
28
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。基
金
の
ほ

う
は
21
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
で
は
、
借
金
に
あ
た
る
地
方
債

が
24
億
円
ぐ
ら
い
、
そ
れ
か
ら
貯
金
が
約
36
億
円

あ
っ
た
も
の
が
、大
型
投
資
が
ず
っ
と
続
い
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
現
在
見
通
し
て
い
る
額
で
い
う
と
、

28
億
円
の
地
方
債
と
約
21
億
円
の
基
金
と
、
資
料

で
は
令
和
12
年
度
が
20
億
円
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

借
金
と
基
金
の
数
字
が
逆
転
し
て
い
る
。明
ら
か

に
こ
こ
で
は
厳
し
い
財
政
が
伺
え
る
が
、
厳
し
い

財
務
状
況
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
認
識
に
つ
い

て
、村
長
の
考
え
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
近
年
は
資
材
を
は
じ
め
物
販
の
高
騰
、
さ
ら
に

賃
金
の
上
昇
な
ど
を
鑑
み
た
と
こ
ろ
、
経
常
収
支

比
率
の
動
向
に
よ
り
経
常
経
費
の
圧
縮
は
考
え

な
が
ら
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
は

な
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
、
投
資
的
経
費
に
い
て
も

財
政
運
営
が
ま
ま
な
ら
な
い
と
き
は
一
時
的
に
中

止
や
中
断
を
決
定
す
れ
ば
対
処
可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
判
断
を
す
べ
き
状
況
か
否
か
を
判

断
す
れ
ば
良
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

村
で
は
中
期
財
政
収
支
見
通
し
を
ほ
ぼ
毎
年
作

成
し
、
こ
の
収
支
の
見
通
し
に
よ
り
勘
案
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
の
時
点
で
バ
タ
バ
タ
す
る
必
要

は
な
く
、
今
が
ど
う
の
こ
う
の
っ
て
い
う
次
元
で

は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。今
後
も
、
毎
年
財
政
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
、財
政
指
数
を

地
域
的
に
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
対
応
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問
　
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
総
合
戦
略
な
の
か
、
５
歳

９
歳
10
歳
14
歳
の
人
数
が
長
期
の
見
通
し
に
な
っ

た
と
き
に
、
2
0
3
5
年
、
今
か
ら
10
年
後
の
数

字
が
57
人
と
16
人
、
70
人
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
の
数
字
に
つ
い
て
も
う
ち
ょ
っ
と
実
態
に
応

じ
た
施
策
、
数
字
の
押
さ
え
方
っ
て
い
う
の
も
あ

る
程
度
必
要
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う

が
、
私
は
そ
う
い
う
子
ど
も
の
人
数
の
数
字
が
実

態
と
乖
離
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ

う
に
思
う
。人
口
動
態
も
意
識
し
た
施
策
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
人
口
推
計
に
つ
い
て
は
国
の
人
口
、
県
の
ほ
う

が
直
近
で
出
し
て
い
る
数
字
、
そ
れ
か
ら
村
の
ほ

う
が
独
自
で
出
し
て
い
る
数
字
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、
村
が
出
し
て
い
る
数
字
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
、
国
勢
調
査
が
終
わ
り
、
速
報
値
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、ま
だ
細
か
い
数
字
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

細
か
い
数
字
が
出
た
段
階
で
ま
た
村
独
自
の
人

口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
人
口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し
た
ら
、
議

員
の
皆
さ
ま
に
も
公
表
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
の
関
係
の
数
値
、あ
る
い
は
中
年

層
の
数
値
、
い
ろ
い
ろ
人
口
の
数
字
は
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
、お
お
む
ね
に
し
て
推
計
っ
て
い
う
の
は

現
状
か
ら
推
計
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
仕
組
み
で
は
じ

き
出
し
ま
す
の
で
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
に

よ
っ
て
こ
れ
ぐ
ら
い
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
は
見
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も

ご
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
そ
の
数
字
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
小
水
力
発
電
施
設
を
主
と
す
る

　
脱
炭
素
事
業
に
つ
い
て

問
　
こ
の
小
水
力
発
電
を
主
と
す
る
脱
炭
素
事

業
を
応
募
し
た
理
由
と
経
緯
に
つ
い
て
、
ま
た
こ

の
事
業
目
的
、効
果
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
2
0
1
0
年
度
後
半
頃
、
議
会
か
ら
の
発
案
で

前
村
長
の
同
意
の
も
と
に
勉
強
会
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
こ
の
当

時
、
恐
ら
く
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
が
2
0
1
2
年
に
誕
生

す
る
こ
と
を
議
会
が
察
知
し
て
、
地
球
環
境
に
優

し
い
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
お
い
て
、
北
川

村
村
内
で
生
か
せ
る
も
の
が
何
が
あ
る
の
か
と

い
っ
た
と
こ
ろ
を
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、私
が
村
長
就
任
後
、送
電
線
の
パ
イ
を

確
保
で
き
そ
う
だ
と
い
う
情
報
を
得
て
、
議
会
へ

相
談
し
、
皆
さ
ん
同
意
の
も
と
に
再
度
事
業
に
取

り
組
み
始
め
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
化
に
向
け
て
調
査
設
計
を
進
め

る
な
か
で
、
数
度
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
都
度
、

事
業
費
が
膨
ら
み
当
初
も
く
ろ
ん
で
い
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
で
は
採
算
が
合
わ
ず
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
断
念

し
、
対
応
可
能
な
事
業
が
あ
れ
ば
改
め
て
説
明
を

行
い
、
事
業
へ
取
り
組
む
旨
を
ご
了
解
い
た
だ
い

た
経
緯
も
ご
ざ
い
ま
す
。そ
う
し
た
経
過
を
経

て
、経
済
産
業
省
、省
内
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、環

境
省
へ
赴
き
、
相
談
を
行
う
と
同
時
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
当
時
ま
だ
制
度
組
み
立
て
中
で

ご
ざ
い
ま
し
た
脱
炭
素
先
行
地
域
の
事
業
が
あ

る
こ
と
を
伺
い
、
こ
の
事
業
交
付
金
が
４
分
の
３

だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
価
値
が

あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
議
会
へ
諮
ら
せ
て
い
た

だ
き
、今
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
度
に

脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
選
定
に
向
け
て
検
討
を
行

い
、
こ
の
事
業
に
よ
り
民
生
部
門
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出

を
ゼ
ロ
に
し
、
小
水
力
発
電
施
設
で
発
電
し
た
電

気
を
生
か
す
た
め
、
事
業
の
対
象
を
村
全
域
と
し

た
と
こ
ろ
で
す
。村
全
体
の
民
生
部
門
の
脱
炭
素

化
を
図
る
た
め
、
小
水
力
発
電
施
設
整
備
以
外
の

取
り
組
み
で
は
、
村
民
の
方
々
へ
の
家
電
補
助
や

公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
設
備
、
民
生
部
門
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
村
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
の
約
半
分

を
占
め
る
運
輸
部
門
の
削
減
に
も
取
り
組
む
た

め
、
村
営
バ
ス
の
Ｅ
Ｖ
化
等
に
も
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
選
定
は
、
令
和
５
年
に
環
境
省
か

ら
選
定
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。地
域
脱
炭
素
先
行

地
域
に
選
定
さ
れ
て
以
降
、
脱
炭
素
事
業
を
推
進

し
て
い
く
な
か
、
事
業
の
目
的
・
効
果
で
必
ず
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
村
全
域
に
お
け

る
民
生
部
門
の
脱
炭
素
化
で
ご
ざ
い
ま
す
。ま

た
、
村
の
地
域
資
源
を
活
用
し
生
ま
れ
た
電
気
を

村
内
に
供
給
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
発
電
し

た
電
気
を
村
内
各
世
帯
へ
供
給
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
四
国
電
力
株
式
会
社
と
電
気
代
を
含
め
た
供

給
内
容
に
つ
い
て
合
意
に
至
り
、
来
週
6
月
18
日

に
基
本
合
意
の
締
結
式
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。こ
の
議
会
か
ら
の
発
案
を
契
機
と
し
た

こ
の
事
業
に
よ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
受
益
で
き

ま
す
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
Ｅ
Ｖ
バ
ス
に
つ
い
て
、
導
入
さ
れ
て
実
際
に

試
験
走
行
も
終
わ
っ
て
走
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け

ど
、何
か
当
初
の
も
く
ろ
み
と
少
し
違
っ
た
、も
し

く
は
何
か
課
題
が
見
え
て
き
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
村
で
は
村
営
バ
ス
と
し
て
Ｅ
Ｖ
バ
ス
を
２
台
購

入
し
て
お
り
ま
す
。製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
民
事
再
生
手
続
き
に
入
っ
た

と
の
情
報
を
得
て
以
降
、
購
入
契
約
先
で
あ
る
四

電
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社
と
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。現
時
点
で
は
製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
サ
ポ
ー
ト
も
通
常
ど
お
り
続

け
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
の
走
行
に
は
支
障
が
な
い

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。購
入

元
に
対
し
、
製
造
会
社
の
民
事
再
生
手
続
き
の
進

捗
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
測
の
事
態
を
見
据
え
た
対

応
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。具
体
的
に
は
、

整
備
関
係
資
料
の
早
期
確
保
、
必
要
部
品
等
の
調

達
、
車
両
不
具
合
時
の
緊
急
時
の
対
応
等
で
す
。

ま
た
、
こ
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
請
け

負
っ
て
い
る
自
動
車
整
備
工
場
へ
は
、Ｅ
Ｖ
バ
ス
納

入
時
に
、車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
製
造
会

社
か
ら
御
工
場
に
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ひ
と
ま
ず
は
危
惧
し
て
慌
て
る
必
要
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
大
阪
市
は
こ
の
万
博
で
使
っ
て
い
た
Ｅ
Ｖ
バ

ス
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
た
か
ら
立
ち
入

り
検
査
に
入
っ
た
と
、そ
う
す
る
と
、中
国
企
業
が

製
造
し
た
一
部
の
車
両
で
前
輪
の
ブ
レ
ー
キ
ホ
ー

ス
が
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
国
交
省
に

リ
コ
ー
ル
を
申
し
入
れ
た
と
い
う
よ
う
な
記
事
が

載
っ
て
お
り
ま
す
。今
村
長
が
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
中
に
は
、
こ
う
い
う
こ
と
の

何
が
あ
っ
て
そ
こ
を
確
認
し
て
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
確
認
を
さ
れ
た
の
か
。

　
そ
れ
と
、
今
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
不
具
合
が

出
て
い
ま
す
。ま
ず
第
１
に
ド
ア
の
乗
降
す
る

パ
ッ
キ
ン
が
剥
が
れ
て
き
た
。ま
だ
導
入
し
て
１

カ
月
２
カ
月
し
か
た
っ
て
い
な
い
の
に
。そ
れ
と

雨
の
激
し
い
と
き
に
は
窓
枠
か
ら
水
が
中
へ
入
っ

て
く
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

新
車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
と
思
い

ま
す
。も
う
一
つ
何
か
ブ
レ
ー
キ
か
何
か
が
か

か
っ
て
解
除
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。今
申
し
上

げ
た
具
体
的
な
３
点
、聞
い
て
い
ま
す
か
。

 

答
　
村
長

　
そ
の
点
は
不
具
合
が
あ
っ
た
内
容
等
、
ま
た
試

運
転
の
と
き
の
状
況
等
も
伺
っ
て
い
ま
す
。何
を

も
っ
て
今
の
と
こ
ろ
心
配
す
る
必
要
は
な
い
か
っ

て
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、き
ち
っ
と
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る

整
備
工
場
も
確
認
が
で
き
て
い
る
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
し
て
運
行
上
、
実
際
に
試
運
転
が
終
わ
り
ま

し
て
、
実
運
行
に
入
っ
て
か
ら
そ
う
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
は
今
伺
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
く
ま
で
も
試
運
転
の
と
き
の
話
だ
ろ
う
と

い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き
た
か
ら
対
応
が
で
き

て
い
る
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
け
ど
、
新

車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
な
っ
て
思

え
る
よ
う
な
水
が
窓
枠
か
ら
入
っ
て
く
る
と
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
ど
も
。

や
は
り
我
々
の
立
場
か
ら
し
て
み
た
ら
、
き
ち
っ

と
し
た
車
、
大
阪
市
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
聞
い
た
と
き
に
や
は
り
心
配
で
す
。そ

う
い
う
報
告
も
、
ぜ
ひ
議
会
の
ほ
う
に
説
明
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
小
島
集
会
場
と
温
泉
に
設
置
し

た
太
陽
光
発
電
の
施
設
に
つ
い
て
、
太
陽
光
発
電

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、集
会
所
の
電
気
代
、も
し

く
は
小
島
山
菜
グ
ル
ー
プ
の
電
気
代
、
温
泉
の
ほ

う
の
電
気
代
、
何
か
そ
う
い
う
面
で
効
果
が
出
て

い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
小
島
集
会
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
８

月
か
ら
で
す
の
で
ま
だ
１
年
足
ら
ず
で
ご
ざ
い
ま

す
。10
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求

は
、
6
2
’6
9
4
円
、
１
カ
月
当
た
り
6
’

2
6
9
円
で
、
1
6
’0
2
2
円
、
加
工
施
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
７
月
か
ら
11
カ
月
で
太

陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求
が
1
0
0
’1
9
7

円
、
１
カ
月
当
た
り
9
’1
0
8
円
と
、
2
9
’

6
8
8
円
、
北
川
村
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
７
年
９
月
か
ら
９
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電

気
代
の
請
求
額
が
7
1
6
’5
5
3
円
、
ひ
と
月

当
た
り
7
9
’6
1
7
円
と
、
2
6
’5
3
9
円
そ

れ
ぞ
れ
安
価
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
大
体
似
た
よ
う
な
額
で
電
気
を
利
用
で

き
る
と
推
測
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
先
日
の
雨
風
で
、平
鍋
地
区
、小
島
地
区
、和

田
地
区
が
停
電
を
約
２
時
間
か
ら
３
時
間
近
く

起
こ
し
ま
し
た
。そ
の
時
に
温
泉
を
見
る
と
電
気

が
つ
い
て
い
る
。集
会
所
も
常
に
つ
い
て
い
る
電

気
は
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
が
、
停
電
に
な
っ
た

ら
こ
の
太
陽
光
発
電
の
仕
組
み
上
、
自
動
的
に
切

り
替
わ
る
の
か
。そ
れ
は
集
会
所
も
温
泉
も
一
緒

で
す
か
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
に
つ
き
ま
し
て
も
合
わ
せ
て
整
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
北
川
村
温
泉
あ
る
い
は
集
会

所
は
自
動
で
切
り
替
わ
っ
て
使
え
る
状
況
に
な
り

ま
す
。

問
　
温
泉
は
自
家
発
電
設
備
を
持
っ
て
お
り
、
温

泉
の
従
業
員
は
停
電
に
な
っ
た
ら
自
家
発
電
設

備
に
切
り
替
わ
る
と
い
う
認
識
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と

切
り
替
え
が
で
き
て
い
る
の
か
、
自
家
発
電
シ
ス

テ
ム
、
設
備
と
の
関
係
上
ち
ゃ
ん
と
そ
の
蓄
電
池

が
稼
働
し
て
い
る
の
か
ぜ
ひ
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
を
同
時
に
整
備
し
て
い
る
と
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
例
え
ば
温
泉
に
し
て
も
集
会
所
に

し
て
も
、
フ
ル
に
全
部
が
使
え
る
わ
け
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
、
改
め
て
ど
う
だ
っ
た
の

か
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
結
果
に
よ
っ
て
、

ス
タ
ッ
フ
等
に
も
指
揮
し
て
、
し
っ
か
り
認
識
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　
組
織
運
営
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

問
　
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
や
っ
て
い
く
う
え
で
、

マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
、
キ
ャ
リ
ア
層
が
随
分

い
び
つ
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、こ
う
い
う
現
状

に
対
し
て
ど
う
い
う
認
識
を
し
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
近
年
、
早
期
退
職
者
が
毎
年
い
る
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
。そ
の
補
充
の
た
め
年
３
回
程
度
採
用
試

験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。令
和
８
年
度
も
退
職
者

の
穴
埋
め
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
現
在

10
月
1
日
採
用
を
目
指
し
、採
用
試
験
を
実
施
中

で
す
。人
口
1
’0
0
0
人
規
模
の
持
続
可
能
な

循
環
型
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
も
、
職
員

の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
必
要
で
あ
り
、
早
期
に
解
決
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。引
き

続
き
採
用
試
験
を
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
、
職

員
数
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
よ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り

高
め
る
た
め
に
、人
事
評
価
に
つ
き
ま
し
て
、勤
勉

手
当
等
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
新
規
採

用
職
員
へ
の
人
材
育
成
に
つ
き
ま
し
て
も
、
日
々

の
業
務
上
の
各
課
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
む
ら

づ
く
り
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
若
手
部
会
の
活
動
を
継
続
し

て
お
り
ま
す
。政
策
立
案
等
に
つ
い
て
人
材
育
成

に
繋
げ
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

問
　
あ
る
村
民
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。役
場
へ
尋

ね
た
い
こ
と
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
電
話
を

し
た
が
、
担
当
者
が
休
み
の
た
め
、
明
日
に
し
て

く
れ
ま
せ
ん
か
と
返
事
を
さ
れ
た
。翌
日
行
っ
た

ら
、
担
当
者
が
出
勤
し
て
お
り
、
申
請
書
に
記
入

し
提
出
し
た
が
、
は
い
分
か
り
ま
し
た
と
言
う

が
、
そ
れ
を
受
け
付
け
て
も
ら
え
た
の
か
分
か
ら

な
い
。役
場
か
ら
公
式
な
重
要
文
書
、
例
え
ば
契

約
書
を
送
付
し
た
り
す
る
と
き
は
文
書
管
理
み

た
い
な
、発
行
し
ま
し
た
、受
け
取
り
ま
し
た
と
い

う
記
録
は
残
っ
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
ず
電
話
等
の
対
応
に
つ
い
て
、
最
近
の
事
例

で
い
く
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
も
必
要
に
な
っ

て
き
た
時
代
な
の
か
、
今
後
の
人
材
育
成
の
中
で

初
期
対
応
、
ま
ず
基
本
で
あ
る
電
話
対
応
で
あ
る

と
か
、そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
再
度
検
査

し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
。

　
ま
た
、
契
約
書
を
作
っ
て
郵
便
で
送
る
と
い
う

事
例
は
多
々
そ
ん
な
に
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

過
去
、
私
が
対
応
し
た
事
例
で
い
く
と
、
簡
易
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、手
続
き
上
送
っ
た
り
、あ
る

い
は
直
接
手
渡
し
た
り
対
応
し
て
き
た
、
ま
た
再

度
確
認
し
な
が
ら
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。発
送
等

の
記
録
は
全
部
控
え
て
い
ま
す
。

問
　
ど
う
す
れ
ば
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
直

る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
報
連
相
の
取
り
組

み
を
ぜ
ひ
考
え
て
ほ
し
い
。

 

答
　
村
長

　
接
遇
の
と
こ
ろ
で
基
本
に
な
る
電
話
対
応
、
ま

た
、
報
連
相
、
特
に
報
告
の
部
分
は
大
切
と
思
い

ま
す
の
で
、
ま
た
改
め
て
徹
底
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

問
　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

は
、約
80
％
の
進
捗
ま
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

残
っ
て
い
る
工
事
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
、
ま
た
、

許
認
可
関
係
に
お
い
て
何
が
許
可
さ
れ
何
が
残
っ

て
い
る
か
。こ
の
前
全
員
協
議
会
で
11
月
ご
ろ
か

ら
試
験
運
転
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
蛇
谷
地
区
小
水
力
発
電
施
設
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
10
月
末
ま
で
に
発
電
所
の
建
設
及
び

発
電
機
の
据
え
付
け
、
沈
砂
池
の
整
備
、
水
管
橋

部
分
の
導
水
管
の
設
置
、
系
統
接
続
を
進
め
、
11

月
か
ら
試
運
転
を
開
始
、
12
月
か
ら
運
転
の
開
始

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、台
風
６
号
に
伴
い
、

蛇
谷
川
を
含
む
北
川
村
東
部
に
お
い
て
集
中
的

な
降
雨
が
発
生
し
、
施
工
済
み
で
あ
る
導
水
管
の

一
部
が
流
出
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
す
。６
月
４
日
及
び
５
日
に
現
地
調
査
を
し

て
被
災
状
況
を
把
握
し
、現
在
、対
処
方
法
、全
体

工
程
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
請
負
業
者
と
も
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
全
容
調
査
が
で

き
次
第
、
対
応
案
を
取
り
ま
と
め
、
議
会
に
も
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
許
認
可
関
係
に
つ
き
ま
し
て
、
河
川
法
に
お
い

て
は
令
和
6
年
10
月
に
許
可
、
電
気
事
業
法
に
つ

き
ま
し
て
は
同
年
11
月
に
届
け
出
、
国
有
林
野
使

用
に
つ
き
ま
し
て
令
和
7
年
1
月
に
許
可
が
完
了

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
水
車
据
え
付
け
後
の
試
験
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
請
負
業
者
及
び
水
車
メ
ー
カ
ー
が
試
験
計
画

を
策
定
し
、
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主

任
技
術
者
の
確
認
を
受
け
た
う
え
で
、
両
主
任
技

術
者
の
保
安
監
督
の
も
と
、
試
験
を
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。試
験
内
容
と
し
て
は
、
停

止
状
態
で
の
外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の

測
定
、
系
統
連
携
し
た
負
荷
運
転
で
の
安
定
運
転

の
確
認
や
必
要
な
急
負
荷
遮
断
試
験
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
試
験
記
録
を
取
り
ま
と
め
、
問
題
が
な

け
れ
ば
法
定
使
用
前
自
主
検
査
を
経
て
運
転
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
残
工
事
と
し
て
、
発
電
機
据
え
付
け
調
整
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、
予
定
で
は
８
月
ご
ろ
か
ら
搬

入
据
え
付
け
に
入
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
れ

を
ミ
ス
す
る
と
工
程
上
も
の
す
ご
く
窮
屈
に
な
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。発
電
機
と
水
路
管
と
の

取
り
付
け
箇
所
の
再
度
確
認
を
行
っ
て
、
万
全
の

体
制
で
据
付
調
整
に
入
る
こ
と
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
さ
に
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
の
工
程
で

す
。発
電
機
と
導
水
管
の
取
り
付
け
箇
所
に
つ
き

ま
し
て
、
施
工
管
理
者
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
北

川
村
振
興
公
社
に
、
改
め
て
設
計
の
確
認
と
、
請

負
業
者
・
水
車
メ
ー
カ
ー
と
の
間
の
調
整
を
徹

底
す
る
よ
う
指
示
し
、
情
報
連
携
を
図
り
な
が
ら

円
滑
に
施
工
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
令
和
８
年
６
月
６
日
の
高
知
新
聞
で
、
北
川

村
全
電
力
地
産
地
消
へ
と
の
見
出
し
で
小
水
力

発
電
に
つ
い
て
、
村
長
と
担
当
職
員
へ
の
聞
き
取

り
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
北

川
村
振
興
公
社
が
運
転
管
理
し
、電
源
開
発
の
技

術
支
援
を
受
け
る
と
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

現
在
電
源
開
発
よ
り
１
人
出
向
で
来
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
こ
の
方
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
ほ
か
に
支
援
を
依
頼
す
る
つ
も
り

な
の
か
。

 

答
　
村
長

　
取
材
で
は
、
共
同
提
案
者
で
あ
る
電
源
開
発
の

関
わ
り
を
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。議
論
当
初
の
議

会
・
役
場
等
へ
の
勉
強
会
で
の
協
力
や
、
公
社
へ

の
出
向
と
い
う
形
で
の
技
術
的
支
援
、
平
鍋
地
区

小
水
力
発
電
所
に
係
る
技
術
的
支
援
こ
れ
ら
を

例
示
し
た
も
の
で
す
。

問
　
と
い
う
こ
と
は
新
し
く
何
ら
か
の
形
で
電
源

開
発
株
式
会
社
に
依
頼
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
当
初
の
予
定
で
は
12
月
か
ら
運
転
と
い
う
こ

と
で
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
運
転
開
始
後

の
設
備
保
守
点
検
に
伴
う
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
公
社
の
人
員
構
成
等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。ま
た
、
保
守
点
検
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
点
検
項
目
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
く
か
な

ど
、
運
用
開
始
ま
で
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
運
転
開
始
後
の
設
備
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
蛇
谷
川
水
力
発
電
所
の
保
安
規
定
に
基
づ

き
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
ず
、
日

常
巡
視
に
つ
い
て
で
す
が
、
一
般
社
団
法
人
北
川

村
振
興
公
社
で
複
数
人
の
体
制
を
組
み
、
順
次
巡

回
方
式
に
よ
り
実
施
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。遠
隔

監
視
に
つ
き
ま
し
て
は
、
遠
隔
監
視
を
活
用
し
つ

つ
、
取
水
状
況
や
発
電
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
１
日
か
ら
１
週
間
程
度
の
周
期
で
運
転
中
の

電
気
設
備
、
周
辺
状
況
等
を
巡
回
し
、
目
視
、
嗅

覚
、
聴
覚
に
よ
り
異
常
の
有
無
を
点
検
し
、
チ
ロ

リ
ア
ン
ス
ク
リ
ー
ン
の
ご
み
詰
ま
り
が
あ
れ
ば
適

宜
撤
去
等
の
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
点
検
作
業
・
運
用
方
法
を

整
理
し
た
維
持
管
理
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
も

同
時
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
た
同
規
定
に
基
づ
き
、
法
定
点
検

で
あ
る
月
次
点
検
や
年
次
点
検
と
し
て
、
電
気
主

任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主
任
技
術
者
に
よ
る

外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の
測
定
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。そ
の
他
、
電
気
事
故
そ
の
他
の

異
常
が
発
生
し
た
と
き
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
両
技
術
者
及
び
振
興
公
社

に
よ
る
臨
時
点
検
を
行
い
、
再
発
防
止
及
び
事
故

の
未
然
防
止
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

問
　
た
だ
、
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
は
ゲ
リ
ラ

豪
雨
が
来
た
と
き
に
、
い
か
に
こ
の
遠
隔
監
視
で

見
て
い
く
か
、
分
か
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
雨
量

計
も
し
く
は
上
流
に
対
し
て
の
簡
易
な
水
位
計

を
つ
け
て
、そ
の
デ
ー
タ
を
持
っ
て
き
て
徐
々
に
上

が
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
も
の
も
考

え
た
ら
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
突
発
性
で
言
い
ま
し
た
ら
、
直
近
で
台
風
の
案

件
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
や
は
り
そ
こ
は
気
を

つ
け
て
い
く
べ
き
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。ま
た

上
流
の
水
位
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
源
開
発
さ

ん
の
ほ
う
が
い
く
ば
く
か
持
た
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
協
議
を
し

て
そ
の
数
値
と
か
も
い
た
だ
け
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

や

区
　
分
　
総
件
数  

発
注
件
数 

完
了
件
数  

発
注
率   

完
了
率

繰
越
明
許
費 

  

５
　   

５       

０
 

100
％ 

 

0
％

現
年
予
算 

  

33
　   

８       

０
 
24
･
2
％ 

 

0
％

1011



力
を
改
め
て
お
願
い
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
う
し
た
組
織
横
断
的
な
連
携
に
よ

り
、
複
数
の
課
題
を
抱
え
る
世
帯
に
対
し
、
既
存

の
各
種
事
業
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
、
属
性
を
問

わ
な
い
包
括
的
な
支
援
に
つ
な
げ
る
。誰
一
人
取

り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健

や
か
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、本
事
業
を
力
強
く
推
進
し
て
い
く
。

■
観
光
の
振
興 

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
モ
ネ
の
庭
整
備
に
か
か
る
文
化
庁
事
業
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
申
請
し
た
事
業
は
計
画
ど
お
り
採

択
さ
れ
、
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
。こ
れ

を
踏
ま
え
、
来
年
度
に
実
施
予
定
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

棟
改
修
に
向
け
た
設
計
委
託
契
約
を
６
月
中
に

締
結
す
べ
く
進
め
て
い
る
。

　「
水
の
庭
」整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
６
月
に
役

場
担
当
者
と
モ
ネ
の
庭
の
庭
師
が
フ
ラ
ン
ス
を
訪

問
し
、
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
庭
園
管
理
責
任
者
と
協

議
す
る
。10
月
に
は
同
責
任
者
を
本
村
へ
招
き
、

現
地
で
最
終
確
認
を
行
っ
て
い
た
だ
く
予
定
。そ

の
後
、
閉
園
期
間
中
に
工
事
を
実
施
し
、
来
春
開

園
後
は
モ
ネ
の
精
神
を
よ
り
深
化
さ
せ
た
「
水
の

庭
」を
お
披
露
目
で
き
る
見
通
し
。

　
モ
ネ
の
庭
の
５
月
末
ま
で
の
入
園
者
数
は
、

3
6
’0
3
2
人
（
対
前
年
同
期
比
95
・
5
％
）。

４
月
及
び
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
は
天

候
不
良
で
入
園
者
数
が
落
ち
込
ん
だ
が
、
３
月
に

実
施
し
た
「
や
な
せ
た
か
し
と
高
知
の
話
フ
ァ
イ

ナ
ル
企
画
展
」
や
多
肉
植
物
「
ア
ガ
ベ
・
ビ
ル
モ

リ
ニ
ア
ナ
」が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
で
、
期
間
全
体

と
し
て
は
一
定
の
入
園
者
数
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
改
修
・
拡
充
し
た
駐
車
場
の

整
備
効
果
に
よ
り
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
交
通
整

理
等
の
運
営
負
担
も
大
幅
に
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

○
北
川
村
温
泉

　
５
月
末
現
在
の
利
用
者
数
は
宿
泊
と
日
帰
り

入
浴
を
合
わ
せ
て
2
’5
1
3
人
（
令
和
７
年
度

同
期
比
94
・
0
％)

。

　
課
題
と
な
っ
て
い
る
人
員
確
保
に
つ
い
て
は
、３

月
に
パ
ー
ト
職
員
２
人
を
雇
用
し
た
が
、
職
員
の

長
期
休
職
や
退
職
が
重
な
り
依
然
と
し
て
厳
し

い
勤
務
体
制
が
続
い
て
い
る
。村
と
し
て
は
、東
京

と
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
移
住
相
談
会
に
参
加
し

て
温
泉
の
雇
用
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
な

ど
、人
材
確
保
に
助
力
す
る
。

○
そ
の
他
の
観
光
振
興

　
村
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
北
川
村
文
化
観
光

公
社
が
主
体
と
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
内
覧
会
の
実
施

や
、
テ
レ
ビ
番
組
の
撮
影
受
け
入
れ
・
調
整
対
応

を
行
う
な
ど
、
村
の
観
光
施
設
や
地
域
資
源
に
係

る
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
る
。

　
ま
た
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
ジ
ョ
ン
万
」
の
放

送
を
契
機
と
し
た
県
の
広
域
的
な
取
り
組
み
に

お
い
て
、
中
岡
慎
太
郎
館
を
は
じ
め
と
す
る
本
村

の
観
光
資
源
が
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
関

係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
な
ど
さ
ら
な
る
観

光
振
興
に
取
り
組
む
。

■
教
育
関
係 

○
食
育
活
動

　
食
育
は
、
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
に
と
ど
ま
ら

ず
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
食
の
大
切
さ
へ
の
理
解
を

深
め
る
、
福
祉
と
教
育
が
連
携
し
た
施
策
で
あ

る
。本
年
度
か
ら
は
給
食
で
の
利
用
を
目
指
し
て

保
小
中
全
員
で
稲
作
体
験
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、６
月
に
は
地
元
農
家
の
指
導
の
も
と
、

小
中
学
生
全
員
に
よ
る
田
植
え
を
行
っ
た
。

　
本
年
度
か
ら
は
台
湾
の
小
学
校
と
交
流
を
進

め
、
そ
こ
か
ら
い
た
だ
い
た
台
湾
産
米
の
田
植
え

に
も
挑
戦
し
て
い
る
。本
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち

が
自
ら
食
す
る
農
作
物
を
育
て
る
体
験
を
通
じ

て
、食
へ
の
関
心
や
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、食

を
通
じ
た
海
外
交
流
を
促
進
す
る
機
会
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
地
元
農
家
と
の
農
業
体
験
を
通
じ
て
地

域
へ
の
理
解
と
愛
着
を
育
む
効
果
も
期
待
し
て
い

る
。10
月
に
は
稲
刈
り
を
実
施
し
、
収
穫
し
た
お

米
を
学
校
給
食
等
で
活
用
し
て
い
く
。

○
保
小
中
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画

　
15
年
間
の
一
体
的
な
子
育
て
教
育
環
境
整
備

の
軸
と
な
る
保
小
中
一
体
化
に
つ
い
て
は
、
４
月

に
最
後
の
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
基
本
計
画
を

取
り
ま
と
め
た
。本
検
討
委
員
会
で
は
、
村
民
の

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
も
真
摯
に
受

け
止
め
な
が
ら
、計
７
回
に
わ
た
り
、ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
、
委
員
及
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
皆

さ
ま
と「
北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
の
在
り
方
」に

つ
い
て
、議
論
を
重
ね
て
き
た
。

　
ハ
ー
ド
面
の
整
備
で
は
、
昨
今
の
保
育
指
針
や

学
習
指
導
要
領
な
ど
の
改
訂
に
よ
る
教
育
方
針

を
踏
ま
え
た
ソ
フ
ト
事
業
の
充
実
を
考
慮
し
つ

つ
、
で
き
る
限
り
ス
マ
ー
ト
な
ハ
ー
ド
整
備
を
念

頭
に
検
討
を
進
め
る
。

　
耐
力
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
も
校
舎

を
健
全
な
状
態
で
使
用
で
き
る
よ
う
長
寿
命
化

に
向
け
た
改
修
を
行
い
つ
つ
も
、
既
存
校
舎
の
有

効
活
用
を
前
提
と
し
た
機
能
改
修
・
拡
充
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
る
。

　
近
年
、
人
件
費
や
資
材
の
高
騰
に
よ
る
工
事
費

の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
中
、
構
造
や
施
工
方
法
等

に
つ
い
て
は
十
分
に
検
討
を
行
い
、
国
の
補
助
制

度
等
を
最
大
限
活
用
し
、
中
期
的
な
村
の
財
政
収

支
を
見
据
え
つ
つ
、財
政
負
担
の
軽
減
に
努
め
る
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
６
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

　
令
和
８
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
11
日
に
開

会
し
、
条
例
の
制
定
や
令
和
８
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
の
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
12
日
に
は
、
４
氏
が
９
件
の
一
般
質
問
を
行

い
、閉
会
し
ま
し
た
。

‥

行
政
報
告‥

（
抜
粋
）
　

■
物
価
高
騰
対
策

　
長
期
化
す
る
物
価
高
騰
に
直
面
す
る
中
小
規

模
事
業
者
及
び
農
業
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
と

し
た
「
事
業
者
支
援
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
事

業
」は
、
５
月
末
を
も
っ
て
申
請
の
受
け
付
け
が
終

了
し
た
。最
終
的
な
支
援
実
績
は
、
24
の
事
業
者

（
前
年
度
比
1
1
4
・
3
％
）
と
72
人
の
農
業
者

（
前
年
度
比
80
・
9
％
）。

　
ま
た
、
住
民
の
経
済
的
負
担
軽
減
と
地
域
内
消

費
の
喚
起
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
地
域
商

品
券
事
業
」に
つ
い
て
は
、５
月
末
時
点
で
14
事
業

者
か
ら
取
扱
店
申
請
を
い
た
だ
い
た
。

　
本
商
品
券
の
使
用
期
間
は
７
月
１
日
か
ら
来

年
２
月
21
日
ま
で
。村
内
事
業
所
に
加
え
中
芸
管

内
の
ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
の
利
用
も

可
能
だ
が
、
で
き
る
限
り
村
内
で
活
用
い
た
だ
け

る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

■
人
口
減
少
対
策

　
５
月
末
、
昨
年
の
国
勢
調
査
の
速
報
値
が
公
表

さ
れ
た
。北
川
村
の
人
口
は
1
’0
9
0
人
と
な

り
、
５
年
前
よ
り
56
人
、
率
で
は
4
・
8
9
％
の

減
少
。高
知
県
全
体
で
は
6
・
9
5
％
、
他
市
町

村
で
は
10
％
を
超
え
て
減
少
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

多
数
あ
る
中
、
県
内
で
は
４
番
目
に
少
な
い
減
少

率
と
な
っ
て
い
る
。村
の
「
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
一
定
の
成
果
が
表
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
か
ね
て
よ
り
政
策
と
し
て
訴
え
て
い
る
、
人
口

1
’0
0
0
人
規
模
の
持
続
可
能
な
循
環
型
地
域

社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
産
業
・
教
育
・
福

祉
の
密
接
な
連
携
が
重
要
と
な
る
。

　
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
ゆ
ず
栽
培
を
軸
と

し
、
農
業
を
柱
と
し
た
産
業
構
築
の
取
り
組
み

を
一
層
強
化
し
て
、
農
業
に
よ
っ
て
安
定
し
た
生

計
を
立
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
、
移
住
の
促
進
を

図
る
。そ
れ
と
と
も
に
、
県
の
人
口
減
少
対
策
の

中
心
で
あ
る
少
子
化
対
策
と
連
動
す
る
産
業
・

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
産
業
と
教
育
の
つ
な
が

り
を
重
視
し
て
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
働
く
場
所
が
あ
っ
て
も
教
育
環
境

が
な
け
れ
ば
定
住
に
つ
な
が
ら
な
い
た
め
、
村
か

ら
教
育
環
境
を
な
く
す
こ
と
な
く
、
そ
の
上
で
、

村
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
産
業

を
知
り
、
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
教
育

を
推
進
す
る
な
ど
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
教
育
と
福
祉
、
産
業
と
福
祉
の
連
携

を
鑑
み
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
長
く
健
康
的
に
豊

か
な
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
福
祉
施
策
の

充
実
や
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
を
強
化
す
る
。

将
来
的
に
は
農
福
連
携
に
よ
る
就
労
の
場
の
整

備
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
働
く
場
と
な
る
産
業
構
築
、
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
教
育
環
境
、
そ
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
福
祉
施
策
を
一
体
的
に
推
進
す
る

こ
と
で
、「
1
’0
0
0
人
の
家
族
が
子
ど
も
を
育

む
ゆ
ず
王
国
北
川
村
」の
実
現
に
つ
な
げ
る
。

■
地
域
脱
炭
素
先
行
地
域
事
業

　
北
川
村
脱
炭
素
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
小
水
力
発
電
施
設
整
備
の
う
ち
蛇
谷
地
区

に
つ
い
て
は
、
発
電
所
の
建
設
が
お
お
む
ね
完
了

し
た
。水
車
発
電
機
の
設
置
と
試
験
運
転
を
行
っ

た
上
で
12
月
の
運
転
開
始
を
予
定
し
て
い
た
が
、

台
風
６
号
の
影
響
に
よ
り
河
川
が
増
水
し
、
強

ま
っ
た
流
勢
に
よ
っ
て
、村
道
及
び
埋
設
し
て
い
た

導
水
管
の
一
部
が
流
失
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。河
川
水
位
が
下
が
り
し
だ
い
、
全
容
調
査
を

行
い
、復
旧
に
向
け
た
対
応
策
を
講
じ
る
。

　
ま
た
、
宗
ノ
上
地
区
に
つ
い
て
は
台
風
に
よ
る

被
害
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
令
和
９
年
度

の
運
転
開
始
を
目
指
し
て
引
き
続
き
導
水
管
の

埋
設
等
の
工
事
を
進
め
る
。平
鍋
地
区
に
つ
い
て

は
、
10
月
の
整
備
着
工
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　
当
該
施
設
で
発
電
し
た
電
気
の
村
内
各
世
帯
へ

の
供
給
に
つ
い
て
は
、
四
国
電
力
株
式
会
社
と
供

給
内
容
等
に
つ
い
て
合
意
に
至
り
、
６
月
18
日
に

基
本
合
意
の
締
結
式
を
行
う
予
定
。

　
締
結
後
は
、
村
内
へ
の
周
知
に
向
け
た
準
備
を

進
め
、
地
区
座
談
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
村
民
の

皆
さ
ま
へ
の
説
明
を
行
い
、
多
く
の
方
に
少
し
で

も
安
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
気
を
供
給

で
き
る
体
制
・
環
境
を
整
え
、
暮
ら
し
や
す
い
村

づ
く
り
に
取
り
組
む
。

■
第
１
次
産
業
の
振
興

○
優
良
園
地
の
確
保

　
本
年
度
の
圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
６
月

初
旬
に
地
権
者
及
び
地
元
説
明
会
を
終
え
、
県
が

事
業
に
着
手
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、
国
の
令
和

８
年
度
当
初
の
補
助
金
交
付
見
込
額
が
県
の
想

定
し
て
い
た
予
算
額
を
大
幅
に
下
回
っ
て
お
り
、

事
業
規
模
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　
村
と
し
て
は
、
国
の
補
正
予
算
の
確
保
を
求
め

る
と
と
も
に
、
来
年
度
以
降
の
当
初
予
算
の
確
保

に
向
け
、
県
と
緊
密
に
連
携
・
協
力
し
て
要
望
活

動
を
展
開
し
て
い
く
。

○
担
い
手
育
成
の
取
り
組
み

　
新
規
就
農
者
組
織
「
北
川
村
ゆ
ず
陸
援
隊
」が

６
月
、
栽
培
技
術
及
び
経
営
能
力
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、
土
佐
市
に
あ
る
栄
光
商
会
を
視
察

し
た
。

　
栄
光
商
会
は
、Ｊ
Ａ
北
川
支
所
で
搾
汁
さ
れ
た

ゆ
ず
皮
の
残
渣
と
馬
ふ
ん
を
混
合
し
た
バ
ー
ク

堆
肥
を
製
造
す
る
事
業
者
で
、
参
加
者
か
ら
は

「
産
業
廃
棄
物
と
な
る
ゆ
ず
皮
残
渣
の
活
用
を
検

討
す
る
上
で
、
コ
ス
ト
面
な
ど
の
課
題
も
確
認
で

き
た
。今
後
も
循
環
型
農
業
の
取
り
組
み
や
土
壌

改
良
な
ど
、
栽
培
管
理
技
術
の
向
上
に
向
け
て
研

修
を
重
ね
た
い
」と
の
意
見
が
出
た
。

　
村
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
持
続
可
能
な
農
業
経

営
に
向
け
た
研
鑽
を
支
援
し
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

　
物
流
・
人
流
の
要
と
な
る
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
部
で
あ
る
阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
全

面
開
通
に
向
け
て
は
、
議
長
を
は
じ
め
議
員
、
関

係
者
の
尽
力
に
よ
り
、
阿
南
安
芸
自
動
車
道
「
牟

岐
海
部
道
路（
牟
岐
〜
海
部
間
）」が
新
規
事
業
化

さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
未
事
業
化
区
間
は
美
波
〜

牟
岐
間
を
残
す
の
み
と
な
り
、
全
線
開
通
に
向
け

て
大
き
く
前
進
し
た
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

○
奈
半
利
川
堤
防
整
備

　
野
友
地
区
の
奈
半
利
川
堤
防
整
備
に
つ
い
て

は
、
県
が
主
催
の
地
元
説
明
会
が
３
月
に
開
催
さ

れ
た
。今
後
は
未
取
得
用
地
の
買
収
を
進
め
、
用

地
取
得
が
順
調
に
進
め
ば
本
年
度
中
の
工
事
着

手
を
見
込
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
村
と
し
て
は
、
台
風
６
号
に
よ
り
野
友
橋
地
点

に
お
け
る
奈
半
利
川
の
水
位
が
氾
濫
危
険
水
位

の
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
手
前
ま
で
迫
っ
た
状
況
を

踏
ま
え
、
河
川
断
面
の
拡
張
を
含
む
堤
防
の
早
期

整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
県
に
対
し
て

働
き
か
け
を
行
う
。

○
野
友
角
木
地
区
の
宅
地
造
成

　
人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
整
備
中
の
野

友
角
木
地
区
の
宅
地
造
成
に
つ
い
て
は
、
５
月
末

時
点
で
水
道
工
事
も
含
め
約
８
割
の
進
捗
と
な
っ

て
お
り
、
８
月
末
の
工
事
完
了
に
向
け
順
調
に
進

ん
で
い
る
。工
事
完
了
後
に
用
地
測
量
を
実
施
し

て
分
譲
価
格
の
算
定
を
進
め
、
令
和
８
年
度
末
の

分
譲
開
始
を
目
指
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

　
本
年
度
ま
で
を
耐
震
化
促
進
強
化
期
間
と
し

て
、
補
助
額
の
引
き
上
げ
に
よ
る
自
己
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
い
る
。令
和
７
年
度
は
診
断
９
件
、
設

計
14
件
、
改
修
工
事
９
件
が
完
了
。本
年
度
も
５

月
末
現
在
で
診
断
と
設
計
が
２
件
、
改
修
工
事
２

件
の
申
請
を
い
た
だ
く
な
ど
、
住
宅
の
耐
震
化
は

順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　
引
き
続
き
、
こ
の
強
化
期
間
を
有
効
に
活
用
い

た
だ
け
る
よ
う
周
知
を
図
り
、
地
域
の
住
環
境
の

改
善
・
防
災
対
策
の
向
上
に
取
り
組
む
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

　
村
民
の
皆
さ
ん
が
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た

地
区
で
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
健

や
か
に
暮
ら
せ
る
」「
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
は

自
分
で
で
き
る
」
こ
と
を
目
指
し
、
次
の
事
項
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

○
特
定
健
診

　
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
行
動
変
容
を
促
す
ナ
ッ

ジ
理
論
を
応
用
し
た
受
診
勧
奨
が
２
年
目
を
迎

え
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。昨
年
度
の
受

診
率
は
、
２
月
受
診
分
ま
で
の
速
報
値
で
55
・

5
％
と
な
り
、
前
年
度
の
50
・
9
％
と
比
較
し
て

4
・
6
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
な
増
加
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
受
診
率
の
向
上
は
、
単
に
受
診
者
数

の
増
加
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
意
識

が「
検
査
を
受
け
る
」段
階
か
ら
、
そ
の
先
の「
健

康
な
生
活
を
自
ら
実
践
す
る
こ
と
」
へ
と
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
結
果
で
も
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。実
際
に
、健
診
結
果
を
踏
ま
え
、自
ら
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
や
、
積
極
的

に
専
門
職
へ
相
談
さ
れ
る
方
が
増
え
て
お
り
、
手

応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
本
年
度
に
つ
い
て
も
、
５
月
の
小
島
集
会
所
を

皮
切
り
に
集
団
健
診
を
開
始
し
た
。現
在
、
健
康

づ
く
り
婦
人
会
の
協
力
を
得
て
、
保
健
福
祉
推
進

員
と
と
も
に
未
受
診
者
宅
を
訪
問
し
、
受
診
の
呼

び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。健
診
結
果
に
基
づ
く
早

期
の
個
別
相
談
を
積
極
的
に
促
し
、
生
活
習
慣
病

の
重
症
化
予
防
に
全
力
で
取
り
組
む
。

○
支
援
体
制
の
構
築

　
本
年
４
月
よ
り
実
施
し
て
い
る
「
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
」に
つ
い
て
。制
度
の
狭
間
に
あ
る

課
題
や
、
複
合
化
・
複
雑
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
し
、
よ
り
包
括
的
に
対
応
す
る
た
め
、
支
援
体

制
の
構
築
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
。

　
役
場
内
に
お
い
て
は
、
事
業
の
円
滑
な
推
進
に

向
け
、
所
属
長
会
等
を
通
じ
て
、
各
分
野
間
で
の

情
報
共
有
や
事
業
連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て
確
認

を
行
う
な
ど
、
庁
内
の
連
携
体
制
を
一
層
強
化
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
福
祉
の
要
で
あ
る
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
は
、
孤
立
し
が
ち
な

世
帯
の
見
守
り
や
、
早
期
の
課
題
把
握
へ
の
ご
協

‥
一
般
質
問‥

　
北
川
村
が
目
指
す
15
年
間
の
一
貫
し
た

　
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
令
和
２
年
に
策
定

さ
れ
、
毎
年
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。そ
の

実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
就
に
向
け
た
具
体
策
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。そ
し
て
、
保
小
中
一
体
化
施
設

整
備
基
本
計
画
の
取
り
ま
と
め
も
し
て
い
る
が
、

今
後
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
保
小

中
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
検
討
委
員
会
も

こ
の
４
月
に
全
７
回
が
終
了
し
ま
し
て
、
取
り
ま

と
め
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
基
本
計
画
の
中
で
は
、
具
体
的
な
新
し
い

時
代
の
学
び
へ
の
対
応
と
し
ま
し
て
、「
保
小
中
連

携
で
子
ど
も
の
成
長
を
切
れ
目
な
く
支
え
る
」、

「
地
域
探
究
学
で
村
の
産
業
を
学
び
、将
来
の
キ
ャ

リ
ア
に
繋
げ
る
」、「
食
育
・
栽
培
活
動
で
健
康
で

豊
か
な
生
活
を
営
む
力
を
育
む
」、「
言
語
学
習
で

考
え
る
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
」、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
一
人
一
人
に
応
じ
た
学
び
・
協

働
学
習
を
支
え
る
」、「
地
域
で
連
携
し
、
み
ん
な

で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
」、こ
れ
ら
が

実
現
可
能
な
環
境
を
整
え
る
と
い
う
方
向
性
に

至
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
魅
力
的
な
教
育
環
境
づ
く
り
の
手
段

と
な
る
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
財
源
の
見
通
し
も
含
め
て
協
議
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。８
月
中
下
旬
に
は
、
も
っ
と
踏
み

込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
子
ど
も
た
ち
の
数
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、

そ
れ
ら
の
成
就
に
向
け
た
さ
ら
な
る
具
体
策
に
つ

い
て
、概
要
を
問
う
。

　
福
島
県
大
熊
町
の
学
び
舎
ゆ
め
の
森
へ
の
視
察

同
行
依
頼
に
つ
い
て
、
県
教
育
長
を
交
え
て
視

察
、
意
見
交
換
を
行
い
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
趣
旨
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
０
歳
か
ら
15
歳
の
子
ど
も
た
ち
が
と
も
に
学

び
、
と
も
に
遊
び
学
び
に
変
え
て
い
く「
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
の

た
め
に
校
舎
と
園
舎
の
一
体
化
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
組
織
体
制
と
し
て
、

若
手
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
意
欲
的
に
取
り
組
め

る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
学
べ
る
先
進
地
事
例
と
し
て
「
学
び

舎
ゆ
め
の
森
」
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。県
の
教
育
長
と
教
育
次
長
も
「
行
っ
て
み
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。議
員
の
皆

さ
ま
に
も
一
緒
に
視
察
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。ま
た
、組
織

体
制
確
立
の
後
押
し
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
に
義
務
教
育
学
校

制
度
導
入
に
関
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
現
行
の
小

中
一
貫
校
と
の
相
違
点
、
検
討
内
容
な
ど
を
問

う
。ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の
制
度
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
小
中
一
貫
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
年
制
の
小
学
校

と
３
年
制
の
中
学
校
と
い
う
校
種
の
違
う
２
つ
の

学
校
の
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
義
務

教
育
学
校
で
は
、
１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
で
構

成
さ
れ
る
１
つ
の
学
校
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
前
期
課
程
と
後
期
課
程
と
い
う
区
分
は
あ
る

も
の
の
、
よ
り
柔
軟
な
教
育
課
程
を
構
築
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。村
が
目
指
す
15
年
間
の

一
体
的
な
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
は
、
い
か

に
現
行
制
度
を
活
用
す
る
か
が
重
要
で
す
。次
期

学
習
指
導
要
領
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
令
和
12
年

度
の
開
校
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。並
行
し
て
「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
つ
き
ま
し
て

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現

で
き
る
一
体
化
施
設
を
目
指
し
て
、
よ
り
魅
力
的

な
教
育
環
境
づ
く
り
を
行
う
。必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
と
い
う
こ
と
で
、
検
討
、
議
論
を
ど

の
よ
う
に
重
ね
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
か
ら
考
え
ら
れ

る
建
造
物
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
整
備
基
本
計
画
の
頃
よ
り
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
建
築
家
等
の
専
門
家
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

問
　
先
ほ
ど
の
お
答
え
に
、
８
月
中
下
旬
に
な
れ

ば
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
あ
っ
た
が
、
私
た
ち
議
会
と
の
議
論
の
場

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
議
会
の
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見
は
非
常
に
重
要

な
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。全
員
協
議
会
を
含

め
議
論
の
場
に
お
き
ま
し
て
、
建
物
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
や
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
、
そ
し
て
財
源
の
確

保
な
ど
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。保
小

中
の
15
年
間
の
一
貫
し
た
教
育
の
ソ
フ
ト
部
分
、

そ
こ
か
ら
必
要
と
な
る
ハ
ー
ド
、
そ
れ
ら
の
具
体

的
な
考
え
方
等
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
　
保
小
中
一
体
化
施
設
整
備
検
討
委
員
会
の

検
討
結
果
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
と

と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
さ
れ
、
村
長
に

提
言
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
村
長

　
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
環
境
に
ふ

さ
わ
し
い
保
小
中
の
一
体
化
に
向
け
て
、
ソ
フ
ト

面
の
充
実
を
考
慮
し
、実
現
で
き
る
プ
ラ
ン
で
、で

き
る
限
り
ス
マ
ー
ト
な
ハ
ー
ド
整
備
を
念
頭
に
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
耐
力
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後

も
校
舎
を
健
全
な
状
態
で
使
用
で
き
る
よ
う
、
長

寿
命
化
に
向
け
た
改
修
を
行
い
つ
つ
、
既
存
校
舎

の
有
効
活
用
を
前
提
と
し
た
機
能
改
修
、
拡
充
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
手
話
言
語
の
学
び
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
で
は
、「
手
話
言
語
条
例
」が
令
和
５

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。小
学
校
で

の
手
話
学
習
へ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
８
年
で
25

年
目
に
な
り
ま
す
。人
権
学
習
発
表
会
に
お
い

て
、
大
変
高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。手
話
通

訳
士
に
な
る
目
標
を
持
っ
て
養
成
講
座
を
受
講
し

て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。６
年
間
の
学
び
を
さ

ら
に
深
め
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
中
学
校
で
の
継
続
し
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
、
中
学
校
の
年
間
総
授
業
時
間
に
は
厳
格

な
上
限
が
決
ま
っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
何
を
学
ぶ
か
、
学
校
現
場
も
日
々
頭
を
悩
ま
せ

な
が
ら
教
育
課
程
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、
中
学
校
で
は「
教
科
担
任
制
」を
取
っ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
教
科
の
先
生
が
決
め
ら
れ
た
授

業
時
間
を
担
当
し
て
い
る
た
め
、
学
校
全
体
で
特

定
の
時
間
を
別
の
学
習
に
柔
軟
に
振
り
替
え
る

と
い
う
こ
と
が
、
仕
組
み
の
上
で
も
な
か
な
か
難

し
い
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
小
学

校
で
の
学
び
の
継
続
性
と
、
中
学
校
で
新
し
く
学

ぶ
べ
き
人
権
課
題
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
中
学

校
特
有
の
指
導
体
制
を
熟
慮
し
た
結
果
、
現
在
の

よ
う
な
教
育
課
程
の
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
た
め
本
年
度
は
、
手
話
の
実
施
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
中
学
校
で
「
手
話
を
学
ぶ
時
間
」
を
独
立
し
て

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
小
学
校
で
培
っ
た
基
礎
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
手
話
を
含
め
て
、
子
ど
も
た
ち
が
福
祉

や
人
権
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
　
せ
っ
か
く
小
学
校
で
学
ん
で
き
て
い
る
の

で
、
学
び
の
頻
度
は
少
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
い

ろ
い
ろ
な
制
度
の
活
用
や
工
夫
次
第
で
、
15
年
間

の
一
貫
し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。今
一
度
伺
い
ま
す
。15
年
間
の
一
貫

し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
で
き
る
の
か
、

外
で
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
実
現

で
き
る
の
か
を
学
校
現
場
が
主
体
と
な
り
教
育

委
員
会
も
一
緒
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
主
催
で
、
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
令
和
７
年
８
月
か
ら
12

月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
詳
細
を
伺
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
ひ
と
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
村
の
魅
力
・
資
源

を
生
か
し
た
生
業
づ
く
り
と
若
年
層
を
中
心
と

す
る
移
住
者
の
受
け
入
れ
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。昨
年
７
月
か
ら
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
募
る
た
め
、
情
報
発
信

サ
イ
ト
へ
の
掲
載
や
移
住
関
係
機
関
、
大
学
へ
の

情
報
を
提
供
い
た
し
ま
し
た
。結
果
８
人
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
の
で
、
参
加
者
を
２
チ
ー
ム

に
分
け
、
北
川
村
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
案
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
同
年
９
月
か
ら
北
川
村
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
現
地
視
察
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
う
と
と
も
に
、
立
ち
上
げ
る
事
業
の
コ
ン
セ

プ
ト
策
定
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
収
支
計
画

の
作
り
方
等
の
講
座
を
行
っ
た
う
え
で
、
２
チ
ー

ム
が
独
自
の
事
業
を
組
み
立
て
、
12
月
に
発
表
い

た
だ
き
ま
し
た
。発
表
時
点
で
は
、コ
ン
セ
プ
ト
や

対
象
と
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
収
支
計
画
な
ど
に
粗

さ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
内
容
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、翌
年
３
月
に
再
度
発
表
い
た
だ
く

こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。発
表
さ
れ
た
事
業

は
「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」
と
「
村
で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」

と
い
う
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
３
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
本

年
度
も
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
の
後

の
経
過
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

 

答
　
村
長

　「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」の
チ
ー
ム
は
、
現
在
、
事
業
運
営
を
行
う
組

織
の
法
人
化
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
空
き
家
の
設
計
に
取
り
か
か
り
、
改

修
工
事
に
対
し
て
県
補
助
金
を
活
用
す
べ
く
準
備

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、「
村

で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」
チ
ー
ム
は
ゆ

ず
を
活
用
し
、
ポ
ン
酢
づ
く
り
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
、
さ

ら
に
煮
詰
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。サ

ポ
ー
ト
委
託
業
者
に
つ
き
ま
し
て
も
定
期
的
に
打

ち
合
わ
せ
に
参
加
し
、
進
捗
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
経
営
的
に
成
立
す
る
の
か

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、

２
チ
ー
ム
の
活
動
が
北
川
村
に
根
付
い
た
事
業
と

な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

和田　和恵　議員

　
文
化
観
光
公
社
の
現
状
に
つ
い
て

問
　
文
化
観
光
公
社
が
発
足
し
て
１
年
が
た
ち
、

観
光
面
に
力
を
入
れ
る
施
策
の
中
で
、
文
化
観
光

公
社
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。現
在
の
公
社
の

組
織
構
成
と
、こ
の
１
年
の
取
り
組
み
、そ
し
て
そ

の
取
り
組
み
に
対
す
る
成
果
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
現
在
、「
国
内
外
に
向
け
た
広
報
活
動
を
と
お

し
て
、
北
川
村
の
認
知
促
進
、
基
幹
産
業
で
あ
る

ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
産
業
の
振
興
を
図
る
。」「
村

民
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

村
の
観
光
・
産
業
振
興
の
取
り
組
み
を
中
心
に

村
内
の
広
報
活
動
を
行
う
。」「
観
光
施
設
や
事
業

者
と
連
携
し
、
ゆ
ず
を
軸
と
し
た
オ
ー
ル
北
川
村

に
よ
る
広
報
体
制
の
構
築
を
図
る
。」と
い
う
３
つ

の
事
業
目
的
を
掲
げ
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の

社
長
を
理
事
長
に
、
広
報
や
金
融
関
係
の
経
験
豊

か
な
理
事
２
人
と
旧
観
光
協
会
の
職
員
に
中
岡

慎
太
郎
館
専
属
の
職
員
３
人
を
含
め
て
、
合
計
８

人
の
体
制
で
文
化
観
光
事
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
阪
・
関
西
万
博
や
土
佐
の
豊
穣
祭
、
東
京
浪
漫

亭
で
の
北
川
村
フ
ェ
ア
な
ど
14
会
場
で
特
産
品
や

観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
ゆ
ず
新
聞
の
発
行

や
北
川
村
観
光
び
ら
き
の
開
催
、Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ

へ
の
出
演
、
取
材
対
応
並
び
に
県
内
外
の
旅
行
会

社
及
び
メ
デ
ィ
ア
へ
の
営
業
活
動
を
行
い
、
主
要

３
施
設
を
中
心
に
誘
客
に
向
け
た
広
報
活
動
、
ゆ

ず
を
中
心
と
し
た
村
へ
の
施
策
を
村
内
外
に
伝

え
、
村
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
公
社
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
で
暮
ら
し
な

が
ら
持
ち
前
の
好
奇
心
と
実
行
力
で
、
村
の
魅
力

を
発
信
す
る
職
員
や
20
年
以
上
テ
レ
ビ
局
で
番

組
制
作
に
従
事
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
し
た
い

ポ
イ
ン
ト
や
業
界
の
構
造
を
熟
知
し
て
い
る
職

員
、
新
聞
記
者
や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験

し
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
人
脈
を
村
に
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
職
員
な
ど
多
様
な
人
材
を
確
保
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
広
報
活
動
等
に
つ
き
ま
し
て
は
す
ぐ
に
成
果
を

上
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
回
数
は
確
実
に
増
加

し
て
お
り
、
観
光
施
設
の
誘
客
増
の
一
助
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
村
の
主
た
る
３
つ
の
観
光
施
設
、モ
ネ
の
庭
、

慎
太
郎
館
、
北
川
村
温
泉
が
あ
り
ま
す
が
、
合
わ

せ
て
年
間
約
11
万
人
が
訪
れ
て
い
る
。そ
れ
で
も

ま
だ
十
分
に
施
設
を
活
用
で
き
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
。

　
さ
ら
に
昨
年
９
月
よ
り
、
文
化
庁
事
業
の
文
化

観
光
拠
点
計
画
に
よ
っ
て
、
モ
ネ
の
庭
を
中
心
に

整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
、
森
林
鉄
道

遺
産
も
あ
り
、
観
光
面
の
伸
び
し
ろ
は
と
て
も
大

き
い
と
期
待
し
、
文
化
観
光
公
社
の
担
う
役
割
も

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
く
る
。村
の
活
性
化
の

た
め
に
も
、
今
後
、
村
の
財
産
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
か
、
ま
た
村
と
し
て
の
観
光
事
業
の

展
望
を
問
う
。併
せ
て
、
観
光
面
だ
け
で
な
く
文

化
面
に
お
い
て
も
、
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
推
進
し
て
い
く
考

え
、予
定
は
あ
る
か
。

 

答
　
村
長

　
本
村
の
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
施
設

を
核
と
し
て
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
及
び
北
川

村
文
化
観
光
公
社
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
北
川
村
の
規
模
で
は
観
光
そ

の
も
の
が
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
す
。村
が
優
先
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
ゆ
ず
を
中
心
と
し
た
１
次
産

業
の
振
興
」「
持
続
可
能
な
地
域
を
維
持
す
る
た

め
の
移
住
・
定
住
促
進
」
す
な
わ
ち
「
産
業
の
振

興
」
と
「
移
住
の
拡
大
」
と
い
う
村
の
重
要
課
題

を
、
交
流
人
口
に
よ
り
牽
引
す
る
「
旗
振
り
役
」、

あ
る
い
は
地
域
へ
呼
び
込
む
た
め
の
「
き
っ
か
け
」

と
し
て
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
自
信
を
持
っ
て
北
川
村

を
紹
介
す
る
際
に
代
名
詞
と
も
な
り
う
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
「
モ
ネ
の
庭
が
あ
る
北
川
村
の
ゆ
ず
」

と
し
て
、
本
村
の
北
川
村
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
広
く

認
知
し
て
い
た
だ
き
、消
費
拡
大
を
図
っ
た
り
、ゆ

ず
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
き
新
規
就

農
へ
つ
な
げ
て
い
っ
た
り
と
関
係
人
口
か
ら
移
住
・

定
住
へ
の
動
機
を
創
出
す
る
な
ど
、観
光
を「
入
り

口
」と
し
て
機
能
さ
せ
、
最
終
的
な
成
果
を
１
次

産
業
の
活
性
化
と
人
口
減
少
対
策
等
に
つ
な
げ
て

い
く
な
ど
の
施
策
は
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
、こ
の
主
要
３
施
設
に
お
い
て
、年
間
合
わ

せ
て
11
万
人
を
超
え
る
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。そ
の
本
村
の
貴
重
な
財
産
で

も
あ
り
ま
す
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
管
理
運
営
を
考

え
な
が
ら
、
利
用
者
規
模
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
文
化
庁
の「
文
化
観
光
拠
点
計
画
」

の
枠
組
み
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
高

知
県
の
観
光
担
当
課
や
東
部
観
光
協
議
会
と
い
っ

た
広
域
的
な
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
文
化
面
に
つ
き
ま
し
て
も
、
観
光
面
と
同

様
に
い
か
に
文
化
的
な
側
面
を
持
た
せ
る
の
か

と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
住
宅
の
供
給
に
つ
い
て

問
　
２
年
前
の
３
月
議
会
に
お
い
て
、
ご
年
配
の

方
が
住
む
住
宅
を
増
や
す
予
定
は
な
い
か
と
い

う
質
問
を
し
た
。そ
の
際
村
長
か
ら
は
、
住
み
な

れ
た
場
所
か
ら
離
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
等
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
か
ら
転
居
を
差
し
控
え
る
事
例
が
あ

る
。高
齢
者
に
限
定
せ
ず
、
村
全
体
と
し
て
必
要

に
応
じ
て
検
討
す
る
と
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
現
在
、
当
時
よ
り
も
さ
ら
に
、
村
内
で
転

居
で
き
る
部
屋
を
求
め
て
い
る
高
齢
者
の
声
を
、

多
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。社
会
福
祉
協
議
会
に

伺
う
と
、
村
内
に
は
老
朽
化
が
著
し
い
住
宅
や
、

構
造
上
、
介
助
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
住
宅
に
お

住
ま
い
の
方
が
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と

で
す
。こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み
る
と
、
例
え
ば
野

友
周
辺
な
ど
で
家
を
貸
し
て
も
い
い
と
考
え
て
い

る
家
主
の
方
々
や
、
村
が
移
住
者
支
援
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件
と
い
っ
た

地
域
の
既
存
資
源
を
活
用
し
、
高
齢
者
の
住
み
替

え
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
仕
組
み
な
ど
が
１
つ

の
選
択
肢
と
し
て
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

何
よ
り
、
ご
年
配
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
こ
の
北

川
村
に
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
が
あ
る
こ
と
こ

そ
が
一
番
の
人
口
減
少
対
策
で
は
な
い
か
。高
齢

者
が
不
便
さ
ゆ
え
に
、
村
外
の
施
設
や
子
ど
も
世

代
の
元
へ
流
出
し
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
村
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

　
そ
れ
は
同
時
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
」の
利
用
者
維
持
に
も
つ
な
が
り
、

ひ
い
て
は
村
の
貴
重
な
福
祉
イ
ン
フ
ラ
の
存
続
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
今
後
の
高
齢
者
向
け
住
宅
支
援
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

 

答
　
村
長

　「
移
住
者
向
け
の
空
き
家
対
策
の
仕
組
み
」
の

活
用
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
移
住
促
進
と

い
う
行
政
目
的
の
も
と
、
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る

施
設
で
す
の
で
、
そ
の
目
的
に
則
っ
た
財
源
を
活

用
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
高
齢
者
の
住
居
確
保
等

に
転
用
す
る
こ
と
は
、
趣
旨
・
目
的
か
ら
も
容
易

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。次
に
、「
家
を
貸

し
て
も
よ
い
」
と
い
う
意
向
を
お
持
ち
の
家
主
の

方
々
と
、
転
居
を
希
望
さ
れ
る
高
齢
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
想
像
で
き
る
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。一
番
重
要
と
な
る
の
は
、
提

供
さ
れ
る
住
宅
が
「
高
齢
者
の
在
宅
生
活
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
真
に
適
し
た
構
造
に
な
っ
て
い
る

か
」
と
い
う
点
で
す
。空
き
家
の
多
く
は
建
築
さ

れ
て
か
ら
相
応
の
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、
段
差

の
解
消
や
手
す
り
の
設
置
、
移
動
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
い
う
面
に
お
い
て
、

必
ず
し
も
十
分
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
の
が
実
態
で
す
。さ
ら
に
、移
住
施
策
と
し
て

空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
中
で
、
実
際
に
貸

し
て
い
た
だ
け
る
物
件
自
体
が
な
か
な
か
な
い
と

い
う
現
実
も
あ
り
、非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
通
り「
自
分
た

ち
で
つ
く
る
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
」
を
目
指
し

て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
少
し
で
も
長
く

安
全
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、「
き
た
が
わ
ず
ー
っ
と
元
気
実
行
計
画
」に

基
づ
い
た
施
策
を
着
実
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。併
せ
ま
し
て
、

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
手
す
り
の
設
置
や
段

差
解
消
と
い
っ
た
住
宅
改
修
の
支
援
を
適
切
に
つ

な
げ
、
在
宅
で
の
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
で

き
る
だ
け
そ
う
し
た
関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
対
応

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
介
護

事
業
所
の
利
用
維
持
と
い
う
観
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
住
宅
の
供
給
と
い
う
一
面
の
み
で
解
決
を
図

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
北
川
村
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
周
辺
町
村
と
も
連
携
し
た
福
祉
イ
ン
フ
ラ
全

体
の
持
続
可
能
性
を
総
合
的
に
見
極
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ご
指
摘
の
と
お
り
、
高

齢
者
の
住
ま
い
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
は
、

少
な
か
ら
ず
本
村
の
人
口
減
少
対
策
と
も
関
わ
る

重
要
な
課
題
で
す
。施
策
の
目
的
を
は
じ
め
物
件

確
保
の
難
し
さ
と
い
っ
た
課
題
は
あ
る
も
の
の
、今

回
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
資
源
を
活
用
す
る
ご
指

摘
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
高
齢
者
福
祉
施
策

の
一
つ
と
し
て
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
最
近
、
あ
る
ご
年
配
の
方
が
住
宅
の
問
題
で

本
村
を
離
れ
て
隣
の
町
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。た
く
さ
ん
問
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
一
つ
で

も
な
く
な
る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

 

答
　
村
長

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
関
係
機
関
、
関
係

方
々
と
連
携
し
て
福
祉
政
策
に
対
し
て
深
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
健
全
財
政
と
財
務
規
律
に
つ
い
て

問
　
一
昨
年
９
月
、
10
月
ぐ
ら
い
に
議
会
の
ほ
う

か
ら
要
請
を
し
、
総
務
課
長
か
ら
そ
の
時
点
で
の

中
長
期
の
財
政
見
通
し
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
追
加
の
説
明
と
し
て
加
え
る
こ
と
は
あ
る

か
。

 

答
　
村
長

　
昨
年
度
あ
る
い
は
一
昨
年
度
、
ど
う
い
う
内
容

で
説
明
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
お
り

ま
す
。そ
う
し
た
中
で
、
単
に
追
加
す
る
こ
と
が

あ
る
か
な
い
か
と
い
え
ば
あ
り
ま
せ
ん
。実
際
に

そ
こ
の
数
値
だ
け
を
見
て
、
財
政
収
支
が
ど
う
の

こ
う
の
と
い
う
話
で
は
な
い
の
で
、
そ
う
し
た
こ

と
で
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
基
金
残
高
は
36
億
円
あ
り
ま

し
た
。令
和
６
年
度
の
債
務
残
高
累
計
は
幾
ら
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
借
金
の
残
額
に
つ
き
ま
し
て
、
約
24
億
2
’

3
0
0
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
貯
金
が
約
36
億
円
、
借
金
が
24
億
円
と
い
う

よ
う
な
数
字
で
す
。そ
れ
が
こ
の
見
通
し
の
中
で

今
随
時
大
型
投
資
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
共
通
認
識
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
水
力
発
電
と
い
う
大
変
大
き
な
事
業

予
算
が
つ
い
て
い
る
。そ
の
脱
炭
素
事
業
は
、総
額

で
約
80
億
円
の
事
業
の
う
ち
、
も
ち
ろ
ん
補
助

金
、
交
付
金
が
あ
っ
て
約
40
億
円
が
、
北
川
村
が

負
担
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
が
、
そ

の
投
資
の
ピ
ー
ク
が
令
和
10
年
度
ぐ
ら
い
に
来

る
と
収
支
見
通
し
の
中
で
出
て
い
る
。

　
10
年
度
の
と
き
の
単
年
度
公
債
費
が
大
体
3

億
6
’0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
。こ
れ
は
10
年
度
の

単
年
度
の
債
務
残
高
で
す
。こ
れ
も
ず
っ
と
投
資

は
増
え
て
き
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
の
ピ
ー
ク
は
令

和
の
12
年
で
約
4
億
5
’0
0
0
万
円
と
い
う
単

年
度
の
地
方
債
の
残
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。令
和

12
年
度
の
基
金
の
残
高
が
そ
の
と
き
の
見
通
し
で

約
18
億
円
に
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
12
年
度
の
地
方
債
の
残
高
予
測
は
で
て

い
る
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
令
和
12
年
時
点
の
地
方
債
の
残
高
と
い
た
し

ま
し
て
は
約
28
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。基
金
の
ほ

う
は
21
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
で
は
、
借
金
に
あ
た
る
地
方
債

が
24
億
円
ぐ
ら
い
、
そ
れ
か
ら
貯
金
が
約
36
億
円

あ
っ
た
も
の
が
、大
型
投
資
が
ず
っ
と
続
い
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
現
在
見
通
し
て
い
る
額
で
い
う
と
、

28
億
円
の
地
方
債
と
約
21
億
円
の
基
金
と
、
資
料

で
は
令
和
12
年
度
が
20
億
円
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

借
金
と
基
金
の
数
字
が
逆
転
し
て
い
る
。明
ら
か

に
こ
こ
で
は
厳
し
い
財
政
が
伺
え
る
が
、
厳
し
い

財
務
状
況
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
認
識
に
つ
い

て
、村
長
の
考
え
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
近
年
は
資
材
を
は
じ
め
物
販
の
高
騰
、
さ
ら
に

賃
金
の
上
昇
な
ど
を
鑑
み
た
と
こ
ろ
、
経
常
収
支

比
率
の
動
向
に
よ
り
経
常
経
費
の
圧
縮
は
考
え

な
が
ら
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
は

な
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
、
投
資
的
経
費
に
い
て
も

財
政
運
営
が
ま
ま
な
ら
な
い
と
き
は
一
時
的
に
中

止
や
中
断
を
決
定
す
れ
ば
対
処
可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
判
断
を
す
べ
き
状
況
か
否
か
を
判

断
す
れ
ば
良
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

村
で
は
中
期
財
政
収
支
見
通
し
を
ほ
ぼ
毎
年
作

成
し
、
こ
の
収
支
の
見
通
し
に
よ
り
勘
案
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
の
時
点
で
バ
タ
バ
タ
す
る
必
要

は
な
く
、
今
が
ど
う
の
こ
う
の
っ
て
い
う
次
元
で

は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。今
後
も
、
毎
年
財
政
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
、財
政
指
数
を

地
域
的
に
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
対
応
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問
　
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
総
合
戦
略
な
の
か
、
５
歳

９
歳
10
歳
14
歳
の
人
数
が
長
期
の
見
通
し
に
な
っ

た
と
き
に
、
2
0
3
5
年
、
今
か
ら
10
年
後
の
数

字
が
57
人
と
16
人
、
70
人
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
の
数
字
に
つ
い
て
も
う
ち
ょ
っ
と
実
態
に
応

じ
た
施
策
、
数
字
の
押
さ
え
方
っ
て
い
う
の
も
あ

る
程
度
必
要
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う

が
、
私
は
そ
う
い
う
子
ど
も
の
人
数
の
数
字
が
実

態
と
乖
離
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ

う
に
思
う
。人
口
動
態
も
意
識
し
た
施
策
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
人
口
推
計
に
つ
い
て
は
国
の
人
口
、
県
の
ほ
う

が
直
近
で
出
し
て
い
る
数
字
、
そ
れ
か
ら
村
の
ほ

う
が
独
自
で
出
し
て
い
る
数
字
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、
村
が
出
し
て
い
る
数
字
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
、
国
勢
調
査
が
終
わ
り
、
速
報
値
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、ま
だ
細
か
い
数
字
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

細
か
い
数
字
が
出
た
段
階
で
ま
た
村
独
自
の
人

口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
人
口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し
た
ら
、
議

員
の
皆
さ
ま
に
も
公
表
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
の
関
係
の
数
値
、あ
る
い
は
中
年

層
の
数
値
、
い
ろ
い
ろ
人
口
の
数
字
は
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
、お
お
む
ね
に
し
て
推
計
っ
て
い
う
の
は

現
状
か
ら
推
計
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
仕
組
み
で
は
じ

き
出
し
ま
す
の
で
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
に

よ
っ
て
こ
れ
ぐ
ら
い
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
は
見
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も

ご
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
そ
の
数
字
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
小
水
力
発
電
施
設
を
主
と
す
る

　
脱
炭
素
事
業
に
つ
い
て

問
　
こ
の
小
水
力
発
電
を
主
と
す
る
脱
炭
素
事

業
を
応
募
し
た
理
由
と
経
緯
に
つ
い
て
、
ま
た
こ

の
事
業
目
的
、効
果
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
2
0
1
0
年
度
後
半
頃
、
議
会
か
ら
の
発
案
で

前
村
長
の
同
意
の
も
と
に
勉
強
会
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
こ
の
当

時
、
恐
ら
く
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
が
2
0
1
2
年
に
誕
生

す
る
こ
と
を
議
会
が
察
知
し
て
、
地
球
環
境
に
優

し
い
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
お
い
て
、
北
川

村
村
内
で
生
か
せ
る
も
の
が
何
が
あ
る
の
か
と

い
っ
た
と
こ
ろ
を
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、私
が
村
長
就
任
後
、送
電
線
の
パ
イ
を

確
保
で
き
そ
う
だ
と
い
う
情
報
を
得
て
、
議
会
へ

相
談
し
、
皆
さ
ん
同
意
の
も
と
に
再
度
事
業
に
取

り
組
み
始
め
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
化
に
向
け
て
調
査
設
計
を
進
め

る
な
か
で
、
数
度
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
都
度
、

事
業
費
が
膨
ら
み
当
初
も
く
ろ
ん
で
い
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
で
は
採
算
が
合
わ
ず
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
断
念

し
、
対
応
可
能
な
事
業
が
あ
れ
ば
改
め
て
説
明
を

行
い
、
事
業
へ
取
り
組
む
旨
を
ご
了
解
い
た
だ
い

た
経
緯
も
ご
ざ
い
ま
す
。そ
う
し
た
経
過
を
経

て
、経
済
産
業
省
、省
内
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、環

境
省
へ
赴
き
、
相
談
を
行
う
と
同
時
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
当
時
ま
だ
制
度
組
み
立
て
中
で

ご
ざ
い
ま
し
た
脱
炭
素
先
行
地
域
の
事
業
が
あ

る
こ
と
を
伺
い
、
こ
の
事
業
交
付
金
が
４
分
の
３

だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
価
値
が

あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
議
会
へ
諮
ら
せ
て
い
た

だ
き
、今
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
度
に

脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
選
定
に
向
け
て
検
討
を
行

い
、
こ
の
事
業
に
よ
り
民
生
部
門
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出

を
ゼ
ロ
に
し
、
小
水
力
発
電
施
設
で
発
電
し
た
電

気
を
生
か
す
た
め
、
事
業
の
対
象
を
村
全
域
と
し

た
と
こ
ろ
で
す
。村
全
体
の
民
生
部
門
の
脱
炭
素

化
を
図
る
た
め
、
小
水
力
発
電
施
設
整
備
以
外
の

取
り
組
み
で
は
、
村
民
の
方
々
へ
の
家
電
補
助
や

公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
設
備
、
民
生
部
門
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
村
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
の
約
半
分

を
占
め
る
運
輸
部
門
の
削
減
に
も
取
り
組
む
た

め
、
村
営
バ
ス
の
Ｅ
Ｖ
化
等
に
も
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
選
定
は
、
令
和
５
年
に
環
境
省
か

ら
選
定
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。地
域
脱
炭
素
先
行

地
域
に
選
定
さ
れ
て
以
降
、
脱
炭
素
事
業
を
推
進

し
て
い
く
な
か
、
事
業
の
目
的
・
効
果
で
必
ず
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
村
全
域
に
お
け

る
民
生
部
門
の
脱
炭
素
化
で
ご
ざ
い
ま
す
。ま

た
、
村
の
地
域
資
源
を
活
用
し
生
ま
れ
た
電
気
を

村
内
に
供
給
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
発
電
し

た
電
気
を
村
内
各
世
帯
へ
供
給
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
四
国
電
力
株
式
会
社
と
電
気
代
を
含
め
た
供

給
内
容
に
つ
い
て
合
意
に
至
り
、
来
週
6
月
18
日

に
基
本
合
意
の
締
結
式
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。こ
の
議
会
か
ら
の
発
案
を
契
機
と
し
た

こ
の
事
業
に
よ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
受
益
で
き

ま
す
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
Ｅ
Ｖ
バ
ス
に
つ
い
て
、
導
入
さ
れ
て
実
際
に

試
験
走
行
も
終
わ
っ
て
走
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け

ど
、何
か
当
初
の
も
く
ろ
み
と
少
し
違
っ
た
、も
し

く
は
何
か
課
題
が
見
え
て
き
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
村
で
は
村
営
バ
ス
と
し
て
Ｅ
Ｖ
バ
ス
を
２
台
購

入
し
て
お
り
ま
す
。製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
民
事
再
生
手
続
き
に
入
っ
た

と
の
情
報
を
得
て
以
降
、
購
入
契
約
先
で
あ
る
四

電
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社
と
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。現
時
点
で
は
製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
サ
ポ
ー
ト
も
通
常
ど
お
り
続

け
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
の
走
行
に
は
支
障
が
な
い

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。購
入

元
に
対
し
、
製
造
会
社
の
民
事
再
生
手
続
き
の
進

捗
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
測
の
事
態
を
見
据
え
た
対

応
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。具
体
的
に
は
、

整
備
関
係
資
料
の
早
期
確
保
、
必
要
部
品
等
の
調

達
、
車
両
不
具
合
時
の
緊
急
時
の
対
応
等
で
す
。

ま
た
、
こ
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
請
け

負
っ
て
い
る
自
動
車
整
備
工
場
へ
は
、Ｅ
Ｖ
バ
ス
納

入
時
に
、車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
製
造
会

社
か
ら
御
工
場
に
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ひ
と
ま
ず
は
危
惧
し
て
慌
て
る
必
要
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
大
阪
市
は
こ
の
万
博
で
使
っ
て
い
た
Ｅ
Ｖ
バ

ス
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
た
か
ら
立
ち
入

り
検
査
に
入
っ
た
と
、そ
う
す
る
と
、中
国
企
業
が

製
造
し
た
一
部
の
車
両
で
前
輪
の
ブ
レ
ー
キ
ホ
ー

ス
が
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
国
交
省
に

リ
コ
ー
ル
を
申
し
入
れ
た
と
い
う
よ
う
な
記
事
が

載
っ
て
お
り
ま
す
。今
村
長
が
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
中
に
は
、
こ
う
い
う
こ
と
の

何
が
あ
っ
て
そ
こ
を
確
認
し
て
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
確
認
を
さ
れ
た
の
か
。

　
そ
れ
と
、
今
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
不
具
合
が

出
て
い
ま
す
。ま
ず
第
１
に
ド
ア
の
乗
降
す
る

パ
ッ
キ
ン
が
剥
が
れ
て
き
た
。ま
だ
導
入
し
て
１

カ
月
２
カ
月
し
か
た
っ
て
い
な
い
の
に
。そ
れ
と

雨
の
激
し
い
と
き
に
は
窓
枠
か
ら
水
が
中
へ
入
っ

て
く
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

新
車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
と
思
い

ま
す
。も
う
一
つ
何
か
ブ
レ
ー
キ
か
何
か
が
か

か
っ
て
解
除
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。今
申
し
上

げ
た
具
体
的
な
３
点
、聞
い
て
い
ま
す
か
。

 

答
　
村
長

　
そ
の
点
は
不
具
合
が
あ
っ
た
内
容
等
、
ま
た
試

運
転
の
と
き
の
状
況
等
も
伺
っ
て
い
ま
す
。何
を

も
っ
て
今
の
と
こ
ろ
心
配
す
る
必
要
は
な
い
か
っ

て
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、き
ち
っ
と
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る

整
備
工
場
も
確
認
が
で
き
て
い
る
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
し
て
運
行
上
、
実
際
に
試
運
転
が
終
わ
り
ま

し
て
、
実
運
行
に
入
っ
て
か
ら
そ
う
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
は
今
伺
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
く
ま
で
も
試
運
転
の
と
き
の
話
だ
ろ
う
と

い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き
た
か
ら
対
応
が
で
き

て
い
る
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
け
ど
、
新

車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
な
っ
て
思

え
る
よ
う
な
水
が
窓
枠
か
ら
入
っ
て
く
る
と
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
ど
も
。

や
は
り
我
々
の
立
場
か
ら
し
て
み
た
ら
、
き
ち
っ

と
し
た
車
、
大
阪
市
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
聞
い
た
と
き
に
や
は
り
心
配
で
す
。そ

う
い
う
報
告
も
、
ぜ
ひ
議
会
の
ほ
う
に
説
明
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
小
島
集
会
場
と
温
泉
に
設
置
し

た
太
陽
光
発
電
の
施
設
に
つ
い
て
、
太
陽
光
発
電

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、集
会
所
の
電
気
代
、も
し

く
は
小
島
山
菜
グ
ル
ー
プ
の
電
気
代
、
温
泉
の
ほ

う
の
電
気
代
、
何
か
そ
う
い
う
面
で
効
果
が
出
て

い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
小
島
集
会
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
８

月
か
ら
で
す
の
で
ま
だ
１
年
足
ら
ず
で
ご
ざ
い
ま

す
。10
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求

は
、
6
2
’6
9
4
円
、
１
カ
月
当
た
り
6
’

2
6
9
円
で
、
1
6
’0
2
2
円
、
加
工
施
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
７
月
か
ら
11
カ
月
で
太

陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求
が
1
0
0
’1
9
7

円
、
１
カ
月
当
た
り
9
’1
0
8
円
と
、
2
9
’

6
8
8
円
、
北
川
村
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
７
年
９
月
か
ら
９
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電

気
代
の
請
求
額
が
7
1
6
’5
5
3
円
、
ひ
と
月

当
た
り
7
9
’6
1
7
円
と
、
2
6
’5
3
9
円
そ

れ
ぞ
れ
安
価
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
大
体
似
た
よ
う
な
額
で
電
気
を
利
用
で

き
る
と
推
測
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
先
日
の
雨
風
で
、平
鍋
地
区
、小
島
地
区
、和

田
地
区
が
停
電
を
約
２
時
間
か
ら
３
時
間
近
く

起
こ
し
ま
し
た
。そ
の
時
に
温
泉
を
見
る
と
電
気

が
つ
い
て
い
る
。集
会
所
も
常
に
つ
い
て
い
る
電

気
は
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
が
、
停
電
に
な
っ
た

ら
こ
の
太
陽
光
発
電
の
仕
組
み
上
、
自
動
的
に
切

り
替
わ
る
の
か
。そ
れ
は
集
会
所
も
温
泉
も
一
緒

で
す
か
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
に
つ
き
ま
し
て
も
合
わ
せ
て
整
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
北
川
村
温
泉
あ
る
い
は
集
会

所
は
自
動
で
切
り
替
わ
っ
て
使
え
る
状
況
に
な
り

ま
す
。

問
　
温
泉
は
自
家
発
電
設
備
を
持
っ
て
お
り
、
温

泉
の
従
業
員
は
停
電
に
な
っ
た
ら
自
家
発
電
設

備
に
切
り
替
わ
る
と
い
う
認
識
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と

切
り
替
え
が
で
き
て
い
る
の
か
、
自
家
発
電
シ
ス

テ
ム
、
設
備
と
の
関
係
上
ち
ゃ
ん
と
そ
の
蓄
電
池

が
稼
働
し
て
い
る
の
か
ぜ
ひ
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
を
同
時
に
整
備
し
て
い
る
と
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
例
え
ば
温
泉
に
し
て
も
集
会
所
に

し
て
も
、
フ
ル
に
全
部
が
使
え
る
わ
け
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
、
改
め
て
ど
う
だ
っ
た
の

か
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
結
果
に
よ
っ
て
、

ス
タ
ッ
フ
等
に
も
指
揮
し
て
、
し
っ
か
り
認
識
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　
組
織
運
営
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

問
　
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
や
っ
て
い
く
う
え
で
、

マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
、
キ
ャ
リ
ア
層
が
随
分

い
び
つ
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、こ
う
い
う
現
状

に
対
し
て
ど
う
い
う
認
識
を
し
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
近
年
、
早
期
退
職
者
が
毎
年
い
る
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
。そ
の
補
充
の
た
め
年
３
回
程
度
採
用
試

験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。令
和
８
年
度
も
退
職
者

の
穴
埋
め
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
現
在

10
月
1
日
採
用
を
目
指
し
、採
用
試
験
を
実
施
中

で
す
。人
口
1
’0
0
0
人
規
模
の
持
続
可
能
な

循
環
型
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
も
、
職
員

の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
必
要
で
あ
り
、
早
期
に
解
決
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。引
き

続
き
採
用
試
験
を
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
、
職

員
数
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
よ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り

高
め
る
た
め
に
、人
事
評
価
に
つ
き
ま
し
て
、勤
勉

手
当
等
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
新
規
採

用
職
員
へ
の
人
材
育
成
に
つ
き
ま
し
て
も
、
日
々

の
業
務
上
の
各
課
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
む
ら

づ
く
り
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
若
手
部
会
の
活
動
を
継
続
し

て
お
り
ま
す
。政
策
立
案
等
に
つ
い
て
人
材
育
成

に
繋
げ
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

問
　
あ
る
村
民
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。役
場
へ
尋

ね
た
い
こ
と
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
電
話
を

し
た
が
、
担
当
者
が
休
み
の
た
め
、
明
日
に
し
て

く
れ
ま
せ
ん
か
と
返
事
を
さ
れ
た
。翌
日
行
っ
た

ら
、
担
当
者
が
出
勤
し
て
お
り
、
申
請
書
に
記
入

し
提
出
し
た
が
、
は
い
分
か
り
ま
し
た
と
言
う

が
、
そ
れ
を
受
け
付
け
て
も
ら
え
た
の
か
分
か
ら

な
い
。役
場
か
ら
公
式
な
重
要
文
書
、
例
え
ば
契

約
書
を
送
付
し
た
り
す
る
と
き
は
文
書
管
理
み

た
い
な
、発
行
し
ま
し
た
、受
け
取
り
ま
し
た
と
い

う
記
録
は
残
っ
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
ず
電
話
等
の
対
応
に
つ
い
て
、
最
近
の
事
例

で
い
く
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
も
必
要
に
な
っ

て
き
た
時
代
な
の
か
、
今
後
の
人
材
育
成
の
中
で

初
期
対
応
、
ま
ず
基
本
で
あ
る
電
話
対
応
で
あ
る

と
か
、そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
再
度
検
査

し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
。

　
ま
た
、
契
約
書
を
作
っ
て
郵
便
で
送
る
と
い
う

事
例
は
多
々
そ
ん
な
に
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

過
去
、
私
が
対
応
し
た
事
例
で
い
く
と
、
簡
易
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、手
続
き
上
送
っ
た
り
、あ
る

い
は
直
接
手
渡
し
た
り
対
応
し
て
き
た
、
ま
た
再

度
確
認
し
な
が
ら
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。発
送
等

の
記
録
は
全
部
控
え
て
い
ま
す
。

問
　
ど
う
す
れ
ば
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
直

る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
報
連
相
の
取
り
組

み
を
ぜ
ひ
考
え
て
ほ
し
い
。

 

答
　
村
長

　
接
遇
の
と
こ
ろ
で
基
本
に
な
る
電
話
対
応
、
ま

た
、
報
連
相
、
特
に
報
告
の
部
分
は
大
切
と
思
い

ま
す
の
で
、
ま
た
改
め
て
徹
底
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

問
　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

は
、約
80
％
の
進
捗
ま
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

残
っ
て
い
る
工
事
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
、
ま
た
、

許
認
可
関
係
に
お
い
て
何
が
許
可
さ
れ
何
が
残
っ

て
い
る
か
。こ
の
前
全
員
協
議
会
で
11
月
ご
ろ
か

ら
試
験
運
転
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
蛇
谷
地
区
小
水
力
発
電
施
設
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
10
月
末
ま
で
に
発
電
所
の
建
設
及
び

発
電
機
の
据
え
付
け
、
沈
砂
池
の
整
備
、
水
管
橋

部
分
の
導
水
管
の
設
置
、
系
統
接
続
を
進
め
、
11

月
か
ら
試
運
転
を
開
始
、
12
月
か
ら
運
転
の
開
始

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、台
風
６
号
に
伴
い
、

蛇
谷
川
を
含
む
北
川
村
東
部
に
お
い
て
集
中
的

な
降
雨
が
発
生
し
、
施
工
済
み
で
あ
る
導
水
管
の

一
部
が
流
出
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
す
。６
月
４
日
及
び
５
日
に
現
地
調
査
を
し

て
被
災
状
況
を
把
握
し
、現
在
、対
処
方
法
、全
体

工
程
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
請
負
業
者
と
も
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
全
容
調
査
が
で

き
次
第
、
対
応
案
を
取
り
ま
と
め
、
議
会
に
も
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
許
認
可
関
係
に
つ
き
ま
し
て
、
河
川
法
に
お
い

て
は
令
和
6
年
10
月
に
許
可
、
電
気
事
業
法
に
つ

き
ま
し
て
は
同
年
11
月
に
届
け
出
、
国
有
林
野
使

用
に
つ
き
ま
し
て
令
和
7
年
1
月
に
許
可
が
完
了

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
水
車
据
え
付
け
後
の
試
験
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
請
負
業
者
及
び
水
車
メ
ー
カ
ー
が
試
験
計
画

を
策
定
し
、
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主

任
技
術
者
の
確
認
を
受
け
た
う
え
で
、
両
主
任
技

術
者
の
保
安
監
督
の
も
と
、
試
験
を
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。試
験
内
容
と
し
て
は
、
停

止
状
態
で
の
外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の

測
定
、
系
統
連
携
し
た
負
荷
運
転
で
の
安
定
運
転

の
確
認
や
必
要
な
急
負
荷
遮
断
試
験
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
試
験
記
録
を
取
り
ま
と
め
、
問
題
が
な

け
れ
ば
法
定
使
用
前
自
主
検
査
を
経
て
運
転
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
残
工
事
と
し
て
、
発
電
機
据
え
付
け
調
整
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、
予
定
で
は
８
月
ご
ろ
か
ら
搬

入
据
え
付
け
に
入
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
れ

を
ミ
ス
す
る
と
工
程
上
も
の
す
ご
く
窮
屈
に
な
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。発
電
機
と
水
路
管
と
の

取
り
付
け
箇
所
の
再
度
確
認
を
行
っ
て
、
万
全
の

体
制
で
据
付
調
整
に
入
る
こ
と
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
さ
に
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
の
工
程
で

す
。発
電
機
と
導
水
管
の
取
り
付
け
箇
所
に
つ
き

ま
し
て
、
施
工
管
理
者
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
北

川
村
振
興
公
社
に
、
改
め
て
設
計
の
確
認
と
、
請

負
業
者
・
水
車
メ
ー
カ
ー
と
の
間
の
調
整
を
徹

底
す
る
よ
う
指
示
し
、
情
報
連
携
を
図
り
な
が
ら

円
滑
に
施
工
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
令
和
８
年
６
月
６
日
の
高
知
新
聞
で
、
北
川

村
全
電
力
地
産
地
消
へ
と
の
見
出
し
で
小
水
力

発
電
に
つ
い
て
、
村
長
と
担
当
職
員
へ
の
聞
き
取

り
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
北

川
村
振
興
公
社
が
運
転
管
理
し
、電
源
開
発
の
技

術
支
援
を
受
け
る
と
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

現
在
電
源
開
発
よ
り
１
人
出
向
で
来
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
こ
の
方
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
ほ
か
に
支
援
を
依
頼
す
る
つ
も
り

な
の
か
。

 

答
　
村
長

　
取
材
で
は
、
共
同
提
案
者
で
あ
る
電
源
開
発
の

関
わ
り
を
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。議
論
当
初
の
議

会
・
役
場
等
へ
の
勉
強
会
で
の
協
力
や
、
公
社
へ

の
出
向
と
い
う
形
で
の
技
術
的
支
援
、
平
鍋
地
区

小
水
力
発
電
所
に
係
る
技
術
的
支
援
こ
れ
ら
を

例
示
し
た
も
の
で
す
。

問
　
と
い
う
こ
と
は
新
し
く
何
ら
か
の
形
で
電
源

開
発
株
式
会
社
に
依
頼
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
当
初
の
予
定
で
は
12
月
か
ら
運
転
と
い
う
こ

と
で
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
運
転
開
始
後

の
設
備
保
守
点
検
に
伴
う
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
公
社
の
人
員
構
成
等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。ま
た
、
保
守
点
検
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
点
検
項
目
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
く
か
な

ど
、
運
用
開
始
ま
で
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
運
転
開
始
後
の
設
備
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
蛇
谷
川
水
力
発
電
所
の
保
安
規
定
に
基
づ

き
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
ず
、
日

常
巡
視
に
つ
い
て
で
す
が
、
一
般
社
団
法
人
北
川

村
振
興
公
社
で
複
数
人
の
体
制
を
組
み
、
順
次
巡

回
方
式
に
よ
り
実
施
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。遠
隔

監
視
に
つ
き
ま
し
て
は
、
遠
隔
監
視
を
活
用
し
つ

つ
、
取
水
状
況
や
発
電
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
１
日
か
ら
１
週
間
程
度
の
周
期
で
運
転
中
の

電
気
設
備
、
周
辺
状
況
等
を
巡
回
し
、
目
視
、
嗅

覚
、
聴
覚
に
よ
り
異
常
の
有
無
を
点
検
し
、
チ
ロ

リ
ア
ン
ス
ク
リ
ー
ン
の
ご
み
詰
ま
り
が
あ
れ
ば
適

宜
撤
去
等
の
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
点
検
作
業
・
運
用
方
法
を

整
理
し
た
維
持
管
理
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
も

同
時
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
た
同
規
定
に
基
づ
き
、
法
定
点
検

で
あ
る
月
次
点
検
や
年
次
点
検
と
し
て
、
電
気
主

任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主
任
技
術
者
に
よ
る

外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の
測
定
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。そ
の
他
、
電
気
事
故
そ
の
他
の

異
常
が
発
生
し
た
と
き
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
両
技
術
者
及
び
振
興
公
社

に
よ
る
臨
時
点
検
を
行
い
、
再
発
防
止
及
び
事
故

の
未
然
防
止
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

問
　
た
だ
、
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
は
ゲ
リ
ラ

豪
雨
が
来
た
と
き
に
、
い
か
に
こ
の
遠
隔
監
視
で

見
て
い
く
か
、
分
か
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
雨
量

計
も
し
く
は
上
流
に
対
し
て
の
簡
易
な
水
位
計

を
つ
け
て
、そ
の
デ
ー
タ
を
持
っ
て
き
て
徐
々
に
上

が
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
も
の
も
考

え
た
ら
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
突
発
性
で
言
い
ま
し
た
ら
、
直
近
で
台
風
の
案

件
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
や
は
り
そ
こ
は
気
を

つ
け
て
い
く
べ
き
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。ま
た

上
流
の
水
位
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
源
開
発
さ

ん
の
ほ
う
が
い
く
ば
く
か
持
た
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
協
議
を
し

て
そ
の
数
値
と
か
も
い
た
だ
け
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

や

区
　
分
　
総
件
数  

発
注
件
数 

完
了
件
数  

発
注
率   

完
了
率

繰
越
明
許
費 

  

５
　   

５       

０
 

100
％ 

 

0
％

現
年
予
算 

  

33
　   

８       

０
 
24
･
2
％ 

 

0
％

1011



‥

一
般
質
問‥

　
北
川
村
が
目
指
す
15
年
間
の
一
貫
し
た

　
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
令
和
２
年
に
策
定

さ
れ
、
毎
年
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。そ
の

実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
就
に
向
け
た
具
体
策
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。そ
し
て
、
保
小
中
一
体
化
施
設

整
備
基
本
計
画
の
取
り
ま
と
め
も
し
て
い
る
が
、

今
後
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
保
小

中
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
検
討
委
員
会
も

こ
の
４
月
に
全
７
回
が
終
了
し
ま
し
て
、
取
り
ま

と
め
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
基
本
計
画
の
中
で
は
、
具
体
的
な
新
し
い

時
代
の
学
び
へ
の
対
応
と
し
ま
し
て
、「
保
小
中
連

携
で
子
ど
も
の
成
長
を
切
れ
目
な
く
支
え
る
」、

「
地
域
探
究
学
で
村
の
産
業
を
学
び
、将
来
の
キ
ャ

リ
ア
に
繋
げ
る
」、「
食
育
・
栽
培
活
動
で
健
康
で

豊
か
な
生
活
を
営
む
力
を
育
む
」、「
言
語
学
習
で

考
え
る
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
」、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
一
人
一
人
に
応
じ
た
学
び
・
協

働
学
習
を
支
え
る
」、「
地
域
で
連
携
し
、
み
ん
な

で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
」、こ
れ
ら
が

実
現
可
能
な
環
境
を
整
え
る
と
い
う
方
向
性
に

至
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
魅
力
的
な
教
育
環
境
づ
く
り
の
手
段

と
な
る
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
財
源
の
見
通
し
も
含
め
て
協
議
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。８
月
中
下
旬
に
は
、
も
っ
と
踏
み

込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
子
ど
も
た
ち
の
数
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、

そ
れ
ら
の
成
就
に
向
け
た
さ
ら
な
る
具
体
策
に
つ

い
て
、概
要
を
問
う
。

　
福
島
県
大
熊
町
の
学
び
舎
ゆ
め
の
森
へ
の
視
察

同
行
依
頼
に
つ
い
て
、
県
教
育
長
を
交
え
て
視

察
、
意
見
交
換
を
行
い
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
趣
旨
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
０
歳
か
ら
15
歳
の
子
ど
も
た
ち
が
と
も
に
学

び
、
と
も
に
遊
び
学
び
に
変
え
て
い
く「
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
の

た
め
に
校
舎
と
園
舎
の
一
体
化
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
組
織
体
制
と
し
て
、

若
手
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
意
欲
的
に
取
り
組
め

る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
学
べ
る
先
進
地
事
例
と
し
て
「
学
び

舎
ゆ
め
の
森
」
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。県
の
教
育
長
と
教
育
次
長
も
「
行
っ
て
み
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。議
員
の
皆

さ
ま
に
も
一
緒
に
視
察
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。ま
た
、組
織

体
制
確
立
の
後
押
し
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
に
義
務
教
育
学
校

制
度
導
入
に
関
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
現
行
の
小

中
一
貫
校
と
の
相
違
点
、
検
討
内
容
な
ど
を
問

う
。ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の
制
度
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
小
中
一
貫
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
年
制
の
小
学
校

と
３
年
制
の
中
学
校
と
い
う
校
種
の
違
う
２
つ
の

学
校
の
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
義
務

教
育
学
校
で
は
、
１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
で
構

成
さ
れ
る
１
つ
の
学
校
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
前
期
課
程
と
後
期
課
程
と
い
う
区
分
は
あ
る

も
の
の
、
よ
り
柔
軟
な
教
育
課
程
を
構
築
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。村
が
目
指
す
15
年
間
の

一
体
的
な
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
は
、
い
か

に
現
行
制
度
を
活
用
す
る
か
が
重
要
で
す
。次
期

学
習
指
導
要
領
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
令
和
12
年

度
の
開
校
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。並
行
し
て
「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
つ
き
ま
し
て

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現

で
き
る
一
体
化
施
設
を
目
指
し
て
、
よ
り
魅
力
的

な
教
育
環
境
づ
く
り
を
行
う
。必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
と
い
う
こ
と
で
、
検
討
、
議
論
を
ど

の
よ
う
に
重
ね
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
か
ら
考
え
ら
れ

る
建
造
物
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
整
備
基
本
計
画
の
頃
よ
り
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
建
築
家
等
の
専
門
家
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

問
　
先
ほ
ど
の
お
答
え
に
、
８
月
中
下
旬
に
な
れ

ば
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
あ
っ
た
が
、
私
た
ち
議
会
と
の
議
論
の
場

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
議
会
の
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見
は
非
常
に
重
要

な
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。全
員
協
議
会
を
含

め
議
論
の
場
に
お
き
ま
し
て
、
建
物
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
や
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
、
そ
し
て
財
源
の
確

保
な
ど
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。保
小

中
の
15
年
間
の
一
貫
し
た
教
育
の
ソ
フ
ト
部
分
、

そ
こ
か
ら
必
要
と
な
る
ハ
ー
ド
、
そ
れ
ら
の
具
体

的
な
考
え
方
等
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
　
保
小
中
一
体
化
施
設
整
備
検
討
委
員
会
の

検
討
結
果
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
と

と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
さ
れ
、
村
長
に

提
言
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
村
長

　
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
環
境
に
ふ

さ
わ
し
い
保
小
中
の
一
体
化
に
向
け
て
、
ソ
フ
ト

面
の
充
実
を
考
慮
し
、実
現
で
き
る
プ
ラ
ン
で
、で

き
る
限
り
ス
マ
ー
ト
な
ハ
ー
ド
整
備
を
念
頭
に
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
耐
力
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後

も
校
舎
を
健
全
な
状
態
で
使
用
で
き
る
よ
う
、
長

寿
命
化
に
向
け
た
改
修
を
行
い
つ
つ
、
既
存
校
舎

の
有
効
活
用
を
前
提
と
し
た
機
能
改
修
、
拡
充
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
手
話
言
語
の
学
び
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
で
は
、「
手
話
言
語
条
例
」が
令
和
５

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。小
学
校
で

の
手
話
学
習
へ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
８
年
で
25

年
目
に
な
り
ま
す
。人
権
学
習
発
表
会
に
お
い

て
、
大
変
高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。手
話
通

訳
士
に
な
る
目
標
を
持
っ
て
養
成
講
座
を
受
講
し

て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。６
年
間
の
学
び
を
さ

ら
に
深
め
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
中
学
校
で
の
継
続
し
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
、
中
学
校
の
年
間
総
授
業
時
間
に
は
厳
格

な
上
限
が
決
ま
っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
何
を
学
ぶ
か
、
学
校
現
場
も
日
々
頭
を
悩
ま
せ

な
が
ら
教
育
課
程
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、
中
学
校
で
は「
教
科
担
任
制
」を
取
っ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
教
科
の
先
生
が
決
め
ら
れ
た
授

業
時
間
を
担
当
し
て
い
る
た
め
、
学
校
全
体
で
特

定
の
時
間
を
別
の
学
習
に
柔
軟
に
振
り
替
え
る

と
い
う
こ
と
が
、
仕
組
み
の
上
で
も
な
か
な
か
難

し
い
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
小
学

校
で
の
学
び
の
継
続
性
と
、
中
学
校
で
新
し
く
学

ぶ
べ
き
人
権
課
題
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
中
学

校
特
有
の
指
導
体
制
を
熟
慮
し
た
結
果
、
現
在
の

よ
う
な
教
育
課
程
の
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
た
め
本
年
度
は
、
手
話
の
実
施
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
中
学
校
で
「
手
話
を
学
ぶ
時
間
」
を
独
立
し
て

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
小
学
校
で
培
っ
た
基
礎
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
手
話
を
含
め
て
、
子
ど
も
た
ち
が
福
祉

や
人
権
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
　
せ
っ
か
く
小
学
校
で
学
ん
で
き
て
い
る
の

で
、
学
び
の
頻
度
は
少
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
い

ろ
い
ろ
な
制
度
の
活
用
や
工
夫
次
第
で
、
15
年
間

の
一
貫
し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。今
一
度
伺
い
ま
す
。15
年
間
の
一
貫

し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
で
き
る
の
か
、

外
で
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
実
現

で
き
る
の
か
を
学
校
現
場
が
主
体
と
な
り
教
育

委
員
会
も
一
緒
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
主
催
で
、
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
令
和
７
年
８
月
か
ら
12

月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
詳
細
を
伺
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
ひ
と
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
村
の
魅
力
・
資
源

を
生
か
し
た
生
業
づ
く
り
と
若
年
層
を
中
心
と

す
る
移
住
者
の
受
け
入
れ
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。昨
年
７
月
か
ら
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
募
る
た
め
、
情
報
発
信

サ
イ
ト
へ
の
掲
載
や
移
住
関
係
機
関
、
大
学
へ
の

情
報
を
提
供
い
た
し
ま
し
た
。結
果
８
人
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
の
で
、
参
加
者
を
２
チ
ー
ム

に
分
け
、
北
川
村
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
案
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
同
年
９
月
か
ら
北
川
村
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
現
地
視
察
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
う
と
と
も
に
、
立
ち
上
げ
る
事
業
の
コ
ン
セ

プ
ト
策
定
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
収
支
計
画

の
作
り
方
等
の
講
座
を
行
っ
た
う
え
で
、
２
チ
ー

ム
が
独
自
の
事
業
を
組
み
立
て
、
12
月
に
発
表
い

た
だ
き
ま
し
た
。発
表
時
点
で
は
、コ
ン
セ
プ
ト
や

対
象
と
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
収
支
計
画
な
ど
に
粗

さ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
内
容
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、翌
年
３
月
に
再
度
発
表
い
た
だ
く

こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。発
表
さ
れ
た
事
業

は
「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」
と
「
村
で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」

と
い
う
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
３
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
本

年
度
も
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
の
後

の
経
過
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

 

答
　
村
長

　「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」の
チ
ー
ム
は
、
現
在
、
事
業
運
営
を
行
う
組

織
の
法
人
化
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
空
き
家
の
設
計
に
取
り
か
か
り
、
改

修
工
事
に
対
し
て
県
補
助
金
を
活
用
す
べ
く
準
備

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、「
村

で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」
チ
ー
ム
は
ゆ

ず
を
活
用
し
、
ポ
ン
酢
づ
く
り
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
、
さ

ら
に
煮
詰
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。サ

ポ
ー
ト
委
託
業
者
に
つ
き
ま
し
て
も
定
期
的
に
打

ち
合
わ
せ
に
参
加
し
、
進
捗
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
経
営
的
に
成
立
す
る
の
か

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、

２
チ
ー
ム
の
活
動
が
北
川
村
に
根
付
い
た
事
業
と

な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
観
光
公
社
の
現
状
に
つ
い
て

問
　
文
化
観
光
公
社
が
発
足
し
て
１
年
が
た
ち
、

観
光
面
に
力
を
入
れ
る
施
策
の
中
で
、
文
化
観
光

公
社
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。現
在
の
公
社
の

組
織
構
成
と
、こ
の
１
年
の
取
り
組
み
、そ
し
て
そ

の
取
り
組
み
に
対
す
る
成
果
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
現
在
、「
国
内
外
に
向
け
た
広
報
活
動
を
と
お

し
て
、
北
川
村
の
認
知
促
進
、
基
幹
産
業
で
あ
る

ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
産
業
の
振
興
を
図
る
。」「
村

民
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

村
の
観
光
・
産
業
振
興
の
取
り
組
み
を
中
心
に

村
内
の
広
報
活
動
を
行
う
。」「
観
光
施
設
や
事
業

者
と
連
携
し
、
ゆ
ず
を
軸
と
し
た
オ
ー
ル
北
川
村

に
よ
る
広
報
体
制
の
構
築
を
図
る
。」と
い
う
３
つ

の
事
業
目
的
を
掲
げ
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の

社
長
を
理
事
長
に
、
広
報
や
金
融
関
係
の
経
験
豊

か
な
理
事
２
人
と
旧
観
光
協
会
の
職
員
に
中
岡

慎
太
郎
館
専
属
の
職
員
３
人
を
含
め
て
、
合
計
８

人
の
体
制
で
文
化
観
光
事
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
阪
・
関
西
万
博
や
土
佐
の
豊
穣
祭
、
東
京
浪
漫

亭
で
の
北
川
村
フ
ェ
ア
な
ど
14
会
場
で
特
産
品
や

観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
ゆ
ず
新
聞
の
発
行

や
北
川
村
観
光
び
ら
き
の
開
催
、Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ

へ
の
出
演
、
取
材
対
応
並
び
に
県
内
外
の
旅
行
会

社
及
び
メ
デ
ィ
ア
へ
の
営
業
活
動
を
行
い
、
主
要

３
施
設
を
中
心
に
誘
客
に
向
け
た
広
報
活
動
、
ゆ

ず
を
中
心
と
し
た
村
へ
の
施
策
を
村
内
外
に
伝

え
、
村
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
公
社
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
で
暮
ら
し
な

が
ら
持
ち
前
の
好
奇
心
と
実
行
力
で
、
村
の
魅
力

を
発
信
す
る
職
員
や
20
年
以
上
テ
レ
ビ
局
で
番

組
制
作
に
従
事
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
し
た
い

ポ
イ
ン
ト
や
業
界
の
構
造
を
熟
知
し
て
い
る
職

員
、
新
聞
記
者
や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験

し
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
人
脈
を
村
に
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
職
員
な
ど
多
様
な
人
材
を
確
保
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
広
報
活
動
等
に
つ
き
ま
し
て
は
す
ぐ
に
成
果
を

上
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
回
数
は
確
実
に
増
加

し
て
お
り
、
観
光
施
設
の
誘
客
増
の
一
助
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
村
の
主
た
る
３
つ
の
観
光
施
設
、モ
ネ
の
庭
、

慎
太
郎
館
、
北
川
村
温
泉
が
あ
り
ま
す
が
、
合
わ

せ
て
年
間
約
11
万
人
が
訪
れ
て
い
る
。そ
れ
で
も

ま
だ
十
分
に
施
設
を
活
用
で
き
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
。

　
さ
ら
に
昨
年
９
月
よ
り
、
文
化
庁
事
業
の
文
化

観
光
拠
点
計
画
に
よ
っ
て
、
モ
ネ
の
庭
を
中
心
に

整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
、
森
林
鉄
道

遺
産
も
あ
り
、
観
光
面
の
伸
び
し
ろ
は
と
て
も
大

き
い
と
期
待
し
、
文
化
観
光
公
社
の
担
う
役
割
も

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
く
る
。村
の
活
性
化
の

た
め
に
も
、
今
後
、
村
の
財
産
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
か
、
ま
た
村
と
し
て
の
観
光
事
業
の

展
望
を
問
う
。併
せ
て
、
観
光
面
だ
け
で
な
く
文

化
面
に
お
い
て
も
、
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
推
進
し
て
い
く
考

え
、予
定
は
あ
る
か
。

 

答
　
村
長

　
本
村
の
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
施
設

を
核
と
し
て
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
及
び
北
川

村
文
化
観
光
公
社
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
北
川
村
の
規
模
で
は
観
光
そ

の
も
の
が
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
す
。村
が
優
先
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
ゆ
ず
を
中
心
と
し
た
１
次
産

業
の
振
興
」「
持
続
可
能
な
地
域
を
維
持
す
る
た

め
の
移
住
・
定
住
促
進
」
す
な
わ
ち
「
産
業
の
振

興
」
と
「
移
住
の
拡
大
」
と
い
う
村
の
重
要
課
題

を
、
交
流
人
口
に
よ
り
牽
引
す
る
「
旗
振
り
役
」、

あ
る
い
は
地
域
へ
呼
び
込
む
た
め
の
「
き
っ
か
け
」

と
し
て
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
自
信
を
持
っ
て
北
川
村

を
紹
介
す
る
際
に
代
名
詞
と
も
な
り
う
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
「
モ
ネ
の
庭
が
あ
る
北
川
村
の
ゆ
ず
」

と
し
て
、
本
村
の
北
川
村
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
広
く

認
知
し
て
い
た
だ
き
、消
費
拡
大
を
図
っ
た
り
、ゆ

ず
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
き
新
規
就

農
へ
つ
な
げ
て
い
っ
た
り
と
関
係
人
口
か
ら
移
住
・

定
住
へ
の
動
機
を
創
出
す
る
な
ど
、観
光
を「
入
り

口
」と
し
て
機
能
さ
せ
、
最
終
的
な
成
果
を
１
次

産
業
の
活
性
化
と
人
口
減
少
対
策
等
に
つ
な
げ
て

い
く
な
ど
の
施
策
は
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
、こ
の
主
要
３
施
設
に
お
い
て
、年
間
合
わ

せ
て
11
万
人
を
超
え
る
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。そ
の
本
村
の
貴
重
な
財
産
で

も
あ
り
ま
す
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
管
理
運
営
を
考

え
な
が
ら
、
利
用
者
規
模
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
文
化
庁
の「
文
化
観
光
拠
点
計
画
」

の
枠
組
み
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
高

知
県
の
観
光
担
当
課
や
東
部
観
光
協
議
会
と
い
っ

た
広
域
的
な
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
文
化
面
に
つ
き
ま
し
て
も
、
観
光
面
と
同

様
に
い
か
に
文
化
的
な
側
面
を
持
た
せ
る
の
か

と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
住
宅
の
供
給
に
つ
い
て

問
　
２
年
前
の
３
月
議
会
に
お
い
て
、
ご
年
配
の

方
が
住
む
住
宅
を
増
や
す
予
定
は
な
い
か
と
い

う
質
問
を
し
た
。そ
の
際
村
長
か
ら
は
、
住
み
な

れ
た
場
所
か
ら
離
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
等
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
か
ら
転
居
を
差
し
控
え
る
事
例
が
あ

る
。高
齢
者
に
限
定
せ
ず
、
村
全
体
と
し
て
必
要

に
応
じ
て
検
討
す
る
と
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
現
在
、
当
時
よ
り
も
さ
ら
に
、
村
内
で
転

居
で
き
る
部
屋
を
求
め
て
い
る
高
齢
者
の
声
を
、

多
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。社
会
福
祉
協
議
会
に

伺
う
と
、
村
内
に
は
老
朽
化
が
著
し
い
住
宅
や
、

構
造
上
、
介
助
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
住
宅
に
お

住
ま
い
の
方
が
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と

で
す
。こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み
る
と
、
例
え
ば
野

友
周
辺
な
ど
で
家
を
貸
し
て
も
い
い
と
考
え
て
い

る
家
主
の
方
々
や
、
村
が
移
住
者
支
援
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件
と
い
っ
た

地
域
の
既
存
資
源
を
活
用
し
、
高
齢
者
の
住
み
替

え
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
仕
組
み
な
ど
が
１
つ

の
選
択
肢
と
し
て
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

何
よ
り
、
ご
年
配
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
こ
の
北

川
村
に
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
が
あ
る
こ
と
こ

そ
が
一
番
の
人
口
減
少
対
策
で
は
な
い
か
。高
齢

者
が
不
便
さ
ゆ
え
に
、
村
外
の
施
設
や
子
ど
も
世

代
の
元
へ
流
出
し
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
村
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

　
そ
れ
は
同
時
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
」の
利
用
者
維
持
に
も
つ
な
が
り
、

ひ
い
て
は
村
の
貴
重
な
福
祉
イ
ン
フ
ラ
の
存
続
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
今
後
の
高
齢
者
向
け
住
宅
支
援
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

 

答
　
村
長

　「
移
住
者
向
け
の
空
き
家
対
策
の
仕
組
み
」
の

活
用
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
移
住
促
進
と

い
う
行
政
目
的
の
も
と
、
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る

施
設
で
す
の
で
、
そ
の
目
的
に
則
っ
た
財
源
を
活

用
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
高
齢
者
の
住
居
確
保
等

に
転
用
す
る
こ
と
は
、
趣
旨
・
目
的
か
ら
も
容
易

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。次
に
、「
家
を
貸

し
て
も
よ
い
」
と
い
う
意
向
を
お
持
ち
の
家
主
の

方
々
と
、
転
居
を
希
望
さ
れ
る
高
齢
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
想
像
で
き
る
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。一
番
重
要
と
な
る
の
は
、
提

供
さ
れ
る
住
宅
が
「
高
齢
者
の
在
宅
生
活
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
真
に
適
し
た
構
造
に
な
っ
て
い
る

か
」
と
い
う
点
で
す
。空
き
家
の
多
く
は
建
築
さ

れ
て
か
ら
相
応
の
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、
段
差

の
解
消
や
手
す
り
の
設
置
、
移
動
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
い
う
面
に
お
い
て
、

必
ず
し
も
十
分
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
の
が
実
態
で
す
。さ
ら
に
、移
住
施
策
と
し
て

空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
中
で
、
実
際
に
貸

し
て
い
た
だ
け
る
物
件
自
体
が
な
か
な
か
な
い
と

い
う
現
実
も
あ
り
、非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
通
り「
自
分
た

ち
で
つ
く
る
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
」
を
目
指
し

て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
少
し
で
も
長
く

安
全
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、「
き
た
が
わ
ず
ー
っ
と
元
気
実
行
計
画
」に

基
づ
い
た
施
策
を
着
実
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。併
せ
ま
し
て
、

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
手
す
り
の
設
置
や
段

差
解
消
と
い
っ
た
住
宅
改
修
の
支
援
を
適
切
に
つ

な
げ
、
在
宅
で
の
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
で

き
る
だ
け
そ
う
し
た
関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
対
応

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
介
護

事
業
所
の
利
用
維
持
と
い
う
観
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
住
宅
の
供
給
と
い
う
一
面
の
み
で
解
決
を
図

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
北
川
村
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
周
辺
町
村
と
も
連
携
し
た
福
祉
イ
ン
フ
ラ
全

体
の
持
続
可
能
性
を
総
合
的
に
見
極
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ご
指
摘
の
と
お
り
、
高

齢
者
の
住
ま
い
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
は
、

少
な
か
ら
ず
本
村
の
人
口
減
少
対
策
と
も
関
わ
る

重
要
な
課
題
で
す
。施
策
の
目
的
を
は
じ
め
物
件

確
保
の
難
し
さ
と
い
っ
た
課
題
は
あ
る
も
の
の
、今

回
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
資
源
を
活
用
す
る
ご
指

摘
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
高
齢
者
福
祉
施
策

の
一
つ
と
し
て
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
最
近
、
あ
る
ご
年
配
の
方
が
住
宅
の
問
題
で

本
村
を
離
れ
て
隣
の
町
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。た
く
さ
ん
問
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
一
つ
で

も
な
く
な
る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

 

答
　
村
長

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
関
係
機
関
、
関
係

方
々
と
連
携
し
て
福
祉
政
策
に
対
し
て
深
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
健
全
財
政
と
財
務
規
律
に
つ
い
て

問
　
一
昨
年
９
月
、
10
月
ぐ
ら
い
に
議
会
の
ほ
う

か
ら
要
請
を
し
、
総
務
課
長
か
ら
そ
の
時
点
で
の

中
長
期
の
財
政
見
通
し
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
追
加
の
説
明
と
し
て
加
え
る
こ
と
は
あ
る

か
。

 

答
　
村
長

　
昨
年
度
あ
る
い
は
一
昨
年
度
、
ど
う
い
う
内
容

で
説
明
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
お
り

ま
す
。そ
う
し
た
中
で
、
単
に
追
加
す
る
こ
と
が

あ
る
か
な
い
か
と
い
え
ば
あ
り
ま
せ
ん
。実
際
に

そ
こ
の
数
値
だ
け
を
見
て
、
財
政
収
支
が
ど
う
の

こ
う
の
と
い
う
話
で
は
な
い
の
で
、
そ
う
し
た
こ

と
で
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
基
金
残
高
は
36
億
円
あ
り
ま

し
た
。令
和
６
年
度
の
債
務
残
高
累
計
は
幾
ら
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
借
金
の
残
額
に
つ
き
ま
し
て
、
約
24
億
2
’

3
0
0
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
貯
金
が
約
36
億
円
、
借
金
が
24
億
円
と
い
う

よ
う
な
数
字
で
す
。そ
れ
が
こ
の
見
通
し
の
中
で

今
随
時
大
型
投
資
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
共
通
認
識
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
水
力
発
電
と
い
う
大
変
大
き
な
事
業

予
算
が
つ
い
て
い
る
。そ
の
脱
炭
素
事
業
は
、総
額

で
約
80
億
円
の
事
業
の
う
ち
、
も
ち
ろ
ん
補
助

金
、
交
付
金
が
あ
っ
て
約
40
億
円
が
、
北
川
村
が

負
担
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
が
、
そ

の
投
資
の
ピ
ー
ク
が
令
和
10
年
度
ぐ
ら
い
に
来

る
と
収
支
見
通
し
の
中
で
出
て
い
る
。

　
10
年
度
の
と
き
の
単
年
度
公
債
費
が
大
体
3

億
6
’0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
。こ
れ
は
10
年
度
の

単
年
度
の
債
務
残
高
で
す
。こ
れ
も
ず
っ
と
投
資

は
増
え
て
き
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
の
ピ
ー
ク
は
令

和
の
12
年
で
約
4
億
5
’0
0
0
万
円
と
い
う
単

年
度
の
地
方
債
の
残
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。令
和

12
年
度
の
基
金
の
残
高
が
そ
の
と
き
の
見
通
し
で

約
18
億
円
に
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
12
年
度
の
地
方
債
の
残
高
予
測
は
で
て

い
る
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
令
和
12
年
時
点
の
地
方
債
の
残
高
と
い
た
し

ま
し
て
は
約
28
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。基
金
の
ほ

う
は
21
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
で
は
、
借
金
に
あ
た
る
地
方
債

が
24
億
円
ぐ
ら
い
、
そ
れ
か
ら
貯
金
が
約
36
億
円

あ
っ
た
も
の
が
、大
型
投
資
が
ず
っ
と
続
い
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
現
在
見
通
し
て
い
る
額
で
い
う
と
、

28
億
円
の
地
方
債
と
約
21
億
円
の
基
金
と
、
資
料

で
は
令
和
12
年
度
が
20
億
円
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

借
金
と
基
金
の
数
字
が
逆
転
し
て
い
る
。明
ら
か

に
こ
こ
で
は
厳
し
い
財
政
が
伺
え
る
が
、
厳
し
い

財
務
状
況
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
認
識
に
つ
い

て
、村
長
の
考
え
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
近
年
は
資
材
を
は
じ
め
物
販
の
高
騰
、
さ
ら
に

賃
金
の
上
昇
な
ど
を
鑑
み
た
と
こ
ろ
、
経
常
収
支

比
率
の
動
向
に
よ
り
経
常
経
費
の
圧
縮
は
考
え

な
が
ら
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
は

な
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
、
投
資
的
経
費
に
い
て
も

財
政
運
営
が
ま
ま
な
ら
な
い
と
き
は
一
時
的
に
中

止
や
中
断
を
決
定
す
れ
ば
対
処
可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
判
断
を
す
べ
き
状
況
か
否
か
を
判

断
す
れ
ば
良
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

村
で
は
中
期
財
政
収
支
見
通
し
を
ほ
ぼ
毎
年
作

成
し
、
こ
の
収
支
の
見
通
し
に
よ
り
勘
案
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
の
時
点
で
バ
タ
バ
タ
す
る
必
要

は
な
く
、
今
が
ど
う
の
こ
う
の
っ
て
い
う
次
元
で

は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。今
後
も
、
毎
年
財
政
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
、財
政
指
数
を

地
域
的
に
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
対
応
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問
　
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
総
合
戦
略
な
の
か
、
５
歳

９
歳
10
歳
14
歳
の
人
数
が
長
期
の
見
通
し
に
な
っ

た
と
き
に
、
2
0
3
5
年
、
今
か
ら
10
年
後
の
数

字
が
57
人
と
16
人
、
70
人
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
の
数
字
に
つ
い
て
も
う
ち
ょ
っ
と
実
態
に
応

じ
た
施
策
、
数
字
の
押
さ
え
方
っ
て
い
う
の
も
あ

る
程
度
必
要
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う

が
、
私
は
そ
う
い
う
子
ど
も
の
人
数
の
数
字
が
実

態
と
乖
離
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ

う
に
思
う
。人
口
動
態
も
意
識
し
た
施
策
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
人
口
推
計
に
つ
い
て
は
国
の
人
口
、
県
の
ほ
う

が
直
近
で
出
し
て
い
る
数
字
、
そ
れ
か
ら
村
の
ほ

う
が
独
自
で
出
し
て
い
る
数
字
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、
村
が
出
し
て
い
る
数
字
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
、
国
勢
調
査
が
終
わ
り
、
速
報
値
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、ま
だ
細
か
い
数
字
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

細
か
い
数
字
が
出
た
段
階
で
ま
た
村
独
自
の
人

口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
人
口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し
た
ら
、
議

員
の
皆
さ
ま
に
も
公
表
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
の
関
係
の
数
値
、あ
る
い
は
中
年

層
の
数
値
、
い
ろ
い
ろ
人
口
の
数
字
は
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
、お
お
む
ね
に
し
て
推
計
っ
て
い
う
の
は

現
状
か
ら
推
計
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
仕
組
み
で
は
じ

き
出
し
ま
す
の
で
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
に

よ
っ
て
こ
れ
ぐ
ら
い
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
は
見
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も

ご
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
そ
の
数
字
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
小
水
力
発
電
施
設
を
主
と
す
る

　
脱
炭
素
事
業
に
つ
い
て

問
　
こ
の
小
水
力
発
電
を
主
と
す
る
脱
炭
素
事

業
を
応
募
し
た
理
由
と
経
緯
に
つ
い
て
、
ま
た
こ

の
事
業
目
的
、効
果
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
2
0
1
0
年
度
後
半
頃
、
議
会
か
ら
の
発
案
で

前
村
長
の
同
意
の
も
と
に
勉
強
会
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
こ
の
当

時
、
恐
ら
く
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
が
2
0
1
2
年
に
誕
生

す
る
こ
と
を
議
会
が
察
知
し
て
、
地
球
環
境
に
優

し
い
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
お
い
て
、
北
川

村
村
内
で
生
か
せ
る
も
の
が
何
が
あ
る
の
か
と

い
っ
た
と
こ
ろ
を
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、私
が
村
長
就
任
後
、送
電
線
の
パ
イ
を

確
保
で
き
そ
う
だ
と
い
う
情
報
を
得
て
、
議
会
へ

相
談
し
、
皆
さ
ん
同
意
の
も
と
に
再
度
事
業
に
取

り
組
み
始
め
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
化
に
向
け
て
調
査
設
計
を
進
め

る
な
か
で
、
数
度
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
都
度
、

事
業
費
が
膨
ら
み
当
初
も
く
ろ
ん
で
い
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
で
は
採
算
が
合
わ
ず
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
断
念

し
、
対
応
可
能
な
事
業
が
あ
れ
ば
改
め
て
説
明
を

行
い
、
事
業
へ
取
り
組
む
旨
を
ご
了
解
い
た
だ
い

た
経
緯
も
ご
ざ
い
ま
す
。そ
う
し
た
経
過
を
経

て
、経
済
産
業
省
、省
内
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、環

境
省
へ
赴
き
、
相
談
を
行
う
と
同
時
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
当
時
ま
だ
制
度
組
み
立
て
中
で

ご
ざ
い
ま
し
た
脱
炭
素
先
行
地
域
の
事
業
が
あ

る
こ
と
を
伺
い
、
こ
の
事
業
交
付
金
が
４
分
の
３

だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
価
値
が

あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
議
会
へ
諮
ら
せ
て
い
た

だ
き
、今
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
度
に

脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
選
定
に
向
け
て
検
討
を
行

い
、
こ
の
事
業
に
よ
り
民
生
部
門
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出

を
ゼ
ロ
に
し
、
小
水
力
発
電
施
設
で
発
電
し
た
電

気
を
生
か
す
た
め
、
事
業
の
対
象
を
村
全
域
と
し

た
と
こ
ろ
で
す
。村
全
体
の
民
生
部
門
の
脱
炭
素

化
を
図
る
た
め
、
小
水
力
発
電
施
設
整
備
以
外
の

取
り
組
み
で
は
、
村
民
の
方
々
へ
の
家
電
補
助
や

公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
設
備
、
民
生
部
門
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
村
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
の
約
半
分

を
占
め
る
運
輸
部
門
の
削
減
に
も
取
り
組
む
た

め
、
村
営
バ
ス
の
Ｅ
Ｖ
化
等
に
も
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
選
定
は
、
令
和
５
年
に
環
境
省
か

ら
選
定
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。地
域
脱
炭
素
先
行

地
域
に
選
定
さ
れ
て
以
降
、
脱
炭
素
事
業
を
推
進

し
て
い
く
な
か
、
事
業
の
目
的
・
効
果
で
必
ず
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
村
全
域
に
お
け

る
民
生
部
門
の
脱
炭
素
化
で
ご
ざ
い
ま
す
。ま

た
、
村
の
地
域
資
源
を
活
用
し
生
ま
れ
た
電
気
を

村
内
に
供
給
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
発
電
し

た
電
気
を
村
内
各
世
帯
へ
供
給
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
四
国
電
力
株
式
会
社
と
電
気
代
を
含
め
た
供

給
内
容
に
つ
い
て
合
意
に
至
り
、
来
週
6
月
18
日

に
基
本
合
意
の
締
結
式
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。こ
の
議
会
か
ら
の
発
案
を
契
機
と
し
た

こ
の
事
業
に
よ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
受
益
で
き

ま
す
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
Ｅ
Ｖ
バ
ス
に
つ
い
て
、
導
入
さ
れ
て
実
際
に

試
験
走
行
も
終
わ
っ
て
走
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け

ど
、何
か
当
初
の
も
く
ろ
み
と
少
し
違
っ
た
、も
し

く
は
何
か
課
題
が
見
え
て
き
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
村
で
は
村
営
バ
ス
と
し
て
Ｅ
Ｖ
バ
ス
を
２
台
購

入
し
て
お
り
ま
す
。製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
民
事
再
生
手
続
き
に
入
っ
た

と
の
情
報
を
得
て
以
降
、
購
入
契
約
先
で
あ
る
四

電
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社
と
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。現
時
点
で
は
製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
サ
ポ
ー
ト
も
通
常
ど
お
り
続

け
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
の
走
行
に
は
支
障
が
な
い

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。購
入

元
に
対
し
、
製
造
会
社
の
民
事
再
生
手
続
き
の
進

捗
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
測
の
事
態
を
見
据
え
た
対

応
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。具
体
的
に
は
、

整
備
関
係
資
料
の
早
期
確
保
、
必
要
部
品
等
の
調

達
、
車
両
不
具
合
時
の
緊
急
時
の
対
応
等
で
す
。

ま
た
、
こ
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
請
け

負
っ
て
い
る
自
動
車
整
備
工
場
へ
は
、Ｅ
Ｖ
バ
ス
納

入
時
に
、車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
製
造
会

社
か
ら
御
工
場
に
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ひ
と
ま
ず
は
危
惧
し
て
慌
て
る
必
要
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
大
阪
市
は
こ
の
万
博
で
使
っ
て
い
た
Ｅ
Ｖ
バ

ス
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
た
か
ら
立
ち
入

り
検
査
に
入
っ
た
と
、そ
う
す
る
と
、中
国
企
業
が

製
造
し
た
一
部
の
車
両
で
前
輪
の
ブ
レ
ー
キ
ホ
ー

ス
が
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
国
交
省
に

リ
コ
ー
ル
を
申
し
入
れ
た
と
い
う
よ
う
な
記
事
が

載
っ
て
お
り
ま
す
。今
村
長
が
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
中
に
は
、
こ
う
い
う
こ
と
の

何
が
あ
っ
て
そ
こ
を
確
認
し
て
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
確
認
を
さ
れ
た
の
か
。

　
そ
れ
と
、
今
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
不
具
合
が

出
て
い
ま
す
。ま
ず
第
１
に
ド
ア
の
乗
降
す
る

パ
ッ
キ
ン
が
剥
が
れ
て
き
た
。ま
だ
導
入
し
て
１

カ
月
２
カ
月
し
か
た
っ
て
い
な
い
の
に
。そ
れ
と

雨
の
激
し
い
と
き
に
は
窓
枠
か
ら
水
が
中
へ
入
っ

て
く
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

新
車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
と
思
い

ま
す
。も
う
一
つ
何
か
ブ
レ
ー
キ
か
何
か
が
か

か
っ
て
解
除
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。今
申
し
上

げ
た
具
体
的
な
３
点
、聞
い
て
い
ま
す
か
。

 

答
　
村
長

　
そ
の
点
は
不
具
合
が
あ
っ
た
内
容
等
、
ま
た
試

運
転
の
と
き
の
状
況
等
も
伺
っ
て
い
ま
す
。何
を

も
っ
て
今
の
と
こ
ろ
心
配
す
る
必
要
は
な
い
か
っ

て
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、き
ち
っ
と
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る

整
備
工
場
も
確
認
が
で
き
て
い
る
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
し
て
運
行
上
、
実
際
に
試
運
転
が
終
わ
り
ま

し
て
、
実
運
行
に
入
っ
て
か
ら
そ
う
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
は
今
伺
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
く
ま
で
も
試
運
転
の
と
き
の
話
だ
ろ
う
と

い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き
た
か
ら
対
応
が
で
き

て
い
る
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
け
ど
、
新

車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
な
っ
て
思

え
る
よ
う
な
水
が
窓
枠
か
ら
入
っ
て
く
る
と
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
ど
も
。

や
は
り
我
々
の
立
場
か
ら
し
て
み
た
ら
、
き
ち
っ

と
し
た
車
、
大
阪
市
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
聞
い
た
と
き
に
や
は
り
心
配
で
す
。そ

う
い
う
報
告
も
、
ぜ
ひ
議
会
の
ほ
う
に
説
明
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
小
島
集
会
場
と
温
泉
に
設
置
し

た
太
陽
光
発
電
の
施
設
に
つ
い
て
、
太
陽
光
発
電

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、集
会
所
の
電
気
代
、も
し

く
は
小
島
山
菜
グ
ル
ー
プ
の
電
気
代
、
温
泉
の
ほ

う
の
電
気
代
、
何
か
そ
う
い
う
面
で
効
果
が
出
て

い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
小
島
集
会
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
８

月
か
ら
で
す
の
で
ま
だ
１
年
足
ら
ず
で
ご
ざ
い
ま

す
。10
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求

は
、
6
2
’6
9
4
円
、
１
カ
月
当
た
り
6
’

2
6
9
円
で
、
1
6
’0
2
2
円
、
加
工
施
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
７
月
か
ら
11
カ
月
で
太

陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求
が
1
0
0
’1
9
7

円
、
１
カ
月
当
た
り
9
’1
0
8
円
と
、
2
9
’

6
8
8
円
、
北
川
村
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
７
年
９
月
か
ら
９
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電

気
代
の
請
求
額
が
7
1
6
’5
5
3
円
、
ひ
と
月

当
た
り
7
9
’6
1
7
円
と
、
2
6
’5
3
9
円
そ

れ
ぞ
れ
安
価
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
大
体
似
た
よ
う
な
額
で
電
気
を
利
用
で

き
る
と
推
測
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
先
日
の
雨
風
で
、平
鍋
地
区
、小
島
地
区
、和

田
地
区
が
停
電
を
約
２
時
間
か
ら
３
時
間
近
く

起
こ
し
ま
し
た
。そ
の
時
に
温
泉
を
見
る
と
電
気

が
つ
い
て
い
る
。集
会
所
も
常
に
つ
い
て
い
る
電

気
は
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
が
、
停
電
に
な
っ
た

ら
こ
の
太
陽
光
発
電
の
仕
組
み
上
、
自
動
的
に
切

り
替
わ
る
の
か
。そ
れ
は
集
会
所
も
温
泉
も
一
緒

で
す
か
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
に
つ
き
ま
し
て
も
合
わ
せ
て
整
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
北
川
村
温
泉
あ
る
い
は
集
会

所
は
自
動
で
切
り
替
わ
っ
て
使
え
る
状
況
に
な
り

ま
す
。

問
　
温
泉
は
自
家
発
電
設
備
を
持
っ
て
お
り
、
温

泉
の
従
業
員
は
停
電
に
な
っ
た
ら
自
家
発
電
設

備
に
切
り
替
わ
る
と
い
う
認
識
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と

切
り
替
え
が
で
き
て
い
る
の
か
、
自
家
発
電
シ
ス

テ
ム
、
設
備
と
の
関
係
上
ち
ゃ
ん
と
そ
の
蓄
電
池

が
稼
働
し
て
い
る
の
か
ぜ
ひ
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
を
同
時
に
整
備
し
て
い
る
と
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
例
え
ば
温
泉
に
し
て
も
集
会
所
に

し
て
も
、
フ
ル
に
全
部
が
使
え
る
わ
け
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
、
改
め
て
ど
う
だ
っ
た
の

か
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
結
果
に
よ
っ
て
、

ス
タ
ッ
フ
等
に
も
指
揮
し
て
、
し
っ
か
り
認
識
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　
組
織
運
営
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

問
　
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
や
っ
て
い
く
う
え
で
、

マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
、
キ
ャ
リ
ア
層
が
随
分

い
び
つ
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、こ
う
い
う
現
状

に
対
し
て
ど
う
い
う
認
識
を
し
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
近
年
、
早
期
退
職
者
が
毎
年
い
る
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
。そ
の
補
充
の
た
め
年
３
回
程
度
採
用
試

験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。令
和
８
年
度
も
退
職
者

の
穴
埋
め
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
現
在

10
月
1
日
採
用
を
目
指
し
、採
用
試
験
を
実
施
中

で
す
。人
口
1
’0
0
0
人
規
模
の
持
続
可
能
な

循
環
型
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
も
、
職
員

の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
必
要
で
あ
り
、
早
期
に
解
決
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。引
き

続
き
採
用
試
験
を
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
、
職

員
数
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
よ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り

高
め
る
た
め
に
、人
事
評
価
に
つ
き
ま
し
て
、勤
勉

手
当
等
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
新
規
採

用
職
員
へ
の
人
材
育
成
に
つ
き
ま
し
て
も
、
日
々

の
業
務
上
の
各
課
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
む
ら

づ
く
り
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
若
手
部
会
の
活
動
を
継
続
し

て
お
り
ま
す
。政
策
立
案
等
に
つ
い
て
人
材
育
成

に
繋
げ
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

問
　
あ
る
村
民
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。役
場
へ
尋

ね
た
い
こ
と
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
電
話
を

し
た
が
、
担
当
者
が
休
み
の
た
め
、
明
日
に
し
て

く
れ
ま
せ
ん
か
と
返
事
を
さ
れ
た
。翌
日
行
っ
た

ら
、
担
当
者
が
出
勤
し
て
お
り
、
申
請
書
に
記
入

し
提
出
し
た
が
、
は
い
分
か
り
ま
し
た
と
言
う

が
、
そ
れ
を
受
け
付
け
て
も
ら
え
た
の
か
分
か
ら

な
い
。役
場
か
ら
公
式
な
重
要
文
書
、
例
え
ば
契

約
書
を
送
付
し
た
り
す
る
と
き
は
文
書
管
理
み

た
い
な
、発
行
し
ま
し
た
、受
け
取
り
ま
し
た
と
い

う
記
録
は
残
っ
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
ず
電
話
等
の
対
応
に
つ
い
て
、
最
近
の
事
例

で
い
く
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
も
必
要
に
な
っ

て
き
た
時
代
な
の
か
、
今
後
の
人
材
育
成
の
中
で

初
期
対
応
、
ま
ず
基
本
で
あ
る
電
話
対
応
で
あ
る

と
か
、そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
再
度
検
査

し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
。

　
ま
た
、
契
約
書
を
作
っ
て
郵
便
で
送
る
と
い
う

事
例
は
多
々
そ
ん
な
に
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

過
去
、
私
が
対
応
し
た
事
例
で
い
く
と
、
簡
易
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、手
続
き
上
送
っ
た
り
、あ
る

い
は
直
接
手
渡
し
た
り
対
応
し
て
き
た
、
ま
た
再

度
確
認
し
な
が
ら
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。発
送
等

の
記
録
は
全
部
控
え
て
い
ま
す
。

問
　
ど
う
す
れ
ば
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
直

る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
報
連
相
の
取
り
組

み
を
ぜ
ひ
考
え
て
ほ
し
い
。

 

答
　
村
長

　
接
遇
の
と
こ
ろ
で
基
本
に
な
る
電
話
対
応
、
ま

た
、
報
連
相
、
特
に
報
告
の
部
分
は
大
切
と
思
い

ま
す
の
で
、
ま
た
改
め
て
徹
底
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

問
　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

は
、約
80
％
の
進
捗
ま
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

残
っ
て
い
る
工
事
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
、
ま
た
、

許
認
可
関
係
に
お
い
て
何
が
許
可
さ
れ
何
が
残
っ

て
い
る
か
。こ
の
前
全
員
協
議
会
で
11
月
ご
ろ
か

ら
試
験
運
転
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
蛇
谷
地
区
小
水
力
発
電
施
設
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
10
月
末
ま
で
に
発
電
所
の
建
設
及
び

発
電
機
の
据
え
付
け
、
沈
砂
池
の
整
備
、
水
管
橋

部
分
の
導
水
管
の
設
置
、
系
統
接
続
を
進
め
、
11

月
か
ら
試
運
転
を
開
始
、
12
月
か
ら
運
転
の
開
始

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、台
風
６
号
に
伴
い
、

蛇
谷
川
を
含
む
北
川
村
東
部
に
お
い
て
集
中
的

な
降
雨
が
発
生
し
、
施
工
済
み
で
あ
る
導
水
管
の

一
部
が
流
出
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
す
。６
月
４
日
及
び
５
日
に
現
地
調
査
を
し

て
被
災
状
況
を
把
握
し
、現
在
、対
処
方
法
、全
体

工
程
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
請
負
業
者
と
も
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
全
容
調
査
が
で

き
次
第
、
対
応
案
を
取
り
ま
と
め
、
議
会
に
も
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
許
認
可
関
係
に
つ
き
ま
し
て
、
河
川
法
に
お
い

て
は
令
和
6
年
10
月
に
許
可
、
電
気
事
業
法
に
つ

き
ま
し
て
は
同
年
11
月
に
届
け
出
、
国
有
林
野
使

用
に
つ
き
ま
し
て
令
和
7
年
1
月
に
許
可
が
完
了

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
水
車
据
え
付
け
後
の
試
験
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
請
負
業
者
及
び
水
車
メ
ー
カ
ー
が
試
験
計
画

を
策
定
し
、
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主

任
技
術
者
の
確
認
を
受
け
た
う
え
で
、
両
主
任
技

術
者
の
保
安
監
督
の
も
と
、
試
験
を
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。試
験
内
容
と
し
て
は
、
停

止
状
態
で
の
外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の

測
定
、
系
統
連
携
し
た
負
荷
運
転
で
の
安
定
運
転

の
確
認
や
必
要
な
急
負
荷
遮
断
試
験
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
試
験
記
録
を
取
り
ま
と
め
、
問
題
が
な

け
れ
ば
法
定
使
用
前
自
主
検
査
を
経
て
運
転
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
残
工
事
と
し
て
、
発
電
機
据
え
付
け
調
整
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、
予
定
で
は
８
月
ご
ろ
か
ら
搬

入
据
え
付
け
に
入
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
れ

を
ミ
ス
す
る
と
工
程
上
も
の
す
ご
く
窮
屈
に
な
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。発
電
機
と
水
路
管
と
の

取
り
付
け
箇
所
の
再
度
確
認
を
行
っ
て
、
万
全
の

体
制
で
据
付
調
整
に
入
る
こ
と
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
さ
に
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
の
工
程
で

す
。発
電
機
と
導
水
管
の
取
り
付
け
箇
所
に
つ
き

ま
し
て
、
施
工
管
理
者
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
北

川
村
振
興
公
社
に
、
改
め
て
設
計
の
確
認
と
、
請

負
業
者
・
水
車
メ
ー
カ
ー
と
の
間
の
調
整
を
徹

底
す
る
よ
う
指
示
し
、
情
報
連
携
を
図
り
な
が
ら

円
滑
に
施
工
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
令
和
８
年
６
月
６
日
の
高
知
新
聞
で
、
北
川

村
全
電
力
地
産
地
消
へ
と
の
見
出
し
で
小
水
力

発
電
に
つ
い
て
、
村
長
と
担
当
職
員
へ
の
聞
き
取

り
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
北

川
村
振
興
公
社
が
運
転
管
理
し
、電
源
開
発
の
技

術
支
援
を
受
け
る
と
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

現
在
電
源
開
発
よ
り
１
人
出
向
で
来
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
こ
の
方
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
ほ
か
に
支
援
を
依
頼
す
る
つ
も
り

な
の
か
。

 

答
　
村
長

　
取
材
で
は
、
共
同
提
案
者
で
あ
る
電
源
開
発
の

関
わ
り
を
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。議
論
当
初
の
議

会
・
役
場
等
へ
の
勉
強
会
で
の
協
力
や
、
公
社
へ

の
出
向
と
い
う
形
で
の
技
術
的
支
援
、
平
鍋
地
区

小
水
力
発
電
所
に
係
る
技
術
的
支
援
こ
れ
ら
を

例
示
し
た
も
の
で
す
。

問
　
と
い
う
こ
と
は
新
し
く
何
ら
か
の
形
で
電
源

開
発
株
式
会
社
に
依
頼
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
当
初
の
予
定
で
は
12
月
か
ら
運
転
と
い
う
こ

と
で
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
運
転
開
始
後

の
設
備
保
守
点
検
に
伴
う
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
公
社
の
人
員
構
成
等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。ま
た
、
保
守
点
検
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
点
検
項
目
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
く
か
な

ど
、
運
用
開
始
ま
で
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
運
転
開
始
後
の
設
備
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
蛇
谷
川
水
力
発
電
所
の
保
安
規
定
に
基
づ

き
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
ず
、
日

常
巡
視
に
つ
い
て
で
す
が
、
一
般
社
団
法
人
北
川

村
振
興
公
社
で
複
数
人
の
体
制
を
組
み
、
順
次
巡

回
方
式
に
よ
り
実
施
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。遠
隔

監
視
に
つ
き
ま
し
て
は
、
遠
隔
監
視
を
活
用
し
つ

つ
、
取
水
状
況
や
発
電
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
１
日
か
ら
１
週
間
程
度
の
周
期
で
運
転
中
の

電
気
設
備
、
周
辺
状
況
等
を
巡
回
し
、
目
視
、
嗅

覚
、
聴
覚
に
よ
り
異
常
の
有
無
を
点
検
し
、
チ
ロ

リ
ア
ン
ス
ク
リ
ー
ン
の
ご
み
詰
ま
り
が
あ
れ
ば
適

宜
撤
去
等
の
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
点
検
作
業
・
運
用
方
法
を

整
理
し
た
維
持
管
理
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
も

同
時
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
た
同
規
定
に
基
づ
き
、
法
定
点
検

で
あ
る
月
次
点
検
や
年
次
点
検
と
し
て
、
電
気
主

任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主
任
技
術
者
に
よ
る

外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の
測
定
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。そ
の
他
、
電
気
事
故
そ
の
他
の

異
常
が
発
生
し
た
と
き
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
両
技
術
者
及
び
振
興
公
社

に
よ
る
臨
時
点
検
を
行
い
、
再
発
防
止
及
び
事
故

の
未
然
防
止
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

問
　
た
だ
、
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
は
ゲ
リ
ラ

豪
雨
が
来
た
と
き
に
、
い
か
に
こ
の
遠
隔
監
視
で

見
て
い
く
か
、
分
か
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
雨
量

計
も
し
く
は
上
流
に
対
し
て
の
簡
易
な
水
位
計

を
つ
け
て
、そ
の
デ
ー
タ
を
持
っ
て
き
て
徐
々
に
上

が
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
も
の
も
考

え
た
ら
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
突
発
性
で
言
い
ま
し
た
ら
、
直
近
で
台
風
の
案

件
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
や
は
り
そ
こ
は
気
を

つ
け
て
い
く
べ
き
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。ま
た

上
流
の
水
位
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
源
開
発
さ

ん
の
ほ
う
が
い
く
ば
く
か
持
た
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
協
議
を
し

て
そ
の
数
値
と
か
も
い
た
だ
け
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松﨑　智香　議員

し
ん
ち
ょ
く
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一
般
質
問‥

　
北
川
村
が
目
指
す
15
年
間
の
一
貫
し
た

　
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
令
和
２
年
に
策
定

さ
れ
、
毎
年
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。そ
の

実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
就
に
向
け
た
具
体
策
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。そ
し
て
、
保
小
中
一
体
化
施
設

整
備
基
本
計
画
の
取
り
ま
と
め
も
し
て
い
る
が
、

今
後
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
保
小

中
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
検
討
委
員
会
も

こ
の
４
月
に
全
７
回
が
終
了
し
ま
し
て
、
取
り
ま

と
め
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
基
本
計
画
の
中
で
は
、
具
体
的
な
新
し
い

時
代
の
学
び
へ
の
対
応
と
し
ま
し
て
、「
保
小
中
連

携
で
子
ど
も
の
成
長
を
切
れ
目
な
く
支
え
る
」、

「
地
域
探
究
学
で
村
の
産
業
を
学
び
、将
来
の
キ
ャ

リ
ア
に
繋
げ
る
」、「
食
育
・
栽
培
活
動
で
健
康
で

豊
か
な
生
活
を
営
む
力
を
育
む
」、「
言
語
学
習
で

考
え
る
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
」、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
一
人
一
人
に
応
じ
た
学
び
・
協

働
学
習
を
支
え
る
」、「
地
域
で
連
携
し
、
み
ん
な

で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
」、こ
れ
ら
が

実
現
可
能
な
環
境
を
整
え
る
と
い
う
方
向
性
に

至
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
魅
力
的
な
教
育
環
境
づ
く
り
の
手
段

と
な
る
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
財
源
の
見
通
し
も
含
め
て
協
議
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。８
月
中
下
旬
に
は
、
も
っ
と
踏
み

込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
子
ど
も
た
ち
の
数
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、

そ
れ
ら
の
成
就
に
向
け
た
さ
ら
な
る
具
体
策
に
つ

い
て
、概
要
を
問
う
。

　
福
島
県
大
熊
町
の
学
び
舎
ゆ
め
の
森
へ
の
視
察

同
行
依
頼
に
つ
い
て
、
県
教
育
長
を
交
え
て
視

察
、
意
見
交
換
を
行
い
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
趣
旨
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
０
歳
か
ら
15
歳
の
子
ど
も
た
ち
が
と
も
に
学

び
、
と
も
に
遊
び
学
び
に
変
え
て
い
く「
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
の

た
め
に
校
舎
と
園
舎
の
一
体
化
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
組
織
体
制
と
し
て
、

若
手
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
意
欲
的
に
取
り
組
め

る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
学
べ
る
先
進
地
事
例
と
し
て
「
学
び

舎
ゆ
め
の
森
」
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。県
の
教
育
長
と
教
育
次
長
も
「
行
っ
て
み
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。議
員
の
皆

さ
ま
に
も
一
緒
に
視
察
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。ま
た
、組
織

体
制
確
立
の
後
押
し
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
に
義
務
教
育
学
校

制
度
導
入
に
関
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
現
行
の
小

中
一
貫
校
と
の
相
違
点
、
検
討
内
容
な
ど
を
問

う
。ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の
制
度
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
小
中
一
貫
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
年
制
の
小
学
校

と
３
年
制
の
中
学
校
と
い
う
校
種
の
違
う
２
つ
の

学
校
の
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
義
務

教
育
学
校
で
は
、
１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
で
構

成
さ
れ
る
１
つ
の
学
校
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
前
期
課
程
と
後
期
課
程
と
い
う
区
分
は
あ
る

も
の
の
、
よ
り
柔
軟
な
教
育
課
程
を
構
築
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。村
が
目
指
す
15
年
間
の

一
体
的
な
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
は
、
い
か

に
現
行
制
度
を
活
用
す
る
か
が
重
要
で
す
。次
期

学
習
指
導
要
領
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
令
和
12
年

度
の
開
校
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。並
行
し
て
「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
つ
き
ま
し
て

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現

で
き
る
一
体
化
施
設
を
目
指
し
て
、
よ
り
魅
力
的

な
教
育
環
境
づ
く
り
を
行
う
。必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
と
い
う
こ
と
で
、
検
討
、
議
論
を
ど

の
よ
う
に
重
ね
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
か
ら
考
え
ら
れ

る
建
造
物
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
整
備
基
本
計
画
の
頃
よ
り
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
建
築
家
等
の
専
門
家
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

問
　
先
ほ
ど
の
お
答
え
に
、
８
月
中
下
旬
に
な
れ

ば
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
あ
っ
た
が
、
私
た
ち
議
会
と
の
議
論
の
場

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
議
会
の
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見
は
非
常
に
重
要

な
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。全
員
協
議
会
を
含

め
議
論
の
場
に
お
き
ま
し
て
、
建
物
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
や
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
、
そ
し
て
財
源
の
確

保
な
ど
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。保
小

中
の
15
年
間
の
一
貫
し
た
教
育
の
ソ
フ
ト
部
分
、

そ
こ
か
ら
必
要
と
な
る
ハ
ー
ド
、
そ
れ
ら
の
具
体

的
な
考
え
方
等
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
　
保
小
中
一
体
化
施
設
整
備
検
討
委
員
会
の

検
討
結
果
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
と

と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
さ
れ
、
村
長
に

提
言
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
村
長

　
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
環
境
に
ふ

さ
わ
し
い
保
小
中
の
一
体
化
に
向
け
て
、
ソ
フ
ト

面
の
充
実
を
考
慮
し
、実
現
で
き
る
プ
ラ
ン
で
、で

き
る
限
り
ス
マ
ー
ト
な
ハ
ー
ド
整
備
を
念
頭
に
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
耐
力
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後

も
校
舎
を
健
全
な
状
態
で
使
用
で
き
る
よ
う
、
長

寿
命
化
に
向
け
た
改
修
を
行
い
つ
つ
、
既
存
校
舎

の
有
効
活
用
を
前
提
と
し
た
機
能
改
修
、
拡
充
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
手
話
言
語
の
学
び
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
で
は
、「
手
話
言
語
条
例
」が
令
和
５

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。小
学
校
で

の
手
話
学
習
へ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
８
年
で
25

年
目
に
な
り
ま
す
。人
権
学
習
発
表
会
に
お
い

て
、
大
変
高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。手
話
通

訳
士
に
な
る
目
標
を
持
っ
て
養
成
講
座
を
受
講
し

て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。６
年
間
の
学
び
を
さ

ら
に
深
め
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
中
学
校
で
の
継
続
し
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
、
中
学
校
の
年
間
総
授
業
時
間
に
は
厳
格

な
上
限
が
決
ま
っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
何
を
学
ぶ
か
、
学
校
現
場
も
日
々
頭
を
悩
ま
せ

な
が
ら
教
育
課
程
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、
中
学
校
で
は「
教
科
担
任
制
」を
取
っ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
教
科
の
先
生
が
決
め
ら
れ
た
授

業
時
間
を
担
当
し
て
い
る
た
め
、
学
校
全
体
で
特

定
の
時
間
を
別
の
学
習
に
柔
軟
に
振
り
替
え
る

と
い
う
こ
と
が
、
仕
組
み
の
上
で
も
な
か
な
か
難

し
い
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
小
学

校
で
の
学
び
の
継
続
性
と
、
中
学
校
で
新
し
く
学

ぶ
べ
き
人
権
課
題
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
中
学

校
特
有
の
指
導
体
制
を
熟
慮
し
た
結
果
、
現
在
の

よ
う
な
教
育
課
程
の
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
た
め
本
年
度
は
、
手
話
の
実
施
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
中
学
校
で
「
手
話
を
学
ぶ
時
間
」
を
独
立
し
て

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
小
学
校
で
培
っ
た
基
礎
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
手
話
を
含
め
て
、
子
ど
も
た
ち
が
福
祉

や
人
権
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
　
せ
っ
か
く
小
学
校
で
学
ん
で
き
て
い
る
の

で
、
学
び
の
頻
度
は
少
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
い

ろ
い
ろ
な
制
度
の
活
用
や
工
夫
次
第
で
、
15
年
間

の
一
貫
し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。今
一
度
伺
い
ま
す
。15
年
間
の
一
貫

し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
で
き
る
の
か
、

外
で
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
実
現

で
き
る
の
か
を
学
校
現
場
が
主
体
と
な
り
教
育

委
員
会
も
一
緒
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
主
催
で
、
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
令
和
７
年
８
月
か
ら
12

月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
詳
細
を
伺
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
ひ
と
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
村
の
魅
力
・
資
源

を
生
か
し
た
生
業
づ
く
り
と
若
年
層
を
中
心
と

す
る
移
住
者
の
受
け
入
れ
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。昨
年
７
月
か
ら
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
募
る
た
め
、
情
報
発
信

サ
イ
ト
へ
の
掲
載
や
移
住
関
係
機
関
、
大
学
へ
の

情
報
を
提
供
い
た
し
ま
し
た
。結
果
８
人
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
の
で
、
参
加
者
を
２
チ
ー
ム

に
分
け
、
北
川
村
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
案
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
同
年
９
月
か
ら
北
川
村
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
現
地
視
察
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
う
と
と
も
に
、
立
ち
上
げ
る
事
業
の
コ
ン
セ

プ
ト
策
定
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
収
支
計
画

の
作
り
方
等
の
講
座
を
行
っ
た
う
え
で
、
２
チ
ー

ム
が
独
自
の
事
業
を
組
み
立
て
、
12
月
に
発
表
い

た
だ
き
ま
し
た
。発
表
時
点
で
は
、コ
ン
セ
プ
ト
や

対
象
と
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
収
支
計
画
な
ど
に
粗

さ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
内
容
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、翌
年
３
月
に
再
度
発
表
い
た
だ
く

こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。発
表
さ
れ
た
事
業

は
「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」
と
「
村
で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」

と
い
う
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
３
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
本

年
度
も
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
の
後

の
経
過
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

 

答
　
村
長

　「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」の
チ
ー
ム
は
、
現
在
、
事
業
運
営
を
行
う
組

織
の
法
人
化
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
空
き
家
の
設
計
に
取
り
か
か
り
、
改

修
工
事
に
対
し
て
県
補
助
金
を
活
用
す
べ
く
準
備

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、「
村

で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」
チ
ー
ム
は
ゆ

ず
を
活
用
し
、
ポ
ン
酢
づ
く
り
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
、
さ

ら
に
煮
詰
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。サ

ポ
ー
ト
委
託
業
者
に
つ
き
ま
し
て
も
定
期
的
に
打

ち
合
わ
せ
に
参
加
し
、
進
捗
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
経
営
的
に
成
立
す
る
の
か

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、

２
チ
ー
ム
の
活
動
が
北
川
村
に
根
付
い
た
事
業
と

な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
観
光
公
社
の
現
状
に
つ
い
て

問
　
文
化
観
光
公
社
が
発
足
し
て
１
年
が
た
ち
、

観
光
面
に
力
を
入
れ
る
施
策
の
中
で
、
文
化
観
光

公
社
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。現
在
の
公
社
の

組
織
構
成
と
、こ
の
１
年
の
取
り
組
み
、そ
し
て
そ

の
取
り
組
み
に
対
す
る
成
果
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
現
在
、「
国
内
外
に
向
け
た
広
報
活
動
を
と
お

し
て
、
北
川
村
の
認
知
促
進
、
基
幹
産
業
で
あ
る

ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
産
業
の
振
興
を
図
る
。」「
村

民
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

村
の
観
光
・
産
業
振
興
の
取
り
組
み
を
中
心
に

村
内
の
広
報
活
動
を
行
う
。」「
観
光
施
設
や
事
業

者
と
連
携
し
、
ゆ
ず
を
軸
と
し
た
オ
ー
ル
北
川
村

に
よ
る
広
報
体
制
の
構
築
を
図
る
。」と
い
う
３
つ

の
事
業
目
的
を
掲
げ
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の

社
長
を
理
事
長
に
、
広
報
や
金
融
関
係
の
経
験
豊

か
な
理
事
２
人
と
旧
観
光
協
会
の
職
員
に
中
岡

慎
太
郎
館
専
属
の
職
員
３
人
を
含
め
て
、
合
計
８

人
の
体
制
で
文
化
観
光
事
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
阪
・
関
西
万
博
や
土
佐
の
豊
穣
祭
、
東
京
浪
漫

亭
で
の
北
川
村
フ
ェ
ア
な
ど
14
会
場
で
特
産
品
や

観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
ゆ
ず
新
聞
の
発
行

や
北
川
村
観
光
び
ら
き
の
開
催
、Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ

へ
の
出
演
、
取
材
対
応
並
び
に
県
内
外
の
旅
行
会

社
及
び
メ
デ
ィ
ア
へ
の
営
業
活
動
を
行
い
、
主
要

３
施
設
を
中
心
に
誘
客
に
向
け
た
広
報
活
動
、
ゆ

ず
を
中
心
と
し
た
村
へ
の
施
策
を
村
内
外
に
伝

え
、
村
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
公
社
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
で
暮
ら
し
な

が
ら
持
ち
前
の
好
奇
心
と
実
行
力
で
、
村
の
魅
力

を
発
信
す
る
職
員
や
20
年
以
上
テ
レ
ビ
局
で
番

組
制
作
に
従
事
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
し
た
い

ポ
イ
ン
ト
や
業
界
の
構
造
を
熟
知
し
て
い
る
職

員
、
新
聞
記
者
や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験

し
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
人
脈
を
村
に
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
職
員
な
ど
多
様
な
人
材
を
確
保
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
広
報
活
動
等
に
つ
き
ま
し
て
は
す
ぐ
に
成
果
を

上
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
回
数
は
確
実
に
増
加

し
て
お
り
、
観
光
施
設
の
誘
客
増
の
一
助
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
村
の
主
た
る
３
つ
の
観
光
施
設
、モ
ネ
の
庭
、

慎
太
郎
館
、
北
川
村
温
泉
が
あ
り
ま
す
が
、
合
わ

せ
て
年
間
約
11
万
人
が
訪
れ
て
い
る
。そ
れ
で
も

ま
だ
十
分
に
施
設
を
活
用
で
き
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
。

　
さ
ら
に
昨
年
９
月
よ
り
、
文
化
庁
事
業
の
文
化

観
光
拠
点
計
画
に
よ
っ
て
、
モ
ネ
の
庭
を
中
心
に

整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
、
森
林
鉄
道

遺
産
も
あ
り
、
観
光
面
の
伸
び
し
ろ
は
と
て
も
大

き
い
と
期
待
し
、
文
化
観
光
公
社
の
担
う
役
割
も

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
く
る
。村
の
活
性
化
の

た
め
に
も
、
今
後
、
村
の
財
産
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
か
、
ま
た
村
と
し
て
の
観
光
事
業
の

展
望
を
問
う
。併
せ
て
、
観
光
面
だ
け
で
な
く
文

化
面
に
お
い
て
も
、
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
推
進
し
て
い
く
考

え
、予
定
は
あ
る
か
。

 

答
　
村
長

　
本
村
の
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
施
設

を
核
と
し
て
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
及
び
北
川

村
文
化
観
光
公
社
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
北
川
村
の
規
模
で
は
観
光
そ

の
も
の
が
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
す
。村
が
優
先
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
ゆ
ず
を
中
心
と
し
た
１
次
産

業
の
振
興
」「
持
続
可
能
な
地
域
を
維
持
す
る
た

め
の
移
住
・
定
住
促
進
」
す
な
わ
ち
「
産
業
の
振

興
」
と
「
移
住
の
拡
大
」
と
い
う
村
の
重
要
課
題

を
、
交
流
人
口
に
よ
り
牽
引
す
る
「
旗
振
り
役
」、

あ
る
い
は
地
域
へ
呼
び
込
む
た
め
の
「
き
っ
か
け
」

と
し
て
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
自
信
を
持
っ
て
北
川
村

を
紹
介
す
る
際
に
代
名
詞
と
も
な
り
う
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
「
モ
ネ
の
庭
が
あ
る
北
川
村
の
ゆ
ず
」

と
し
て
、
本
村
の
北
川
村
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
広
く

認
知
し
て
い
た
だ
き
、消
費
拡
大
を
図
っ
た
り
、ゆ

ず
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
き
新
規
就

農
へ
つ
な
げ
て
い
っ
た
り
と
関
係
人
口
か
ら
移
住
・

定
住
へ
の
動
機
を
創
出
す
る
な
ど
、観
光
を「
入
り

口
」と
し
て
機
能
さ
せ
、
最
終
的
な
成
果
を
１
次

産
業
の
活
性
化
と
人
口
減
少
対
策
等
に
つ
な
げ
て

い
く
な
ど
の
施
策
は
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
、こ
の
主
要
３
施
設
に
お
い
て
、年
間
合
わ

せ
て
11
万
人
を
超
え
る
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。そ
の
本
村
の
貴
重
な
財
産
で

も
あ
り
ま
す
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
管
理
運
営
を
考

え
な
が
ら
、
利
用
者
規
模
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
文
化
庁
の「
文
化
観
光
拠
点
計
画
」

の
枠
組
み
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
高

知
県
の
観
光
担
当
課
や
東
部
観
光
協
議
会
と
い
っ

た
広
域
的
な
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
文
化
面
に
つ
き
ま
し
て
も
、
観
光
面
と
同

様
に
い
か
に
文
化
的
な
側
面
を
持
た
せ
る
の
か

と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
住
宅
の
供
給
に
つ
い
て

問
　
２
年
前
の
３
月
議
会
に
お
い
て
、
ご
年
配
の

方
が
住
む
住
宅
を
増
や
す
予
定
は
な
い
か
と
い

う
質
問
を
し
た
。そ
の
際
村
長
か
ら
は
、
住
み
な

れ
た
場
所
か
ら
離
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
等
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
か
ら
転
居
を
差
し
控
え
る
事
例
が
あ

る
。高
齢
者
に
限
定
せ
ず
、
村
全
体
と
し
て
必
要

に
応
じ
て
検
討
す
る
と
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
現
在
、
当
時
よ
り
も
さ
ら
に
、
村
内
で
転

居
で
き
る
部
屋
を
求
め
て
い
る
高
齢
者
の
声
を
、

多
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。社
会
福
祉
協
議
会
に

伺
う
と
、
村
内
に
は
老
朽
化
が
著
し
い
住
宅
や
、

構
造
上
、
介
助
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
住
宅
に
お

住
ま
い
の
方
が
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と

で
す
。こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み
る
と
、
例
え
ば
野

友
周
辺
な
ど
で
家
を
貸
し
て
も
い
い
と
考
え
て
い

る
家
主
の
方
々
や
、
村
が
移
住
者
支
援
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件
と
い
っ
た

地
域
の
既
存
資
源
を
活
用
し
、
高
齢
者
の
住
み
替

え
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
仕
組
み
な
ど
が
１
つ

の
選
択
肢
と
し
て
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

何
よ
り
、
ご
年
配
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
こ
の
北

川
村
に
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
が
あ
る
こ
と
こ

そ
が
一
番
の
人
口
減
少
対
策
で
は
な
い
か
。高
齢

者
が
不
便
さ
ゆ
え
に
、
村
外
の
施
設
や
子
ど
も
世

代
の
元
へ
流
出
し
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
村
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

　
そ
れ
は
同
時
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
」の
利
用
者
維
持
に
も
つ
な
が
り
、

ひ
い
て
は
村
の
貴
重
な
福
祉
イ
ン
フ
ラ
の
存
続
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
今
後
の
高
齢
者
向
け
住
宅
支
援
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

 

答
　
村
長

　「
移
住
者
向
け
の
空
き
家
対
策
の
仕
組
み
」
の

活
用
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
移
住
促
進
と

い
う
行
政
目
的
の
も
と
、
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る

施
設
で
す
の
で
、
そ
の
目
的
に
則
っ
た
財
源
を
活

用
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
高
齢
者
の
住
居
確
保
等

に
転
用
す
る
こ
と
は
、
趣
旨
・
目
的
か
ら
も
容
易

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。次
に
、「
家
を
貸

し
て
も
よ
い
」
と
い
う
意
向
を
お
持
ち
の
家
主
の

方
々
と
、
転
居
を
希
望
さ
れ
る
高
齢
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
想
像
で
き
る
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。一
番
重
要
と
な
る
の
は
、
提

供
さ
れ
る
住
宅
が
「
高
齢
者
の
在
宅
生
活
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
真
に
適
し
た
構
造
に
な
っ
て
い
る

か
」
と
い
う
点
で
す
。空
き
家
の
多
く
は
建
築
さ

れ
て
か
ら
相
応
の
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、
段
差

の
解
消
や
手
す
り
の
設
置
、
移
動
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
い
う
面
に
お
い
て
、

必
ず
し
も
十
分
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
の
が
実
態
で
す
。さ
ら
に
、移
住
施
策
と
し
て

空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
中
で
、
実
際
に
貸

し
て
い
た
だ
け
る
物
件
自
体
が
な
か
な
か
な
い
と

い
う
現
実
も
あ
り
、非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
通
り「
自
分
た

ち
で
つ
く
る
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
」
を
目
指
し

て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
少
し
で
も
長
く

安
全
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、「
き
た
が
わ
ず
ー
っ
と
元
気
実
行
計
画
」に

基
づ
い
た
施
策
を
着
実
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。併
せ
ま
し
て
、

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
手
す
り
の
設
置
や
段

差
解
消
と
い
っ
た
住
宅
改
修
の
支
援
を
適
切
に
つ

な
げ
、
在
宅
で
の
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
で

き
る
だ
け
そ
う
し
た
関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
対
応

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
介
護

事
業
所
の
利
用
維
持
と
い
う
観
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
住
宅
の
供
給
と
い
う
一
面
の
み
で
解
決
を
図

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
北
川
村
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
周
辺
町
村
と
も
連
携
し
た
福
祉
イ
ン
フ
ラ
全

体
の
持
続
可
能
性
を
総
合
的
に
見
極
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ご
指
摘
の
と
お
り
、
高

齢
者
の
住
ま
い
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
は
、

少
な
か
ら
ず
本
村
の
人
口
減
少
対
策
と
も
関
わ
る

重
要
な
課
題
で
す
。施
策
の
目
的
を
は
じ
め
物
件

確
保
の
難
し
さ
と
い
っ
た
課
題
は
あ
る
も
の
の
、今

回
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
資
源
を
活
用
す
る
ご
指

摘
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
高
齢
者
福
祉
施
策

の
一
つ
と
し
て
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
最
近
、
あ
る
ご
年
配
の
方
が
住
宅
の
問
題
で

本
村
を
離
れ
て
隣
の
町
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。た
く
さ
ん
問
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
一
つ
で

も
な
く
な
る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

 

答
　
村
長

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
関
係
機
関
、
関
係

方
々
と
連
携
し
て
福
祉
政
策
に
対
し
て
深
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
健
全
財
政
と
財
務
規
律
に
つ
い
て

問
　
一
昨
年
９
月
、
10
月
ぐ
ら
い
に
議
会
の
ほ
う

か
ら
要
請
を
し
、
総
務
課
長
か
ら
そ
の
時
点
で
の

中
長
期
の
財
政
見
通
し
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
追
加
の
説
明
と
し
て
加
え
る
こ
と
は
あ
る

か
。

 

答
　
村
長

　
昨
年
度
あ
る
い
は
一
昨
年
度
、
ど
う
い
う
内
容

で
説
明
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
お
り

ま
す
。そ
う
し
た
中
で
、
単
に
追
加
す
る
こ
と
が

あ
る
か
な
い
か
と
い
え
ば
あ
り
ま
せ
ん
。実
際
に

そ
こ
の
数
値
だ
け
を
見
て
、
財
政
収
支
が
ど
う
の

こ
う
の
と
い
う
話
で
は
な
い
の
で
、
そ
う
し
た
こ

と
で
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
基
金
残
高
は
36
億
円
あ
り
ま

し
た
。令
和
６
年
度
の
債
務
残
高
累
計
は
幾
ら
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
借
金
の
残
額
に
つ
き
ま
し
て
、
約
24
億
2
’

3
0
0
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
貯
金
が
約
36
億
円
、
借
金
が
24
億
円
と
い
う

よ
う
な
数
字
で
す
。そ
れ
が
こ
の
見
通
し
の
中
で

今
随
時
大
型
投
資
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
共
通
認
識
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
水
力
発
電
と
い
う
大
変
大
き
な
事
業

予
算
が
つ
い
て
い
る
。そ
の
脱
炭
素
事
業
は
、総
額

で
約
80
億
円
の
事
業
の
う
ち
、
も
ち
ろ
ん
補
助

金
、
交
付
金
が
あ
っ
て
約
40
億
円
が
、
北
川
村
が

負
担
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
が
、
そ

の
投
資
の
ピ
ー
ク
が
令
和
10
年
度
ぐ
ら
い
に
来

る
と
収
支
見
通
し
の
中
で
出
て
い
る
。

　
10
年
度
の
と
き
の
単
年
度
公
債
費
が
大
体
3

億
6
’0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
。こ
れ
は
10
年
度
の

単
年
度
の
債
務
残
高
で
す
。こ
れ
も
ず
っ
と
投
資

は
増
え
て
き
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
の
ピ
ー
ク
は
令

和
の
12
年
で
約
4
億
5
’0
0
0
万
円
と
い
う
単

年
度
の
地
方
債
の
残
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。令
和

12
年
度
の
基
金
の
残
高
が
そ
の
と
き
の
見
通
し
で

約
18
億
円
に
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
12
年
度
の
地
方
債
の
残
高
予
測
は
で
て

い
る
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
令
和
12
年
時
点
の
地
方
債
の
残
高
と
い
た
し

ま
し
て
は
約
28
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。基
金
の
ほ

う
は
21
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
で
は
、
借
金
に
あ
た
る
地
方
債

が
24
億
円
ぐ
ら
い
、
そ
れ
か
ら
貯
金
が
約
36
億
円

あ
っ
た
も
の
が
、大
型
投
資
が
ず
っ
と
続
い
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
現
在
見
通
し
て
い
る
額
で
い
う
と
、

28
億
円
の
地
方
債
と
約
21
億
円
の
基
金
と
、
資
料

で
は
令
和
12
年
度
が
20
億
円
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

借
金
と
基
金
の
数
字
が
逆
転
し
て
い
る
。明
ら
か

に
こ
こ
で
は
厳
し
い
財
政
が
伺
え
る
が
、
厳
し
い

財
務
状
況
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
認
識
に
つ
い

て
、村
長
の
考
え
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
近
年
は
資
材
を
は
じ
め
物
販
の
高
騰
、
さ
ら
に

賃
金
の
上
昇
な
ど
を
鑑
み
た
と
こ
ろ
、
経
常
収
支

比
率
の
動
向
に
よ
り
経
常
経
費
の
圧
縮
は
考
え

な
が
ら
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
は

な
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
、
投
資
的
経
費
に
い
て
も

財
政
運
営
が
ま
ま
な
ら
な
い
と
き
は
一
時
的
に
中

止
や
中
断
を
決
定
す
れ
ば
対
処
可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
判
断
を
す
べ
き
状
況
か
否
か
を
判

断
す
れ
ば
良
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

村
で
は
中
期
財
政
収
支
見
通
し
を
ほ
ぼ
毎
年
作

成
し
、
こ
の
収
支
の
見
通
し
に
よ
り
勘
案
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
の
時
点
で
バ
タ
バ
タ
す
る
必
要

は
な
く
、
今
が
ど
う
の
こ
う
の
っ
て
い
う
次
元
で

は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。今
後
も
、
毎
年
財
政
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
、財
政
指
数
を

地
域
的
に
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
対
応
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問
　
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
総
合
戦
略
な
の
か
、
５
歳

９
歳
10
歳
14
歳
の
人
数
が
長
期
の
見
通
し
に
な
っ

た
と
き
に
、
2
0
3
5
年
、
今
か
ら
10
年
後
の
数

字
が
57
人
と
16
人
、
70
人
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
の
数
字
に
つ
い
て
も
う
ち
ょ
っ
と
実
態
に
応

じ
た
施
策
、
数
字
の
押
さ
え
方
っ
て
い
う
の
も
あ

る
程
度
必
要
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う

が
、
私
は
そ
う
い
う
子
ど
も
の
人
数
の
数
字
が
実

態
と
乖
離
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ

う
に
思
う
。人
口
動
態
も
意
識
し
た
施
策
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
人
口
推
計
に
つ
い
て
は
国
の
人
口
、
県
の
ほ
う

が
直
近
で
出
し
て
い
る
数
字
、
そ
れ
か
ら
村
の
ほ

う
が
独
自
で
出
し
て
い
る
数
字
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、
村
が
出
し
て
い
る
数
字
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
、
国
勢
調
査
が
終
わ
り
、
速
報
値
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、ま
だ
細
か
い
数
字
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

細
か
い
数
字
が
出
た
段
階
で
ま
た
村
独
自
の
人

口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
人
口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し
た
ら
、
議

員
の
皆
さ
ま
に
も
公
表
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
の
関
係
の
数
値
、あ
る
い
は
中
年

層
の
数
値
、
い
ろ
い
ろ
人
口
の
数
字
は
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
、お
お
む
ね
に
し
て
推
計
っ
て
い
う
の
は

現
状
か
ら
推
計
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
仕
組
み
で
は
じ

き
出
し
ま
す
の
で
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
に

よ
っ
て
こ
れ
ぐ
ら
い
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
は
見
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も

ご
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
そ
の
数
字
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
小
水
力
発
電
施
設
を
主
と
す
る

　
脱
炭
素
事
業
に
つ
い
て

問
　
こ
の
小
水
力
発
電
を
主
と
す
る
脱
炭
素
事

業
を
応
募
し
た
理
由
と
経
緯
に
つ
い
て
、
ま
た
こ

の
事
業
目
的
、効
果
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
2
0
1
0
年
度
後
半
頃
、
議
会
か
ら
の
発
案
で

前
村
長
の
同
意
の
も
と
に
勉
強
会
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
こ
の
当

時
、
恐
ら
く
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
が
2
0
1
2
年
に
誕
生

す
る
こ
と
を
議
会
が
察
知
し
て
、
地
球
環
境
に
優

し
い
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
お
い
て
、
北
川

村
村
内
で
生
か
せ
る
も
の
が
何
が
あ
る
の
か
と

い
っ
た
と
こ
ろ
を
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、私
が
村
長
就
任
後
、送
電
線
の
パ
イ
を

確
保
で
き
そ
う
だ
と
い
う
情
報
を
得
て
、
議
会
へ

相
談
し
、
皆
さ
ん
同
意
の
も
と
に
再
度
事
業
に
取

り
組
み
始
め
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
化
に
向
け
て
調
査
設
計
を
進
め

る
な
か
で
、
数
度
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
都
度
、

事
業
費
が
膨
ら
み
当
初
も
く
ろ
ん
で
い
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
で
は
採
算
が
合
わ
ず
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
断
念

し
、
対
応
可
能
な
事
業
が
あ
れ
ば
改
め
て
説
明
を

行
い
、
事
業
へ
取
り
組
む
旨
を
ご
了
解
い
た
だ
い

た
経
緯
も
ご
ざ
い
ま
す
。そ
う
し
た
経
過
を
経

て
、経
済
産
業
省
、省
内
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、環

境
省
へ
赴
き
、
相
談
を
行
う
と
同
時
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
当
時
ま
だ
制
度
組
み
立
て
中
で

ご
ざ
い
ま
し
た
脱
炭
素
先
行
地
域
の
事
業
が
あ

る
こ
と
を
伺
い
、
こ
の
事
業
交
付
金
が
４
分
の
３

だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
価
値
が

あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
議
会
へ
諮
ら
せ
て
い
た

だ
き
、今
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
度
に

脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
選
定
に
向
け
て
検
討
を
行

い
、
こ
の
事
業
に
よ
り
民
生
部
門
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出

を
ゼ
ロ
に
し
、
小
水
力
発
電
施
設
で
発
電
し
た
電

気
を
生
か
す
た
め
、
事
業
の
対
象
を
村
全
域
と
し

た
と
こ
ろ
で
す
。村
全
体
の
民
生
部
門
の
脱
炭
素

化
を
図
る
た
め
、
小
水
力
発
電
施
設
整
備
以
外
の

取
り
組
み
で
は
、
村
民
の
方
々
へ
の
家
電
補
助
や

公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
設
備
、
民
生
部
門
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
村
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
の
約
半
分

を
占
め
る
運
輸
部
門
の
削
減
に
も
取
り
組
む
た

め
、
村
営
バ
ス
の
Ｅ
Ｖ
化
等
に
も
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
選
定
は
、
令
和
５
年
に
環
境
省
か

ら
選
定
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。地
域
脱
炭
素
先
行

地
域
に
選
定
さ
れ
て
以
降
、
脱
炭
素
事
業
を
推
進

し
て
い
く
な
か
、
事
業
の
目
的
・
効
果
で
必
ず
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
村
全
域
に
お
け

る
民
生
部
門
の
脱
炭
素
化
で
ご
ざ
い
ま
す
。ま

た
、
村
の
地
域
資
源
を
活
用
し
生
ま
れ
た
電
気
を

村
内
に
供
給
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
発
電
し

た
電
気
を
村
内
各
世
帯
へ
供
給
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
四
国
電
力
株
式
会
社
と
電
気
代
を
含
め
た
供

給
内
容
に
つ
い
て
合
意
に
至
り
、
来
週
6
月
18
日

に
基
本
合
意
の
締
結
式
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。こ
の
議
会
か
ら
の
発
案
を
契
機
と
し
た

こ
の
事
業
に
よ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
受
益
で
き

ま
す
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
Ｅ
Ｖ
バ
ス
に
つ
い
て
、
導
入
さ
れ
て
実
際
に

試
験
走
行
も
終
わ
っ
て
走
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け

ど
、何
か
当
初
の
も
く
ろ
み
と
少
し
違
っ
た
、も
し

く
は
何
か
課
題
が
見
え
て
き
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
村
で
は
村
営
バ
ス
と
し
て
Ｅ
Ｖ
バ
ス
を
２
台
購

入
し
て
お
り
ま
す
。製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
民
事
再
生
手
続
き
に
入
っ
た

と
の
情
報
を
得
て
以
降
、
購
入
契
約
先
で
あ
る
四

電
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社
と
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。現
時
点
で
は
製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
サ
ポ
ー
ト
も
通
常
ど
お
り
続

け
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
の
走
行
に
は
支
障
が
な
い

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。購
入

元
に
対
し
、
製
造
会
社
の
民
事
再
生
手
続
き
の
進

捗
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
測
の
事
態
を
見
据
え
た
対

応
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。具
体
的
に
は
、

整
備
関
係
資
料
の
早
期
確
保
、
必
要
部
品
等
の
調

達
、
車
両
不
具
合
時
の
緊
急
時
の
対
応
等
で
す
。

ま
た
、
こ
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
請
け

負
っ
て
い
る
自
動
車
整
備
工
場
へ
は
、Ｅ
Ｖ
バ
ス
納

入
時
に
、車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
製
造
会

社
か
ら
御
工
場
に
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ひ
と
ま
ず
は
危
惧
し
て
慌
て
る
必
要
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
大
阪
市
は
こ
の
万
博
で
使
っ
て
い
た
Ｅ
Ｖ
バ

ス
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
た
か
ら
立
ち
入

り
検
査
に
入
っ
た
と
、そ
う
す
る
と
、中
国
企
業
が

製
造
し
た
一
部
の
車
両
で
前
輪
の
ブ
レ
ー
キ
ホ
ー

ス
が
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
国
交
省
に

リ
コ
ー
ル
を
申
し
入
れ
た
と
い
う
よ
う
な
記
事
が

載
っ
て
お
り
ま
す
。今
村
長
が
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
中
に
は
、
こ
う
い
う
こ
と
の

何
が
あ
っ
て
そ
こ
を
確
認
し
て
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
確
認
を
さ
れ
た
の
か
。

　
そ
れ
と
、
今
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
不
具
合
が

出
て
い
ま
す
。ま
ず
第
１
に
ド
ア
の
乗
降
す
る

パ
ッ
キ
ン
が
剥
が
れ
て
き
た
。ま
だ
導
入
し
て
１

カ
月
２
カ
月
し
か
た
っ
て
い
な
い
の
に
。そ
れ
と

雨
の
激
し
い
と
き
に
は
窓
枠
か
ら
水
が
中
へ
入
っ

て
く
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

新
車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
と
思
い

ま
す
。も
う
一
つ
何
か
ブ
レ
ー
キ
か
何
か
が
か

か
っ
て
解
除
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。今
申
し
上

げ
た
具
体
的
な
３
点
、聞
い
て
い
ま
す
か
。

 

答
　
村
長

　
そ
の
点
は
不
具
合
が
あ
っ
た
内
容
等
、
ま
た
試

運
転
の
と
き
の
状
況
等
も
伺
っ
て
い
ま
す
。何
を

も
っ
て
今
の
と
こ
ろ
心
配
す
る
必
要
は
な
い
か
っ

て
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、き
ち
っ
と
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る

整
備
工
場
も
確
認
が
で
き
て
い
る
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
し
て
運
行
上
、
実
際
に
試
運
転
が
終
わ
り
ま

し
て
、
実
運
行
に
入
っ
て
か
ら
そ
う
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
は
今
伺
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
く
ま
で
も
試
運
転
の
と
き
の
話
だ
ろ
う
と

い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き
た
か
ら
対
応
が
で
き

て
い
る
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
け
ど
、
新

車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
な
っ
て
思

え
る
よ
う
な
水
が
窓
枠
か
ら
入
っ
て
く
る
と
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
ど
も
。

や
は
り
我
々
の
立
場
か
ら
し
て
み
た
ら
、
き
ち
っ

と
し
た
車
、
大
阪
市
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
聞
い
た
と
き
に
や
は
り
心
配
で
す
。そ

う
い
う
報
告
も
、
ぜ
ひ
議
会
の
ほ
う
に
説
明
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
小
島
集
会
場
と
温
泉
に
設
置
し

た
太
陽
光
発
電
の
施
設
に
つ
い
て
、
太
陽
光
発
電

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、集
会
所
の
電
気
代
、も
し

く
は
小
島
山
菜
グ
ル
ー
プ
の
電
気
代
、
温
泉
の
ほ

う
の
電
気
代
、
何
か
そ
う
い
う
面
で
効
果
が
出
て

い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
小
島
集
会
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
８

月
か
ら
で
す
の
で
ま
だ
１
年
足
ら
ず
で
ご
ざ
い
ま

す
。10
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求

は
、
6
2
’6
9
4
円
、
１
カ
月
当
た
り
6
’

2
6
9
円
で
、
1
6
’0
2
2
円
、
加
工
施
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
７
月
か
ら
11
カ
月
で
太

陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求
が
1
0
0
’1
9
7

円
、
１
カ
月
当
た
り
9
’1
0
8
円
と
、
2
9
’

6
8
8
円
、
北
川
村
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
７
年
９
月
か
ら
９
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電

気
代
の
請
求
額
が
7
1
6
’5
5
3
円
、
ひ
と
月

当
た
り
7
9
’6
1
7
円
と
、
2
6
’5
3
9
円
そ

れ
ぞ
れ
安
価
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
大
体
似
た
よ
う
な
額
で
電
気
を
利
用
で

き
る
と
推
測
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
先
日
の
雨
風
で
、平
鍋
地
区
、小
島
地
区
、和

田
地
区
が
停
電
を
約
２
時
間
か
ら
３
時
間
近
く

起
こ
し
ま
し
た
。そ
の
時
に
温
泉
を
見
る
と
電
気

が
つ
い
て
い
る
。集
会
所
も
常
に
つ
い
て
い
る
電

気
は
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
が
、
停
電
に
な
っ
た

ら
こ
の
太
陽
光
発
電
の
仕
組
み
上
、
自
動
的
に
切

り
替
わ
る
の
か
。そ
れ
は
集
会
所
も
温
泉
も
一
緒

で
す
か
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
に
つ
き
ま
し
て
も
合
わ
せ
て
整
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
北
川
村
温
泉
あ
る
い
は
集
会

所
は
自
動
で
切
り
替
わ
っ
て
使
え
る
状
況
に
な
り

ま
す
。

問
　
温
泉
は
自
家
発
電
設
備
を
持
っ
て
お
り
、
温

泉
の
従
業
員
は
停
電
に
な
っ
た
ら
自
家
発
電
設

備
に
切
り
替
わ
る
と
い
う
認
識
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と

切
り
替
え
が
で
き
て
い
る
の
か
、
自
家
発
電
シ
ス

テ
ム
、
設
備
と
の
関
係
上
ち
ゃ
ん
と
そ
の
蓄
電
池

が
稼
働
し
て
い
る
の
か
ぜ
ひ
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
を
同
時
に
整
備
し
て
い
る
と
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
例
え
ば
温
泉
に
し
て
も
集
会
所
に

し
て
も
、
フ
ル
に
全
部
が
使
え
る
わ
け
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
、
改
め
て
ど
う
だ
っ
た
の

か
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
結
果
に
よ
っ
て
、

ス
タ
ッ
フ
等
に
も
指
揮
し
て
、
し
っ
か
り
認
識
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　
組
織
運
営
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

問
　
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
や
っ
て
い
く
う
え
で
、

マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
、
キ
ャ
リ
ア
層
が
随
分

い
び
つ
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、こ
う
い
う
現
状

に
対
し
て
ど
う
い
う
認
識
を
し
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
近
年
、
早
期
退
職
者
が
毎
年
い
る
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
。そ
の
補
充
の
た
め
年
３
回
程
度
採
用
試

験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。令
和
８
年
度
も
退
職
者

の
穴
埋
め
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
現
在

10
月
1
日
採
用
を
目
指
し
、採
用
試
験
を
実
施
中

で
す
。人
口
1
’0
0
0
人
規
模
の
持
続
可
能
な

循
環
型
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
も
、
職
員

の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
必
要
で
あ
り
、
早
期
に
解
決
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。引
き

続
き
採
用
試
験
を
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
、
職

員
数
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
よ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り

高
め
る
た
め
に
、人
事
評
価
に
つ
き
ま
し
て
、勤
勉

手
当
等
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
新
規
採

用
職
員
へ
の
人
材
育
成
に
つ
き
ま
し
て
も
、
日
々

の
業
務
上
の
各
課
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
む
ら

づ
く
り
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
若
手
部
会
の
活
動
を
継
続
し

て
お
り
ま
す
。政
策
立
案
等
に
つ
い
て
人
材
育
成

に
繋
げ
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

問
　
あ
る
村
民
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。役
場
へ
尋

ね
た
い
こ
と
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
電
話
を

し
た
が
、
担
当
者
が
休
み
の
た
め
、
明
日
に
し
て

く
れ
ま
せ
ん
か
と
返
事
を
さ
れ
た
。翌
日
行
っ
た

ら
、
担
当
者
が
出
勤
し
て
お
り
、
申
請
書
に
記
入

し
提
出
し
た
が
、
は
い
分
か
り
ま
し
た
と
言
う

が
、
そ
れ
を
受
け
付
け
て
も
ら
え
た
の
か
分
か
ら

な
い
。役
場
か
ら
公
式
な
重
要
文
書
、
例
え
ば
契

約
書
を
送
付
し
た
り
す
る
と
き
は
文
書
管
理
み

た
い
な
、発
行
し
ま
し
た
、受
け
取
り
ま
し
た
と
い

う
記
録
は
残
っ
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
ず
電
話
等
の
対
応
に
つ
い
て
、
最
近
の
事
例

で
い
く
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
も
必
要
に
な
っ

て
き
た
時
代
な
の
か
、
今
後
の
人
材
育
成
の
中
で

初
期
対
応
、
ま
ず
基
本
で
あ
る
電
話
対
応
で
あ
る

と
か
、そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
再
度
検
査

し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
。

　
ま
た
、
契
約
書
を
作
っ
て
郵
便
で
送
る
と
い
う

事
例
は
多
々
そ
ん
な
に
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

過
去
、
私
が
対
応
し
た
事
例
で
い
く
と
、
簡
易
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、手
続
き
上
送
っ
た
り
、あ
る

い
は
直
接
手
渡
し
た
り
対
応
し
て
き
た
、
ま
た
再

度
確
認
し
な
が
ら
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。発
送
等

の
記
録
は
全
部
控
え
て
い
ま
す
。

問
　
ど
う
す
れ
ば
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
直

る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
報
連
相
の
取
り
組

み
を
ぜ
ひ
考
え
て
ほ
し
い
。

 

答
　
村
長

　
接
遇
の
と
こ
ろ
で
基
本
に
な
る
電
話
対
応
、
ま

た
、
報
連
相
、
特
に
報
告
の
部
分
は
大
切
と
思
い

ま
す
の
で
、
ま
た
改
め
て
徹
底
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

問
　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

は
、約
80
％
の
進
捗
ま
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

残
っ
て
い
る
工
事
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
、
ま
た
、

許
認
可
関
係
に
お
い
て
何
が
許
可
さ
れ
何
が
残
っ

て
い
る
か
。こ
の
前
全
員
協
議
会
で
11
月
ご
ろ
か

ら
試
験
運
転
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
蛇
谷
地
区
小
水
力
発
電
施
設
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
10
月
末
ま
で
に
発
電
所
の
建
設
及
び

発
電
機
の
据
え
付
け
、
沈
砂
池
の
整
備
、
水
管
橋

部
分
の
導
水
管
の
設
置
、
系
統
接
続
を
進
め
、
11

月
か
ら
試
運
転
を
開
始
、
12
月
か
ら
運
転
の
開
始

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、台
風
６
号
に
伴
い
、

蛇
谷
川
を
含
む
北
川
村
東
部
に
お
い
て
集
中
的

な
降
雨
が
発
生
し
、
施
工
済
み
で
あ
る
導
水
管
の

一
部
が
流
出
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
す
。６
月
４
日
及
び
５
日
に
現
地
調
査
を
し

て
被
災
状
況
を
把
握
し
、現
在
、対
処
方
法
、全
体

工
程
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
請
負
業
者
と
も
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
全
容
調
査
が
で

き
次
第
、
対
応
案
を
取
り
ま
と
め
、
議
会
に
も
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
許
認
可
関
係
に
つ
き
ま
し
て
、
河
川
法
に
お
い

て
は
令
和
6
年
10
月
に
許
可
、
電
気
事
業
法
に
つ

き
ま
し
て
は
同
年
11
月
に
届
け
出
、
国
有
林
野
使

用
に
つ
き
ま
し
て
令
和
7
年
1
月
に
許
可
が
完
了

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
水
車
据
え
付
け
後
の
試
験
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
請
負
業
者
及
び
水
車
メ
ー
カ
ー
が
試
験
計
画

を
策
定
し
、
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主

任
技
術
者
の
確
認
を
受
け
た
う
え
で
、
両
主
任
技

術
者
の
保
安
監
督
の
も
と
、
試
験
を
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。試
験
内
容
と
し
て
は
、
停

止
状
態
で
の
外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の

測
定
、
系
統
連
携
し
た
負
荷
運
転
で
の
安
定
運
転

の
確
認
や
必
要
な
急
負
荷
遮
断
試
験
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
試
験
記
録
を
取
り
ま
と
め
、
問
題
が
な

け
れ
ば
法
定
使
用
前
自
主
検
査
を
経
て
運
転
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
残
工
事
と
し
て
、
発
電
機
据
え
付
け
調
整
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、
予
定
で
は
８
月
ご
ろ
か
ら
搬

入
据
え
付
け
に
入
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
れ

を
ミ
ス
す
る
と
工
程
上
も
の
す
ご
く
窮
屈
に
な
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。発
電
機
と
水
路
管
と
の

取
り
付
け
箇
所
の
再
度
確
認
を
行
っ
て
、
万
全
の

体
制
で
据
付
調
整
に
入
る
こ
と
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
さ
に
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
の
工
程
で

す
。発
電
機
と
導
水
管
の
取
り
付
け
箇
所
に
つ
き

ま
し
て
、
施
工
管
理
者
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
北

川
村
振
興
公
社
に
、
改
め
て
設
計
の
確
認
と
、
請

負
業
者
・
水
車
メ
ー
カ
ー
と
の
間
の
調
整
を
徹

底
す
る
よ
う
指
示
し
、
情
報
連
携
を
図
り
な
が
ら

円
滑
に
施
工
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
令
和
８
年
６
月
６
日
の
高
知
新
聞
で
、
北
川

村
全
電
力
地
産
地
消
へ
と
の
見
出
し
で
小
水
力

発
電
に
つ
い
て
、
村
長
と
担
当
職
員
へ
の
聞
き
取

り
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
北

川
村
振
興
公
社
が
運
転
管
理
し
、電
源
開
発
の
技

術
支
援
を
受
け
る
と
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

現
在
電
源
開
発
よ
り
１
人
出
向
で
来
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
こ
の
方
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
ほ
か
に
支
援
を
依
頼
す
る
つ
も
り

な
の
か
。

 

答
　
村
長

　
取
材
で
は
、
共
同
提
案
者
で
あ
る
電
源
開
発
の

関
わ
り
を
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。議
論
当
初
の
議

会
・
役
場
等
へ
の
勉
強
会
で
の
協
力
や
、
公
社
へ

の
出
向
と
い
う
形
で
の
技
術
的
支
援
、
平
鍋
地
区

小
水
力
発
電
所
に
係
る
技
術
的
支
援
こ
れ
ら
を

例
示
し
た
も
の
で
す
。

問
　
と
い
う
こ
と
は
新
し
く
何
ら
か
の
形
で
電
源

開
発
株
式
会
社
に
依
頼
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
当
初
の
予
定
で
は
12
月
か
ら
運
転
と
い
う
こ

と
で
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
運
転
開
始
後

の
設
備
保
守
点
検
に
伴
う
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
公
社
の
人
員
構
成
等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。ま
た
、
保
守
点
検
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
点
検
項
目
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
く
か
な

ど
、
運
用
開
始
ま
で
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
運
転
開
始
後
の
設
備
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
蛇
谷
川
水
力
発
電
所
の
保
安
規
定
に
基
づ

き
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
ず
、
日

常
巡
視
に
つ
い
て
で
す
が
、
一
般
社
団
法
人
北
川

村
振
興
公
社
で
複
数
人
の
体
制
を
組
み
、
順
次
巡

回
方
式
に
よ
り
実
施
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。遠
隔

監
視
に
つ
き
ま
し
て
は
、
遠
隔
監
視
を
活
用
し
つ

つ
、
取
水
状
況
や
発
電
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
１
日
か
ら
１
週
間
程
度
の
周
期
で
運
転
中
の

電
気
設
備
、
周
辺
状
況
等
を
巡
回
し
、
目
視
、
嗅

覚
、
聴
覚
に
よ
り
異
常
の
有
無
を
点
検
し
、
チ
ロ

リ
ア
ン
ス
ク
リ
ー
ン
の
ご
み
詰
ま
り
が
あ
れ
ば
適

宜
撤
去
等
の
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
点
検
作
業
・
運
用
方
法
を

整
理
し
た
維
持
管
理
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
も

同
時
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
た
同
規
定
に
基
づ
き
、
法
定
点
検

で
あ
る
月
次
点
検
や
年
次
点
検
と
し
て
、
電
気
主

任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主
任
技
術
者
に
よ
る

外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の
測
定
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。そ
の
他
、
電
気
事
故
そ
の
他
の

異
常
が
発
生
し
た
と
き
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
両
技
術
者
及
び
振
興
公
社

に
よ
る
臨
時
点
検
を
行
い
、
再
発
防
止
及
び
事
故

の
未
然
防
止
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

問
　
た
だ
、
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
は
ゲ
リ
ラ

豪
雨
が
来
た
と
き
に
、
い
か
に
こ
の
遠
隔
監
視
で

見
て
い
く
か
、
分
か
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
雨
量

計
も
し
く
は
上
流
に
対
し
て
の
簡
易
な
水
位
計

を
つ
け
て
、そ
の
デ
ー
タ
を
持
っ
て
き
て
徐
々
に
上

が
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
も
の
も
考

え
た
ら
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
突
発
性
で
言
い
ま
し
た
ら
、
直
近
で
台
風
の
案

件
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
や
は
り
そ
こ
は
気
を

つ
け
て
い
く
べ
き
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。ま
た

上
流
の
水
位
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
源
開
発
さ

ん
の
ほ
う
が
い
く
ば
く
か
持
た
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
協
議
を
し

て
そ
の
数
値
と
か
も
い
た
だ
け
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松﨑　智香　議員

し
ん
ち
ょ
く
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‥

一
般
質
問‥

　
北
川
村
が
目
指
す
15
年
間
の
一
貫
し
た

　
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
令
和
２
年
に
策
定

さ
れ
、
毎
年
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。そ
の

実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
就
に
向
け
た
具
体
策
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。そ
し
て
、
保
小
中
一
体
化
施
設

整
備
基
本
計
画
の
取
り
ま
と
め
も
し
て
い
る
が
、

今
後
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
保
小

中
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
検
討
委
員
会
も

こ
の
４
月
に
全
７
回
が
終
了
し
ま
し
て
、
取
り
ま

と
め
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
基
本
計
画
の
中
で
は
、
具
体
的
な
新
し
い

時
代
の
学
び
へ
の
対
応
と
し
ま
し
て
、「
保
小
中
連

携
で
子
ど
も
の
成
長
を
切
れ
目
な
く
支
え
る
」、

「
地
域
探
究
学
で
村
の
産
業
を
学
び
、将
来
の
キ
ャ

リ
ア
に
繋
げ
る
」、「
食
育
・
栽
培
活
動
で
健
康
で

豊
か
な
生
活
を
営
む
力
を
育
む
」、「
言
語
学
習
で

考
え
る
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
」、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
一
人
一
人
に
応
じ
た
学
び
・
協

働
学
習
を
支
え
る
」、「
地
域
で
連
携
し
、
み
ん
な

で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
」、こ
れ
ら
が

実
現
可
能
な
環
境
を
整
え
る
と
い
う
方
向
性
に

至
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
魅
力
的
な
教
育
環
境
づ
く
り
の
手
段

と
な
る
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
財
源
の
見
通
し
も
含
め
て
協
議
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。８
月
中
下
旬
に
は
、
も
っ
と
踏
み

込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
子
ど
も
た
ち
の
数
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、

そ
れ
ら
の
成
就
に
向
け
た
さ
ら
な
る
具
体
策
に
つ

い
て
、概
要
を
問
う
。

　
福
島
県
大
熊
町
の
学
び
舎
ゆ
め
の
森
へ
の
視
察

同
行
依
頼
に
つ
い
て
、
県
教
育
長
を
交
え
て
視

察
、
意
見
交
換
を
行
い
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
趣
旨
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
０
歳
か
ら
15
歳
の
子
ど
も
た
ち
が
と
も
に
学

び
、
と
も
に
遊
び
学
び
に
変
え
て
い
く「
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
の

た
め
に
校
舎
と
園
舎
の
一
体
化
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
組
織
体
制
と
し
て
、

若
手
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
意
欲
的
に
取
り
組
め

る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
学
べ
る
先
進
地
事
例
と
し
て
「
学
び

舎
ゆ
め
の
森
」
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。県
の
教
育
長
と
教
育
次
長
も
「
行
っ
て
み
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。議
員
の
皆

さ
ま
に
も
一
緒
に
視
察
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。ま
た
、組
織

体
制
確
立
の
後
押
し
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
に
義
務
教
育
学
校

制
度
導
入
に
関
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
現
行
の
小

中
一
貫
校
と
の
相
違
点
、
検
討
内
容
な
ど
を
問

う
。ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の
制
度
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
小
中
一
貫
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
年
制
の
小
学
校

と
３
年
制
の
中
学
校
と
い
う
校
種
の
違
う
２
つ
の

学
校
の
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
義
務

教
育
学
校
で
は
、
１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
で
構

成
さ
れ
る
１
つ
の
学
校
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
前
期
課
程
と
後
期
課
程
と
い
う
区
分
は
あ
る

も
の
の
、
よ
り
柔
軟
な
教
育
課
程
を
構
築
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。村
が
目
指
す
15
年
間
の

一
体
的
な
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
は
、
い
か

に
現
行
制
度
を
活
用
す
る
か
が
重
要
で
す
。次
期

学
習
指
導
要
領
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
令
和
12
年

度
の
開
校
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。並
行
し
て
「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
つ
き
ま
し
て

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現

で
き
る
一
体
化
施
設
を
目
指
し
て
、
よ
り
魅
力
的

な
教
育
環
境
づ
く
り
を
行
う
。必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
と
い
う
こ
と
で
、
検
討
、
議
論
を
ど

の
よ
う
に
重
ね
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
か
ら
考
え
ら
れ

る
建
造
物
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
整
備
基
本
計
画
の
頃
よ
り
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
建
築
家
等
の
専
門
家
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

問
　
先
ほ
ど
の
お
答
え
に
、
８
月
中
下
旬
に
な
れ

ば
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
あ
っ
た
が
、
私
た
ち
議
会
と
の
議
論
の
場

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
議
会
の
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見
は
非
常
に
重
要

な
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。全
員
協
議
会
を
含

め
議
論
の
場
に
お
き
ま
し
て
、
建
物
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
や
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
、
そ
し
て
財
源
の
確

保
な
ど
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。保
小

中
の
15
年
間
の
一
貫
し
た
教
育
の
ソ
フ
ト
部
分
、

そ
こ
か
ら
必
要
と
な
る
ハ
ー
ド
、
そ
れ
ら
の
具
体

的
な
考
え
方
等
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
　
保
小
中
一
体
化
施
設
整
備
検
討
委
員
会
の

検
討
結
果
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
と

と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
さ
れ
、
村
長
に

提
言
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
村
長

　
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
環
境
に
ふ

さ
わ
し
い
保
小
中
の
一
体
化
に
向
け
て
、
ソ
フ
ト

面
の
充
実
を
考
慮
し
、実
現
で
き
る
プ
ラ
ン
で
、で

き
る
限
り
ス
マ
ー
ト
な
ハ
ー
ド
整
備
を
念
頭
に
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
耐
力
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後

も
校
舎
を
健
全
な
状
態
で
使
用
で
き
る
よ
う
、
長

寿
命
化
に
向
け
た
改
修
を
行
い
つ
つ
、
既
存
校
舎

の
有
効
活
用
を
前
提
と
し
た
機
能
改
修
、
拡
充
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
手
話
言
語
の
学
び
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
で
は
、「
手
話
言
語
条
例
」が
令
和
５

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。小
学
校
で

の
手
話
学
習
へ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
８
年
で
25

年
目
に
な
り
ま
す
。人
権
学
習
発
表
会
に
お
い

て
、
大
変
高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。手
話
通

訳
士
に
な
る
目
標
を
持
っ
て
養
成
講
座
を
受
講
し

て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。６
年
間
の
学
び
を
さ

ら
に
深
め
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
中
学
校
で
の
継
続
し
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
、
中
学
校
の
年
間
総
授
業
時
間
に
は
厳
格

な
上
限
が
決
ま
っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
何
を
学
ぶ
か
、
学
校
現
場
も
日
々
頭
を
悩
ま
せ

な
が
ら
教
育
課
程
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、
中
学
校
で
は「
教
科
担
任
制
」を
取
っ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
教
科
の
先
生
が
決
め
ら
れ
た
授

業
時
間
を
担
当
し
て
い
る
た
め
、
学
校
全
体
で
特

定
の
時
間
を
別
の
学
習
に
柔
軟
に
振
り
替
え
る

と
い
う
こ
と
が
、
仕
組
み
の
上
で
も
な
か
な
か
難

し
い
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
小
学

校
で
の
学
び
の
継
続
性
と
、
中
学
校
で
新
し
く
学

ぶ
べ
き
人
権
課
題
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
中
学

校
特
有
の
指
導
体
制
を
熟
慮
し
た
結
果
、
現
在
の

よ
う
な
教
育
課
程
の
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
た
め
本
年
度
は
、
手
話
の
実
施
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
中
学
校
で
「
手
話
を
学
ぶ
時
間
」
を
独
立
し
て

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
小
学
校
で
培
っ
た
基
礎
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
手
話
を
含
め
て
、
子
ど
も
た
ち
が
福
祉

や
人
権
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
　
せ
っ
か
く
小
学
校
で
学
ん
で
き
て
い
る
の

で
、
学
び
の
頻
度
は
少
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
い

ろ
い
ろ
な
制
度
の
活
用
や
工
夫
次
第
で
、
15
年
間

の
一
貫
し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。今
一
度
伺
い
ま
す
。15
年
間
の
一
貫

し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
で
き
る
の
か
、

外
で
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
実
現

で
き
る
の
か
を
学
校
現
場
が
主
体
と
な
り
教
育

委
員
会
も
一
緒
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
主
催
で
、
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
令
和
７
年
８
月
か
ら
12

月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
詳
細
を
伺
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
ひ
と
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
村
の
魅
力
・
資
源

を
生
か
し
た
生
業
づ
く
り
と
若
年
層
を
中
心
と

す
る
移
住
者
の
受
け
入
れ
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。昨
年
７
月
か
ら
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
募
る
た
め
、
情
報
発
信

サ
イ
ト
へ
の
掲
載
や
移
住
関
係
機
関
、
大
学
へ
の

情
報
を
提
供
い
た
し
ま
し
た
。結
果
８
人
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
の
で
、
参
加
者
を
２
チ
ー
ム

に
分
け
、
北
川
村
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
案
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
同
年
９
月
か
ら
北
川
村
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
現
地
視
察
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
う
と
と
も
に
、
立
ち
上
げ
る
事
業
の
コ
ン
セ

プ
ト
策
定
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
収
支
計
画

の
作
り
方
等
の
講
座
を
行
っ
た
う
え
で
、
２
チ
ー

ム
が
独
自
の
事
業
を
組
み
立
て
、
12
月
に
発
表
い

た
だ
き
ま
し
た
。発
表
時
点
で
は
、コ
ン
セ
プ
ト
や

対
象
と
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
収
支
計
画
な
ど
に
粗

さ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
内
容
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、翌
年
３
月
に
再
度
発
表
い
た
だ
く

こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。発
表
さ
れ
た
事
業

は
「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」
と
「
村
で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」

と
い
う
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
３
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
本

年
度
も
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
の
後

の
経
過
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

 

答
　
村
長

　「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」の
チ
ー
ム
は
、
現
在
、
事
業
運
営
を
行
う
組

織
の
法
人
化
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
空
き
家
の
設
計
に
取
り
か
か
り
、
改

修
工
事
に
対
し
て
県
補
助
金
を
活
用
す
べ
く
準
備

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、「
村

で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」
チ
ー
ム
は
ゆ

ず
を
活
用
し
、
ポ
ン
酢
づ
く
り
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
、
さ

ら
に
煮
詰
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。サ

ポ
ー
ト
委
託
業
者
に
つ
き
ま
し
て
も
定
期
的
に
打

ち
合
わ
せ
に
参
加
し
、
進
捗
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
経
営
的
に
成
立
す
る
の
か

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、

２
チ
ー
ム
の
活
動
が
北
川
村
に
根
付
い
た
事
業
と

な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
観
光
公
社
の
現
状
に
つ
い
て

問
　
文
化
観
光
公
社
が
発
足
し
て
１
年
が
た
ち
、

観
光
面
に
力
を
入
れ
る
施
策
の
中
で
、
文
化
観
光

公
社
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。現
在
の
公
社
の

組
織
構
成
と
、こ
の
１
年
の
取
り
組
み
、そ
し
て
そ

の
取
り
組
み
に
対
す
る
成
果
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
現
在
、「
国
内
外
に
向
け
た
広
報
活
動
を
と
お

し
て
、
北
川
村
の
認
知
促
進
、
基
幹
産
業
で
あ
る

ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
産
業
の
振
興
を
図
る
。」「
村

民
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

村
の
観
光
・
産
業
振
興
の
取
り
組
み
を
中
心
に

村
内
の
広
報
活
動
を
行
う
。」「
観
光
施
設
や
事
業

者
と
連
携
し
、
ゆ
ず
を
軸
と
し
た
オ
ー
ル
北
川
村

に
よ
る
広
報
体
制
の
構
築
を
図
る
。」と
い
う
３
つ

の
事
業
目
的
を
掲
げ
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の

社
長
を
理
事
長
に
、
広
報
や
金
融
関
係
の
経
験
豊

か
な
理
事
２
人
と
旧
観
光
協
会
の
職
員
に
中
岡

慎
太
郎
館
専
属
の
職
員
３
人
を
含
め
て
、
合
計
８

人
の
体
制
で
文
化
観
光
事
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
阪
・
関
西
万
博
や
土
佐
の
豊
穣
祭
、
東
京
浪
漫

亭
で
の
北
川
村
フ
ェ
ア
な
ど
14
会
場
で
特
産
品
や

観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
ゆ
ず
新
聞
の
発
行

や
北
川
村
観
光
び
ら
き
の
開
催
、Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ

へ
の
出
演
、
取
材
対
応
並
び
に
県
内
外
の
旅
行
会

社
及
び
メ
デ
ィ
ア
へ
の
営
業
活
動
を
行
い
、
主
要

３
施
設
を
中
心
に
誘
客
に
向
け
た
広
報
活
動
、
ゆ

ず
を
中
心
と
し
た
村
へ
の
施
策
を
村
内
外
に
伝

え
、
村
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
公
社
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
で
暮
ら
し
な

が
ら
持
ち
前
の
好
奇
心
と
実
行
力
で
、
村
の
魅
力

を
発
信
す
る
職
員
や
20
年
以
上
テ
レ
ビ
局
で
番

組
制
作
に
従
事
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
し
た
い

ポ
イ
ン
ト
や
業
界
の
構
造
を
熟
知
し
て
い
る
職

員
、
新
聞
記
者
や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験

し
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
人
脈
を
村
に
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
職
員
な
ど
多
様
な
人
材
を
確
保
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
広
報
活
動
等
に
つ
き
ま
し
て
は
す
ぐ
に
成
果
を

上
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
回
数
は
確
実
に
増
加

し
て
お
り
、
観
光
施
設
の
誘
客
増
の
一
助
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
村
の
主
た
る
３
つ
の
観
光
施
設
、モ
ネ
の
庭
、

慎
太
郎
館
、
北
川
村
温
泉
が
あ
り
ま
す
が
、
合
わ

せ
て
年
間
約
11
万
人
が
訪
れ
て
い
る
。そ
れ
で
も

ま
だ
十
分
に
施
設
を
活
用
で
き
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
。

　
さ
ら
に
昨
年
９
月
よ
り
、
文
化
庁
事
業
の
文
化

観
光
拠
点
計
画
に
よ
っ
て
、
モ
ネ
の
庭
を
中
心
に

整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
、
森
林
鉄
道

遺
産
も
あ
り
、
観
光
面
の
伸
び
し
ろ
は
と
て
も
大

き
い
と
期
待
し
、
文
化
観
光
公
社
の
担
う
役
割
も

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
く
る
。村
の
活
性
化
の

た
め
に
も
、
今
後
、
村
の
財
産
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
か
、
ま
た
村
と
し
て
の
観
光
事
業
の

展
望
を
問
う
。併
せ
て
、
観
光
面
だ
け
で
な
く
文

化
面
に
お
い
て
も
、
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
推
進
し
て
い
く
考

え
、予
定
は
あ
る
か
。

 

答
　
村
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本
村
の
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
施
設

を
核
と
し
て
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
及
び
北
川

村
文
化
観
光
公
社
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
北
川
村
の
規
模
で
は
観
光
そ

の
も
の
が
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
す
。村
が
優
先
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
ゆ
ず
を
中
心
と
し
た
１
次
産

業
の
振
興
」「
持
続
可
能
な
地
域
を
維
持
す
る
た

め
の
移
住
・
定
住
促
進
」
す
な
わ
ち
「
産
業
の
振

興
」
と
「
移
住
の
拡
大
」
と
い
う
村
の
重
要
課
題

を
、
交
流
人
口
に
よ
り
牽
引
す
る
「
旗
振
り
役
」、

あ
る
い
は
地
域
へ
呼
び
込
む
た
め
の
「
き
っ
か
け
」

と
し
て
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
自
信
を
持
っ
て
北
川
村

を
紹
介
す
る
際
に
代
名
詞
と
も
な
り
う
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
「
モ
ネ
の
庭
が
あ
る
北
川
村
の
ゆ
ず
」

と
し
て
、
本
村
の
北
川
村
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
広
く

認
知
し
て
い
た
だ
き
、消
費
拡
大
を
図
っ
た
り
、ゆ

ず
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
き
新
規
就

農
へ
つ
な
げ
て
い
っ
た
り
と
関
係
人
口
か
ら
移
住
・

定
住
へ
の
動
機
を
創
出
す
る
な
ど
、観
光
を「
入
り

口
」と
し
て
機
能
さ
せ
、
最
終
的
な
成
果
を
１
次

産
業
の
活
性
化
と
人
口
減
少
対
策
等
に
つ
な
げ
て

い
く
な
ど
の
施
策
は
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
、こ
の
主
要
３
施
設
に
お
い
て
、年
間
合
わ

せ
て
11
万
人
を
超
え
る
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。そ
の
本
村
の
貴
重
な
財
産
で

も
あ
り
ま
す
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
管
理
運
営
を
考

え
な
が
ら
、
利
用
者
規
模
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
文
化
庁
の「
文
化
観
光
拠
点
計
画
」

の
枠
組
み
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
高

知
県
の
観
光
担
当
課
や
東
部
観
光
協
議
会
と
い
っ

た
広
域
的
な
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
文
化
面
に
つ
き
ま
し
て
も
、
観
光
面
と
同

様
に
い
か
に
文
化
的
な
側
面
を
持
た
せ
る
の
か

と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
住
宅
の
供
給
に
つ
い
て

問
　
２
年
前
の
３
月
議
会
に
お
い
て
、
ご
年
配
の

方
が
住
む
住
宅
を
増
や
す
予
定
は
な
い
か
と
い

う
質
問
を
し
た
。そ
の
際
村
長
か
ら
は
、
住
み
な

れ
た
場
所
か
ら
離
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
等
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
か
ら
転
居
を
差
し
控
え
る
事
例
が
あ

る
。高
齢
者
に
限
定
せ
ず
、
村
全
体
と
し
て
必
要

に
応
じ
て
検
討
す
る
と
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
現
在
、
当
時
よ
り
も
さ
ら
に
、
村
内
で
転

居
で
き
る
部
屋
を
求
め
て
い
る
高
齢
者
の
声
を
、

多
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。社
会
福
祉
協
議
会
に

伺
う
と
、
村
内
に
は
老
朽
化
が
著
し
い
住
宅
や
、

構
造
上
、
介
助
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
住
宅
に
お

住
ま
い
の
方
が
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と

で
す
。こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み
る
と
、
例
え
ば
野

友
周
辺
な
ど
で
家
を
貸
し
て
も
い
い
と
考
え
て
い

る
家
主
の
方
々
や
、
村
が
移
住
者
支
援
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件
と
い
っ
た

地
域
の
既
存
資
源
を
活
用
し
、
高
齢
者
の
住
み
替

え
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
仕
組
み
な
ど
が
１
つ

の
選
択
肢
と
し
て
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

何
よ
り
、
ご
年
配
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
こ
の
北

川
村
に
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
が
あ
る
こ
と
こ

そ
が
一
番
の
人
口
減
少
対
策
で
は
な
い
か
。高
齢

者
が
不
便
さ
ゆ
え
に
、
村
外
の
施
設
や
子
ど
も
世

代
の
元
へ
流
出
し
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
村
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

　
そ
れ
は
同
時
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
」の
利
用
者
維
持
に
も
つ
な
が
り
、

ひ
い
て
は
村
の
貴
重
な
福
祉
イ
ン
フ
ラ
の
存
続
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
今
後
の
高
齢
者
向
け
住
宅
支
援
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

 

答
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　「
移
住
者
向
け
の
空
き
家
対
策
の
仕
組
み
」
の

活
用
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
移
住
促
進
と

い
う
行
政
目
的
の
も
と
、
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る

施
設
で
す
の
で
、
そ
の
目
的
に
則
っ
た
財
源
を
活

用
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
高
齢
者
の
住
居
確
保
等

に
転
用
す
る
こ
と
は
、
趣
旨
・
目
的
か
ら
も
容
易

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。次
に
、「
家
を
貸

し
て
も
よ
い
」
と
い
う
意
向
を
お
持
ち
の
家
主
の

方
々
と
、
転
居
を
希
望
さ
れ
る
高
齢
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
想
像
で
き
る
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。一
番
重
要
と
な
る
の
は
、
提

供
さ
れ
る
住
宅
が
「
高
齢
者
の
在
宅
生
活
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
真
に
適
し
た
構
造
に
な
っ
て
い
る

か
」
と
い
う
点
で
す
。空
き
家
の
多
く
は
建
築
さ

れ
て
か
ら
相
応
の
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、
段
差

の
解
消
や
手
す
り
の
設
置
、
移
動
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
い
う
面
に
お
い
て
、

必
ず
し
も
十
分
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
の
が
実
態
で
す
。さ
ら
に
、移
住
施
策
と
し
て

空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
中
で
、
実
際
に
貸

し
て
い
た
だ
け
る
物
件
自
体
が
な
か
な
か
な
い
と

い
う
現
実
も
あ
り
、非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
通
り「
自
分
た

ち
で
つ
く
る
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
」
を
目
指
し

て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
少
し
で
も
長
く

安
全
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、「
き
た
が
わ
ず
ー
っ
と
元
気
実
行
計
画
」に

基
づ
い
た
施
策
を
着
実
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。併
せ
ま
し
て
、

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
手
す
り
の
設
置
や
段

差
解
消
と
い
っ
た
住
宅
改
修
の
支
援
を
適
切
に
つ

な
げ
、
在
宅
で
の
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
で

き
る
だ
け
そ
う
し
た
関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
対
応

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
介
護

事
業
所
の
利
用
維
持
と
い
う
観
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
住
宅
の
供
給
と
い
う
一
面
の
み
で
解
決
を
図

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
北
川
村
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
周
辺
町
村
と
も
連
携
し
た
福
祉
イ
ン
フ
ラ
全

体
の
持
続
可
能
性
を
総
合
的
に
見
極
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ご
指
摘
の
と
お
り
、
高

齢
者
の
住
ま
い
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
は
、

少
な
か
ら
ず
本
村
の
人
口
減
少
対
策
と
も
関
わ
る

重
要
な
課
題
で
す
。施
策
の
目
的
を
は
じ
め
物
件

確
保
の
難
し
さ
と
い
っ
た
課
題
は
あ
る
も
の
の
、今

回
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
資
源
を
活
用
す
る
ご
指

摘
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
高
齢
者
福
祉
施
策

の
一
つ
と
し
て
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
最
近
、
あ
る
ご
年
配
の
方
が
住
宅
の
問
題
で

本
村
を
離
れ
て
隣
の
町
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。た
く
さ
ん
問
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
一
つ
で

も
な
く
な
る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

 

答
　
村
長

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
関
係
機
関
、
関
係

方
々
と
連
携
し
て
福
祉
政
策
に
対
し
て
深
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
健
全
財
政
と
財
務
規
律
に
つ
い
て

問
　
一
昨
年
９
月
、
10
月
ぐ
ら
い
に
議
会
の
ほ
う

か
ら
要
請
を
し
、
総
務
課
長
か
ら
そ
の
時
点
で
の

中
長
期
の
財
政
見
通
し
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
追
加
の
説
明
と
し
て
加
え
る
こ
と
は
あ
る

か
。

 

答
　
村
長

　
昨
年
度
あ
る
い
は
一
昨
年
度
、
ど
う
い
う
内
容

で
説
明
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
お
り

ま
す
。そ
う
し
た
中
で
、
単
に
追
加
す
る
こ
と
が

あ
る
か
な
い
か
と
い
え
ば
あ
り
ま
せ
ん
。実
際
に

そ
こ
の
数
値
だ
け
を
見
て
、
財
政
収
支
が
ど
う
の

こ
う
の
と
い
う
話
で
は
な
い
の
で
、
そ
う
し
た
こ

と
で
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
基
金
残
高
は
36
億
円
あ
り
ま

し
た
。令
和
６
年
度
の
債
務
残
高
累
計
は
幾
ら
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
借
金
の
残
額
に
つ
き
ま
し
て
、
約
24
億
2
’

3
0
0
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
貯
金
が
約
36
億
円
、
借
金
が
24
億
円
と
い
う

尾﨑　一マ　議員

よ
う
な
数
字
で
す
。そ
れ
が
こ
の
見
通
し
の
中
で

今
随
時
大
型
投
資
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
共
通
認
識
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
水
力
発
電
と
い
う
大
変
大
き
な
事
業

予
算
が
つ
い
て
い
る
。そ
の
脱
炭
素
事
業
は
、総
額

で
約
80
億
円
の
事
業
の
う
ち
、
も
ち
ろ
ん
補
助

金
、
交
付
金
が
あ
っ
て
約
40
億
円
が
、
北
川
村
が

負
担
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
が
、
そ

の
投
資
の
ピ
ー
ク
が
令
和
10
年
度
ぐ
ら
い
に
来

る
と
収
支
見
通
し
の
中
で
出
て
い
る
。

　
10
年
度
の
と
き
の
単
年
度
公
債
費
が
大
体
3

億
6
’0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
。こ
れ
は
10
年
度
の

単
年
度
の
債
務
残
高
で
す
。こ
れ
も
ず
っ
と
投
資

は
増
え
て
き
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
の
ピ
ー
ク
は
令

和
の
12
年
で
約
4
億
5
’0
0
0
万
円
と
い
う
単

年
度
の
地
方
債
の
残
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。令
和

12
年
度
の
基
金
の
残
高
が
そ
の
と
き
の
見
通
し
で

約
18
億
円
に
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
12
年
度
の
地
方
債
の
残
高
予
測
は
で
て

い
る
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
令
和
12
年
時
点
の
地
方
債
の
残
高
と
い
た
し

ま
し
て
は
約
28
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。基
金
の
ほ

う
は
21
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
で
は
、
借
金
に
あ
た
る
地
方
債

が
24
億
円
ぐ
ら
い
、
そ
れ
か
ら
貯
金
が
約
36
億
円

あ
っ
た
も
の
が
、大
型
投
資
が
ず
っ
と
続
い
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
現
在
見
通
し
て
い
る
額
で
い
う
と
、

28
億
円
の
地
方
債
と
約
21
億
円
の
基
金
と
、
資
料

で
は
令
和
12
年
度
が
20
億
円
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

借
金
と
基
金
の
数
字
が
逆
転
し
て
い
る
。明
ら
か

に
こ
こ
で
は
厳
し
い
財
政
が
伺
え
る
が
、
厳
し
い

財
務
状
況
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
認
識
に
つ
い

て
、村
長
の
考
え
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
近
年
は
資
材
を
は
じ
め
物
販
の
高
騰
、
さ
ら
に

賃
金
の
上
昇
な
ど
を
鑑
み
た
と
こ
ろ
、
経
常
収
支

比
率
の
動
向
に
よ
り
経
常
経
費
の
圧
縮
は
考
え

な
が
ら
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
は

な
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
、
投
資
的
経
費
に
い
て
も

財
政
運
営
が
ま
ま
な
ら
な
い
と
き
は
一
時
的
に
中

止
や
中
断
を
決
定
す
れ
ば
対
処
可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
判
断
を
す
べ
き
状
況
か
否
か
を
判

断
す
れ
ば
良
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

村
で
は
中
期
財
政
収
支
見
通
し
を
ほ
ぼ
毎
年
作

成
し
、
こ
の
収
支
の
見
通
し
に
よ
り
勘
案
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
の
時
点
で
バ
タ
バ
タ
す
る
必
要

は
な
く
、
今
が
ど
う
の
こ
う
の
っ
て
い
う
次
元
で

は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。今
後
も
、
毎
年
財
政
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
、財
政
指
数
を

地
域
的
に
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
対
応
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問
　
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
総
合
戦
略
な
の
か
、
５
歳

９
歳
10
歳
14
歳
の
人
数
が
長
期
の
見
通
し
に
な
っ

た
と
き
に
、
2
0
3
5
年
、
今
か
ら
10
年
後
の
数

字
が
57
人
と
16
人
、
70
人
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
の
数
字
に
つ
い
て
も
う
ち
ょ
っ
と
実
態
に
応

じ
た
施
策
、
数
字
の
押
さ
え
方
っ
て
い
う
の
も
あ

る
程
度
必
要
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う

が
、
私
は
そ
う
い
う
子
ど
も
の
人
数
の
数
字
が
実

態
と
乖
離
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ

う
に
思
う
。人
口
動
態
も
意
識
し
た
施
策
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
人
口
推
計
に
つ
い
て
は
国
の
人
口
、
県
の
ほ
う

が
直
近
で
出
し
て
い
る
数
字
、
そ
れ
か
ら
村
の
ほ

う
が
独
自
で
出
し
て
い
る
数
字
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、
村
が
出
し
て
い
る
数
字
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
、
国
勢
調
査
が
終
わ
り
、
速
報
値
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、ま
だ
細
か
い
数
字
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

細
か
い
数
字
が
出
た
段
階
で
ま
た
村
独
自
の
人

口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
人
口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し
た
ら
、
議

員
の
皆
さ
ま
に
も
公
表
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
の
関
係
の
数
値
、あ
る
い
は
中
年

層
の
数
値
、
い
ろ
い
ろ
人
口
の
数
字
は
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
、お
お
む
ね
に
し
て
推
計
っ
て
い
う
の
は

現
状
か
ら
推
計
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
仕
組
み
で
は
じ

き
出
し
ま
す
の
で
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
に

よ
っ
て
こ
れ
ぐ
ら
い
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
は
見
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も

ご
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
そ
の
数
字
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
小
水
力
発
電
施
設
を
主
と
す
る

　
脱
炭
素
事
業
に
つ
い
て

問
　
こ
の
小
水
力
発
電
を
主
と
す
る
脱
炭
素
事

業
を
応
募
し
た
理
由
と
経
緯
に
つ
い
て
、
ま
た
こ

の
事
業
目
的
、効
果
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
2
0
1
0
年
度
後
半
頃
、
議
会
か
ら
の
発
案
で

前
村
長
の
同
意
の
も
と
に
勉
強
会
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
こ
の
当

時
、
恐
ら
く
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
が
2
0
1
2
年
に
誕
生

す
る
こ
と
を
議
会
が
察
知
し
て
、
地
球
環
境
に
優

し
い
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
お
い
て
、
北
川

村
村
内
で
生
か
せ
る
も
の
が
何
が
あ
る
の
か
と

い
っ
た
と
こ
ろ
を
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、私
が
村
長
就
任
後
、送
電
線
の
パ
イ
を

確
保
で
き
そ
う
だ
と
い
う
情
報
を
得
て
、
議
会
へ

相
談
し
、
皆
さ
ん
同
意
の
も
と
に
再
度
事
業
に
取

り
組
み
始
め
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
化
に
向
け
て
調
査
設
計
を
進
め

る
な
か
で
、
数
度
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
都
度
、

事
業
費
が
膨
ら
み
当
初
も
く
ろ
ん
で
い
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
で
は
採
算
が
合
わ
ず
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
断
念

し
、
対
応
可
能
な
事
業
が
あ
れ
ば
改
め
て
説
明
を

行
い
、
事
業
へ
取
り
組
む
旨
を
ご
了
解
い
た
だ
い

た
経
緯
も
ご
ざ
い
ま
す
。そ
う
し
た
経
過
を
経

て
、経
済
産
業
省
、省
内
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、環

境
省
へ
赴
き
、
相
談
を
行
う
と
同
時
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
当
時
ま
だ
制
度
組
み
立
て
中
で

ご
ざ
い
ま
し
た
脱
炭
素
先
行
地
域
の
事
業
が
あ

る
こ
と
を
伺
い
、
こ
の
事
業
交
付
金
が
４
分
の
３

だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
価
値
が

あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
議
会
へ
諮
ら
せ
て
い
た

だ
き
、今
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
度
に

脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
選
定
に
向
け
て
検
討
を
行

い
、
こ
の
事
業
に
よ
り
民
生
部
門
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出

を
ゼ
ロ
に
し
、
小
水
力
発
電
施
設
で
発
電
し
た
電

気
を
生
か
す
た
め
、
事
業
の
対
象
を
村
全
域
と
し

た
と
こ
ろ
で
す
。村
全
体
の
民
生
部
門
の
脱
炭
素

化
を
図
る
た
め
、
小
水
力
発
電
施
設
整
備
以
外
の

取
り
組
み
で
は
、
村
民
の
方
々
へ
の
家
電
補
助
や

公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
設
備
、
民
生
部
門
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
村
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
の
約
半
分

を
占
め
る
運
輸
部
門
の
削
減
に
も
取
り
組
む
た

め
、
村
営
バ
ス
の
Ｅ
Ｖ
化
等
に
も
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
選
定
は
、
令
和
５
年
に
環
境
省
か

ら
選
定
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。地
域
脱
炭
素
先
行

地
域
に
選
定
さ
れ
て
以
降
、
脱
炭
素
事
業
を
推
進

し
て
い
く
な
か
、
事
業
の
目
的
・
効
果
で
必
ず
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
村
全
域
に
お
け

る
民
生
部
門
の
脱
炭
素
化
で
ご
ざ
い
ま
す
。ま

た
、
村
の
地
域
資
源
を
活
用
し
生
ま
れ
た
電
気
を

村
内
に
供
給
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
発
電
し

た
電
気
を
村
内
各
世
帯
へ
供
給
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
四
国
電
力
株
式
会
社
と
電
気
代
を
含
め
た
供

給
内
容
に
つ
い
て
合
意
に
至
り
、
来
週
6
月
18
日

に
基
本
合
意
の
締
結
式
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。こ
の
議
会
か
ら
の
発
案
を
契
機
と
し
た

こ
の
事
業
に
よ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
受
益
で
き

ま
す
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
Ｅ
Ｖ
バ
ス
に
つ
い
て
、
導
入
さ
れ
て
実
際
に

試
験
走
行
も
終
わ
っ
て
走
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け

ど
、何
か
当
初
の
も
く
ろ
み
と
少
し
違
っ
た
、も
し

く
は
何
か
課
題
が
見
え
て
き
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
村
で
は
村
営
バ
ス
と
し
て
Ｅ
Ｖ
バ
ス
を
２
台
購

入
し
て
お
り
ま
す
。製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
民
事
再
生
手
続
き
に
入
っ
た

と
の
情
報
を
得
て
以
降
、
購
入
契
約
先
で
あ
る
四

電
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社
と
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。現
時
点
で
は
製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
サ
ポ
ー
ト
も
通
常
ど
お
り
続

け
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
の
走
行
に
は
支
障
が
な
い

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。購
入

元
に
対
し
、
製
造
会
社
の
民
事
再
生
手
続
き
の
進

捗
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
測
の
事
態
を
見
据
え
た
対

応
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。具
体
的
に
は
、

整
備
関
係
資
料
の
早
期
確
保
、
必
要
部
品
等
の
調

達
、
車
両
不
具
合
時
の
緊
急
時
の
対
応
等
で
す
。

ま
た
、
こ
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
請
け

負
っ
て
い
る
自
動
車
整
備
工
場
へ
は
、Ｅ
Ｖ
バ
ス
納

入
時
に
、車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
製
造
会

社
か
ら
御
工
場
に
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ひ
と
ま
ず
は
危
惧
し
て
慌
て
る
必
要
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
大
阪
市
は
こ
の
万
博
で
使
っ
て
い
た
Ｅ
Ｖ
バ

ス
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
た
か
ら
立
ち
入

り
検
査
に
入
っ
た
と
、そ
う
す
る
と
、中
国
企
業
が

製
造
し
た
一
部
の
車
両
で
前
輪
の
ブ
レ
ー
キ
ホ
ー

ス
が
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
国
交
省
に

リ
コ
ー
ル
を
申
し
入
れ
た
と
い
う
よ
う
な
記
事
が

載
っ
て
お
り
ま
す
。今
村
長
が
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
中
に
は
、
こ
う
い
う
こ
と
の

何
が
あ
っ
て
そ
こ
を
確
認
し
て
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
確
認
を
さ
れ
た
の
か
。

　
そ
れ
と
、
今
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
不
具
合
が

出
て
い
ま
す
。ま
ず
第
１
に
ド
ア
の
乗
降
す
る

パ
ッ
キ
ン
が
剥
が
れ
て
き
た
。ま
だ
導
入
し
て
１

カ
月
２
カ
月
し
か
た
っ
て
い
な
い
の
に
。そ
れ
と

雨
の
激
し
い
と
き
に
は
窓
枠
か
ら
水
が
中
へ
入
っ

て
く
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

新
車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
と
思
い

ま
す
。も
う
一
つ
何
か
ブ
レ
ー
キ
か
何
か
が
か

か
っ
て
解
除
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。今
申
し
上

げ
た
具
体
的
な
３
点
、聞
い
て
い
ま
す
か
。

 

答
　
村
長

　
そ
の
点
は
不
具
合
が
あ
っ
た
内
容
等
、
ま
た
試

運
転
の
と
き
の
状
況
等
も
伺
っ
て
い
ま
す
。何
を

も
っ
て
今
の
と
こ
ろ
心
配
す
る
必
要
は
な
い
か
っ

て
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、き
ち
っ
と
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る

整
備
工
場
も
確
認
が
で
き
て
い
る
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
し
て
運
行
上
、
実
際
に
試
運
転
が
終
わ
り
ま

し
て
、
実
運
行
に
入
っ
て
か
ら
そ
う
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
は
今
伺
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
く
ま
で
も
試
運
転
の
と
き
の
話
だ
ろ
う
と

い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き
た
か
ら
対
応
が
で
き

て
い
る
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
け
ど
、
新

車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
な
っ
て
思

え
る
よ
う
な
水
が
窓
枠
か
ら
入
っ
て
く
る
と
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
ど
も
。

や
は
り
我
々
の
立
場
か
ら
し
て
み
た
ら
、
き
ち
っ

と
し
た
車
、
大
阪
市
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
聞
い
た
と
き
に
や
は
り
心
配
で
す
。そ

う
い
う
報
告
も
、
ぜ
ひ
議
会
の
ほ
う
に
説
明
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
小
島
集
会
場
と
温
泉
に
設
置
し

た
太
陽
光
発
電
の
施
設
に
つ
い
て
、
太
陽
光
発
電

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、集
会
所
の
電
気
代
、も
し

く
は
小
島
山
菜
グ
ル
ー
プ
の
電
気
代
、
温
泉
の
ほ

う
の
電
気
代
、
何
か
そ
う
い
う
面
で
効
果
が
出
て

い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
小
島
集
会
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
８

月
か
ら
で
す
の
で
ま
だ
１
年
足
ら
ず
で
ご
ざ
い
ま

す
。10
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求

は
、
6
2
’6
9
4
円
、
１
カ
月
当
た
り
6
’

2
6
9
円
で
、
1
6
’0
2
2
円
、
加
工
施
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
７
月
か
ら
11
カ
月
で
太

陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求
が
1
0
0
’1
9
7

円
、
１
カ
月
当
た
り
9
’1
0
8
円
と
、
2
9
’

6
8
8
円
、
北
川
村
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
７
年
９
月
か
ら
９
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電

気
代
の
請
求
額
が
7
1
6
’5
5
3
円
、
ひ
と
月

当
た
り
7
9
’6
1
7
円
と
、
2
6
’5
3
9
円
そ

れ
ぞ
れ
安
価
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
大
体
似
た
よ
う
な
額
で
電
気
を
利
用
で

き
る
と
推
測
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
先
日
の
雨
風
で
、平
鍋
地
区
、小
島
地
区
、和

田
地
区
が
停
電
を
約
２
時
間
か
ら
３
時
間
近
く

起
こ
し
ま
し
た
。そ
の
時
に
温
泉
を
見
る
と
電
気

が
つ
い
て
い
る
。集
会
所
も
常
に
つ
い
て
い
る
電

気
は
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
が
、
停
電
に
な
っ
た

ら
こ
の
太
陽
光
発
電
の
仕
組
み
上
、
自
動
的
に
切

り
替
わ
る
の
か
。そ
れ
は
集
会
所
も
温
泉
も
一
緒

で
す
か
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
に
つ
き
ま
し
て
も
合
わ
せ
て
整
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
北
川
村
温
泉
あ
る
い
は
集
会

所
は
自
動
で
切
り
替
わ
っ
て
使
え
る
状
況
に
な
り

ま
す
。

問
　
温
泉
は
自
家
発
電
設
備
を
持
っ
て
お
り
、
温

泉
の
従
業
員
は
停
電
に
な
っ
た
ら
自
家
発
電
設

備
に
切
り
替
わ
る
と
い
う
認
識
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と

切
り
替
え
が
で
き
て
い
る
の
か
、
自
家
発
電
シ
ス

テ
ム
、
設
備
と
の
関
係
上
ち
ゃ
ん
と
そ
の
蓄
電
池

が
稼
働
し
て
い
る
の
か
ぜ
ひ
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
を
同
時
に
整
備
し
て
い
る
と
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
例
え
ば
温
泉
に
し
て
も
集
会
所
に

し
て
も
、
フ
ル
に
全
部
が
使
え
る
わ
け
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
、
改
め
て
ど
う
だ
っ
た
の

か
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
結
果
に
よ
っ
て
、

ス
タ
ッ
フ
等
に
も
指
揮
し
て
、
し
っ
か
り
認
識
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　
組
織
運
営
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

問
　
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
や
っ
て
い
く
う
え
で
、

マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
、
キ
ャ
リ
ア
層
が
随
分

い
び
つ
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、こ
う
い
う
現
状

に
対
し
て
ど
う
い
う
認
識
を
し
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
近
年
、
早
期
退
職
者
が
毎
年
い
る
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
。そ
の
補
充
の
た
め
年
３
回
程
度
採
用
試

験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。令
和
８
年
度
も
退
職
者

の
穴
埋
め
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
現
在

10
月
1
日
採
用
を
目
指
し
、採
用
試
験
を
実
施
中

で
す
。人
口
1
’0
0
0
人
規
模
の
持
続
可
能
な

循
環
型
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
も
、
職
員

の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
必
要
で
あ
り
、
早
期
に
解
決
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。引
き

続
き
採
用
試
験
を
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
、
職

員
数
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
よ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り

高
め
る
た
め
に
、人
事
評
価
に
つ
き
ま
し
て
、勤
勉

手
当
等
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
新
規
採

用
職
員
へ
の
人
材
育
成
に
つ
き
ま
し
て
も
、
日
々

の
業
務
上
の
各
課
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
む
ら

づ
く
り
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
若
手
部
会
の
活
動
を
継
続
し

て
お
り
ま
す
。政
策
立
案
等
に
つ
い
て
人
材
育
成

に
繋
げ
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

問
　
あ
る
村
民
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。役
場
へ
尋

ね
た
い
こ
と
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
電
話
を

し
た
が
、
担
当
者
が
休
み
の
た
め
、
明
日
に
し
て

く
れ
ま
せ
ん
か
と
返
事
を
さ
れ
た
。翌
日
行
っ
た

ら
、
担
当
者
が
出
勤
し
て
お
り
、
申
請
書
に
記
入

し
提
出
し
た
が
、
は
い
分
か
り
ま
し
た
と
言
う

が
、
そ
れ
を
受
け
付
け
て
も
ら
え
た
の
か
分
か
ら

な
い
。役
場
か
ら
公
式
な
重
要
文
書
、
例
え
ば
契

約
書
を
送
付
し
た
り
す
る
と
き
は
文
書
管
理
み

た
い
な
、発
行
し
ま
し
た
、受
け
取
り
ま
し
た
と
い

う
記
録
は
残
っ
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
ず
電
話
等
の
対
応
に
つ
い
て
、
最
近
の
事
例

で
い
く
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
も
必
要
に
な
っ

て
き
た
時
代
な
の
か
、
今
後
の
人
材
育
成
の
中
で

初
期
対
応
、
ま
ず
基
本
で
あ
る
電
話
対
応
で
あ
る

と
か
、そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
再
度
検
査

し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
。

　
ま
た
、
契
約
書
を
作
っ
て
郵
便
で
送
る
と
い
う

事
例
は
多
々
そ
ん
な
に
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

過
去
、
私
が
対
応
し
た
事
例
で
い
く
と
、
簡
易
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、手
続
き
上
送
っ
た
り
、あ
る

い
は
直
接
手
渡
し
た
り
対
応
し
て
き
た
、
ま
た
再

度
確
認
し
な
が
ら
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。発
送
等

の
記
録
は
全
部
控
え
て
い
ま
す
。

問
　
ど
う
す
れ
ば
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
直

る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
報
連
相
の
取
り
組

み
を
ぜ
ひ
考
え
て
ほ
し
い
。

 

答
　
村
長

　
接
遇
の
と
こ
ろ
で
基
本
に
な
る
電
話
対
応
、
ま

た
、
報
連
相
、
特
に
報
告
の
部
分
は
大
切
と
思
い

ま
す
の
で
、
ま
た
改
め
て
徹
底
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

問
　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

は
、約
80
％
の
進
捗
ま
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

残
っ
て
い
る
工
事
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
、
ま
た
、

許
認
可
関
係
に
お
い
て
何
が
許
可
さ
れ
何
が
残
っ

て
い
る
か
。こ
の
前
全
員
協
議
会
で
11
月
ご
ろ
か

ら
試
験
運
転
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
蛇
谷
地
区
小
水
力
発
電
施
設
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
10
月
末
ま
で
に
発
電
所
の
建
設
及
び

発
電
機
の
据
え
付
け
、
沈
砂
池
の
整
備
、
水
管
橋

部
分
の
導
水
管
の
設
置
、
系
統
接
続
を
進
め
、
11

月
か
ら
試
運
転
を
開
始
、
12
月
か
ら
運
転
の
開
始

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、台
風
６
号
に
伴
い
、

蛇
谷
川
を
含
む
北
川
村
東
部
に
お
い
て
集
中
的

な
降
雨
が
発
生
し
、
施
工
済
み
で
あ
る
導
水
管
の

一
部
が
流
出
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
す
。６
月
４
日
及
び
５
日
に
現
地
調
査
を
し

て
被
災
状
況
を
把
握
し
、現
在
、対
処
方
法
、全
体

工
程
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
請
負
業
者
と
も
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
全
容
調
査
が
で

き
次
第
、
対
応
案
を
取
り
ま
と
め
、
議
会
に
も
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
許
認
可
関
係
に
つ
き
ま
し
て
、
河
川
法
に
お
い

て
は
令
和
6
年
10
月
に
許
可
、
電
気
事
業
法
に
つ

き
ま
し
て
は
同
年
11
月
に
届
け
出
、
国
有
林
野
使

用
に
つ
き
ま
し
て
令
和
7
年
1
月
に
許
可
が
完
了

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
水
車
据
え
付
け
後
の
試
験
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
請
負
業
者
及
び
水
車
メ
ー
カ
ー
が
試
験
計
画

を
策
定
し
、
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主

任
技
術
者
の
確
認
を
受
け
た
う
え
で
、
両
主
任
技

術
者
の
保
安
監
督
の
も
と
、
試
験
を
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。試
験
内
容
と
し
て
は
、
停

止
状
態
で
の
外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の

測
定
、
系
統
連
携
し
た
負
荷
運
転
で
の
安
定
運
転

の
確
認
や
必
要
な
急
負
荷
遮
断
試
験
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
試
験
記
録
を
取
り
ま
と
め
、
問
題
が
な

け
れ
ば
法
定
使
用
前
自
主
検
査
を
経
て
運
転
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
残
工
事
と
し
て
、
発
電
機
据
え
付
け
調
整
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、
予
定
で
は
８
月
ご
ろ
か
ら
搬

入
据
え
付
け
に
入
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
れ

を
ミ
ス
す
る
と
工
程
上
も
の
す
ご
く
窮
屈
に
な
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。発
電
機
と
水
路
管
と
の

取
り
付
け
箇
所
の
再
度
確
認
を
行
っ
て
、
万
全
の

体
制
で
据
付
調
整
に
入
る
こ
と
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
さ
に
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
の
工
程
で

す
。発
電
機
と
導
水
管
の
取
り
付
け
箇
所
に
つ
き

ま
し
て
、
施
工
管
理
者
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
北

川
村
振
興
公
社
に
、
改
め
て
設
計
の
確
認
と
、
請

負
業
者
・
水
車
メ
ー
カ
ー
と
の
間
の
調
整
を
徹

底
す
る
よ
う
指
示
し
、
情
報
連
携
を
図
り
な
が
ら

円
滑
に
施
工
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
令
和
８
年
６
月
６
日
の
高
知
新
聞
で
、
北
川

村
全
電
力
地
産
地
消
へ
と
の
見
出
し
で
小
水
力

発
電
に
つ
い
て
、
村
長
と
担
当
職
員
へ
の
聞
き
取

り
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
北

川
村
振
興
公
社
が
運
転
管
理
し
、電
源
開
発
の
技

術
支
援
を
受
け
る
と
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

現
在
電
源
開
発
よ
り
１
人
出
向
で
来
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
こ
の
方
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
ほ
か
に
支
援
を
依
頼
す
る
つ
も
り

な
の
か
。

 

答
　
村
長

　
取
材
で
は
、
共
同
提
案
者
で
あ
る
電
源
開
発
の

関
わ
り
を
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。議
論
当
初
の
議

会
・
役
場
等
へ
の
勉
強
会
で
の
協
力
や
、
公
社
へ

の
出
向
と
い
う
形
で
の
技
術
的
支
援
、
平
鍋
地
区

小
水
力
発
電
所
に
係
る
技
術
的
支
援
こ
れ
ら
を

例
示
し
た
も
の
で
す
。

問
　
と
い
う
こ
と
は
新
し
く
何
ら
か
の
形
で
電
源

開
発
株
式
会
社
に
依
頼
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
当
初
の
予
定
で
は
12
月
か
ら
運
転
と
い
う
こ

と
で
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
運
転
開
始
後

の
設
備
保
守
点
検
に
伴
う
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
公
社
の
人
員
構
成
等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。ま
た
、
保
守
点
検
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
点
検
項
目
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
く
か
な

ど
、
運
用
開
始
ま
で
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
運
転
開
始
後
の
設
備
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
蛇
谷
川
水
力
発
電
所
の
保
安
規
定
に
基
づ

き
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
ず
、
日

常
巡
視
に
つ
い
て
で
す
が
、
一
般
社
団
法
人
北
川

村
振
興
公
社
で
複
数
人
の
体
制
を
組
み
、
順
次
巡

回
方
式
に
よ
り
実
施
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。遠
隔

監
視
に
つ
き
ま
し
て
は
、
遠
隔
監
視
を
活
用
し
つ

つ
、
取
水
状
況
や
発
電
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
１
日
か
ら
１
週
間
程
度
の
周
期
で
運
転
中
の

電
気
設
備
、
周
辺
状
況
等
を
巡
回
し
、
目
視
、
嗅

覚
、
聴
覚
に
よ
り
異
常
の
有
無
を
点
検
し
、
チ
ロ

リ
ア
ン
ス
ク
リ
ー
ン
の
ご
み
詰
ま
り
が
あ
れ
ば
適

宜
撤
去
等
の
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
点
検
作
業
・
運
用
方
法
を

整
理
し
た
維
持
管
理
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
も

同
時
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
た
同
規
定
に
基
づ
き
、
法
定
点
検

で
あ
る
月
次
点
検
や
年
次
点
検
と
し
て
、
電
気
主

任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主
任
技
術
者
に
よ
る

外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の
測
定
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。そ
の
他
、
電
気
事
故
そ
の
他
の

異
常
が
発
生
し
た
と
き
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
両
技
術
者
及
び
振
興
公
社

に
よ
る
臨
時
点
検
を
行
い
、
再
発
防
止
及
び
事
故

の
未
然
防
止
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

問
　
た
だ
、
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
は
ゲ
リ
ラ

豪
雨
が
来
た
と
き
に
、
い
か
に
こ
の
遠
隔
監
視
で

見
て
い
く
か
、
分
か
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
雨
量

計
も
し
く
は
上
流
に
対
し
て
の
簡
易
な
水
位
計

を
つ
け
て
、そ
の
デ
ー
タ
を
持
っ
て
き
て
徐
々
に
上

が
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
も
の
も
考

え
た
ら
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
突
発
性
で
言
い
ま
し
た
ら
、
直
近
で
台
風
の
案

件
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
や
は
り
そ
こ
は
気
を

つ
け
て
い
く
べ
き
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。ま
た

上
流
の
水
位
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
源
開
発
さ

ん
の
ほ
う
が
い
く
ば
く
か
持
た
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
協
議
を
し

て
そ
の
数
値
と
か
も
い
た
だ
け
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
い
り
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‥

一
般
質
問‥

　
北
川
村
が
目
指
す
15
年
間
の
一
貫
し
た

　
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
令
和
２
年
に
策
定

さ
れ
、
毎
年
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。そ
の

実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
就
に
向
け
た
具
体
策
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。そ
し
て
、
保
小
中
一
体
化
施
設

整
備
基
本
計
画
の
取
り
ま
と
め
も
し
て
い
る
が
、

今
後
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
保
小

中
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
検
討
委
員
会
も

こ
の
４
月
に
全
７
回
が
終
了
し
ま
し
て
、
取
り
ま

と
め
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
基
本
計
画
の
中
で
は
、
具
体
的
な
新
し
い

時
代
の
学
び
へ
の
対
応
と
し
ま
し
て
、「
保
小
中
連

携
で
子
ど
も
の
成
長
を
切
れ
目
な
く
支
え
る
」、

「
地
域
探
究
学
で
村
の
産
業
を
学
び
、将
来
の
キ
ャ

リ
ア
に
繋
げ
る
」、「
食
育
・
栽
培
活
動
で
健
康
で

豊
か
な
生
活
を
営
む
力
を
育
む
」、「
言
語
学
習
で

考
え
る
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
」、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
一
人
一
人
に
応
じ
た
学
び
・
協

働
学
習
を
支
え
る
」、「
地
域
で
連
携
し
、
み
ん
な

で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
」、こ
れ
ら
が

実
現
可
能
な
環
境
を
整
え
る
と
い
う
方
向
性
に

至
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
魅
力
的
な
教
育
環
境
づ
く
り
の
手
段

と
な
る
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
財
源
の
見
通
し
も
含
め
て
協
議
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。８
月
中
下
旬
に
は
、
も
っ
と
踏
み

込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
子
ど
も
た
ち
の
数
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、

そ
れ
ら
の
成
就
に
向
け
た
さ
ら
な
る
具
体
策
に
つ

い
て
、概
要
を
問
う
。

　
福
島
県
大
熊
町
の
学
び
舎
ゆ
め
の
森
へ
の
視
察

同
行
依
頼
に
つ
い
て
、
県
教
育
長
を
交
え
て
視

察
、
意
見
交
換
を
行
い
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
趣
旨
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
０
歳
か
ら
15
歳
の
子
ど
も
た
ち
が
と
も
に
学

び
、
と
も
に
遊
び
学
び
に
変
え
て
い
く「
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
の

た
め
に
校
舎
と
園
舎
の
一
体
化
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
組
織
体
制
と
し
て
、

若
手
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
意
欲
的
に
取
り
組
め

る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
学
べ
る
先
進
地
事
例
と
し
て
「
学
び

舎
ゆ
め
の
森
」
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。県
の
教
育
長
と
教
育
次
長
も
「
行
っ
て
み
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。議
員
の
皆

さ
ま
に
も
一
緒
に
視
察
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。ま
た
、組
織

体
制
確
立
の
後
押
し
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
に
義
務
教
育
学
校

制
度
導
入
に
関
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
現
行
の
小

中
一
貫
校
と
の
相
違
点
、
検
討
内
容
な
ど
を
問

う
。ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の
制
度
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
小
中
一
貫
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
年
制
の
小
学
校

と
３
年
制
の
中
学
校
と
い
う
校
種
の
違
う
２
つ
の

学
校
の
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
義
務

教
育
学
校
で
は
、
１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
で
構

成
さ
れ
る
１
つ
の
学
校
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
前
期
課
程
と
後
期
課
程
と
い
う
区
分
は
あ
る

も
の
の
、
よ
り
柔
軟
な
教
育
課
程
を
構
築
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。村
が
目
指
す
15
年
間
の

一
体
的
な
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
は
、
い
か

に
現
行
制
度
を
活
用
す
る
か
が
重
要
で
す
。次
期

学
習
指
導
要
領
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
令
和
12
年

度
の
開
校
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。並
行
し
て
「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
つ
き
ま
し
て

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現

で
き
る
一
体
化
施
設
を
目
指
し
て
、
よ
り
魅
力
的

な
教
育
環
境
づ
く
り
を
行
う
。必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
と
い
う
こ
と
で
、
検
討
、
議
論
を
ど

の
よ
う
に
重
ね
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
か
ら
考
え
ら
れ

る
建
造
物
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
整
備
基
本
計
画
の
頃
よ
り
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
建
築
家
等
の
専
門
家
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

問
　
先
ほ
ど
の
お
答
え
に
、
８
月
中
下
旬
に
な
れ

ば
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
あ
っ
た
が
、
私
た
ち
議
会
と
の
議
論
の
場

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
議
会
の
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見
は
非
常
に
重
要

な
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。全
員
協
議
会
を
含

め
議
論
の
場
に
お
き
ま
し
て
、
建
物
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
や
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
、
そ
し
て
財
源
の
確

保
な
ど
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。保
小

中
の
15
年
間
の
一
貫
し
た
教
育
の
ソ
フ
ト
部
分
、

そ
こ
か
ら
必
要
と
な
る
ハ
ー
ド
、
そ
れ
ら
の
具
体

的
な
考
え
方
等
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
　
保
小
中
一
体
化
施
設
整
備
検
討
委
員
会
の

検
討
結
果
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
と

と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
さ
れ
、
村
長
に

提
言
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
村
長

　
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
環
境
に
ふ

さ
わ
し
い
保
小
中
の
一
体
化
に
向
け
て
、
ソ
フ
ト

面
の
充
実
を
考
慮
し
、実
現
で
き
る
プ
ラ
ン
で
、で

き
る
限
り
ス
マ
ー
ト
な
ハ
ー
ド
整
備
を
念
頭
に
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
耐
力
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後

も
校
舎
を
健
全
な
状
態
で
使
用
で
き
る
よ
う
、
長

寿
命
化
に
向
け
た
改
修
を
行
い
つ
つ
、
既
存
校
舎

の
有
効
活
用
を
前
提
と
し
た
機
能
改
修
、
拡
充
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
手
話
言
語
の
学
び
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
で
は
、「
手
話
言
語
条
例
」が
令
和
５

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。小
学
校
で

の
手
話
学
習
へ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
８
年
で
25

年
目
に
な
り
ま
す
。人
権
学
習
発
表
会
に
お
い

て
、
大
変
高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。手
話
通

訳
士
に
な
る
目
標
を
持
っ
て
養
成
講
座
を
受
講
し

て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。６
年
間
の
学
び
を
さ

ら
に
深
め
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
中
学
校
で
の
継
続
し
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
、
中
学
校
の
年
間
総
授
業
時
間
に
は
厳
格

な
上
限
が
決
ま
っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
何
を
学
ぶ
か
、
学
校
現
場
も
日
々
頭
を
悩
ま
せ

な
が
ら
教
育
課
程
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、
中
学
校
で
は「
教
科
担
任
制
」を
取
っ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
教
科
の
先
生
が
決
め
ら
れ
た
授

業
時
間
を
担
当
し
て
い
る
た
め
、
学
校
全
体
で
特

定
の
時
間
を
別
の
学
習
に
柔
軟
に
振
り
替
え
る

と
い
う
こ
と
が
、
仕
組
み
の
上
で
も
な
か
な
か
難

し
い
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
小
学

校
で
の
学
び
の
継
続
性
と
、
中
学
校
で
新
し
く
学

ぶ
べ
き
人
権
課
題
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
中
学

校
特
有
の
指
導
体
制
を
熟
慮
し
た
結
果
、
現
在
の

よ
う
な
教
育
課
程
の
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
た
め
本
年
度
は
、
手
話
の
実
施
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
中
学
校
で
「
手
話
を
学
ぶ
時
間
」
を
独
立
し
て

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
小
学
校
で
培
っ
た
基
礎
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
手
話
を
含
め
て
、
子
ど
も
た
ち
が
福
祉

や
人
権
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
　
せ
っ
か
く
小
学
校
で
学
ん
で
き
て
い
る
の

で
、
学
び
の
頻
度
は
少
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
い

ろ
い
ろ
な
制
度
の
活
用
や
工
夫
次
第
で
、
15
年
間

の
一
貫
し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。今
一
度
伺
い
ま
す
。15
年
間
の
一
貫

し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
で
き
る
の
か
、

外
で
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
実
現

で
き
る
の
か
を
学
校
現
場
が
主
体
と
な
り
教
育

委
員
会
も
一
緒
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
主
催
で
、
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
令
和
７
年
８
月
か
ら
12

月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
詳
細
を
伺
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
ひ
と
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
村
の
魅
力
・
資
源

を
生
か
し
た
生
業
づ
く
り
と
若
年
層
を
中
心
と

す
る
移
住
者
の
受
け
入
れ
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。昨
年
７
月
か
ら
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
募
る
た
め
、
情
報
発
信

サ
イ
ト
へ
の
掲
載
や
移
住
関
係
機
関
、
大
学
へ
の

情
報
を
提
供
い
た
し
ま
し
た
。結
果
８
人
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
の
で
、
参
加
者
を
２
チ
ー
ム

に
分
け
、
北
川
村
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
案
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
同
年
９
月
か
ら
北
川
村
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
現
地
視
察
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
う
と
と
も
に
、
立
ち
上
げ
る
事
業
の
コ
ン
セ

プ
ト
策
定
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
収
支
計
画

の
作
り
方
等
の
講
座
を
行
っ
た
う
え
で
、
２
チ
ー

ム
が
独
自
の
事
業
を
組
み
立
て
、
12
月
に
発
表
い

た
だ
き
ま
し
た
。発
表
時
点
で
は
、コ
ン
セ
プ
ト
や

対
象
と
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
収
支
計
画
な
ど
に
粗

さ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
内
容
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、翌
年
３
月
に
再
度
発
表
い
た
だ
く

こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。発
表
さ
れ
た
事
業

は
「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」
と
「
村
で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」

と
い
う
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
３
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
本

年
度
も
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
の
後

の
経
過
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

 

答
　
村
長

　「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」の
チ
ー
ム
は
、
現
在
、
事
業
運
営
を
行
う
組

織
の
法
人
化
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
空
き
家
の
設
計
に
取
り
か
か
り
、
改

修
工
事
に
対
し
て
県
補
助
金
を
活
用
す
べ
く
準
備

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、「
村

で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」
チ
ー
ム
は
ゆ

ず
を
活
用
し
、
ポ
ン
酢
づ
く
り
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
、
さ

ら
に
煮
詰
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。サ

ポ
ー
ト
委
託
業
者
に
つ
き
ま
し
て
も
定
期
的
に
打

ち
合
わ
せ
に
参
加
し
、
進
捗
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
経
営
的
に
成
立
す
る
の
か

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、

２
チ
ー
ム
の
活
動
が
北
川
村
に
根
付
い
た
事
業
と

な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
観
光
公
社
の
現
状
に
つ
い
て

問
　
文
化
観
光
公
社
が
発
足
し
て
１
年
が
た
ち
、

観
光
面
に
力
を
入
れ
る
施
策
の
中
で
、
文
化
観
光

公
社
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。現
在
の
公
社
の

組
織
構
成
と
、こ
の
１
年
の
取
り
組
み
、そ
し
て
そ

の
取
り
組
み
に
対
す
る
成
果
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
現
在
、「
国
内
外
に
向
け
た
広
報
活
動
を
と
お

し
て
、
北
川
村
の
認
知
促
進
、
基
幹
産
業
で
あ
る

ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
産
業
の
振
興
を
図
る
。」「
村

民
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

村
の
観
光
・
産
業
振
興
の
取
り
組
み
を
中
心
に

村
内
の
広
報
活
動
を
行
う
。」「
観
光
施
設
や
事
業

者
と
連
携
し
、
ゆ
ず
を
軸
と
し
た
オ
ー
ル
北
川
村

に
よ
る
広
報
体
制
の
構
築
を
図
る
。」と
い
う
３
つ

の
事
業
目
的
を
掲
げ
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の

社
長
を
理
事
長
に
、
広
報
や
金
融
関
係
の
経
験
豊

か
な
理
事
２
人
と
旧
観
光
協
会
の
職
員
に
中
岡

慎
太
郎
館
専
属
の
職
員
３
人
を
含
め
て
、
合
計
８

人
の
体
制
で
文
化
観
光
事
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
阪
・
関
西
万
博
や
土
佐
の
豊
穣
祭
、
東
京
浪
漫

亭
で
の
北
川
村
フ
ェ
ア
な
ど
14
会
場
で
特
産
品
や

観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
ゆ
ず
新
聞
の
発
行

や
北
川
村
観
光
び
ら
き
の
開
催
、Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ

へ
の
出
演
、
取
材
対
応
並
び
に
県
内
外
の
旅
行
会

社
及
び
メ
デ
ィ
ア
へ
の
営
業
活
動
を
行
い
、
主
要

３
施
設
を
中
心
に
誘
客
に
向
け
た
広
報
活
動
、
ゆ

ず
を
中
心
と
し
た
村
へ
の
施
策
を
村
内
外
に
伝

え
、
村
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
公
社
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
で
暮
ら
し
な

が
ら
持
ち
前
の
好
奇
心
と
実
行
力
で
、
村
の
魅
力

を
発
信
す
る
職
員
や
20
年
以
上
テ
レ
ビ
局
で
番

組
制
作
に
従
事
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
し
た
い

ポ
イ
ン
ト
や
業
界
の
構
造
を
熟
知
し
て
い
る
職

員
、
新
聞
記
者
や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験

し
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
人
脈
を
村
に
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
職
員
な
ど
多
様
な
人
材
を
確
保
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
広
報
活
動
等
に
つ
き
ま
し
て
は
す
ぐ
に
成
果
を

上
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
回
数
は
確
実
に
増
加

し
て
お
り
、
観
光
施
設
の
誘
客
増
の
一
助
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
村
の
主
た
る
３
つ
の
観
光
施
設
、モ
ネ
の
庭
、

慎
太
郎
館
、
北
川
村
温
泉
が
あ
り
ま
す
が
、
合
わ

せ
て
年
間
約
11
万
人
が
訪
れ
て
い
る
。そ
れ
で
も

ま
だ
十
分
に
施
設
を
活
用
で
き
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
。

　
さ
ら
に
昨
年
９
月
よ
り
、
文
化
庁
事
業
の
文
化

観
光
拠
点
計
画
に
よ
っ
て
、
モ
ネ
の
庭
を
中
心
に

整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
、
森
林
鉄
道

遺
産
も
あ
り
、
観
光
面
の
伸
び
し
ろ
は
と
て
も
大

き
い
と
期
待
し
、
文
化
観
光
公
社
の
担
う
役
割
も

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
く
る
。村
の
活
性
化
の

た
め
に
も
、
今
後
、
村
の
財
産
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
か
、
ま
た
村
と
し
て
の
観
光
事
業
の

展
望
を
問
う
。併
せ
て
、
観
光
面
だ
け
で
な
く
文

化
面
に
お
い
て
も
、
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
推
進
し
て
い
く
考

え
、予
定
は
あ
る
か
。

 

答
　
村
長

　
本
村
の
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
施
設

を
核
と
し
て
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
及
び
北
川

村
文
化
観
光
公
社
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
北
川
村
の
規
模
で
は
観
光
そ

の
も
の
が
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
す
。村
が
優
先
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
ゆ
ず
を
中
心
と
し
た
１
次
産

業
の
振
興
」「
持
続
可
能
な
地
域
を
維
持
す
る
た

め
の
移
住
・
定
住
促
進
」
す
な
わ
ち
「
産
業
の
振

興
」
と
「
移
住
の
拡
大
」
と
い
う
村
の
重
要
課
題

を
、
交
流
人
口
に
よ
り
牽
引
す
る
「
旗
振
り
役
」、

あ
る
い
は
地
域
へ
呼
び
込
む
た
め
の
「
き
っ
か
け
」

と
し
て
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
自
信
を
持
っ
て
北
川
村

を
紹
介
す
る
際
に
代
名
詞
と
も
な
り
う
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
「
モ
ネ
の
庭
が
あ
る
北
川
村
の
ゆ
ず
」

と
し
て
、
本
村
の
北
川
村
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
広
く

認
知
し
て
い
た
だ
き
、消
費
拡
大
を
図
っ
た
り
、ゆ

ず
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
き
新
規
就

農
へ
つ
な
げ
て
い
っ
た
り
と
関
係
人
口
か
ら
移
住
・

定
住
へ
の
動
機
を
創
出
す
る
な
ど
、観
光
を「
入
り

口
」と
し
て
機
能
さ
せ
、
最
終
的
な
成
果
を
１
次

産
業
の
活
性
化
と
人
口
減
少
対
策
等
に
つ
な
げ
て

い
く
な
ど
の
施
策
は
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
、こ
の
主
要
３
施
設
に
お
い
て
、年
間
合
わ

せ
て
11
万
人
を
超
え
る
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。そ
の
本
村
の
貴
重
な
財
産
で

も
あ
り
ま
す
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
管
理
運
営
を
考

え
な
が
ら
、
利
用
者
規
模
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
文
化
庁
の「
文
化
観
光
拠
点
計
画
」

の
枠
組
み
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
高

知
県
の
観
光
担
当
課
や
東
部
観
光
協
議
会
と
い
っ

た
広
域
的
な
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
文
化
面
に
つ
き
ま
し
て
も
、
観
光
面
と
同

様
に
い
か
に
文
化
的
な
側
面
を
持
た
せ
る
の
か

と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
住
宅
の
供
給
に
つ
い
て

問
　
２
年
前
の
３
月
議
会
に
お
い
て
、
ご
年
配
の

方
が
住
む
住
宅
を
増
や
す
予
定
は
な
い
か
と
い

う
質
問
を
し
た
。そ
の
際
村
長
か
ら
は
、
住
み
な

れ
た
場
所
か
ら
離
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
等
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
か
ら
転
居
を
差
し
控
え
る
事
例
が
あ

る
。高
齢
者
に
限
定
せ
ず
、
村
全
体
と
し
て
必
要

に
応
じ
て
検
討
す
る
と
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
現
在
、
当
時
よ
り
も
さ
ら
に
、
村
内
で
転

居
で
き
る
部
屋
を
求
め
て
い
る
高
齢
者
の
声
を
、

多
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。社
会
福
祉
協
議
会
に

伺
う
と
、
村
内
に
は
老
朽
化
が
著
し
い
住
宅
や
、

構
造
上
、
介
助
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
住
宅
に
お

住
ま
い
の
方
が
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と

で
す
。こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み
る
と
、
例
え
ば
野

友
周
辺
な
ど
で
家
を
貸
し
て
も
い
い
と
考
え
て
い

る
家
主
の
方
々
や
、
村
が
移
住
者
支
援
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件
と
い
っ
た

地
域
の
既
存
資
源
を
活
用
し
、
高
齢
者
の
住
み
替

え
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
仕
組
み
な
ど
が
１
つ

の
選
択
肢
と
し
て
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

何
よ
り
、
ご
年
配
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
こ
の
北

川
村
に
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
が
あ
る
こ
と
こ

そ
が
一
番
の
人
口
減
少
対
策
で
は
な
い
か
。高
齢

者
が
不
便
さ
ゆ
え
に
、
村
外
の
施
設
や
子
ど
も
世

代
の
元
へ
流
出
し
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
村
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

　
そ
れ
は
同
時
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
」の
利
用
者
維
持
に
も
つ
な
が
り
、

ひ
い
て
は
村
の
貴
重
な
福
祉
イ
ン
フ
ラ
の
存
続
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
今
後
の
高
齢
者
向
け
住
宅
支
援
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

 

答
　
村
長

　「
移
住
者
向
け
の
空
き
家
対
策
の
仕
組
み
」
の

活
用
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
移
住
促
進
と

い
う
行
政
目
的
の
も
と
、
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る

施
設
で
す
の
で
、
そ
の
目
的
に
則
っ
た
財
源
を
活

用
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
高
齢
者
の
住
居
確
保
等

に
転
用
す
る
こ
と
は
、
趣
旨
・
目
的
か
ら
も
容
易

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。次
に
、「
家
を
貸

し
て
も
よ
い
」
と
い
う
意
向
を
お
持
ち
の
家
主
の

方
々
と
、
転
居
を
希
望
さ
れ
る
高
齢
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
想
像
で
き
る
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。一
番
重
要
と
な
る
の
は
、
提

供
さ
れ
る
住
宅
が
「
高
齢
者
の
在
宅
生
活
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
真
に
適
し
た
構
造
に
な
っ
て
い
る

か
」
と
い
う
点
で
す
。空
き
家
の
多
く
は
建
築
さ

れ
て
か
ら
相
応
の
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、
段
差

の
解
消
や
手
す
り
の
設
置
、
移
動
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
い
う
面
に
お
い
て
、

必
ず
し
も
十
分
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
の
が
実
態
で
す
。さ
ら
に
、移
住
施
策
と
し
て

空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
中
で
、
実
際
に
貸

し
て
い
た
だ
け
る
物
件
自
体
が
な
か
な
か
な
い
と

い
う
現
実
も
あ
り
、非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
通
り「
自
分
た

ち
で
つ
く
る
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
」
を
目
指
し

て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
少
し
で
も
長
く

安
全
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、「
き
た
が
わ
ず
ー
っ
と
元
気
実
行
計
画
」に

基
づ
い
た
施
策
を
着
実
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。併
せ
ま
し
て
、

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
手
す
り
の
設
置
や
段

差
解
消
と
い
っ
た
住
宅
改
修
の
支
援
を
適
切
に
つ

な
げ
、
在
宅
で
の
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
で

き
る
だ
け
そ
う
し
た
関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
対
応

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
介
護

事
業
所
の
利
用
維
持
と
い
う
観
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
住
宅
の
供
給
と
い
う
一
面
の
み
で
解
決
を
図

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
北
川
村
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
周
辺
町
村
と
も
連
携
し
た
福
祉
イ
ン
フ
ラ
全

体
の
持
続
可
能
性
を
総
合
的
に
見
極
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ご
指
摘
の
と
お
り
、
高

齢
者
の
住
ま
い
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
は
、

少
な
か
ら
ず
本
村
の
人
口
減
少
対
策
と
も
関
わ
る

重
要
な
課
題
で
す
。施
策
の
目
的
を
は
じ
め
物
件

確
保
の
難
し
さ
と
い
っ
た
課
題
は
あ
る
も
の
の
、今

回
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
資
源
を
活
用
す
る
ご
指

摘
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
高
齢
者
福
祉
施
策

の
一
つ
と
し
て
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
最
近
、
あ
る
ご
年
配
の
方
が
住
宅
の
問
題
で

本
村
を
離
れ
て
隣
の
町
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。た
く
さ
ん
問
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
一
つ
で

も
な
く
な
る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

 

答
　
村
長

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
関
係
機
関
、
関
係

方
々
と
連
携
し
て
福
祉
政
策
に
対
し
て
深
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
健
全
財
政
と
財
務
規
律
に
つ
い
て

問
　
一
昨
年
９
月
、
10
月
ぐ
ら
い
に
議
会
の
ほ
う

か
ら
要
請
を
し
、
総
務
課
長
か
ら
そ
の
時
点
で
の

中
長
期
の
財
政
見
通
し
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
追
加
の
説
明
と
し
て
加
え
る
こ
と
は
あ
る

か
。

 

答
　
村
長

　
昨
年
度
あ
る
い
は
一
昨
年
度
、
ど
う
い
う
内
容

で
説
明
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
お
り

ま
す
。そ
う
し
た
中
で
、
単
に
追
加
す
る
こ
と
が

あ
る
か
な
い
か
と
い
え
ば
あ
り
ま
せ
ん
。実
際
に

そ
こ
の
数
値
だ
け
を
見
て
、
財
政
収
支
が
ど
う
の

こ
う
の
と
い
う
話
で
は
な
い
の
で
、
そ
う
し
た
こ

と
で
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
基
金
残
高
は
36
億
円
あ
り
ま

し
た
。令
和
６
年
度
の
債
務
残
高
累
計
は
幾
ら
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
借
金
の
残
額
に
つ
き
ま
し
て
、
約
24
億
2
’

3
0
0
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
貯
金
が
約
36
億
円
、
借
金
が
24
億
円
と
い
う

尾﨑　一マ　議員

よ
う
な
数
字
で
す
。そ
れ
が
こ
の
見
通
し
の
中
で

今
随
時
大
型
投
資
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
共
通
認
識
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
水
力
発
電
と
い
う
大
変
大
き
な
事
業

予
算
が
つ
い
て
い
る
。そ
の
脱
炭
素
事
業
は
、総
額

で
約
80
億
円
の
事
業
の
う
ち
、
も
ち
ろ
ん
補
助

金
、
交
付
金
が
あ
っ
て
約
40
億
円
が
、
北
川
村
が

負
担
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
が
、
そ

の
投
資
の
ピ
ー
ク
が
令
和
10
年
度
ぐ
ら
い
に
来

る
と
収
支
見
通
し
の
中
で
出
て
い
る
。

　
10
年
度
の
と
き
の
単
年
度
公
債
費
が
大
体
3

億
6
’0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
。こ
れ
は
10
年
度
の

単
年
度
の
債
務
残
高
で
す
。こ
れ
も
ず
っ
と
投
資

は
増
え
て
き
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
の
ピ
ー
ク
は
令

和
の
12
年
で
約
4
億
5
’0
0
0
万
円
と
い
う
単

年
度
の
地
方
債
の
残
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。令
和

12
年
度
の
基
金
の
残
高
が
そ
の
と
き
の
見
通
し
で

約
18
億
円
に
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
12
年
度
の
地
方
債
の
残
高
予
測
は
で
て

い
る
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
令
和
12
年
時
点
の
地
方
債
の
残
高
と
い
た
し

ま
し
て
は
約
28
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。基
金
の
ほ

う
は
21
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
で
は
、
借
金
に
あ
た
る
地
方
債

が
24
億
円
ぐ
ら
い
、
そ
れ
か
ら
貯
金
が
約
36
億
円

あ
っ
た
も
の
が
、大
型
投
資
が
ず
っ
と
続
い
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
現
在
見
通
し
て
い
る
額
で
い
う
と
、

28
億
円
の
地
方
債
と
約
21
億
円
の
基
金
と
、
資
料

で
は
令
和
12
年
度
が
20
億
円
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

借
金
と
基
金
の
数
字
が
逆
転
し
て
い
る
。明
ら
か

に
こ
こ
で
は
厳
し
い
財
政
が
伺
え
る
が
、
厳
し
い

財
務
状
況
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
認
識
に
つ
い

て
、村
長
の
考
え
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
近
年
は
資
材
を
は
じ
め
物
販
の
高
騰
、
さ
ら
に

賃
金
の
上
昇
な
ど
を
鑑
み
た
と
こ
ろ
、
経
常
収
支

比
率
の
動
向
に
よ
り
経
常
経
費
の
圧
縮
は
考
え

な
が
ら
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
は

な
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
、
投
資
的
経
費
に
い
て
も

財
政
運
営
が
ま
ま
な
ら
な
い
と
き
は
一
時
的
に
中

止
や
中
断
を
決
定
す
れ
ば
対
処
可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
判
断
を
す
べ
き
状
況
か
否
か
を
判

断
す
れ
ば
良
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

村
で
は
中
期
財
政
収
支
見
通
し
を
ほ
ぼ
毎
年
作

成
し
、
こ
の
収
支
の
見
通
し
に
よ
り
勘
案
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
の
時
点
で
バ
タ
バ
タ
す
る
必
要

は
な
く
、
今
が
ど
う
の
こ
う
の
っ
て
い
う
次
元
で

は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。今
後
も
、
毎
年
財
政
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
、財
政
指
数
を

地
域
的
に
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
対
応
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問
　
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
総
合
戦
略
な
の
か
、
５
歳

９
歳
10
歳
14
歳
の
人
数
が
長
期
の
見
通
し
に
な
っ

た
と
き
に
、
2
0
3
5
年
、
今
か
ら
10
年
後
の
数

字
が
57
人
と
16
人
、
70
人
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
の
数
字
に
つ
い
て
も
う
ち
ょ
っ
と
実
態
に
応

じ
た
施
策
、
数
字
の
押
さ
え
方
っ
て
い
う
の
も
あ

る
程
度
必
要
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う

が
、
私
は
そ
う
い
う
子
ど
も
の
人
数
の
数
字
が
実

態
と
乖
離
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ

う
に
思
う
。人
口
動
態
も
意
識
し
た
施
策
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
人
口
推
計
に
つ
い
て
は
国
の
人
口
、
県
の
ほ
う

が
直
近
で
出
し
て
い
る
数
字
、
そ
れ
か
ら
村
の
ほ

う
が
独
自
で
出
し
て
い
る
数
字
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、
村
が
出
し
て
い
る
数
字
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
、
国
勢
調
査
が
終
わ
り
、
速
報
値
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、ま
だ
細
か
い
数
字
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

細
か
い
数
字
が
出
た
段
階
で
ま
た
村
独
自
の
人

口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
人
口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し
た
ら
、
議

員
の
皆
さ
ま
に
も
公
表
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
の
関
係
の
数
値
、あ
る
い
は
中
年

層
の
数
値
、
い
ろ
い
ろ
人
口
の
数
字
は
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
、お
お
む
ね
に
し
て
推
計
っ
て
い
う
の
は

現
状
か
ら
推
計
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
仕
組
み
で
は
じ

き
出
し
ま
す
の
で
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
に

よ
っ
て
こ
れ
ぐ
ら
い
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
は
見
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も

ご
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
そ
の
数
字
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
小
水
力
発
電
施
設
を
主
と
す
る

　
脱
炭
素
事
業
に
つ
い
て

問
　
こ
の
小
水
力
発
電
を
主
と
す
る
脱
炭
素
事

業
を
応
募
し
た
理
由
と
経
緯
に
つ
い
て
、
ま
た
こ

の
事
業
目
的
、効
果
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
2
0
1
0
年
度
後
半
頃
、
議
会
か
ら
の
発
案
で

前
村
長
の
同
意
の
も
と
に
勉
強
会
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
こ
の
当

時
、
恐
ら
く
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
が
2
0
1
2
年
に
誕
生

す
る
こ
と
を
議
会
が
察
知
し
て
、
地
球
環
境
に
優

し
い
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
お
い
て
、
北
川

村
村
内
で
生
か
せ
る
も
の
が
何
が
あ
る
の
か
と

い
っ
た
と
こ
ろ
を
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、私
が
村
長
就
任
後
、送
電
線
の
パ
イ
を

確
保
で
き
そ
う
だ
と
い
う
情
報
を
得
て
、
議
会
へ

相
談
し
、
皆
さ
ん
同
意
の
も
と
に
再
度
事
業
に
取

り
組
み
始
め
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
化
に
向
け
て
調
査
設
計
を
進
め

る
な
か
で
、
数
度
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
都
度
、

事
業
費
が
膨
ら
み
当
初
も
く
ろ
ん
で
い
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
で
は
採
算
が
合
わ
ず
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
断
念

し
、
対
応
可
能
な
事
業
が
あ
れ
ば
改
め
て
説
明
を

行
い
、
事
業
へ
取
り
組
む
旨
を
ご
了
解
い
た
だ
い

た
経
緯
も
ご
ざ
い
ま
す
。そ
う
し
た
経
過
を
経

て
、経
済
産
業
省
、省
内
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、環

境
省
へ
赴
き
、
相
談
を
行
う
と
同
時
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
当
時
ま
だ
制
度
組
み
立
て
中
で

ご
ざ
い
ま
し
た
脱
炭
素
先
行
地
域
の
事
業
が
あ

る
こ
と
を
伺
い
、
こ
の
事
業
交
付
金
が
４
分
の
３

だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
価
値
が

あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
議
会
へ
諮
ら
せ
て
い
た

だ
き
、今
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
度
に

脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
選
定
に
向
け
て
検
討
を
行

い
、
こ
の
事
業
に
よ
り
民
生
部
門
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出

を
ゼ
ロ
に
し
、
小
水
力
発
電
施
設
で
発
電
し
た
電

気
を
生
か
す
た
め
、
事
業
の
対
象
を
村
全
域
と
し

た
と
こ
ろ
で
す
。村
全
体
の
民
生
部
門
の
脱
炭
素

化
を
図
る
た
め
、
小
水
力
発
電
施
設
整
備
以
外
の

取
り
組
み
で
は
、
村
民
の
方
々
へ
の
家
電
補
助
や

公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
設
備
、
民
生
部
門
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
村
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
の
約
半
分

を
占
め
る
運
輸
部
門
の
削
減
に
も
取
り
組
む
た

め
、
村
営
バ
ス
の
Ｅ
Ｖ
化
等
に
も
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
選
定
は
、
令
和
５
年
に
環
境
省
か

ら
選
定
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。地
域
脱
炭
素
先
行

地
域
に
選
定
さ
れ
て
以
降
、
脱
炭
素
事
業
を
推
進

し
て
い
く
な
か
、
事
業
の
目
的
・
効
果
で
必
ず
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
村
全
域
に
お
け

る
民
生
部
門
の
脱
炭
素
化
で
ご
ざ
い
ま
す
。ま

た
、
村
の
地
域
資
源
を
活
用
し
生
ま
れ
た
電
気
を

村
内
に
供
給
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
発
電
し

た
電
気
を
村
内
各
世
帯
へ
供
給
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
四
国
電
力
株
式
会
社
と
電
気
代
を
含
め
た
供

給
内
容
に
つ
い
て
合
意
に
至
り
、
来
週
6
月
18
日

に
基
本
合
意
の
締
結
式
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。こ
の
議
会
か
ら
の
発
案
を
契
機
と
し
た

こ
の
事
業
に
よ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
受
益
で
き

ま
す
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
Ｅ
Ｖ
バ
ス
に
つ
い
て
、
導
入
さ
れ
て
実
際
に

試
験
走
行
も
終
わ
っ
て
走
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け

ど
、何
か
当
初
の
も
く
ろ
み
と
少
し
違
っ
た
、も
し

く
は
何
か
課
題
が
見
え
て
き
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
村
で
は
村
営
バ
ス
と
し
て
Ｅ
Ｖ
バ
ス
を
２
台
購

入
し
て
お
り
ま
す
。製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
民
事
再
生
手
続
き
に
入
っ
た

と
の
情
報
を
得
て
以
降
、
購
入
契
約
先
で
あ
る
四

電
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社
と
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。現
時
点
で
は
製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
サ
ポ
ー
ト
も
通
常
ど
お
り
続

け
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
の
走
行
に
は
支
障
が
な
い

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。購
入

元
に
対
し
、
製
造
会
社
の
民
事
再
生
手
続
き
の
進

捗
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
測
の
事
態
を
見
据
え
た
対

応
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。具
体
的
に
は
、

整
備
関
係
資
料
の
早
期
確
保
、
必
要
部
品
等
の
調

達
、
車
両
不
具
合
時
の
緊
急
時
の
対
応
等
で
す
。

ま
た
、
こ
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
請
け

負
っ
て
い
る
自
動
車
整
備
工
場
へ
は
、Ｅ
Ｖ
バ
ス
納

入
時
に
、車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
製
造
会

社
か
ら
御
工
場
に
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ひ
と
ま
ず
は
危
惧
し
て
慌
て
る
必
要
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
大
阪
市
は
こ
の
万
博
で
使
っ
て
い
た
Ｅ
Ｖ
バ

ス
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
た
か
ら
立
ち
入

り
検
査
に
入
っ
た
と
、そ
う
す
る
と
、中
国
企
業
が

製
造
し
た
一
部
の
車
両
で
前
輪
の
ブ
レ
ー
キ
ホ
ー

ス
が
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
国
交
省
に

リ
コ
ー
ル
を
申
し
入
れ
た
と
い
う
よ
う
な
記
事
が

載
っ
て
お
り
ま
す
。今
村
長
が
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
中
に
は
、
こ
う
い
う
こ
と
の

何
が
あ
っ
て
そ
こ
を
確
認
し
て
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
確
認
を
さ
れ
た
の
か
。

　
そ
れ
と
、
今
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
不
具
合
が

出
て
い
ま
す
。ま
ず
第
１
に
ド
ア
の
乗
降
す
る

パ
ッ
キ
ン
が
剥
が
れ
て
き
た
。ま
だ
導
入
し
て
１

カ
月
２
カ
月
し
か
た
っ
て
い
な
い
の
に
。そ
れ
と

雨
の
激
し
い
と
き
に
は
窓
枠
か
ら
水
が
中
へ
入
っ

て
く
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

新
車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
と
思
い

ま
す
。も
う
一
つ
何
か
ブ
レ
ー
キ
か
何
か
が
か

か
っ
て
解
除
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。今
申
し
上

げ
た
具
体
的
な
３
点
、聞
い
て
い
ま
す
か
。

 

答
　
村
長

　
そ
の
点
は
不
具
合
が
あ
っ
た
内
容
等
、
ま
た
試

運
転
の
と
き
の
状
況
等
も
伺
っ
て
い
ま
す
。何
を

も
っ
て
今
の
と
こ
ろ
心
配
す
る
必
要
は
な
い
か
っ

て
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、き
ち
っ
と
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る

整
備
工
場
も
確
認
が
で
き
て
い
る
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
し
て
運
行
上
、
実
際
に
試
運
転
が
終
わ
り
ま

し
て
、
実
運
行
に
入
っ
て
か
ら
そ
う
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
は
今
伺
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
く
ま
で
も
試
運
転
の
と
き
の
話
だ
ろ
う
と

い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き
た
か
ら
対
応
が
で
き

て
い
る
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
け
ど
、
新

車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
な
っ
て
思

え
る
よ
う
な
水
が
窓
枠
か
ら
入
っ
て
く
る
と
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
ど
も
。

や
は
り
我
々
の
立
場
か
ら
し
て
み
た
ら
、
き
ち
っ

と
し
た
車
、
大
阪
市
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
聞
い
た
と
き
に
や
は
り
心
配
で
す
。そ

う
い
う
報
告
も
、
ぜ
ひ
議
会
の
ほ
う
に
説
明
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
小
島
集
会
場
と
温
泉
に
設
置
し

た
太
陽
光
発
電
の
施
設
に
つ
い
て
、
太
陽
光
発
電

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、集
会
所
の
電
気
代
、も
し

く
は
小
島
山
菜
グ
ル
ー
プ
の
電
気
代
、
温
泉
の
ほ

う
の
電
気
代
、
何
か
そ
う
い
う
面
で
効
果
が
出
て

い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
小
島
集
会
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
８

月
か
ら
で
す
の
で
ま
だ
１
年
足
ら
ず
で
ご
ざ
い
ま

す
。10
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求

は
、
6
2
’6
9
4
円
、
１
カ
月
当
た
り
6
’

2
6
9
円
で
、
1
6
’0
2
2
円
、
加
工
施
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
７
月
か
ら
11
カ
月
で
太

陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求
が
1
0
0
’1
9
7

円
、
１
カ
月
当
た
り
9
’1
0
8
円
と
、
2
9
’

6
8
8
円
、
北
川
村
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
７
年
９
月
か
ら
９
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電

気
代
の
請
求
額
が
7
1
6
’5
5
3
円
、
ひ
と
月

当
た
り
7
9
’6
1
7
円
と
、
2
6
’5
3
9
円
そ

れ
ぞ
れ
安
価
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
大
体
似
た
よ
う
な
額
で
電
気
を
利
用
で

き
る
と
推
測
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
先
日
の
雨
風
で
、平
鍋
地
区
、小
島
地
区
、和

田
地
区
が
停
電
を
約
２
時
間
か
ら
３
時
間
近
く

起
こ
し
ま
し
た
。そ
の
時
に
温
泉
を
見
る
と
電
気

が
つ
い
て
い
る
。集
会
所
も
常
に
つ
い
て
い
る
電

気
は
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
が
、
停
電
に
な
っ
た

ら
こ
の
太
陽
光
発
電
の
仕
組
み
上
、
自
動
的
に
切

り
替
わ
る
の
か
。そ
れ
は
集
会
所
も
温
泉
も
一
緒

で
す
か
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
に
つ
き
ま
し
て
も
合
わ
せ
て
整
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
北
川
村
温
泉
あ
る
い
は
集
会

所
は
自
動
で
切
り
替
わ
っ
て
使
え
る
状
況
に
な
り

ま
す
。

問
　
温
泉
は
自
家
発
電
設
備
を
持
っ
て
お
り
、
温

泉
の
従
業
員
は
停
電
に
な
っ
た
ら
自
家
発
電
設

備
に
切
り
替
わ
る
と
い
う
認
識
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と

切
り
替
え
が
で
き
て
い
る
の
か
、
自
家
発
電
シ
ス

テ
ム
、
設
備
と
の
関
係
上
ち
ゃ
ん
と
そ
の
蓄
電
池

が
稼
働
し
て
い
る
の
か
ぜ
ひ
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
を
同
時
に
整
備
し
て
い
る
と
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
例
え
ば
温
泉
に
し
て
も
集
会
所
に

し
て
も
、
フ
ル
に
全
部
が
使
え
る
わ
け
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
、
改
め
て
ど
う
だ
っ
た
の

か
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
結
果
に
よ
っ
て
、

ス
タ
ッ
フ
等
に
も
指
揮
し
て
、
し
っ
か
り
認
識
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　
組
織
運
営
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

問
　
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
や
っ
て
い
く
う
え
で
、

マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
、
キ
ャ
リ
ア
層
が
随
分

い
び
つ
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、こ
う
い
う
現
状

に
対
し
て
ど
う
い
う
認
識
を
し
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
近
年
、
早
期
退
職
者
が
毎
年
い
る
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
。そ
の
補
充
の
た
め
年
３
回
程
度
採
用
試

験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。令
和
８
年
度
も
退
職
者

の
穴
埋
め
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
現
在

10
月
1
日
採
用
を
目
指
し
、採
用
試
験
を
実
施
中

で
す
。人
口
1
’0
0
0
人
規
模
の
持
続
可
能
な

循
環
型
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
も
、
職
員

の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
必
要
で
あ
り
、
早
期
に
解
決
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。引
き

続
き
採
用
試
験
を
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
、
職

員
数
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
よ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り

高
め
る
た
め
に
、人
事
評
価
に
つ
き
ま
し
て
、勤
勉

手
当
等
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
新
規
採

用
職
員
へ
の
人
材
育
成
に
つ
き
ま
し
て
も
、
日
々

の
業
務
上
の
各
課
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
む
ら

づ
く
り
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
若
手
部
会
の
活
動
を
継
続
し

て
お
り
ま
す
。政
策
立
案
等
に
つ
い
て
人
材
育
成

に
繋
げ
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

問
　
あ
る
村
民
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。役
場
へ
尋

ね
た
い
こ
と
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
電
話
を

し
た
が
、
担
当
者
が
休
み
の
た
め
、
明
日
に
し
て

く
れ
ま
せ
ん
か
と
返
事
を
さ
れ
た
。翌
日
行
っ
た

ら
、
担
当
者
が
出
勤
し
て
お
り
、
申
請
書
に
記
入

し
提
出
し
た
が
、
は
い
分
か
り
ま
し
た
と
言
う

が
、
そ
れ
を
受
け
付
け
て
も
ら
え
た
の
か
分
か
ら

な
い
。役
場
か
ら
公
式
な
重
要
文
書
、
例
え
ば
契

約
書
を
送
付
し
た
り
す
る
と
き
は
文
書
管
理
み

た
い
な
、発
行
し
ま
し
た
、受
け
取
り
ま
し
た
と
い

う
記
録
は
残
っ
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
ず
電
話
等
の
対
応
に
つ
い
て
、
最
近
の
事
例

で
い
く
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
も
必
要
に
な
っ

て
き
た
時
代
な
の
か
、
今
後
の
人
材
育
成
の
中
で

初
期
対
応
、
ま
ず
基
本
で
あ
る
電
話
対
応
で
あ
る

と
か
、そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
再
度
検
査

し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
。

　
ま
た
、
契
約
書
を
作
っ
て
郵
便
で
送
る
と
い
う

事
例
は
多
々
そ
ん
な
に
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

過
去
、
私
が
対
応
し
た
事
例
で
い
く
と
、
簡
易
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、手
続
き
上
送
っ
た
り
、あ
る

い
は
直
接
手
渡
し
た
り
対
応
し
て
き
た
、
ま
た
再

度
確
認
し
な
が
ら
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。発
送
等

の
記
録
は
全
部
控
え
て
い
ま
す
。

問
　
ど
う
す
れ
ば
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
直

る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
報
連
相
の
取
り
組

み
を
ぜ
ひ
考
え
て
ほ
し
い
。

 

答
　
村
長

　
接
遇
の
と
こ
ろ
で
基
本
に
な
る
電
話
対
応
、
ま

た
、
報
連
相
、
特
に
報
告
の
部
分
は
大
切
と
思
い

ま
す
の
で
、
ま
た
改
め
て
徹
底
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

問
　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

は
、約
80
％
の
進
捗
ま
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

残
っ
て
い
る
工
事
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
、
ま
た
、

許
認
可
関
係
に
お
い
て
何
が
許
可
さ
れ
何
が
残
っ

て
い
る
か
。こ
の
前
全
員
協
議
会
で
11
月
ご
ろ
か

ら
試
験
運
転
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
蛇
谷
地
区
小
水
力
発
電
施
設
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
10
月
末
ま
で
に
発
電
所
の
建
設
及
び

発
電
機
の
据
え
付
け
、
沈
砂
池
の
整
備
、
水
管
橋

部
分
の
導
水
管
の
設
置
、
系
統
接
続
を
進
め
、
11

月
か
ら
試
運
転
を
開
始
、
12
月
か
ら
運
転
の
開
始

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、台
風
６
号
に
伴
い
、

蛇
谷
川
を
含
む
北
川
村
東
部
に
お
い
て
集
中
的

な
降
雨
が
発
生
し
、
施
工
済
み
で
あ
る
導
水
管
の

一
部
が
流
出
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
す
。６
月
４
日
及
び
５
日
に
現
地
調
査
を
し

て
被
災
状
況
を
把
握
し
、現
在
、対
処
方
法
、全
体

工
程
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
請
負
業
者
と
も
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
全
容
調
査
が
で

き
次
第
、
対
応
案
を
取
り
ま
と
め
、
議
会
に
も
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
許
認
可
関
係
に
つ
き
ま
し
て
、
河
川
法
に
お
い

て
は
令
和
6
年
10
月
に
許
可
、
電
気
事
業
法
に
つ

き
ま
し
て
は
同
年
11
月
に
届
け
出
、
国
有
林
野
使

用
に
つ
き
ま
し
て
令
和
7
年
1
月
に
許
可
が
完
了

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
水
車
据
え
付
け
後
の
試
験
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
請
負
業
者
及
び
水
車
メ
ー
カ
ー
が
試
験
計
画

を
策
定
し
、
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主

任
技
術
者
の
確
認
を
受
け
た
う
え
で
、
両
主
任
技

術
者
の
保
安
監
督
の
も
と
、
試
験
を
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。試
験
内
容
と
し
て
は
、
停

止
状
態
で
の
外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の

測
定
、
系
統
連
携
し
た
負
荷
運
転
で
の
安
定
運
転

の
確
認
や
必
要
な
急
負
荷
遮
断
試
験
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
試
験
記
録
を
取
り
ま
と
め
、
問
題
が
な

け
れ
ば
法
定
使
用
前
自
主
検
査
を
経
て
運
転
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
残
工
事
と
し
て
、
発
電
機
据
え
付
け
調
整
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、
予
定
で
は
８
月
ご
ろ
か
ら
搬

入
据
え
付
け
に
入
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
れ

を
ミ
ス
す
る
と
工
程
上
も
の
す
ご
く
窮
屈
に
な
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。発
電
機
と
水
路
管
と
の

取
り
付
け
箇
所
の
再
度
確
認
を
行
っ
て
、
万
全
の

体
制
で
据
付
調
整
に
入
る
こ
と
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
さ
に
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
の
工
程
で

す
。発
電
機
と
導
水
管
の
取
り
付
け
箇
所
に
つ
き

ま
し
て
、
施
工
管
理
者
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
北

川
村
振
興
公
社
に
、
改
め
て
設
計
の
確
認
と
、
請

負
業
者
・
水
車
メ
ー
カ
ー
と
の
間
の
調
整
を
徹

底
す
る
よ
う
指
示
し
、
情
報
連
携
を
図
り
な
が
ら

円
滑
に
施
工
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
令
和
８
年
６
月
６
日
の
高
知
新
聞
で
、
北
川

村
全
電
力
地
産
地
消
へ
と
の
見
出
し
で
小
水
力

発
電
に
つ
い
て
、
村
長
と
担
当
職
員
へ
の
聞
き
取

り
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
北

川
村
振
興
公
社
が
運
転
管
理
し
、電
源
開
発
の
技

術
支
援
を
受
け
る
と
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

現
在
電
源
開
発
よ
り
１
人
出
向
で
来
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
こ
の
方
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
ほ
か
に
支
援
を
依
頼
す
る
つ
も
り

な
の
か
。

 

答
　
村
長

　
取
材
で
は
、
共
同
提
案
者
で
あ
る
電
源
開
発
の

関
わ
り
を
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。議
論
当
初
の
議

会
・
役
場
等
へ
の
勉
強
会
で
の
協
力
や
、
公
社
へ

の
出
向
と
い
う
形
で
の
技
術
的
支
援
、
平
鍋
地
区

小
水
力
発
電
所
に
係
る
技
術
的
支
援
こ
れ
ら
を

例
示
し
た
も
の
で
す
。

問
　
と
い
う
こ
と
は
新
し
く
何
ら
か
の
形
で
電
源

開
発
株
式
会
社
に
依
頼
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
当
初
の
予
定
で
は
12
月
か
ら
運
転
と
い
う
こ

と
で
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
運
転
開
始
後

の
設
備
保
守
点
検
に
伴
う
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
公
社
の
人
員
構
成
等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。ま
た
、
保
守
点
検
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
点
検
項
目
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
く
か
な

ど
、
運
用
開
始
ま
で
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
運
転
開
始
後
の
設
備
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
蛇
谷
川
水
力
発
電
所
の
保
安
規
定
に
基
づ

き
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
ず
、
日

常
巡
視
に
つ
い
て
で
す
が
、
一
般
社
団
法
人
北
川

村
振
興
公
社
で
複
数
人
の
体
制
を
組
み
、
順
次
巡

回
方
式
に
よ
り
実
施
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。遠
隔

監
視
に
つ
き
ま
し
て
は
、
遠
隔
監
視
を
活
用
し
つ

つ
、
取
水
状
況
や
発
電
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
１
日
か
ら
１
週
間
程
度
の
周
期
で
運
転
中
の

電
気
設
備
、
周
辺
状
況
等
を
巡
回
し
、
目
視
、
嗅

覚
、
聴
覚
に
よ
り
異
常
の
有
無
を
点
検
し
、
チ
ロ

リ
ア
ン
ス
ク
リ
ー
ン
の
ご
み
詰
ま
り
が
あ
れ
ば
適

宜
撤
去
等
の
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
点
検
作
業
・
運
用
方
法
を

整
理
し
た
維
持
管
理
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
も

同
時
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
た
同
規
定
に
基
づ
き
、
法
定
点
検

で
あ
る
月
次
点
検
や
年
次
点
検
と
し
て
、
電
気
主

任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主
任
技
術
者
に
よ
る

外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の
測
定
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。そ
の
他
、
電
気
事
故
そ
の
他
の

異
常
が
発
生
し
た
と
き
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
両
技
術
者
及
び
振
興
公
社

に
よ
る
臨
時
点
検
を
行
い
、
再
発
防
止
及
び
事
故

の
未
然
防
止
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

問
　
た
だ
、
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
は
ゲ
リ
ラ

豪
雨
が
来
た
と
き
に
、
い
か
に
こ
の
遠
隔
監
視
で

見
て
い
く
か
、
分
か
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
雨
量

計
も
し
く
は
上
流
に
対
し
て
の
簡
易
な
水
位
計

を
つ
け
て
、そ
の
デ
ー
タ
を
持
っ
て
き
て
徐
々
に
上

が
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
も
の
も
考

え
た
ら
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
突
発
性
で
言
い
ま
し
た
ら
、
直
近
で
台
風
の
案

件
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
や
は
り
そ
こ
は
気
を

つ
け
て
い
く
べ
き
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。ま
た

上
流
の
水
位
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
源
開
発
さ

ん
の
ほ
う
が
い
く
ば
く
か
持
た
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
協
議
を
し

て
そ
の
数
値
と
か
も
い
た
だ
け
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
い
り
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‥

一
般
質
問‥

　
北
川
村
が
目
指
す
15
年
間
の
一
貫
し
た

　
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
令
和
２
年
に
策
定

さ
れ
、
毎
年
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。そ
の

実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
就
に
向
け
た
具
体
策
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。そ
し
て
、
保
小
中
一
体
化
施
設

整
備
基
本
計
画
の
取
り
ま
と
め
も
し
て
い
る
が
、

今
後
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
保
小

中
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
検
討
委
員
会
も

こ
の
４
月
に
全
７
回
が
終
了
し
ま
し
て
、
取
り
ま

と
め
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
基
本
計
画
の
中
で
は
、
具
体
的
な
新
し
い

時
代
の
学
び
へ
の
対
応
と
し
ま
し
て
、「
保
小
中
連

携
で
子
ど
も
の
成
長
を
切
れ
目
な
く
支
え
る
」、

「
地
域
探
究
学
で
村
の
産
業
を
学
び
、将
来
の
キ
ャ

リ
ア
に
繋
げ
る
」、「
食
育
・
栽
培
活
動
で
健
康
で

豊
か
な
生
活
を
営
む
力
を
育
む
」、「
言
語
学
習
で

考
え
る
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
」、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
一
人
一
人
に
応
じ
た
学
び
・
協

働
学
習
を
支
え
る
」、「
地
域
で
連
携
し
、
み
ん
な

で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
」、こ
れ
ら
が

実
現
可
能
な
環
境
を
整
え
る
と
い
う
方
向
性
に

至
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
魅
力
的
な
教
育
環
境
づ
く
り
の
手
段

と
な
る
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
財
源
の
見
通
し
も
含
め
て
協
議
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。８
月
中
下
旬
に
は
、
も
っ
と
踏
み

込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
子
ど
も
た
ち
の
数
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、

そ
れ
ら
の
成
就
に
向
け
た
さ
ら
な
る
具
体
策
に
つ

い
て
、概
要
を
問
う
。

　
福
島
県
大
熊
町
の
学
び
舎
ゆ
め
の
森
へ
の
視
察

同
行
依
頼
に
つ
い
て
、
県
教
育
長
を
交
え
て
視

察
、
意
見
交
換
を
行
い
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
趣
旨
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
０
歳
か
ら
15
歳
の
子
ど
も
た
ち
が
と
も
に
学

び
、
と
も
に
遊
び
学
び
に
変
え
て
い
く「
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
の

た
め
に
校
舎
と
園
舎
の
一
体
化
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
組
織
体
制
と
し
て
、

若
手
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
意
欲
的
に
取
り
組
め

る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
学
べ
る
先
進
地
事
例
と
し
て
「
学
び

舎
ゆ
め
の
森
」
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。県
の
教
育
長
と
教
育
次
長
も
「
行
っ
て
み
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。議
員
の
皆

さ
ま
に
も
一
緒
に
視
察
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。ま
た
、組
織

体
制
確
立
の
後
押
し
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
に
義
務
教
育
学
校

制
度
導
入
に
関
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
現
行
の
小

中
一
貫
校
と
の
相
違
点
、
検
討
内
容
な
ど
を
問

う
。ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の
制
度
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
小
中
一
貫
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
年
制
の
小
学
校

と
３
年
制
の
中
学
校
と
い
う
校
種
の
違
う
２
つ
の

学
校
の
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
義
務

教
育
学
校
で
は
、
１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
で
構

成
さ
れ
る
１
つ
の
学
校
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
前
期
課
程
と
後
期
課
程
と
い
う
区
分
は
あ
る

も
の
の
、
よ
り
柔
軟
な
教
育
課
程
を
構
築
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。村
が
目
指
す
15
年
間
の

一
体
的
な
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
は
、
い
か

に
現
行
制
度
を
活
用
す
る
か
が
重
要
で
す
。次
期

学
習
指
導
要
領
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
令
和
12
年

度
の
開
校
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。並
行
し
て
「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
つ
き
ま
し
て

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現

で
き
る
一
体
化
施
設
を
目
指
し
て
、
よ
り
魅
力
的

な
教
育
環
境
づ
く
り
を
行
う
。必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
と
い
う
こ
と
で
、
検
討
、
議
論
を
ど

の
よ
う
に
重
ね
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
か
ら
考
え
ら
れ

る
建
造
物
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
整
備
基
本
計
画
の
頃
よ
り
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
建
築
家
等
の
専
門
家
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

問
　
先
ほ
ど
の
お
答
え
に
、
８
月
中
下
旬
に
な
れ

ば
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
あ
っ
た
が
、
私
た
ち
議
会
と
の
議
論
の
場

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
議
会
の
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見
は
非
常
に
重
要

な
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。全
員
協
議
会
を
含

め
議
論
の
場
に
お
き
ま
し
て
、
建
物
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
や
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
、
そ
し
て
財
源
の
確

保
な
ど
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。保
小

中
の
15
年
間
の
一
貫
し
た
教
育
の
ソ
フ
ト
部
分
、

そ
こ
か
ら
必
要
と
な
る
ハ
ー
ド
、
そ
れ
ら
の
具
体

的
な
考
え
方
等
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
　
保
小
中
一
体
化
施
設
整
備
検
討
委
員
会
の

検
討
結
果
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
と

と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
さ
れ
、
村
長
に

提
言
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
村
長

　
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
環
境
に
ふ

さ
わ
し
い
保
小
中
の
一
体
化
に
向
け
て
、
ソ
フ
ト

面
の
充
実
を
考
慮
し
、実
現
で
き
る
プ
ラ
ン
で
、で

き
る
限
り
ス
マ
ー
ト
な
ハ
ー
ド
整
備
を
念
頭
に
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
耐
力
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後

も
校
舎
を
健
全
な
状
態
で
使
用
で
き
る
よ
う
、
長

寿
命
化
に
向
け
た
改
修
を
行
い
つ
つ
、
既
存
校
舎

の
有
効
活
用
を
前
提
と
し
た
機
能
改
修
、
拡
充
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
手
話
言
語
の
学
び
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
で
は
、「
手
話
言
語
条
例
」が
令
和
５

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。小
学
校
で

の
手
話
学
習
へ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
８
年
で
25

年
目
に
な
り
ま
す
。人
権
学
習
発
表
会
に
お
い

て
、
大
変
高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。手
話
通

訳
士
に
な
る
目
標
を
持
っ
て
養
成
講
座
を
受
講
し

て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。６
年
間
の
学
び
を
さ

ら
に
深
め
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
中
学
校
で
の
継
続
し
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
、
中
学
校
の
年
間
総
授
業
時
間
に
は
厳
格

な
上
限
が
決
ま
っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
何
を
学
ぶ
か
、
学
校
現
場
も
日
々
頭
を
悩
ま
せ

な
が
ら
教
育
課
程
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、
中
学
校
で
は「
教
科
担
任
制
」を
取
っ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
教
科
の
先
生
が
決
め
ら
れ
た
授

業
時
間
を
担
当
し
て
い
る
た
め
、
学
校
全
体
で
特

定
の
時
間
を
別
の
学
習
に
柔
軟
に
振
り
替
え
る

と
い
う
こ
と
が
、
仕
組
み
の
上
で
も
な
か
な
か
難

し
い
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
小
学

校
で
の
学
び
の
継
続
性
と
、
中
学
校
で
新
し
く
学

ぶ
べ
き
人
権
課
題
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
中
学

校
特
有
の
指
導
体
制
を
熟
慮
し
た
結
果
、
現
在
の

よ
う
な
教
育
課
程
の
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
た
め
本
年
度
は
、
手
話
の
実
施
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
中
学
校
で
「
手
話
を
学
ぶ
時
間
」
を
独
立
し
て

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
小
学
校
で
培
っ
た
基
礎
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
手
話
を
含
め
て
、
子
ど
も
た
ち
が
福
祉

や
人
権
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
　
せ
っ
か
く
小
学
校
で
学
ん
で
き
て
い
る
の

で
、
学
び
の
頻
度
は
少
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
い

ろ
い
ろ
な
制
度
の
活
用
や
工
夫
次
第
で
、
15
年
間

の
一
貫
し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。今
一
度
伺
い
ま
す
。15
年
間
の
一
貫

し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
で
き
る
の
か
、

外
で
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
実
現

で
き
る
の
か
を
学
校
現
場
が
主
体
と
な
り
教
育

委
員
会
も
一
緒
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
主
催
で
、
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
令
和
７
年
８
月
か
ら
12

月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
詳
細
を
伺
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
ひ
と
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
村
の
魅
力
・
資
源

を
生
か
し
た
生
業
づ
く
り
と
若
年
層
を
中
心
と

す
る
移
住
者
の
受
け
入
れ
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。昨
年
７
月
か
ら
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
募
る
た
め
、
情
報
発
信

サ
イ
ト
へ
の
掲
載
や
移
住
関
係
機
関
、
大
学
へ
の

情
報
を
提
供
い
た
し
ま
し
た
。結
果
８
人
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
の
で
、
参
加
者
を
２
チ
ー
ム

に
分
け
、
北
川
村
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
案
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
同
年
９
月
か
ら
北
川
村
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
現
地
視
察
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
う
と
と
も
に
、
立
ち
上
げ
る
事
業
の
コ
ン
セ

プ
ト
策
定
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
収
支
計
画

の
作
り
方
等
の
講
座
を
行
っ
た
う
え
で
、
２
チ
ー

ム
が
独
自
の
事
業
を
組
み
立
て
、
12
月
に
発
表
い

た
だ
き
ま
し
た
。発
表
時
点
で
は
、コ
ン
セ
プ
ト
や

対
象
と
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
収
支
計
画
な
ど
に
粗

さ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
内
容
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、翌
年
３
月
に
再
度
発
表
い
た
だ
く

こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。発
表
さ
れ
た
事
業

は
「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」
と
「
村
で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」

と
い
う
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
３
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
本

年
度
も
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
の
後

の
経
過
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

 

答
　
村
長

　「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」の
チ
ー
ム
は
、
現
在
、
事
業
運
営
を
行
う
組

織
の
法
人
化
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
空
き
家
の
設
計
に
取
り
か
か
り
、
改

修
工
事
に
対
し
て
県
補
助
金
を
活
用
す
べ
く
準
備

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、「
村

で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」
チ
ー
ム
は
ゆ

ず
を
活
用
し
、
ポ
ン
酢
づ
く
り
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
、
さ

ら
に
煮
詰
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。サ

ポ
ー
ト
委
託
業
者
に
つ
き
ま
し
て
も
定
期
的
に
打

ち
合
わ
せ
に
参
加
し
、
進
捗
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
経
営
的
に
成
立
す
る
の
か

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、

２
チ
ー
ム
の
活
動
が
北
川
村
に
根
付
い
た
事
業
と

な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
観
光
公
社
の
現
状
に
つ
い
て

問
　
文
化
観
光
公
社
が
発
足
し
て
１
年
が
た
ち
、

観
光
面
に
力
を
入
れ
る
施
策
の
中
で
、
文
化
観
光

公
社
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。現
在
の
公
社
の

組
織
構
成
と
、こ
の
１
年
の
取
り
組
み
、そ
し
て
そ

の
取
り
組
み
に
対
す
る
成
果
を
問
う
。
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現
在
、「
国
内
外
に
向
け
た
広
報
活
動
を
と
お

し
て
、
北
川
村
の
認
知
促
進
、
基
幹
産
業
で
あ
る

ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
産
業
の
振
興
を
図
る
。」「
村

民
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

村
の
観
光
・
産
業
振
興
の
取
り
組
み
を
中
心
に

村
内
の
広
報
活
動
を
行
う
。」「
観
光
施
設
や
事
業

者
と
連
携
し
、
ゆ
ず
を
軸
と
し
た
オ
ー
ル
北
川
村

に
よ
る
広
報
体
制
の
構
築
を
図
る
。」と
い
う
３
つ

の
事
業
目
的
を
掲
げ
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の

社
長
を
理
事
長
に
、
広
報
や
金
融
関
係
の
経
験
豊

か
な
理
事
２
人
と
旧
観
光
協
会
の
職
員
に
中
岡

慎
太
郎
館
専
属
の
職
員
３
人
を
含
め
て
、
合
計
８

人
の
体
制
で
文
化
観
光
事
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
阪
・
関
西
万
博
や
土
佐
の
豊
穣
祭
、
東
京
浪
漫

亭
で
の
北
川
村
フ
ェ
ア
な
ど
14
会
場
で
特
産
品
や

観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
ゆ
ず
新
聞
の
発
行

や
北
川
村
観
光
び
ら
き
の
開
催
、Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ

へ
の
出
演
、
取
材
対
応
並
び
に
県
内
外
の
旅
行
会

社
及
び
メ
デ
ィ
ア
へ
の
営
業
活
動
を
行
い
、
主
要

３
施
設
を
中
心
に
誘
客
に
向
け
た
広
報
活
動
、
ゆ

ず
を
中
心
と
し
た
村
へ
の
施
策
を
村
内
外
に
伝

え
、
村
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
公
社
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
で
暮
ら
し
な

が
ら
持
ち
前
の
好
奇
心
と
実
行
力
で
、
村
の
魅
力

を
発
信
す
る
職
員
や
20
年
以
上
テ
レ
ビ
局
で
番

組
制
作
に
従
事
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
し
た
い

ポ
イ
ン
ト
や
業
界
の
構
造
を
熟
知
し
て
い
る
職

員
、
新
聞
記
者
や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験

し
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
人
脈
を
村
に
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
職
員
な
ど
多
様
な
人
材
を
確
保
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
広
報
活
動
等
に
つ
き
ま
し
て
は
す
ぐ
に
成
果
を

上
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
回
数
は
確
実
に
増
加

し
て
お
り
、
観
光
施
設
の
誘
客
増
の
一
助
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
村
の
主
た
る
３
つ
の
観
光
施
設
、モ
ネ
の
庭
、

慎
太
郎
館
、
北
川
村
温
泉
が
あ
り
ま
す
が
、
合
わ

せ
て
年
間
約
11
万
人
が
訪
れ
て
い
る
。そ
れ
で
も

ま
だ
十
分
に
施
設
を
活
用
で
き
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
。

　
さ
ら
に
昨
年
９
月
よ
り
、
文
化
庁
事
業
の
文
化

観
光
拠
点
計
画
に
よ
っ
て
、
モ
ネ
の
庭
を
中
心
に

整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
、
森
林
鉄
道

遺
産
も
あ
り
、
観
光
面
の
伸
び
し
ろ
は
と
て
も
大

き
い
と
期
待
し
、
文
化
観
光
公
社
の
担
う
役
割
も

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
く
る
。村
の
活
性
化
の

た
め
に
も
、
今
後
、
村
の
財
産
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
か
、
ま
た
村
と
し
て
の
観
光
事
業
の

展
望
を
問
う
。併
せ
て
、
観
光
面
だ
け
で
な
く
文

化
面
に
お
い
て
も
、
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
推
進
し
て
い
く
考

え
、予
定
は
あ
る
か
。
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本
村
の
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
施
設

を
核
と
し
て
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
及
び
北
川

村
文
化
観
光
公
社
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
北
川
村
の
規
模
で
は
観
光
そ

の
も
の
が
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
す
。村
が
優
先
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
ゆ
ず
を
中
心
と
し
た
１
次
産

業
の
振
興
」「
持
続
可
能
な
地
域
を
維
持
す
る
た

め
の
移
住
・
定
住
促
進
」
す
な
わ
ち
「
産
業
の
振

興
」
と
「
移
住
の
拡
大
」
と
い
う
村
の
重
要
課
題

を
、
交
流
人
口
に
よ
り
牽
引
す
る
「
旗
振
り
役
」、

あ
る
い
は
地
域
へ
呼
び
込
む
た
め
の
「
き
っ
か
け
」

と
し
て
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
自
信
を
持
っ
て
北
川
村

を
紹
介
す
る
際
に
代
名
詞
と
も
な
り
う
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
「
モ
ネ
の
庭
が
あ
る
北
川
村
の
ゆ
ず
」

と
し
て
、
本
村
の
北
川
村
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
広
く

認
知
し
て
い
た
だ
き
、消
費
拡
大
を
図
っ
た
り
、ゆ

ず
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
き
新
規
就

農
へ
つ
な
げ
て
い
っ
た
り
と
関
係
人
口
か
ら
移
住
・

定
住
へ
の
動
機
を
創
出
す
る
な
ど
、観
光
を「
入
り

口
」と
し
て
機
能
さ
せ
、
最
終
的
な
成
果
を
１
次

産
業
の
活
性
化
と
人
口
減
少
対
策
等
に
つ
な
げ
て

い
く
な
ど
の
施
策
は
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
、こ
の
主
要
３
施
設
に
お
い
て
、年
間
合
わ

せ
て
11
万
人
を
超
え
る
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。そ
の
本
村
の
貴
重
な
財
産
で

も
あ
り
ま
す
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
管
理
運
営
を
考

え
な
が
ら
、
利
用
者
規
模
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
文
化
庁
の「
文
化
観
光
拠
点
計
画
」

の
枠
組
み
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
高

知
県
の
観
光
担
当
課
や
東
部
観
光
協
議
会
と
い
っ

た
広
域
的
な
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
文
化
面
に
つ
き
ま
し
て
も
、
観
光
面
と
同

様
に
い
か
に
文
化
的
な
側
面
を
持
た
せ
る
の
か

と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
住
宅
の
供
給
に
つ
い
て

問
　
２
年
前
の
３
月
議
会
に
お
い
て
、
ご
年
配
の

方
が
住
む
住
宅
を
増
や
す
予
定
は
な
い
か
と
い

う
質
問
を
し
た
。そ
の
際
村
長
か
ら
は
、
住
み
な

れ
た
場
所
か
ら
離
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
等
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
か
ら
転
居
を
差
し
控
え
る
事
例
が
あ

る
。高
齢
者
に
限
定
せ
ず
、
村
全
体
と
し
て
必
要

に
応
じ
て
検
討
す
る
と
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
現
在
、
当
時
よ
り
も
さ
ら
に
、
村
内
で
転

居
で
き
る
部
屋
を
求
め
て
い
る
高
齢
者
の
声
を
、

多
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。社
会
福
祉
協
議
会
に

伺
う
と
、
村
内
に
は
老
朽
化
が
著
し
い
住
宅
や
、

構
造
上
、
介
助
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
住
宅
に
お

住
ま
い
の
方
が
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と

で
す
。こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み
る
と
、
例
え
ば
野

友
周
辺
な
ど
で
家
を
貸
し
て
も
い
い
と
考
え
て
い

る
家
主
の
方
々
や
、
村
が
移
住
者
支
援
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件
と
い
っ
た

地
域
の
既
存
資
源
を
活
用
し
、
高
齢
者
の
住
み
替

え
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
仕
組
み
な
ど
が
１
つ

の
選
択
肢
と
し
て
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

何
よ
り
、
ご
年
配
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
こ
の
北

川
村
に
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
が
あ
る
こ
と
こ

そ
が
一
番
の
人
口
減
少
対
策
で
は
な
い
か
。高
齢

者
が
不
便
さ
ゆ
え
に
、
村
外
の
施
設
や
子
ど
も
世

代
の
元
へ
流
出
し
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
村
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

　
そ
れ
は
同
時
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
」の
利
用
者
維
持
に
も
つ
な
が
り
、

ひ
い
て
は
村
の
貴
重
な
福
祉
イ
ン
フ
ラ
の
存
続
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
今
後
の
高
齢
者
向
け
住
宅
支
援
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。
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　「
移
住
者
向
け
の
空
き
家
対
策
の
仕
組
み
」
の

活
用
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
移
住
促
進
と

い
う
行
政
目
的
の
も
と
、
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る

施
設
で
す
の
で
、
そ
の
目
的
に
則
っ
た
財
源
を
活

用
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
高
齢
者
の
住
居
確
保
等

に
転
用
す
る
こ
と
は
、
趣
旨
・
目
的
か
ら
も
容
易

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。次
に
、「
家
を
貸

し
て
も
よ
い
」
と
い
う
意
向
を
お
持
ち
の
家
主
の

方
々
と
、
転
居
を
希
望
さ
れ
る
高
齢
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
想
像
で
き
る
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。一
番
重
要
と
な
る
の
は
、
提

供
さ
れ
る
住
宅
が
「
高
齢
者
の
在
宅
生
活
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
真
に
適
し
た
構
造
に
な
っ
て
い
る

か
」
と
い
う
点
で
す
。空
き
家
の
多
く
は
建
築
さ

れ
て
か
ら
相
応
の
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、
段
差

の
解
消
や
手
す
り
の
設
置
、
移
動
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
い
う
面
に
お
い
て
、

必
ず
し
も
十
分
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
の
が
実
態
で
す
。さ
ら
に
、移
住
施
策
と
し
て

空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
中
で
、
実
際
に
貸

し
て
い
た
だ
け
る
物
件
自
体
が
な
か
な
か
な
い
と

い
う
現
実
も
あ
り
、非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
通
り「
自
分
た

ち
で
つ
く
る
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
」
を
目
指
し

て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
少
し
で
も
長
く

安
全
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、「
き
た
が
わ
ず
ー
っ
と
元
気
実
行
計
画
」に

基
づ
い
た
施
策
を
着
実
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。併
せ
ま
し
て
、

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
手
す
り
の
設
置
や
段

差
解
消
と
い
っ
た
住
宅
改
修
の
支
援
を
適
切
に
つ

な
げ
、
在
宅
で
の
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
で

き
る
だ
け
そ
う
し
た
関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
対
応

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
介
護

事
業
所
の
利
用
維
持
と
い
う
観
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
住
宅
の
供
給
と
い
う
一
面
の
み
で
解
決
を
図

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
北
川
村
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
周
辺
町
村
と
も
連
携
し
た
福
祉
イ
ン
フ
ラ
全

体
の
持
続
可
能
性
を
総
合
的
に
見
極
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ご
指
摘
の
と
お
り
、
高

齢
者
の
住
ま
い
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
は
、

少
な
か
ら
ず
本
村
の
人
口
減
少
対
策
と
も
関
わ
る

重
要
な
課
題
で
す
。施
策
の
目
的
を
は
じ
め
物
件

確
保
の
難
し
さ
と
い
っ
た
課
題
は
あ
る
も
の
の
、今

回
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
資
源
を
活
用
す
る
ご
指

摘
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
高
齢
者
福
祉
施
策

の
一
つ
と
し
て
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
最
近
、
あ
る
ご
年
配
の
方
が
住
宅
の
問
題
で

本
村
を
離
れ
て
隣
の
町
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。た
く
さ
ん
問
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
一
つ
で

も
な
く
な
る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
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今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
関
係
機
関
、
関
係

方
々
と
連
携
し
て
福
祉
政
策
に
対
し
て
深
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
健
全
財
政
と
財
務
規
律
に
つ
い
て

問
　
一
昨
年
９
月
、
10
月
ぐ
ら
い
に
議
会
の
ほ
う

か
ら
要
請
を
し
、
総
務
課
長
か
ら
そ
の
時
点
で
の

中
長
期
の
財
政
見
通
し
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
追
加
の
説
明
と
し
て
加
え
る
こ
と
は
あ
る

か
。

 

答
　
村
長

　
昨
年
度
あ
る
い
は
一
昨
年
度
、
ど
う
い
う
内
容

で
説
明
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
お
り

ま
す
。そ
う
し
た
中
で
、
単
に
追
加
す
る
こ
と
が

あ
る
か
な
い
か
と
い
え
ば
あ
り
ま
せ
ん
。実
際
に

そ
こ
の
数
値
だ
け
を
見
て
、
財
政
収
支
が
ど
う
の

こ
う
の
と
い
う
話
で
は
な
い
の
で
、
そ
う
し
た
こ

と
で
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
基
金
残
高
は
36
億
円
あ
り
ま

し
た
。令
和
６
年
度
の
債
務
残
高
累
計
は
幾
ら
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
借
金
の
残
額
に
つ
き
ま
し
て
、
約
24
億
2
’

3
0
0
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
貯
金
が
約
36
億
円
、
借
金
が
24
億
円
と
い
う

よ
う
な
数
字
で
す
。そ
れ
が
こ
の
見
通
し
の
中
で

今
随
時
大
型
投
資
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
共
通
認
識
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
水
力
発
電
と
い
う
大
変
大
き
な
事
業

予
算
が
つ
い
て
い
る
。そ
の
脱
炭
素
事
業
は
、総
額

で
約
80
億
円
の
事
業
の
う
ち
、
も
ち
ろ
ん
補
助

金
、
交
付
金
が
あ
っ
て
約
40
億
円
が
、
北
川
村
が

負
担
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
が
、
そ

の
投
資
の
ピ
ー
ク
が
令
和
10
年
度
ぐ
ら
い
に
来

る
と
収
支
見
通
し
の
中
で
出
て
い
る
。

　
10
年
度
の
と
き
の
単
年
度
公
債
費
が
大
体
3

億
6
’0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
。こ
れ
は
10
年
度
の

単
年
度
の
債
務
残
高
で
す
。こ
れ
も
ず
っ
と
投
資

は
増
え
て
き
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
の
ピ
ー
ク
は
令

和
の
12
年
で
約
4
億
5
’0
0
0
万
円
と
い
う
単

年
度
の
地
方
債
の
残
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。令
和

12
年
度
の
基
金
の
残
高
が
そ
の
と
き
の
見
通
し
で

約
18
億
円
に
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
12
年
度
の
地
方
債
の
残
高
予
測
は
で
て

い
る
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
令
和
12
年
時
点
の
地
方
債
の
残
高
と
い
た
し

ま
し
て
は
約
28
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。基
金
の
ほ

う
は
21
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
で
は
、
借
金
に
あ
た
る
地
方
債

が
24
億
円
ぐ
ら
い
、
そ
れ
か
ら
貯
金
が
約
36
億
円

あ
っ
た
も
の
が
、大
型
投
資
が
ず
っ
と
続
い
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
現
在
見
通
し
て
い
る
額
で
い
う
と
、

28
億
円
の
地
方
債
と
約
21
億
円
の
基
金
と
、
資
料

で
は
令
和
12
年
度
が
20
億
円
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

借
金
と
基
金
の
数
字
が
逆
転
し
て
い
る
。明
ら
か

に
こ
こ
で
は
厳
し
い
財
政
が
伺
え
る
が
、
厳
し
い

財
務
状
況
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
認
識
に
つ
い

て
、村
長
の
考
え
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
近
年
は
資
材
を
は
じ
め
物
販
の
高
騰
、
さ
ら
に

賃
金
の
上
昇
な
ど
を
鑑
み
た
と
こ
ろ
、
経
常
収
支

比
率
の
動
向
に
よ
り
経
常
経
費
の
圧
縮
は
考
え

な
が
ら
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
は

な
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
、
投
資
的
経
費
に
い
て
も

財
政
運
営
が
ま
ま
な
ら
な
い
と
き
は
一
時
的
に
中

止
や
中
断
を
決
定
す
れ
ば
対
処
可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
判
断
を
す
べ
き
状
況
か
否
か
を
判

断
す
れ
ば
良
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

村
で
は
中
期
財
政
収
支
見
通
し
を
ほ
ぼ
毎
年
作

成
し
、
こ
の
収
支
の
見
通
し
に
よ
り
勘
案
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
の
時
点
で
バ
タ
バ
タ
す
る
必
要

は
な
く
、
今
が
ど
う
の
こ
う
の
っ
て
い
う
次
元
で

は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。今
後
も
、
毎
年
財
政
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
、財
政
指
数
を

地
域
的
に
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
対
応
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問
　
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
総
合
戦
略
な
の
か
、
５
歳

９
歳
10
歳
14
歳
の
人
数
が
長
期
の
見
通
し
に
な
っ

た
と
き
に
、
2
0
3
5
年
、
今
か
ら
10
年
後
の
数

字
が
57
人
と
16
人
、
70
人
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
の
数
字
に
つ
い
て
も
う
ち
ょ
っ
と
実
態
に
応

じ
た
施
策
、
数
字
の
押
さ
え
方
っ
て
い
う
の
も
あ

る
程
度
必
要
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う

が
、
私
は
そ
う
い
う
子
ど
も
の
人
数
の
数
字
が
実

態
と
乖
離
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ

う
に
思
う
。人
口
動
態
も
意
識
し
た
施
策
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
人
口
推
計
に
つ
い
て
は
国
の
人
口
、
県
の
ほ
う

が
直
近
で
出
し
て
い
る
数
字
、
そ
れ
か
ら
村
の
ほ

う
が
独
自
で
出
し
て
い
る
数
字
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、
村
が
出
し
て
い
る
数
字
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
、
国
勢
調
査
が
終
わ
り
、
速
報
値
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、ま
だ
細
か
い
数
字
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

細
か
い
数
字
が
出
た
段
階
で
ま
た
村
独
自
の
人

口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
人
口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し
た
ら
、
議

員
の
皆
さ
ま
に
も
公
表
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
の
関
係
の
数
値
、あ
る
い
は
中
年

層
の
数
値
、
い
ろ
い
ろ
人
口
の
数
字
は
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
、お
お
む
ね
に
し
て
推
計
っ
て
い
う
の
は

現
状
か
ら
推
計
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
仕
組
み
で
は
じ

き
出
し
ま
す
の
で
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
に

よ
っ
て
こ
れ
ぐ
ら
い
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
は
見
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も

ご
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
そ
の
数
字
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
小
水
力
発
電
施
設
を
主
と
す
る

　
脱
炭
素
事
業
に
つ
い
て

問
　
こ
の
小
水
力
発
電
を
主
と
す
る
脱
炭
素
事

業
を
応
募
し
た
理
由
と
経
緯
に
つ
い
て
、
ま
た
こ

の
事
業
目
的
、効
果
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
2
0
1
0
年
度
後
半
頃
、
議
会
か
ら
の
発
案
で

前
村
長
の
同
意
の
も
と
に
勉
強
会
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
こ
の
当

時
、
恐
ら
く
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
が
2
0
1
2
年
に
誕
生

す
る
こ
と
を
議
会
が
察
知
し
て
、
地
球
環
境
に
優

し
い
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
お
い
て
、
北
川

村
村
内
で
生
か
せ
る
も
の
が
何
が
あ
る
の
か
と

い
っ
た
と
こ
ろ
を
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、私
が
村
長
就
任
後
、送
電
線
の
パ
イ
を

確
保
で
き
そ
う
だ
と
い
う
情
報
を
得
て
、
議
会
へ

相
談
し
、
皆
さ
ん
同
意
の
も
と
に
再
度
事
業
に
取

り
組
み
始
め
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
化
に
向
け
て
調
査
設
計
を
進
め

る
な
か
で
、
数
度
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
都
度
、

事
業
費
が
膨
ら
み
当
初
も
く
ろ
ん
で
い
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
で
は
採
算
が
合
わ
ず
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
断
念

し
、
対
応
可
能
な
事
業
が
あ
れ
ば
改
め
て
説
明
を

行
い
、
事
業
へ
取
り
組
む
旨
を
ご
了
解
い
た
だ
い

た
経
緯
も
ご
ざ
い
ま
す
。そ
う
し
た
経
過
を
経

て
、経
済
産
業
省
、省
内
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、環

境
省
へ
赴
き
、
相
談
を
行
う
と
同
時
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
当
時
ま
だ
制
度
組
み
立
て
中
で

ご
ざ
い
ま
し
た
脱
炭
素
先
行
地
域
の
事
業
が
あ

る
こ
と
を
伺
い
、
こ
の
事
業
交
付
金
が
４
分
の
３

だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
価
値
が

あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
議
会
へ
諮
ら
せ
て
い
た

だ
き
、今
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
度
に

脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
選
定
に
向
け
て
検
討
を
行

い
、
こ
の
事
業
に
よ
り
民
生
部
門
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出

を
ゼ
ロ
に
し
、
小
水
力
発
電
施
設
で
発
電
し
た
電

気
を
生
か
す
た
め
、
事
業
の
対
象
を
村
全
域
と
し

た
と
こ
ろ
で
す
。村
全
体
の
民
生
部
門
の
脱
炭
素

化
を
図
る
た
め
、
小
水
力
発
電
施
設
整
備
以
外
の

取
り
組
み
で
は
、
村
民
の
方
々
へ
の
家
電
補
助
や

公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
設
備
、
民
生
部
門
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
村
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
の
約
半
分

を
占
め
る
運
輸
部
門
の
削
減
に
も
取
り
組
む
た

め
、
村
営
バ
ス
の
Ｅ
Ｖ
化
等
に
も
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
選
定
は
、
令
和
５
年
に
環
境
省
か

ら
選
定
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。地
域
脱
炭
素
先
行

地
域
に
選
定
さ
れ
て
以
降
、
脱
炭
素
事
業
を
推
進

し
て
い
く
な
か
、
事
業
の
目
的
・
効
果
で
必
ず
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
村
全
域
に
お
け

る
民
生
部
門
の
脱
炭
素
化
で
ご
ざ
い
ま
す
。ま

た
、
村
の
地
域
資
源
を
活
用
し
生
ま
れ
た
電
気
を

村
内
に
供
給
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
発
電
し

た
電
気
を
村
内
各
世
帯
へ
供
給
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
四
国
電
力
株
式
会
社
と
電
気
代
を
含
め
た
供

給
内
容
に
つ
い
て
合
意
に
至
り
、
来
週
6
月
18
日

に
基
本
合
意
の
締
結
式
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。こ
の
議
会
か
ら
の
発
案
を
契
機
と
し
た

こ
の
事
業
に
よ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
受
益
で
き

ま
す
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
Ｅ
Ｖ
バ
ス
に
つ
い
て
、
導
入
さ
れ
て
実
際
に

試
験
走
行
も
終
わ
っ
て
走
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け

ど
、何
か
当
初
の
も
く
ろ
み
と
少
し
違
っ
た
、も
し

く
は
何
か
課
題
が
見
え
て
き
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
村
で
は
村
営
バ
ス
と
し
て
Ｅ
Ｖ
バ
ス
を
２
台
購

入
し
て
お
り
ま
す
。製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
民
事
再
生
手
続
き
に
入
っ
た

と
の
情
報
を
得
て
以
降
、
購
入
契
約
先
で
あ
る
四

電
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社
と
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。現
時
点
で
は
製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
サ
ポ
ー
ト
も
通
常
ど
お
り
続

け
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
の
走
行
に
は
支
障
が
な
い

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。購
入

元
に
対
し
、
製
造
会
社
の
民
事
再
生
手
続
き
の
進

捗
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
測
の
事
態
を
見
据
え
た
対

応
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。具
体
的
に
は
、

整
備
関
係
資
料
の
早
期
確
保
、
必
要
部
品
等
の
調

達
、
車
両
不
具
合
時
の
緊
急
時
の
対
応
等
で
す
。

ま
た
、
こ
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
請
け

負
っ
て
い
る
自
動
車
整
備
工
場
へ
は
、Ｅ
Ｖ
バ
ス
納

入
時
に
、車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
製
造
会

社
か
ら
御
工
場
に
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ひ
と
ま
ず
は
危
惧
し
て
慌
て
る
必
要
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
大
阪
市
は
こ
の
万
博
で
使
っ
て
い
た
Ｅ
Ｖ
バ

ス
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
た
か
ら
立
ち
入

り
検
査
に
入
っ
た
と
、そ
う
す
る
と
、中
国
企
業
が

製
造
し
た
一
部
の
車
両
で
前
輪
の
ブ
レ
ー
キ
ホ
ー

ス
が
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
国
交
省
に

リ
コ
ー
ル
を
申
し
入
れ
た
と
い
う
よ
う
な
記
事
が

載
っ
て
お
り
ま
す
。今
村
長
が
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
中
に
は
、
こ
う
い
う
こ
と
の

何
が
あ
っ
て
そ
こ
を
確
認
し
て
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
確
認
を
さ
れ
た
の
か
。

　
そ
れ
と
、
今
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
不
具
合
が

出
て
い
ま
す
。ま
ず
第
１
に
ド
ア
の
乗
降
す
る

パ
ッ
キ
ン
が
剥
が
れ
て
き
た
。ま
だ
導
入
し
て
１

カ
月
２
カ
月
し
か
た
っ
て
い
な
い
の
に
。そ
れ
と

雨
の
激
し
い
と
き
に
は
窓
枠
か
ら
水
が
中
へ
入
っ

て
く
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

新
車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
と
思
い

ま
す
。も
う
一
つ
何
か
ブ
レ
ー
キ
か
何
か
が
か

か
っ
て
解
除
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。今
申
し
上

げ
た
具
体
的
な
３
点
、聞
い
て
い
ま
す
か
。

 

答
　
村
長

　
そ
の
点
は
不
具
合
が
あ
っ
た
内
容
等
、
ま
た
試

運
転
の
と
き
の
状
況
等
も
伺
っ
て
い
ま
す
。何
を

も
っ
て
今
の
と
こ
ろ
心
配
す
る
必
要
は
な
い
か
っ

て
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、き
ち
っ
と
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る

整
備
工
場
も
確
認
が
で
き
て
い
る
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
し
て
運
行
上
、
実
際
に
試
運
転
が
終
わ
り
ま

し
て
、
実
運
行
に
入
っ
て
か
ら
そ
う
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
は
今
伺
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
く
ま
で
も
試
運
転
の
と
き
の
話
だ
ろ
う
と

い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き
た
か
ら
対
応
が
で
き

て
い
る
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
け
ど
、
新

車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
な
っ
て
思

え
る
よ
う
な
水
が
窓
枠
か
ら
入
っ
て
く
る
と
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
ど
も
。

や
は
り
我
々
の
立
場
か
ら
し
て
み
た
ら
、
き
ち
っ

と
し
た
車
、
大
阪
市
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
聞
い
た
と
き
に
や
は
り
心
配
で
す
。そ

う
い
う
報
告
も
、
ぜ
ひ
議
会
の
ほ
う
に
説
明
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
小
島
集
会
場
と
温
泉
に
設
置
し

た
太
陽
光
発
電
の
施
設
に
つ
い
て
、
太
陽
光
発
電

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、集
会
所
の
電
気
代
、も
し

く
は
小
島
山
菜
グ
ル
ー
プ
の
電
気
代
、
温
泉
の
ほ

う
の
電
気
代
、
何
か
そ
う
い
う
面
で
効
果
が
出
て

い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
小
島
集
会
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
８

月
か
ら
で
す
の
で
ま
だ
１
年
足
ら
ず
で
ご
ざ
い
ま

す
。10
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求

は
、
6
2
’6
9
4
円
、
１
カ
月
当
た
り
6
’

2
6
9
円
で
、
1
6
’0
2
2
円
、
加
工
施
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
７
月
か
ら
11
カ
月
で
太

陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求
が
1
0
0
’1
9
7

円
、
１
カ
月
当
た
り
9
’1
0
8
円
と
、
2
9
’

6
8
8
円
、
北
川
村
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
７
年
９
月
か
ら
９
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電

気
代
の
請
求
額
が
7
1
6
’5
5
3
円
、
ひ
と
月

当
た
り
7
9
’6
1
7
円
と
、
2
6
’5
3
9
円
そ

れ
ぞ
れ
安
価
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
大
体
似
た
よ
う
な
額
で
電
気
を
利
用
で

き
る
と
推
測
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
先
日
の
雨
風
で
、平
鍋
地
区
、小
島
地
区
、和

田
地
区
が
停
電
を
約
２
時
間
か
ら
３
時
間
近
く

起
こ
し
ま
し
た
。そ
の
時
に
温
泉
を
見
る
と
電
気

が
つ
い
て
い
る
。集
会
所
も
常
に
つ
い
て
い
る
電

気
は
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
が
、
停
電
に
な
っ
た

ら
こ
の
太
陽
光
発
電
の
仕
組
み
上
、
自
動
的
に
切

り
替
わ
る
の
か
。そ
れ
は
集
会
所
も
温
泉
も
一
緒

で
す
か
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
に
つ
き
ま
し
て
も
合
わ
せ
て
整
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
北
川
村
温
泉
あ
る
い
は
集
会

所
は
自
動
で
切
り
替
わ
っ
て
使
え
る
状
況
に
な
り

ま
す
。

問
　
温
泉
は
自
家
発
電
設
備
を
持
っ
て
お
り
、
温

泉
の
従
業
員
は
停
電
に
な
っ
た
ら
自
家
発
電
設

備
に
切
り
替
わ
る
と
い
う
認
識
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と

切
り
替
え
が
で
き
て
い
る
の
か
、
自
家
発
電
シ
ス

テ
ム
、
設
備
と
の
関
係
上
ち
ゃ
ん
と
そ
の
蓄
電
池

が
稼
働
し
て
い
る
の
か
ぜ
ひ
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
を
同
時
に
整
備
し
て
い
る
と
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
例
え
ば
温
泉
に
し
て
も
集
会
所
に

し
て
も
、
フ
ル
に
全
部
が
使
え
る
わ
け
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
、
改
め
て
ど
う
だ
っ
た
の

か
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
結
果
に
よ
っ
て
、

ス
タ
ッ
フ
等
に
も
指
揮
し
て
、
し
っ
か
り
認
識
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　
組
織
運
営
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

問
　
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
や
っ
て
い
く
う
え
で
、

マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
、
キ
ャ
リ
ア
層
が
随
分

い
び
つ
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、こ
う
い
う
現
状

に
対
し
て
ど
う
い
う
認
識
を
し
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
近
年
、
早
期
退
職
者
が
毎
年
い
る
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
。そ
の
補
充
の
た
め
年
３
回
程
度
採
用
試

験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。令
和
８
年
度
も
退
職
者

の
穴
埋
め
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
現
在

10
月
1
日
採
用
を
目
指
し
、採
用
試
験
を
実
施
中

で
す
。人
口
1
’0
0
0
人
規
模
の
持
続
可
能
な

循
環
型
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
も
、
職
員

の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
必
要
で
あ
り
、
早
期
に
解
決
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。引
き

続
き
採
用
試
験
を
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
、
職

員
数
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
よ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り

高
め
る
た
め
に
、人
事
評
価
に
つ
き
ま
し
て
、勤
勉

手
当
等
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
新
規
採

用
職
員
へ
の
人
材
育
成
に
つ
き
ま
し
て
も
、
日
々

の
業
務
上
の
各
課
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
む
ら

づ
く
り
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
若
手
部
会
の
活
動
を
継
続
し

て
お
り
ま
す
。政
策
立
案
等
に
つ
い
て
人
材
育
成

に
繋
げ
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

問
　
あ
る
村
民
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。役
場
へ
尋

ね
た
い
こ
と
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
電
話
を

し
た
が
、
担
当
者
が
休
み
の
た
め
、
明
日
に
し
て

く
れ
ま
せ
ん
か
と
返
事
を
さ
れ
た
。翌
日
行
っ
た

ら
、
担
当
者
が
出
勤
し
て
お
り
、
申
請
書
に
記
入

し
提
出
し
た
が
、
は
い
分
か
り
ま
し
た
と
言
う

が
、
そ
れ
を
受
け
付
け
て
も
ら
え
た
の
か
分
か
ら

な
い
。役
場
か
ら
公
式
な
重
要
文
書
、
例
え
ば
契

約
書
を
送
付
し
た
り
す
る
と
き
は
文
書
管
理
み

た
い
な
、発
行
し
ま
し
た
、受
け
取
り
ま
し
た
と
い

う
記
録
は
残
っ
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
ず
電
話
等
の
対
応
に
つ
い
て
、
最
近
の
事
例

で
い
く
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
も
必
要
に
な
っ

て
き
た
時
代
な
の
か
、
今
後
の
人
材
育
成
の
中
で

初
期
対
応
、
ま
ず
基
本
で
あ
る
電
話
対
応
で
あ
る

と
か
、そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
再
度
検
査

し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
。

　
ま
た
、
契
約
書
を
作
っ
て
郵
便
で
送
る
と
い
う

事
例
は
多
々
そ
ん
な
に
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

過
去
、
私
が
対
応
し
た
事
例
で
い
く
と
、
簡
易
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、手
続
き
上
送
っ
た
り
、あ
る

い
は
直
接
手
渡
し
た
り
対
応
し
て
き
た
、
ま
た
再

度
確
認
し
な
が
ら
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。発
送
等

の
記
録
は
全
部
控
え
て
い
ま
す
。

問
　
ど
う
す
れ
ば
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
直

る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
報
連
相
の
取
り
組

み
を
ぜ
ひ
考
え
て
ほ
し
い
。

 

答
　
村
長

　
接
遇
の
と
こ
ろ
で
基
本
に
な
る
電
話
対
応
、
ま

た
、
報
連
相
、
特
に
報
告
の
部
分
は
大
切
と
思
い

ま
す
の
で
、
ま
た
改
め
て
徹
底
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

問
　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

は
、約
80
％
の
進
捗
ま
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

残
っ
て
い
る
工
事
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
、
ま
た
、

許
認
可
関
係
に
お
い
て
何
が
許
可
さ
れ
何
が
残
っ

て
い
る
か
。こ
の
前
全
員
協
議
会
で
11
月
ご
ろ
か

ら
試
験
運
転
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
蛇
谷
地
区
小
水
力
発
電
施
設
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
10
月
末
ま
で
に
発
電
所
の
建
設
及
び

発
電
機
の
据
え
付
け
、
沈
砂
池
の
整
備
、
水
管
橋

部
分
の
導
水
管
の
設
置
、
系
統
接
続
を
進
め
、
11

月
か
ら
試
運
転
を
開
始
、
12
月
か
ら
運
転
の
開
始

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、台
風
６
号
に
伴
い
、

蛇
谷
川
を
含
む
北
川
村
東
部
に
お
い
て
集
中
的

な
降
雨
が
発
生
し
、
施
工
済
み
で
あ
る
導
水
管
の

一
部
が
流
出
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
す
。６
月
４
日
及
び
５
日
に
現
地
調
査
を
し

て
被
災
状
況
を
把
握
し
、現
在
、対
処
方
法
、全
体

工
程
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
請
負
業
者
と
も
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
全
容
調
査
が
で

き
次
第
、
対
応
案
を
取
り
ま
と
め
、
議
会
に
も
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
許
認
可
関
係
に
つ
き
ま
し
て
、
河
川
法
に
お
い

て
は
令
和
6
年
10
月
に
許
可
、
電
気
事
業
法
に
つ

き
ま
し
て
は
同
年
11
月
に
届
け
出
、
国
有
林
野
使

用
に
つ
き
ま
し
て
令
和
7
年
1
月
に
許
可
が
完
了

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
水
車
据
え
付
け
後
の
試
験
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
請
負
業
者
及
び
水
車
メ
ー
カ
ー
が
試
験
計
画

を
策
定
し
、
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主

任
技
術
者
の
確
認
を
受
け
た
う
え
で
、
両
主
任
技

術
者
の
保
安
監
督
の
も
と
、
試
験
を
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。試
験
内
容
と
し
て
は
、
停

止
状
態
で
の
外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の

測
定
、
系
統
連
携
し
た
負
荷
運
転
で
の
安
定
運
転

の
確
認
や
必
要
な
急
負
荷
遮
断
試
験
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
試
験
記
録
を
取
り
ま
と
め
、
問
題
が
な

け
れ
ば
法
定
使
用
前
自
主
検
査
を
経
て
運
転
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
残
工
事
と
し
て
、
発
電
機
据
え
付
け
調
整
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、
予
定
で
は
８
月
ご
ろ
か
ら
搬

入
据
え
付
け
に
入
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
れ

平岡　章秀　議員

を
ミ
ス
す
る
と
工
程
上
も
の
す
ご
く
窮
屈
に
な
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。発
電
機
と
水
路
管
と
の

取
り
付
け
箇
所
の
再
度
確
認
を
行
っ
て
、
万
全
の

体
制
で
据
付
調
整
に
入
る
こ
と
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
さ
に
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
の
工
程
で

す
。発
電
機
と
導
水
管
の
取
り
付
け
箇
所
に
つ
き

ま
し
て
、
施
工
管
理
者
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
北

川
村
振
興
公
社
に
、
改
め
て
設
計
の
確
認
と
、
請

負
業
者
・
水
車
メ
ー
カ
ー
と
の
間
の
調
整
を
徹

底
す
る
よ
う
指
示
し
、
情
報
連
携
を
図
り
な
が
ら

円
滑
に
施
工
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
令
和
８
年
６
月
６
日
の
高
知
新
聞
で
、
北
川

村
全
電
力
地
産
地
消
へ
と
の
見
出
し
で
小
水
力

発
電
に
つ
い
て
、
村
長
と
担
当
職
員
へ
の
聞
き
取

り
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
北

川
村
振
興
公
社
が
運
転
管
理
し
、電
源
開
発
の
技

術
支
援
を
受
け
る
と
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

現
在
電
源
開
発
よ
り
１
人
出
向
で
来
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
こ
の
方
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
ほ
か
に
支
援
を
依
頼
す
る
つ
も
り

な
の
か
。

 

答
　
村
長

　
取
材
で
は
、
共
同
提
案
者
で
あ
る
電
源
開
発
の

関
わ
り
を
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。議
論
当
初
の
議

会
・
役
場
等
へ
の
勉
強
会
で
の
協
力
や
、
公
社
へ

の
出
向
と
い
う
形
で
の
技
術
的
支
援
、
平
鍋
地
区

小
水
力
発
電
所
に
係
る
技
術
的
支
援
こ
れ
ら
を

例
示
し
た
も
の
で
す
。

問
　
と
い
う
こ
と
は
新
し
く
何
ら
か
の
形
で
電
源

開
発
株
式
会
社
に
依
頼
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
当
初
の
予
定
で
は
12
月
か
ら
運
転
と
い
う
こ

と
で
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
運
転
開
始
後

の
設
備
保
守
点
検
に
伴
う
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
公
社
の
人
員
構
成
等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。ま
た
、
保
守
点
検
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
点
検
項
目
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
く
か
な

ど
、
運
用
開
始
ま
で
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
運
転
開
始
後
の
設
備
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
蛇
谷
川
水
力
発
電
所
の
保
安
規
定
に
基
づ

き
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
ず
、
日

常
巡
視
に
つ
い
て
で
す
が
、
一
般
社
団
法
人
北
川

村
振
興
公
社
で
複
数
人
の
体
制
を
組
み
、
順
次
巡

回
方
式
に
よ
り
実
施
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。遠
隔

監
視
に
つ
き
ま
し
て
は
、
遠
隔
監
視
を
活
用
し
つ

つ
、
取
水
状
況
や
発
電
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
１
日
か
ら
１
週
間
程
度
の
周
期
で
運
転
中
の

電
気
設
備
、
周
辺
状
況
等
を
巡
回
し
、
目
視
、
嗅

覚
、
聴
覚
に
よ
り
異
常
の
有
無
を
点
検
し
、
チ
ロ

リ
ア
ン
ス
ク
リ
ー
ン
の
ご
み
詰
ま
り
が
あ
れ
ば
適

宜
撤
去
等
の
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
点
検
作
業
・
運
用
方
法
を

整
理
し
た
維
持
管
理
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
も

同
時
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
た
同
規
定
に
基
づ
き
、
法
定
点
検

で
あ
る
月
次
点
検
や
年
次
点
検
と
し
て
、
電
気
主

任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主
任
技
術
者
に
よ
る

外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の
測
定
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。そ
の
他
、
電
気
事
故
そ
の
他
の

異
常
が
発
生
し
た
と
き
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
両
技
術
者
及
び
振
興
公
社

に
よ
る
臨
時
点
検
を
行
い
、
再
発
防
止
及
び
事
故

の
未
然
防
止
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

問
　
た
だ
、
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
は
ゲ
リ
ラ

豪
雨
が
来
た
と
き
に
、
い
か
に
こ
の
遠
隔
監
視
で

見
て
い
く
か
、
分
か
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
雨
量

計
も
し
く
は
上
流
に
対
し
て
の
簡
易
な
水
位
計

を
つ
け
て
、そ
の
デ
ー
タ
を
持
っ
て
き
て
徐
々
に
上

が
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
も
の
も
考

え
た
ら
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
突
発
性
で
言
い
ま
し
た
ら
、
直
近
で
台
風
の
案

件
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
や
は
り
そ
こ
は
気
を

つ
け
て
い
く
べ
き
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。ま
た

上
流
の
水
位
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
源
開
発
さ

ん
の
ほ
う
が
い
く
ば
く
か
持
た
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
協
議
を
し

て
そ
の
数
値
と
か
も
い
た
だ
け
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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‥

一
般
質
問‥

　
北
川
村
が
目
指
す
15
年
間
の
一
貫
し
た

　
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
令
和
２
年
に
策
定

さ
れ
、
毎
年
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。そ
の

実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
就
に
向
け
た
具
体
策
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。そ
し
て
、
保
小
中
一
体
化
施
設

整
備
基
本
計
画
の
取
り
ま
と
め
も
し
て
い
る
が
、

今
後
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
保
小

中
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
検
討
委
員
会
も

こ
の
４
月
に
全
７
回
が
終
了
し
ま
し
て
、
取
り
ま

と
め
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
基
本
計
画
の
中
で
は
、
具
体
的
な
新
し
い

時
代
の
学
び
へ
の
対
応
と
し
ま
し
て
、「
保
小
中
連

携
で
子
ど
も
の
成
長
を
切
れ
目
な
く
支
え
る
」、

「
地
域
探
究
学
で
村
の
産
業
を
学
び
、将
来
の
キ
ャ

リ
ア
に
繋
げ
る
」、「
食
育
・
栽
培
活
動
で
健
康
で

豊
か
な
生
活
を
営
む
力
を
育
む
」、「
言
語
学
習
で

考
え
る
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
」、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
一
人
一
人
に
応
じ
た
学
び
・
協

働
学
習
を
支
え
る
」、「
地
域
で
連
携
し
、
み
ん
な

で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
」、こ
れ
ら
が

実
現
可
能
な
環
境
を
整
え
る
と
い
う
方
向
性
に

至
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
魅
力
的
な
教
育
環
境
づ
く
り
の
手
段

と
な
る
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
財
源
の
見
通
し
も
含
め
て
協
議
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。８
月
中
下
旬
に
は
、
も
っ
と
踏
み

込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
子
ど
も
た
ち
の
数
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、

そ
れ
ら
の
成
就
に
向
け
た
さ
ら
な
る
具
体
策
に
つ

い
て
、概
要
を
問
う
。

　
福
島
県
大
熊
町
の
学
び
舎
ゆ
め
の
森
へ
の
視
察

同
行
依
頼
に
つ
い
て
、
県
教
育
長
を
交
え
て
視

察
、
意
見
交
換
を
行
い
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
趣
旨
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
０
歳
か
ら
15
歳
の
子
ど
も
た
ち
が
と
も
に
学

び
、
と
も
に
遊
び
学
び
に
変
え
て
い
く「
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
の

た
め
に
校
舎
と
園
舎
の
一
体
化
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
組
織
体
制
と
し
て
、

若
手
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
意
欲
的
に
取
り
組
め

る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
学
べ
る
先
進
地
事
例
と
し
て
「
学
び

舎
ゆ
め
の
森
」
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。県
の
教
育
長
と
教
育
次
長
も
「
行
っ
て
み
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。議
員
の
皆

さ
ま
に
も
一
緒
に
視
察
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。ま
た
、組
織

体
制
確
立
の
後
押
し
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
に
義
務
教
育
学
校

制
度
導
入
に
関
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
現
行
の
小

中
一
貫
校
と
の
相
違
点
、
検
討
内
容
な
ど
を
問

う
。ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の
制
度
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
小
中
一
貫
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
年
制
の
小
学
校

と
３
年
制
の
中
学
校
と
い
う
校
種
の
違
う
２
つ
の

学
校
の
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
義
務

教
育
学
校
で
は
、
１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
で
構

成
さ
れ
る
１
つ
の
学
校
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
前
期
課
程
と
後
期
課
程
と
い
う
区
分
は
あ
る

も
の
の
、
よ
り
柔
軟
な
教
育
課
程
を
構
築
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。村
が
目
指
す
15
年
間
の

一
体
的
な
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
は
、
い
か

に
現
行
制
度
を
活
用
す
る
か
が
重
要
で
す
。次
期

学
習
指
導
要
領
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
令
和
12
年

度
の
開
校
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。並
行
し
て
「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
つ
き
ま
し
て

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現

で
き
る
一
体
化
施
設
を
目
指
し
て
、
よ
り
魅
力
的

な
教
育
環
境
づ
く
り
を
行
う
。必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
と
い
う
こ
と
で
、
検
討
、
議
論
を
ど

の
よ
う
に
重
ね
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
か
ら
考
え
ら
れ

る
建
造
物
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
整
備
基
本
計
画
の
頃
よ
り
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
建
築
家
等
の
専
門
家
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

問
　
先
ほ
ど
の
お
答
え
に
、
８
月
中
下
旬
に
な
れ

ば
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
あ
っ
た
が
、
私
た
ち
議
会
と
の
議
論
の
場

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
議
会
の
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見
は
非
常
に
重
要

な
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。全
員
協
議
会
を
含

め
議
論
の
場
に
お
き
ま
し
て
、
建
物
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
や
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
、
そ
し
て
財
源
の
確

保
な
ど
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。保
小

中
の
15
年
間
の
一
貫
し
た
教
育
の
ソ
フ
ト
部
分
、

そ
こ
か
ら
必
要
と
な
る
ハ
ー
ド
、
そ
れ
ら
の
具
体

的
な
考
え
方
等
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
　
保
小
中
一
体
化
施
設
整
備
検
討
委
員
会
の

検
討
結
果
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
と

と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
さ
れ
、
村
長
に

提
言
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
村
長

　
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
環
境
に
ふ

さ
わ
し
い
保
小
中
の
一
体
化
に
向
け
て
、
ソ
フ
ト

面
の
充
実
を
考
慮
し
、実
現
で
き
る
プ
ラ
ン
で
、で

き
る
限
り
ス
マ
ー
ト
な
ハ
ー
ド
整
備
を
念
頭
に
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
耐
力
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後

も
校
舎
を
健
全
な
状
態
で
使
用
で
き
る
よ
う
、
長

寿
命
化
に
向
け
た
改
修
を
行
い
つ
つ
、
既
存
校
舎

の
有
効
活
用
を
前
提
と
し
た
機
能
改
修
、
拡
充
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
手
話
言
語
の
学
び
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
で
は
、「
手
話
言
語
条
例
」が
令
和
５

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。小
学
校
で

の
手
話
学
習
へ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
８
年
で
25

年
目
に
な
り
ま
す
。人
権
学
習
発
表
会
に
お
い

て
、
大
変
高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。手
話
通

訳
士
に
な
る
目
標
を
持
っ
て
養
成
講
座
を
受
講
し

て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。６
年
間
の
学
び
を
さ

ら
に
深
め
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
中
学
校
で
の
継
続
し
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
、
中
学
校
の
年
間
総
授
業
時
間
に
は
厳
格

な
上
限
が
決
ま
っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
何
を
学
ぶ
か
、
学
校
現
場
も
日
々
頭
を
悩
ま
せ

な
が
ら
教
育
課
程
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、
中
学
校
で
は「
教
科
担
任
制
」を
取
っ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
教
科
の
先
生
が
決
め
ら
れ
た
授

業
時
間
を
担
当
し
て
い
る
た
め
、
学
校
全
体
で
特

定
の
時
間
を
別
の
学
習
に
柔
軟
に
振
り
替
え
る

と
い
う
こ
と
が
、
仕
組
み
の
上
で
も
な
か
な
か
難

し
い
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
小
学

校
で
の
学
び
の
継
続
性
と
、
中
学
校
で
新
し
く
学

ぶ
べ
き
人
権
課
題
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
中
学

校
特
有
の
指
導
体
制
を
熟
慮
し
た
結
果
、
現
在
の

よ
う
な
教
育
課
程
の
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
た
め
本
年
度
は
、
手
話
の
実
施
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
中
学
校
で
「
手
話
を
学
ぶ
時
間
」
を
独
立
し
て

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
小
学
校
で
培
っ
た
基
礎
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
手
話
を
含
め
て
、
子
ど
も
た
ち
が
福
祉

や
人
権
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
　
せ
っ
か
く
小
学
校
で
学
ん
で
き
て
い
る
の

で
、
学
び
の
頻
度
は
少
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
い

ろ
い
ろ
な
制
度
の
活
用
や
工
夫
次
第
で
、
15
年
間

の
一
貫
し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。今
一
度
伺
い
ま
す
。15
年
間
の
一
貫

し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
で
き
る
の
か
、

外
で
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
実
現

で
き
る
の
か
を
学
校
現
場
が
主
体
と
な
り
教
育

委
員
会
も
一
緒
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
主
催
で
、
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
令
和
７
年
８
月
か
ら
12

月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
詳
細
を
伺
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
ひ
と
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
村
の
魅
力
・
資
源

を
生
か
し
た
生
業
づ
く
り
と
若
年
層
を
中
心
と

す
る
移
住
者
の
受
け
入
れ
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。昨
年
７
月
か
ら
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
募
る
た
め
、
情
報
発
信

サ
イ
ト
へ
の
掲
載
や
移
住
関
係
機
関
、
大
学
へ
の

情
報
を
提
供
い
た
し
ま
し
た
。結
果
８
人
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
の
で
、
参
加
者
を
２
チ
ー
ム

に
分
け
、
北
川
村
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
案
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
同
年
９
月
か
ら
北
川
村
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
現
地
視
察
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
う
と
と
も
に
、
立
ち
上
げ
る
事
業
の
コ
ン
セ

プ
ト
策
定
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
収
支
計
画

の
作
り
方
等
の
講
座
を
行
っ
た
う
え
で
、
２
チ
ー

ム
が
独
自
の
事
業
を
組
み
立
て
、
12
月
に
発
表
い

た
だ
き
ま
し
た
。発
表
時
点
で
は
、コ
ン
セ
プ
ト
や

対
象
と
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
収
支
計
画
な
ど
に
粗

さ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
内
容
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、翌
年
３
月
に
再
度
発
表
い
た
だ
く

こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。発
表
さ
れ
た
事
業

は
「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」
と
「
村
で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」

と
い
う
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
３
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
本

年
度
も
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
の
後

の
経
過
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

 

答
　
村
長

　「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」の
チ
ー
ム
は
、
現
在
、
事
業
運
営
を
行
う
組

織
の
法
人
化
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
空
き
家
の
設
計
に
取
り
か
か
り
、
改

修
工
事
に
対
し
て
県
補
助
金
を
活
用
す
べ
く
準
備

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、「
村

で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」
チ
ー
ム
は
ゆ

ず
を
活
用
し
、
ポ
ン
酢
づ
く
り
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
、
さ

ら
に
煮
詰
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。サ

ポ
ー
ト
委
託
業
者
に
つ
き
ま
し
て
も
定
期
的
に
打

ち
合
わ
せ
に
参
加
し
、
進
捗
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
経
営
的
に
成
立
す
る
の
か

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、

２
チ
ー
ム
の
活
動
が
北
川
村
に
根
付
い
た
事
業
と

な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
観
光
公
社
の
現
状
に
つ
い
て

問
　
文
化
観
光
公
社
が
発
足
し
て
１
年
が
た
ち
、

観
光
面
に
力
を
入
れ
る
施
策
の
中
で
、
文
化
観
光

公
社
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。現
在
の
公
社
の

組
織
構
成
と
、こ
の
１
年
の
取
り
組
み
、そ
し
て
そ

の
取
り
組
み
に
対
す
る
成
果
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
現
在
、「
国
内
外
に
向
け
た
広
報
活
動
を
と
お

し
て
、
北
川
村
の
認
知
促
進
、
基
幹
産
業
で
あ
る

ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
産
業
の
振
興
を
図
る
。」「
村

民
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

村
の
観
光
・
産
業
振
興
の
取
り
組
み
を
中
心
に

村
内
の
広
報
活
動
を
行
う
。」「
観
光
施
設
や
事
業

者
と
連
携
し
、
ゆ
ず
を
軸
と
し
た
オ
ー
ル
北
川
村

に
よ
る
広
報
体
制
の
構
築
を
図
る
。」と
い
う
３
つ

の
事
業
目
的
を
掲
げ
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の

社
長
を
理
事
長
に
、
広
報
や
金
融
関
係
の
経
験
豊

か
な
理
事
２
人
と
旧
観
光
協
会
の
職
員
に
中
岡

慎
太
郎
館
専
属
の
職
員
３
人
を
含
め
て
、
合
計
８

人
の
体
制
で
文
化
観
光
事
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
阪
・
関
西
万
博
や
土
佐
の
豊
穣
祭
、
東
京
浪
漫

亭
で
の
北
川
村
フ
ェ
ア
な
ど
14
会
場
で
特
産
品
や

観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
ゆ
ず
新
聞
の
発
行

や
北
川
村
観
光
び
ら
き
の
開
催
、Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ

へ
の
出
演
、
取
材
対
応
並
び
に
県
内
外
の
旅
行
会

社
及
び
メ
デ
ィ
ア
へ
の
営
業
活
動
を
行
い
、
主
要

３
施
設
を
中
心
に
誘
客
に
向
け
た
広
報
活
動
、
ゆ

ず
を
中
心
と
し
た
村
へ
の
施
策
を
村
内
外
に
伝

え
、
村
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
公
社
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
で
暮
ら
し
な

が
ら
持
ち
前
の
好
奇
心
と
実
行
力
で
、
村
の
魅
力

を
発
信
す
る
職
員
や
20
年
以
上
テ
レ
ビ
局
で
番

組
制
作
に
従
事
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
し
た
い

ポ
イ
ン
ト
や
業
界
の
構
造
を
熟
知
し
て
い
る
職

員
、
新
聞
記
者
や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験

し
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
人
脈
を
村
に
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
職
員
な
ど
多
様
な
人
材
を
確
保
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
広
報
活
動
等
に
つ
き
ま
し
て
は
す
ぐ
に
成
果
を

上
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
回
数
は
確
実
に
増
加

し
て
お
り
、
観
光
施
設
の
誘
客
増
の
一
助
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
村
の
主
た
る
３
つ
の
観
光
施
設
、モ
ネ
の
庭
、

慎
太
郎
館
、
北
川
村
温
泉
が
あ
り
ま
す
が
、
合
わ

せ
て
年
間
約
11
万
人
が
訪
れ
て
い
る
。そ
れ
で
も

ま
だ
十
分
に
施
設
を
活
用
で
き
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
。

　
さ
ら
に
昨
年
９
月
よ
り
、
文
化
庁
事
業
の
文
化

観
光
拠
点
計
画
に
よ
っ
て
、
モ
ネ
の
庭
を
中
心
に

整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
、
森
林
鉄
道

遺
産
も
あ
り
、
観
光
面
の
伸
び
し
ろ
は
と
て
も
大

き
い
と
期
待
し
、
文
化
観
光
公
社
の
担
う
役
割
も

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
く
る
。村
の
活
性
化
の

た
め
に
も
、
今
後
、
村
の
財
産
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
か
、
ま
た
村
と
し
て
の
観
光
事
業
の

展
望
を
問
う
。併
せ
て
、
観
光
面
だ
け
で
な
く
文

化
面
に
お
い
て
も
、
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
推
進
し
て
い
く
考

え
、予
定
は
あ
る
か
。

 

答
　
村
長

　
本
村
の
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
施
設

を
核
と
し
て
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
及
び
北
川

村
文
化
観
光
公
社
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
北
川
村
の
規
模
で
は
観
光
そ

の
も
の
が
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
す
。村
が
優
先
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
ゆ
ず
を
中
心
と
し
た
１
次
産

業
の
振
興
」「
持
続
可
能
な
地
域
を
維
持
す
る
た

め
の
移
住
・
定
住
促
進
」
す
な
わ
ち
「
産
業
の
振

興
」
と
「
移
住
の
拡
大
」
と
い
う
村
の
重
要
課
題

を
、
交
流
人
口
に
よ
り
牽
引
す
る
「
旗
振
り
役
」、

あ
る
い
は
地
域
へ
呼
び
込
む
た
め
の
「
き
っ
か
け
」

と
し
て
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
自
信
を
持
っ
て
北
川
村

を
紹
介
す
る
際
に
代
名
詞
と
も
な
り
う
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
「
モ
ネ
の
庭
が
あ
る
北
川
村
の
ゆ
ず
」

と
し
て
、
本
村
の
北
川
村
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
広
く

認
知
し
て
い
た
だ
き
、消
費
拡
大
を
図
っ
た
り
、ゆ

ず
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
き
新
規
就

農
へ
つ
な
げ
て
い
っ
た
り
と
関
係
人
口
か
ら
移
住
・

定
住
へ
の
動
機
を
創
出
す
る
な
ど
、観
光
を「
入
り

口
」と
し
て
機
能
さ
せ
、
最
終
的
な
成
果
を
１
次

産
業
の
活
性
化
と
人
口
減
少
対
策
等
に
つ
な
げ
て

い
く
な
ど
の
施
策
は
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
、こ
の
主
要
３
施
設
に
お
い
て
、年
間
合
わ

せ
て
11
万
人
を
超
え
る
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。そ
の
本
村
の
貴
重
な
財
産
で

も
あ
り
ま
す
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
管
理
運
営
を
考

え
な
が
ら
、
利
用
者
規
模
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
文
化
庁
の「
文
化
観
光
拠
点
計
画
」

の
枠
組
み
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
高

知
県
の
観
光
担
当
課
や
東
部
観
光
協
議
会
と
い
っ

た
広
域
的
な
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
文
化
面
に
つ
き
ま
し
て
も
、
観
光
面
と
同

様
に
い
か
に
文
化
的
な
側
面
を
持
た
せ
る
の
か

と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
住
宅
の
供
給
に
つ
い
て

問
　
２
年
前
の
３
月
議
会
に
お
い
て
、
ご
年
配
の

方
が
住
む
住
宅
を
増
や
す
予
定
は
な
い
か
と
い

う
質
問
を
し
た
。そ
の
際
村
長
か
ら
は
、
住
み
な

れ
た
場
所
か
ら
離
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
等
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
か
ら
転
居
を
差
し
控
え
る
事
例
が
あ

る
。高
齢
者
に
限
定
せ
ず
、
村
全
体
と
し
て
必
要

に
応
じ
て
検
討
す
る
と
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
現
在
、
当
時
よ
り
も
さ
ら
に
、
村
内
で
転

居
で
き
る
部
屋
を
求
め
て
い
る
高
齢
者
の
声
を
、

多
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。社
会
福
祉
協
議
会
に

伺
う
と
、
村
内
に
は
老
朽
化
が
著
し
い
住
宅
や
、

構
造
上
、
介
助
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
住
宅
に
お

住
ま
い
の
方
が
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と

で
す
。こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み
る
と
、
例
え
ば
野

友
周
辺
な
ど
で
家
を
貸
し
て
も
い
い
と
考
え
て
い

る
家
主
の
方
々
や
、
村
が
移
住
者
支
援
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件
と
い
っ
た

地
域
の
既
存
資
源
を
活
用
し
、
高
齢
者
の
住
み
替

え
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
仕
組
み
な
ど
が
１
つ

の
選
択
肢
と
し
て
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

何
よ
り
、
ご
年
配
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
こ
の
北

川
村
に
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
が
あ
る
こ
と
こ

そ
が
一
番
の
人
口
減
少
対
策
で
は
な
い
か
。高
齢

者
が
不
便
さ
ゆ
え
に
、
村
外
の
施
設
や
子
ど
も
世

代
の
元
へ
流
出
し
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
村
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

　
そ
れ
は
同
時
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
」の
利
用
者
維
持
に
も
つ
な
が
り
、

ひ
い
て
は
村
の
貴
重
な
福
祉
イ
ン
フ
ラ
の
存
続
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
今
後
の
高
齢
者
向
け
住
宅
支
援
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

 

答
　
村
長

　「
移
住
者
向
け
の
空
き
家
対
策
の
仕
組
み
」
の

活
用
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
移
住
促
進
と

い
う
行
政
目
的
の
も
と
、
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る

施
設
で
す
の
で
、
そ
の
目
的
に
則
っ
た
財
源
を
活

用
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
高
齢
者
の
住
居
確
保
等

に
転
用
す
る
こ
と
は
、
趣
旨
・
目
的
か
ら
も
容
易

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。次
に
、「
家
を
貸

し
て
も
よ
い
」
と
い
う
意
向
を
お
持
ち
の
家
主
の

方
々
と
、
転
居
を
希
望
さ
れ
る
高
齢
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
想
像
で
き
る
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。一
番
重
要
と
な
る
の
は
、
提

供
さ
れ
る
住
宅
が
「
高
齢
者
の
在
宅
生
活
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
真
に
適
し
た
構
造
に
な
っ
て
い
る

か
」
と
い
う
点
で
す
。空
き
家
の
多
く
は
建
築
さ

れ
て
か
ら
相
応
の
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、
段
差

の
解
消
や
手
す
り
の
設
置
、
移
動
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
い
う
面
に
お
い
て
、

必
ず
し
も
十
分
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
の
が
実
態
で
す
。さ
ら
に
、移
住
施
策
と
し
て

空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
中
で
、
実
際
に
貸

し
て
い
た
だ
け
る
物
件
自
体
が
な
か
な
か
な
い
と

い
う
現
実
も
あ
り
、非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
通
り「
自
分
た

ち
で
つ
く
る
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
」
を
目
指
し

て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
少
し
で
も
長
く

安
全
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、「
き
た
が
わ
ず
ー
っ
と
元
気
実
行
計
画
」に

基
づ
い
た
施
策
を
着
実
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。併
せ
ま
し
て
、

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
手
す
り
の
設
置
や
段

差
解
消
と
い
っ
た
住
宅
改
修
の
支
援
を
適
切
に
つ

な
げ
、
在
宅
で
の
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
で

き
る
だ
け
そ
う
し
た
関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
対
応

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
介
護

事
業
所
の
利
用
維
持
と
い
う
観
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
住
宅
の
供
給
と
い
う
一
面
の
み
で
解
決
を
図

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
北
川
村
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
周
辺
町
村
と
も
連
携
し
た
福
祉
イ
ン
フ
ラ
全

体
の
持
続
可
能
性
を
総
合
的
に
見
極
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ご
指
摘
の
と
お
り
、
高

齢
者
の
住
ま
い
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
は
、

少
な
か
ら
ず
本
村
の
人
口
減
少
対
策
と
も
関
わ
る

重
要
な
課
題
で
す
。施
策
の
目
的
を
は
じ
め
物
件

確
保
の
難
し
さ
と
い
っ
た
課
題
は
あ
る
も
の
の
、今

回
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
資
源
を
活
用
す
る
ご
指

摘
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
高
齢
者
福
祉
施
策

の
一
つ
と
し
て
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
最
近
、
あ
る
ご
年
配
の
方
が
住
宅
の
問
題
で

本
村
を
離
れ
て
隣
の
町
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。た
く
さ
ん
問
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
一
つ
で

も
な
く
な
る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

 

答
　
村
長

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
関
係
機
関
、
関
係

方
々
と
連
携
し
て
福
祉
政
策
に
対
し
て
深
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
健
全
財
政
と
財
務
規
律
に
つ
い
て

問
　
一
昨
年
９
月
、
10
月
ぐ
ら
い
に
議
会
の
ほ
う

か
ら
要
請
を
し
、
総
務
課
長
か
ら
そ
の
時
点
で
の

中
長
期
の
財
政
見
通
し
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
追
加
の
説
明
と
し
て
加
え
る
こ
と
は
あ
る

か
。

 

答
　
村
長

　
昨
年
度
あ
る
い
は
一
昨
年
度
、
ど
う
い
う
内
容

で
説
明
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
お
り

ま
す
。そ
う
し
た
中
で
、
単
に
追
加
す
る
こ
と
が

あ
る
か
な
い
か
と
い
え
ば
あ
り
ま
せ
ん
。実
際
に

そ
こ
の
数
値
だ
け
を
見
て
、
財
政
収
支
が
ど
う
の

こ
う
の
と
い
う
話
で
は
な
い
の
で
、
そ
う
し
た
こ

と
で
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
基
金
残
高
は
36
億
円
あ
り
ま

し
た
。令
和
６
年
度
の
債
務
残
高
累
計
は
幾
ら
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
借
金
の
残
額
に
つ
き
ま
し
て
、
約
24
億
2
’

3
0
0
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
貯
金
が
約
36
億
円
、
借
金
が
24
億
円
と
い
う

よ
う
な
数
字
で
す
。そ
れ
が
こ
の
見
通
し
の
中
で

今
随
時
大
型
投
資
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
共
通
認
識
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
水
力
発
電
と
い
う
大
変
大
き
な
事
業

予
算
が
つ
い
て
い
る
。そ
の
脱
炭
素
事
業
は
、総
額

で
約
80
億
円
の
事
業
の
う
ち
、
も
ち
ろ
ん
補
助

金
、
交
付
金
が
あ
っ
て
約
40
億
円
が
、
北
川
村
が

負
担
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
が
、
そ

の
投
資
の
ピ
ー
ク
が
令
和
10
年
度
ぐ
ら
い
に
来

る
と
収
支
見
通
し
の
中
で
出
て
い
る
。

　
10
年
度
の
と
き
の
単
年
度
公
債
費
が
大
体
3

億
6
’0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
。こ
れ
は
10
年
度
の

単
年
度
の
債
務
残
高
で
す
。こ
れ
も
ず
っ
と
投
資

は
増
え
て
き
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
の
ピ
ー
ク
は
令

和
の
12
年
で
約
4
億
5
’0
0
0
万
円
と
い
う
単

年
度
の
地
方
債
の
残
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。令
和

12
年
度
の
基
金
の
残
高
が
そ
の
と
き
の
見
通
し
で

約
18
億
円
に
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
12
年
度
の
地
方
債
の
残
高
予
測
は
で
て

い
る
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
令
和
12
年
時
点
の
地
方
債
の
残
高
と
い
た
し

ま
し
て
は
約
28
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。基
金
の
ほ

う
は
21
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
で
は
、
借
金
に
あ
た
る
地
方
債

が
24
億
円
ぐ
ら
い
、
そ
れ
か
ら
貯
金
が
約
36
億
円

あ
っ
た
も
の
が
、大
型
投
資
が
ず
っ
と
続
い
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
現
在
見
通
し
て
い
る
額
で
い
う
と
、

28
億
円
の
地
方
債
と
約
21
億
円
の
基
金
と
、
資
料

で
は
令
和
12
年
度
が
20
億
円
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

借
金
と
基
金
の
数
字
が
逆
転
し
て
い
る
。明
ら
か

に
こ
こ
で
は
厳
し
い
財
政
が
伺
え
る
が
、
厳
し
い

財
務
状
況
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
認
識
に
つ
い

て
、村
長
の
考
え
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
近
年
は
資
材
を
は
じ
め
物
販
の
高
騰
、
さ
ら
に

賃
金
の
上
昇
な
ど
を
鑑
み
た
と
こ
ろ
、
経
常
収
支

比
率
の
動
向
に
よ
り
経
常
経
費
の
圧
縮
は
考
え

な
が
ら
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
は

な
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
、
投
資
的
経
費
に
い
て
も

財
政
運
営
が
ま
ま
な
ら
な
い
と
き
は
一
時
的
に
中

止
や
中
断
を
決
定
す
れ
ば
対
処
可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
判
断
を
す
べ
き
状
況
か
否
か
を
判

断
す
れ
ば
良
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

村
で
は
中
期
財
政
収
支
見
通
し
を
ほ
ぼ
毎
年
作

成
し
、
こ
の
収
支
の
見
通
し
に
よ
り
勘
案
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
の
時
点
で
バ
タ
バ
タ
す
る
必
要

は
な
く
、
今
が
ど
う
の
こ
う
の
っ
て
い
う
次
元
で

は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。今
後
も
、
毎
年
財
政
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
、財
政
指
数
を

地
域
的
に
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
対
応
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問
　
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
総
合
戦
略
な
の
か
、
５
歳

９
歳
10
歳
14
歳
の
人
数
が
長
期
の
見
通
し
に
な
っ

た
と
き
に
、
2
0
3
5
年
、
今
か
ら
10
年
後
の
数

字
が
57
人
と
16
人
、
70
人
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
の
数
字
に
つ
い
て
も
う
ち
ょ
っ
と
実
態
に
応

じ
た
施
策
、
数
字
の
押
さ
え
方
っ
て
い
う
の
も
あ

る
程
度
必
要
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う

が
、
私
は
そ
う
い
う
子
ど
も
の
人
数
の
数
字
が
実

態
と
乖
離
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ

う
に
思
う
。人
口
動
態
も
意
識
し
た
施
策
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
人
口
推
計
に
つ
い
て
は
国
の
人
口
、
県
の
ほ
う

が
直
近
で
出
し
て
い
る
数
字
、
そ
れ
か
ら
村
の
ほ

う
が
独
自
で
出
し
て
い
る
数
字
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、
村
が
出
し
て
い
る
数
字
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
、
国
勢
調
査
が
終
わ
り
、
速
報
値
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、ま
だ
細
か
い
数
字
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

細
か
い
数
字
が
出
た
段
階
で
ま
た
村
独
自
の
人

口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
人
口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し
た
ら
、
議

員
の
皆
さ
ま
に
も
公
表
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
の
関
係
の
数
値
、あ
る
い
は
中
年

層
の
数
値
、
い
ろ
い
ろ
人
口
の
数
字
は
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
、お
お
む
ね
に
し
て
推
計
っ
て
い
う
の
は

現
状
か
ら
推
計
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
仕
組
み
で
は
じ

き
出
し
ま
す
の
で
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
に

よ
っ
て
こ
れ
ぐ
ら
い
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
は
見
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も

ご
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
そ
の
数
字
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
小
水
力
発
電
施
設
を
主
と
す
る

　
脱
炭
素
事
業
に
つ
い
て

問
　
こ
の
小
水
力
発
電
を
主
と
す
る
脱
炭
素
事

業
を
応
募
し
た
理
由
と
経
緯
に
つ
い
て
、
ま
た
こ

の
事
業
目
的
、効
果
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
2
0
1
0
年
度
後
半
頃
、
議
会
か
ら
の
発
案
で

前
村
長
の
同
意
の
も
と
に
勉
強
会
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
こ
の
当

時
、
恐
ら
く
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
が
2
0
1
2
年
に
誕
生

す
る
こ
と
を
議
会
が
察
知
し
て
、
地
球
環
境
に
優

し
い
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
お
い
て
、
北
川

村
村
内
で
生
か
せ
る
も
の
が
何
が
あ
る
の
か
と

い
っ
た
と
こ
ろ
を
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、私
が
村
長
就
任
後
、送
電
線
の
パ
イ
を

確
保
で
き
そ
う
だ
と
い
う
情
報
を
得
て
、
議
会
へ

相
談
し
、
皆
さ
ん
同
意
の
も
と
に
再
度
事
業
に
取

り
組
み
始
め
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
化
に
向
け
て
調
査
設
計
を
進
め

る
な
か
で
、
数
度
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
都
度
、

事
業
費
が
膨
ら
み
当
初
も
く
ろ
ん
で
い
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
で
は
採
算
が
合
わ
ず
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
断
念

し
、
対
応
可
能
な
事
業
が
あ
れ
ば
改
め
て
説
明
を

行
い
、
事
業
へ
取
り
組
む
旨
を
ご
了
解
い
た
だ
い

た
経
緯
も
ご
ざ
い
ま
す
。そ
う
し
た
経
過
を
経

て
、経
済
産
業
省
、省
内
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、環

境
省
へ
赴
き
、
相
談
を
行
う
と
同
時
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
当
時
ま
だ
制
度
組
み
立
て
中
で

ご
ざ
い
ま
し
た
脱
炭
素
先
行
地
域
の
事
業
が
あ

る
こ
と
を
伺
い
、
こ
の
事
業
交
付
金
が
４
分
の
３

だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
価
値
が

あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
議
会
へ
諮
ら
せ
て
い
た

だ
き
、今
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
度
に

脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
選
定
に
向
け
て
検
討
を
行

い
、
こ
の
事
業
に
よ
り
民
生
部
門
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出

を
ゼ
ロ
に
し
、
小
水
力
発
電
施
設
で
発
電
し
た
電

気
を
生
か
す
た
め
、
事
業
の
対
象
を
村
全
域
と
し

た
と
こ
ろ
で
す
。村
全
体
の
民
生
部
門
の
脱
炭
素

化
を
図
る
た
め
、
小
水
力
発
電
施
設
整
備
以
外
の

取
り
組
み
で
は
、
村
民
の
方
々
へ
の
家
電
補
助
や

公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
設
備
、
民
生
部
門
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
村
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
の
約
半
分

を
占
め
る
運
輸
部
門
の
削
減
に
も
取
り
組
む
た

め
、
村
営
バ
ス
の
Ｅ
Ｖ
化
等
に
も
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
選
定
は
、
令
和
５
年
に
環
境
省
か

ら
選
定
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。地
域
脱
炭
素
先
行

地
域
に
選
定
さ
れ
て
以
降
、
脱
炭
素
事
業
を
推
進

し
て
い
く
な
か
、
事
業
の
目
的
・
効
果
で
必
ず
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
村
全
域
に
お
け

る
民
生
部
門
の
脱
炭
素
化
で
ご
ざ
い
ま
す
。ま

た
、
村
の
地
域
資
源
を
活
用
し
生
ま
れ
た
電
気
を

村
内
に
供
給
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
発
電
し

た
電
気
を
村
内
各
世
帯
へ
供
給
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
四
国
電
力
株
式
会
社
と
電
気
代
を
含
め
た
供

給
内
容
に
つ
い
て
合
意
に
至
り
、
来
週
6
月
18
日

に
基
本
合
意
の
締
結
式
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。こ
の
議
会
か
ら
の
発
案
を
契
機
と
し
た

こ
の
事
業
に
よ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
受
益
で
き

ま
す
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
Ｅ
Ｖ
バ
ス
に
つ
い
て
、
導
入
さ
れ
て
実
際
に

試
験
走
行
も
終
わ
っ
て
走
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け

ど
、何
か
当
初
の
も
く
ろ
み
と
少
し
違
っ
た
、も
し

く
は
何
か
課
題
が
見
え
て
き
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
村
で
は
村
営
バ
ス
と
し
て
Ｅ
Ｖ
バ
ス
を
２
台
購

入
し
て
お
り
ま
す
。製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
民
事
再
生
手
続
き
に
入
っ
た

と
の
情
報
を
得
て
以
降
、
購
入
契
約
先
で
あ
る
四

電
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社
と
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。現
時
点
で
は
製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
サ
ポ
ー
ト
も
通
常
ど
お
り
続

け
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
の
走
行
に
は
支
障
が
な
い

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。購
入

元
に
対
し
、
製
造
会
社
の
民
事
再
生
手
続
き
の
進

捗
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
測
の
事
態
を
見
据
え
た
対

応
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。具
体
的
に
は
、

整
備
関
係
資
料
の
早
期
確
保
、
必
要
部
品
等
の
調

達
、
車
両
不
具
合
時
の
緊
急
時
の
対
応
等
で
す
。

ま
た
、
こ
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
請
け

負
っ
て
い
る
自
動
車
整
備
工
場
へ
は
、Ｅ
Ｖ
バ
ス
納

入
時
に
、車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
製
造
会

社
か
ら
御
工
場
に
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ひ
と
ま
ず
は
危
惧
し
て
慌
て
る
必
要
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
大
阪
市
は
こ
の
万
博
で
使
っ
て
い
た
Ｅ
Ｖ
バ

ス
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
た
か
ら
立
ち
入

り
検
査
に
入
っ
た
と
、そ
う
す
る
と
、中
国
企
業
が

製
造
し
た
一
部
の
車
両
で
前
輪
の
ブ
レ
ー
キ
ホ
ー

ス
が
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
国
交
省
に

リ
コ
ー
ル
を
申
し
入
れ
た
と
い
う
よ
う
な
記
事
が

載
っ
て
お
り
ま
す
。今
村
長
が
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
中
に
は
、
こ
う
い
う
こ
と
の

何
が
あ
っ
て
そ
こ
を
確
認
し
て
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
確
認
を
さ
れ
た
の
か
。

　
そ
れ
と
、
今
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
不
具
合
が

出
て
い
ま
す
。ま
ず
第
１
に
ド
ア
の
乗
降
す
る

パ
ッ
キ
ン
が
剥
が
れ
て
き
た
。ま
だ
導
入
し
て
１

カ
月
２
カ
月
し
か
た
っ
て
い
な
い
の
に
。そ
れ
と

雨
の
激
し
い
と
き
に
は
窓
枠
か
ら
水
が
中
へ
入
っ

て
く
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

新
車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
と
思
い

ま
す
。も
う
一
つ
何
か
ブ
レ
ー
キ
か
何
か
が
か

か
っ
て
解
除
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。今
申
し
上

げ
た
具
体
的
な
３
点
、聞
い
て
い
ま
す
か
。

 

答
　
村
長

　
そ
の
点
は
不
具
合
が
あ
っ
た
内
容
等
、
ま
た
試

運
転
の
と
き
の
状
況
等
も
伺
っ
て
い
ま
す
。何
を

も
っ
て
今
の
と
こ
ろ
心
配
す
る
必
要
は
な
い
か
っ

て
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、き
ち
っ
と
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る

整
備
工
場
も
確
認
が
で
き
て
い
る
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
し
て
運
行
上
、
実
際
に
試
運
転
が
終
わ
り
ま

し
て
、
実
運
行
に
入
っ
て
か
ら
そ
う
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
は
今
伺
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
く
ま
で
も
試
運
転
の
と
き
の
話
だ
ろ
う
と

い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き
た
か
ら
対
応
が
で
き

て
い
る
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
け
ど
、
新

車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
な
っ
て
思

え
る
よ
う
な
水
が
窓
枠
か
ら
入
っ
て
く
る
と
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
ど
も
。

や
は
り
我
々
の
立
場
か
ら
し
て
み
た
ら
、
き
ち
っ

と
し
た
車
、
大
阪
市
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
聞
い
た
と
き
に
や
は
り
心
配
で
す
。そ

う
い
う
報
告
も
、
ぜ
ひ
議
会
の
ほ
う
に
説
明
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
小
島
集
会
場
と
温
泉
に
設
置
し

た
太
陽
光
発
電
の
施
設
に
つ
い
て
、
太
陽
光
発
電

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、集
会
所
の
電
気
代
、も
し

く
は
小
島
山
菜
グ
ル
ー
プ
の
電
気
代
、
温
泉
の
ほ

う
の
電
気
代
、
何
か
そ
う
い
う
面
で
効
果
が
出
て

い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
小
島
集
会
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
８

月
か
ら
で
す
の
で
ま
だ
１
年
足
ら
ず
で
ご
ざ
い
ま

す
。10
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求

は
、
6
2
’6
9
4
円
、
１
カ
月
当
た
り
6
’

2
6
9
円
で
、
1
6
’0
2
2
円
、
加
工
施
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
７
月
か
ら
11
カ
月
で
太

陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求
が
1
0
0
’1
9
7

円
、
１
カ
月
当
た
り
9
’1
0
8
円
と
、
2
9
’

6
8
8
円
、
北
川
村
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
７
年
９
月
か
ら
９
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電

気
代
の
請
求
額
が
7
1
6
’5
5
3
円
、
ひ
と
月

当
た
り
7
9
’6
1
7
円
と
、
2
6
’5
3
9
円
そ

れ
ぞ
れ
安
価
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
大
体
似
た
よ
う
な
額
で
電
気
を
利
用
で

き
る
と
推
測
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
先
日
の
雨
風
で
、平
鍋
地
区
、小
島
地
区
、和

田
地
区
が
停
電
を
約
２
時
間
か
ら
３
時
間
近
く

起
こ
し
ま
し
た
。そ
の
時
に
温
泉
を
見
る
と
電
気

が
つ
い
て
い
る
。集
会
所
も
常
に
つ
い
て
い
る
電

気
は
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
が
、
停
電
に
な
っ
た

ら
こ
の
太
陽
光
発
電
の
仕
組
み
上
、
自
動
的
に
切

り
替
わ
る
の
か
。そ
れ
は
集
会
所
も
温
泉
も
一
緒

で
す
か
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
に
つ
き
ま
し
て
も
合
わ
せ
て
整
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
北
川
村
温
泉
あ
る
い
は
集
会

所
は
自
動
で
切
り
替
わ
っ
て
使
え
る
状
況
に
な
り

ま
す
。

問
　
温
泉
は
自
家
発
電
設
備
を
持
っ
て
お
り
、
温

泉
の
従
業
員
は
停
電
に
な
っ
た
ら
自
家
発
電
設

備
に
切
り
替
わ
る
と
い
う
認
識
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と

切
り
替
え
が
で
き
て
い
る
の
か
、
自
家
発
電
シ
ス

テ
ム
、
設
備
と
の
関
係
上
ち
ゃ
ん
と
そ
の
蓄
電
池

が
稼
働
し
て
い
る
の
か
ぜ
ひ
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
を
同
時
に
整
備
し
て
い
る
と
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
例
え
ば
温
泉
に
し
て
も
集
会
所
に

し
て
も
、
フ
ル
に
全
部
が
使
え
る
わ
け
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
、
改
め
て
ど
う
だ
っ
た
の

か
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
結
果
に
よ
っ
て
、

ス
タ
ッ
フ
等
に
も
指
揮
し
て
、
し
っ
か
り
認
識
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　
組
織
運
営
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

問
　
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
や
っ
て
い
く
う
え
で
、

マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
、
キ
ャ
リ
ア
層
が
随
分

い
び
つ
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、こ
う
い
う
現
状

に
対
し
て
ど
う
い
う
認
識
を
し
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
近
年
、
早
期
退
職
者
が
毎
年
い
る
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
。そ
の
補
充
の
た
め
年
３
回
程
度
採
用
試

験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。令
和
８
年
度
も
退
職
者

の
穴
埋
め
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
現
在

10
月
1
日
採
用
を
目
指
し
、採
用
試
験
を
実
施
中

で
す
。人
口
1
’0
0
0
人
規
模
の
持
続
可
能
な

循
環
型
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
も
、
職
員

の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
必
要
で
あ
り
、
早
期
に
解
決
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。引
き

続
き
採
用
試
験
を
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
、
職

員
数
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
よ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り

高
め
る
た
め
に
、人
事
評
価
に
つ
き
ま
し
て
、勤
勉

手
当
等
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
新
規
採

用
職
員
へ
の
人
材
育
成
に
つ
き
ま
し
て
も
、
日
々

の
業
務
上
の
各
課
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
む
ら

づ
く
り
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
若
手
部
会
の
活
動
を
継
続
し

て
お
り
ま
す
。政
策
立
案
等
に
つ
い
て
人
材
育
成

に
繋
げ
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

問
　
あ
る
村
民
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。役
場
へ
尋

ね
た
い
こ
と
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
電
話
を

し
た
が
、
担
当
者
が
休
み
の
た
め
、
明
日
に
し
て

く
れ
ま
せ
ん
か
と
返
事
を
さ
れ
た
。翌
日
行
っ
た

ら
、
担
当
者
が
出
勤
し
て
お
り
、
申
請
書
に
記
入

し
提
出
し
た
が
、
は
い
分
か
り
ま
し
た
と
言
う

が
、
そ
れ
を
受
け
付
け
て
も
ら
え
た
の
か
分
か
ら

な
い
。役
場
か
ら
公
式
な
重
要
文
書
、
例
え
ば
契

約
書
を
送
付
し
た
り
す
る
と
き
は
文
書
管
理
み

た
い
な
、発
行
し
ま
し
た
、受
け
取
り
ま
し
た
と
い

う
記
録
は
残
っ
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
ず
電
話
等
の
対
応
に
つ
い
て
、
最
近
の
事
例

で
い
く
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
も
必
要
に
な
っ

て
き
た
時
代
な
の
か
、
今
後
の
人
材
育
成
の
中
で

初
期
対
応
、
ま
ず
基
本
で
あ
る
電
話
対
応
で
あ
る

と
か
、そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
再
度
検
査

し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
。

　
ま
た
、
契
約
書
を
作
っ
て
郵
便
で
送
る
と
い
う

事
例
は
多
々
そ
ん
な
に
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

過
去
、
私
が
対
応
し
た
事
例
で
い
く
と
、
簡
易
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、手
続
き
上
送
っ
た
り
、あ
る

い
は
直
接
手
渡
し
た
り
対
応
し
て
き
た
、
ま
た
再

度
確
認
し
な
が
ら
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。発
送
等

の
記
録
は
全
部
控
え
て
い
ま
す
。

問
　
ど
う
す
れ
ば
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
直

る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
報
連
相
の
取
り
組

み
を
ぜ
ひ
考
え
て
ほ
し
い
。

 

答
　
村
長

　
接
遇
の
と
こ
ろ
で
基
本
に
な
る
電
話
対
応
、
ま

た
、
報
連
相
、
特
に
報
告
の
部
分
は
大
切
と
思
い

ま
す
の
で
、
ま
た
改
め
て
徹
底
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

問
　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

は
、約
80
％
の
進
捗
ま
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

残
っ
て
い
る
工
事
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
、
ま
た
、

許
認
可
関
係
に
お
い
て
何
が
許
可
さ
れ
何
が
残
っ

て
い
る
か
。こ
の
前
全
員
協
議
会
で
11
月
ご
ろ
か

ら
試
験
運
転
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
蛇
谷
地
区
小
水
力
発
電
施
設
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
10
月
末
ま
で
に
発
電
所
の
建
設
及
び

発
電
機
の
据
え
付
け
、
沈
砂
池
の
整
備
、
水
管
橋

部
分
の
導
水
管
の
設
置
、
系
統
接
続
を
進
め
、
11

月
か
ら
試
運
転
を
開
始
、
12
月
か
ら
運
転
の
開
始

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、台
風
６
号
に
伴
い
、

蛇
谷
川
を
含
む
北
川
村
東
部
に
お
い
て
集
中
的

な
降
雨
が
発
生
し
、
施
工
済
み
で
あ
る
導
水
管
の

一
部
が
流
出
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
す
。６
月
４
日
及
び
５
日
に
現
地
調
査
を
し

て
被
災
状
況
を
把
握
し
、現
在
、対
処
方
法
、全
体

工
程
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
請
負
業
者
と
も
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
全
容
調
査
が
で

き
次
第
、
対
応
案
を
取
り
ま
と
め
、
議
会
に
も
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
許
認
可
関
係
に
つ
き
ま
し
て
、
河
川
法
に
お
い

て
は
令
和
6
年
10
月
に
許
可
、
電
気
事
業
法
に
つ

き
ま
し
て
は
同
年
11
月
に
届
け
出
、
国
有
林
野
使

用
に
つ
き
ま
し
て
令
和
7
年
1
月
に
許
可
が
完
了

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
水
車
据
え
付
け
後
の
試
験
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
請
負
業
者
及
び
水
車
メ
ー
カ
ー
が
試
験
計
画

を
策
定
し
、
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主

任
技
術
者
の
確
認
を
受
け
た
う
え
で
、
両
主
任
技

術
者
の
保
安
監
督
の
も
と
、
試
験
を
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。試
験
内
容
と
し
て
は
、
停

止
状
態
で
の
外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の

測
定
、
系
統
連
携
し
た
負
荷
運
転
で
の
安
定
運
転

の
確
認
や
必
要
な
急
負
荷
遮
断
試
験
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
試
験
記
録
を
取
り
ま
と
め
、
問
題
が
な

け
れ
ば
法
定
使
用
前
自
主
検
査
を
経
て
運
転
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
残
工
事
と
し
て
、
発
電
機
据
え
付
け
調
整
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、
予
定
で
は
８
月
ご
ろ
か
ら
搬

入
据
え
付
け
に
入
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
れ

平岡　章秀　議員

を
ミ
ス
す
る
と
工
程
上
も
の
す
ご
く
窮
屈
に
な
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。発
電
機
と
水
路
管
と
の

取
り
付
け
箇
所
の
再
度
確
認
を
行
っ
て
、
万
全
の

体
制
で
据
付
調
整
に
入
る
こ
と
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
さ
に
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
の
工
程
で

す
。発
電
機
と
導
水
管
の
取
り
付
け
箇
所
に
つ
き

ま
し
て
、
施
工
管
理
者
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
北

川
村
振
興
公
社
に
、
改
め
て
設
計
の
確
認
と
、
請

負
業
者
・
水
車
メ
ー
カ
ー
と
の
間
の
調
整
を
徹

底
す
る
よ
う
指
示
し
、
情
報
連
携
を
図
り
な
が
ら

円
滑
に
施
工
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
令
和
８
年
６
月
６
日
の
高
知
新
聞
で
、
北
川

村
全
電
力
地
産
地
消
へ
と
の
見
出
し
で
小
水
力

発
電
に
つ
い
て
、
村
長
と
担
当
職
員
へ
の
聞
き
取

り
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
北

川
村
振
興
公
社
が
運
転
管
理
し
、電
源
開
発
の
技

術
支
援
を
受
け
る
と
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

現
在
電
源
開
発
よ
り
１
人
出
向
で
来
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
こ
の
方
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
ほ
か
に
支
援
を
依
頼
す
る
つ
も
り

な
の
か
。

 

答
　
村
長

　
取
材
で
は
、
共
同
提
案
者
で
あ
る
電
源
開
発
の

関
わ
り
を
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。議
論
当
初
の
議

会
・
役
場
等
へ
の
勉
強
会
で
の
協
力
や
、
公
社
へ

の
出
向
と
い
う
形
で
の
技
術
的
支
援
、
平
鍋
地
区

小
水
力
発
電
所
に
係
る
技
術
的
支
援
こ
れ
ら
を

例
示
し
た
も
の
で
す
。

問
　
と
い
う
こ
と
は
新
し
く
何
ら
か
の
形
で
電
源

開
発
株
式
会
社
に
依
頼
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
当
初
の
予
定
で
は
12
月
か
ら
運
転
と
い
う
こ

と
で
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
運
転
開
始
後

の
設
備
保
守
点
検
に
伴
う
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
公
社
の
人
員
構
成
等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。ま
た
、
保
守
点
検
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
点
検
項
目
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
く
か
な

ど
、
運
用
開
始
ま
で
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
運
転
開
始
後
の
設
備
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
蛇
谷
川
水
力
発
電
所
の
保
安
規
定
に
基
づ

き
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
ず
、
日

常
巡
視
に
つ
い
て
で
す
が
、
一
般
社
団
法
人
北
川

村
振
興
公
社
で
複
数
人
の
体
制
を
組
み
、
順
次
巡

回
方
式
に
よ
り
実
施
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。遠
隔

監
視
に
つ
き
ま
し
て
は
、
遠
隔
監
視
を
活
用
し
つ

つ
、
取
水
状
況
や
発
電
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
１
日
か
ら
１
週
間
程
度
の
周
期
で
運
転
中
の

電
気
設
備
、
周
辺
状
況
等
を
巡
回
し
、
目
視
、
嗅

覚
、
聴
覚
に
よ
り
異
常
の
有
無
を
点
検
し
、
チ
ロ

リ
ア
ン
ス
ク
リ
ー
ン
の
ご
み
詰
ま
り
が
あ
れ
ば
適

宜
撤
去
等
の
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
点
検
作
業
・
運
用
方
法
を

整
理
し
た
維
持
管
理
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
も

同
時
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
た
同
規
定
に
基
づ
き
、
法
定
点
検

で
あ
る
月
次
点
検
や
年
次
点
検
と
し
て
、
電
気
主

任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主
任
技
術
者
に
よ
る

外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の
測
定
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。そ
の
他
、
電
気
事
故
そ
の
他
の

異
常
が
発
生
し
た
と
き
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
両
技
術
者
及
び
振
興
公
社

に
よ
る
臨
時
点
検
を
行
い
、
再
発
防
止
及
び
事
故

の
未
然
防
止
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

問
　
た
だ
、
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
は
ゲ
リ
ラ

豪
雨
が
来
た
と
き
に
、
い
か
に
こ
の
遠
隔
監
視
で

見
て
い
く
か
、
分
か
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
雨
量

計
も
し
く
は
上
流
に
対
し
て
の
簡
易
な
水
位
計

を
つ
け
て
、そ
の
デ
ー
タ
を
持
っ
て
き
て
徐
々
に
上

が
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
も
の
も
考

え
た
ら
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
突
発
性
で
言
い
ま
し
た
ら
、
直
近
で
台
風
の
案

件
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
や
は
り
そ
こ
は
気
を

つ
け
て
い
く
べ
き
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。ま
た

上
流
の
水
位
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
源
開
発
さ

ん
の
ほ
う
が
い
く
ば
く
か
持
た
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
協
議
を
し

て
そ
の
数
値
と
か
も
い
た
だ
け
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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（
消
費
税
7
9
’9
1
6
’0
0
0
円
を
含
む
）

　
そ
の
増
減
額
　
　
　  

4
’5
7
6
’0
0
0
円

 

（
消
費
税 

4
1
6
’0
0
0
円
を
含
む
）

変
更
理
由

　
取
水
堰
の
掘
削
に
よ
り
切
土
法
面
表
層
の
浮

石
の
剥
離
に
伴
う
小
規
模
落
石
が
広
範
囲
に
確

認
さ
れ
た
た
め
、
法
面
下
部
に
お
け
る
作
業
員
の

安
全
確
保
を
目
的
と
し
て
、
法
面
に
モ
ル
タ
ル
吹

付
の
施
工
を
実
施
し
た
も
の
。

◇
承
　
認
◇

令
和
７
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に

つ
い
て

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
つ
い
て
補
正
予
算
を

調
整
し
、
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
専
決
処
分
を
し
た
の
で
、
同
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
報
告
し
、
承
認
を
求
め

る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
承
認
）

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１
項
の
規
定
に
基

づ
き
専
決
処
分
を
し
た
の
で
、
同
条
第
３
項
の
規

定
に
よ
り
こ
れ
を
報
告
し
、承
認
を
求
め
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
承
認
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
等
の
一
部
が
改
正
し
た
こ
と
に
伴

い
、
北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１

項
の
規
定
に
基
づ
き
専
決
処
分
を
し
た
の
で
、
同

条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
報
告
し
、
承
認

を
求
め
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
承
認
）

事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の

決
定
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
村
道
東
岸
線
で
の
自
動
車
損
傷
に
対
す
る
和

解
と
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第

1
7
9
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
専
決
処
分

を
し
た
の
で
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ

を
報
告
し
、承
認
を
求
め
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
承
認
）

◇
契
　
約
◇

角
木
団
地
排
水
構
造
物
設
置
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
地
方
自
治

法
第
96
条
第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関

す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め

る
も
の
。

　
　
契
約
の
相
手
　
有
限
会
社
　
浜
渦
工
務
店

　
　
契
約
金
額
　
　
8
9
’7
6
0
’0
0
0
円

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

宗
ノ
上
地
区
小
水
力
発
電
施
設
整
備
工
事

請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
５
号
の
規
定

に
よ
り
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
変
更
前
の
請
負
金
額
　

8
7
9
’0
7
6
’0
0
0
円

　
変
更
後
の
請
負
金
額
　

9
0
5
’2
2
3
’0
0
0
円

　
契
約
の
相
手
　
　
田
所
・
金
本
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
人
　
事
◇

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

　
北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
、
地
方
税
法
第
4
2
3
条
第
３
項
の
規
定

に
よ
り
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
　
池
田
　
鈆
平
　
氏

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

北
川
村
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　
北
川
村
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
北
川
村
野
友
甲
　
井
津
　
信
廣
　
　
氏
　

　
北
川
村
加
茂
　
　
林
田
　
　
肇
　
　
氏
　

　
北
川
村
柏
木
　
　
濵
渦
　
豊
一
　
　
氏
　

　
北
川
村
島
　
　
　
上
村
　
尚
幸
　
　
氏
　

　
北
川
村
小
島
　
　
小
松
　
智
三
　
　
氏
　

　
北
川
村
長
山
　
　
和
田
　
和
恵
　
　
氏
　

　
北
川
村
野
友
乙
　
田
中
　
三
次
　
　
氏
　

　
北
川
村
加
茂
　
　
西
岡
　
　
啓
　
　
氏
　

　
北
川
村
加
茂
　
　
園
田
　
圭
子
　
　
氏
　

　
北
川
村
野
川
　
　
阿
部
　
米
一
朗
　
氏
　

　
北
川
村
柏
木
　
　
濵
渦
　
　
惠
　
　
氏

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

‥

一
般
質
問‥

　
北
川
村
が
目
指
す
15
年
間
の
一
貫
し
た

　
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
令
和
２
年
に
策
定

さ
れ
、
毎
年
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。そ
の

実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
就
に
向
け
た
具
体
策
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。そ
し
て
、
保
小
中
一
体
化
施
設

整
備
基
本
計
画
の
取
り
ま
と
め
も
し
て
い
る
が
、

今
後
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
保
小

中
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
検
討
委
員
会
も

こ
の
４
月
に
全
７
回
が
終
了
し
ま
し
て
、
取
り
ま

と
め
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
基
本
計
画
の
中
で
は
、
具
体
的
な
新
し
い

時
代
の
学
び
へ
の
対
応
と
し
ま
し
て
、「
保
小
中
連

携
で
子
ど
も
の
成
長
を
切
れ
目
な
く
支
え
る
」、

「
地
域
探
究
学
で
村
の
産
業
を
学
び
、将
来
の
キ
ャ

リ
ア
に
繋
げ
る
」、「
食
育
・
栽
培
活
動
で
健
康
で

豊
か
な
生
活
を
営
む
力
を
育
む
」、「
言
語
学
習
で

考
え
る
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
」、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
一
人
一
人
に
応
じ
た
学
び
・
協

働
学
習
を
支
え
る
」、「
地
域
で
連
携
し
、
み
ん
な

で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
」、こ
れ
ら
が

実
現
可
能
な
環
境
を
整
え
る
と
い
う
方
向
性
に

至
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
魅
力
的
な
教
育
環
境
づ
く
り
の
手
段

と
な
る
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
財
源
の
見
通
し
も
含
め
て
協
議
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。８
月
中
下
旬
に
は
、
も
っ
と
踏
み

込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
子
ど
も
た
ち
の
数
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、

そ
れ
ら
の
成
就
に
向
け
た
さ
ら
な
る
具
体
策
に
つ

い
て
、概
要
を
問
う
。

　
福
島
県
大
熊
町
の
学
び
舎
ゆ
め
の
森
へ
の
視
察

同
行
依
頼
に
つ
い
て
、
県
教
育
長
を
交
え
て
視

察
、
意
見
交
換
を
行
い
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
趣
旨
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
０
歳
か
ら
15
歳
の
子
ど
も
た
ち
が
と
も
に
学

び
、
と
も
に
遊
び
学
び
に
変
え
て
い
く「
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
の

た
め
に
校
舎
と
園
舎
の
一
体
化
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
組
織
体
制
と
し
て
、

若
手
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
意
欲
的
に
取
り
組
め

る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
学
べ
る
先
進
地
事
例
と
し
て
「
学
び

舎
ゆ
め
の
森
」
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。県
の
教
育
長
と
教
育
次
長
も
「
行
っ
て
み
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。議
員
の
皆

さ
ま
に
も
一
緒
に
視
察
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。ま
た
、組
織

体
制
確
立
の
後
押
し
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
に
義
務
教
育
学
校

制
度
導
入
に
関
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
現
行
の
小

中
一
貫
校
と
の
相
違
点
、
検
討
内
容
な
ど
を
問

う
。ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の
制
度
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 
答
　
教
育
長

　
小
中
一
貫
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
年
制
の
小
学
校

と
３
年
制
の
中
学
校
と
い
う
校
種
の
違
う
２
つ
の

学
校
の
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
義
務

教
育
学
校
で
は
、
１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
で
構

成
さ
れ
る
１
つ
の
学
校
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
前
期
課
程
と
後
期
課
程
と
い
う
区
分
は
あ
る

も
の
の
、
よ
り
柔
軟
な
教
育
課
程
を
構
築
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。村
が
目
指
す
15
年
間
の

一
体
的
な
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
は
、
い
か

に
現
行
制
度
を
活
用
す
る
か
が
重
要
で
す
。次
期

学
習
指
導
要
領
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
令
和
12
年

度
の
開
校
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。並
行
し
て
「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
つ
き
ま
し
て

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現

で
き
る
一
体
化
施
設
を
目
指
し
て
、
よ
り
魅
力
的

な
教
育
環
境
づ
く
り
を
行
う
。必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
と
い
う
こ
と
で
、
検
討
、
議
論
を
ど

の
よ
う
に
重
ね
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
か
ら
考
え
ら
れ

る
建
造
物
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
整
備
基
本
計
画
の
頃
よ
り
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
建
築
家
等
の
専
門
家
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

問
　
先
ほ
ど
の
お
答
え
に
、
８
月
中
下
旬
に
な
れ

ば
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
あ
っ
た
が
、
私
た
ち
議
会
と
の
議
論
の
場

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
議
会
の
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見
は
非
常
に
重
要

な
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。全
員
協
議
会
を
含

め
議
論
の
場
に
お
き
ま
し
て
、
建
物
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
や
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
、
そ
し
て
財
源
の
確

保
な
ど
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。保
小

中
の
15
年
間
の
一
貫
し
た
教
育
の
ソ
フ
ト
部
分
、

そ
こ
か
ら
必
要
と
な
る
ハ
ー
ド
、
そ
れ
ら
の
具
体

的
な
考
え
方
等
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
　
保
小
中
一
体
化
施
設
整
備
検
討
委
員
会
の

検
討
結
果
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
と

と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
さ
れ
、
村
長
に

提
言
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
村
長

　
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
環
境
に
ふ

さ
わ
し
い
保
小
中
の
一
体
化
に
向
け
て
、
ソ
フ
ト

面
の
充
実
を
考
慮
し
、実
現
で
き
る
プ
ラ
ン
で
、で

き
る
限
り
ス
マ
ー
ト
な
ハ
ー
ド
整
備
を
念
頭
に
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
耐
力
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後

も
校
舎
を
健
全
な
状
態
で
使
用
で
き
る
よ
う
、
長

寿
命
化
に
向
け
た
改
修
を
行
い
つ
つ
、
既
存
校
舎

の
有
効
活
用
を
前
提
と
し
た
機
能
改
修
、
拡
充
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
手
話
言
語
の
学
び
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
で
は
、「
手
話
言
語
条
例
」が
令
和
５

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。小
学
校
で

の
手
話
学
習
へ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
８
年
で
25

年
目
に
な
り
ま
す
。人
権
学
習
発
表
会
に
お
い

て
、
大
変
高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。手
話
通

訳
士
に
な
る
目
標
を
持
っ
て
養
成
講
座
を
受
講
し

て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。６
年
間
の
学
び
を
さ

ら
に
深
め
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
中
学
校
で
の
継
続
し
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
、
中
学
校
の
年
間
総
授
業
時
間
に
は
厳
格

な
上
限
が
決
ま
っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
何
を
学
ぶ
か
、
学
校
現
場
も
日
々
頭
を
悩
ま
せ

な
が
ら
教
育
課
程
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、
中
学
校
で
は「
教
科
担
任
制
」を
取
っ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
教
科
の
先
生
が
決
め
ら
れ
た
授

業
時
間
を
担
当
し
て
い
る
た
め
、
学
校
全
体
で
特

定
の
時
間
を
別
の
学
習
に
柔
軟
に
振
り
替
え
る

と
い
う
こ
と
が
、
仕
組
み
の
上
で
も
な
か
な
か
難

し
い
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
小
学

校
で
の
学
び
の
継
続
性
と
、
中
学
校
で
新
し
く
学

ぶ
べ
き
人
権
課
題
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
中
学

校
特
有
の
指
導
体
制
を
熟
慮
し
た
結
果
、
現
在
の

よ
う
な
教
育
課
程
の
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
た
め
本
年
度
は
、
手
話
の
実
施
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
中
学
校
で
「
手
話
を
学
ぶ
時
間
」
を
独
立
し
て

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
小
学
校
で
培
っ
た
基
礎
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
手
話
を
含
め
て
、
子
ど
も
た
ち
が
福
祉

や
人
権
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
　
せ
っ
か
く
小
学
校
で
学
ん
で
き
て
い
る
の

で
、
学
び
の
頻
度
は
少
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
い

ろ
い
ろ
な
制
度
の
活
用
や
工
夫
次
第
で
、
15
年
間

の
一
貫
し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。今
一
度
伺
い
ま
す
。15
年
間
の
一
貫

し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
で
き
る
の
か
、

外
で
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
実
現

で
き
る
の
か
を
学
校
現
場
が
主
体
と
な
り
教
育

委
員
会
も
一
緒
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
主
催
で
、
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
令
和
７
年
８
月
か
ら
12

月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
詳
細
を
伺
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
ひ
と
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
村
の
魅
力
・
資
源

を
生
か
し
た
生
業
づ
く
り
と
若
年
層
を
中
心
と

す
る
移
住
者
の
受
け
入
れ
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。昨
年
７
月
か
ら
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
募
る
た
め
、
情
報
発
信

サ
イ
ト
へ
の
掲
載
や
移
住
関
係
機
関
、
大
学
へ
の

情
報
を
提
供
い
た
し
ま
し
た
。結
果
８
人
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
の
で
、
参
加
者
を
２
チ
ー
ム

に
分
け
、
北
川
村
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
案
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
同
年
９
月
か
ら
北
川
村
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
現
地
視
察
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
う
と
と
も
に
、
立
ち
上
げ
る
事
業
の
コ
ン
セ

プ
ト
策
定
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
収
支
計
画

の
作
り
方
等
の
講
座
を
行
っ
た
う
え
で
、
２
チ
ー

ム
が
独
自
の
事
業
を
組
み
立
て
、
12
月
に
発
表
い

た
だ
き
ま
し
た
。発
表
時
点
で
は
、コ
ン
セ
プ
ト
や

対
象
と
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
収
支
計
画
な
ど
に
粗

さ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
内
容
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、翌
年
３
月
に
再
度
発
表
い
た
だ
く

こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。発
表
さ
れ
た
事
業

は
「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」
と
「
村
で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」

と
い
う
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
３
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
本

年
度
も
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
の
後

の
経
過
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

 

答
　
村
長

　「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」の
チ
ー
ム
は
、
現
在
、
事
業
運
営
を
行
う
組

織
の
法
人
化
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
空
き
家
の
設
計
に
取
り
か
か
り
、
改

修
工
事
に
対
し
て
県
補
助
金
を
活
用
す
べ
く
準
備

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、「
村

で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」
チ
ー
ム
は
ゆ

ず
を
活
用
し
、
ポ
ン
酢
づ
く
り
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
、
さ

ら
に
煮
詰
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。サ

ポ
ー
ト
委
託
業
者
に
つ
き
ま
し
て
も
定
期
的
に
打

ち
合
わ
せ
に
参
加
し
、
進
捗
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
経
営
的
に
成
立
す
る
の
か

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、

２
チ
ー
ム
の
活
動
が
北
川
村
に
根
付
い
た
事
業
と

な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
観
光
公
社
の
現
状
に
つ
い
て

問
　
文
化
観
光
公
社
が
発
足
し
て
１
年
が
た
ち
、

観
光
面
に
力
を
入
れ
る
施
策
の
中
で
、
文
化
観
光

公
社
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。現
在
の
公
社
の

組
織
構
成
と
、こ
の
１
年
の
取
り
組
み
、そ
し
て
そ

の
取
り
組
み
に
対
す
る
成
果
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
現
在
、「
国
内
外
に
向
け
た
広
報
活
動
を
と
お

し
て
、
北
川
村
の
認
知
促
進
、
基
幹
産
業
で
あ
る

ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
産
業
の
振
興
を
図
る
。」「
村

民
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

村
の
観
光
・
産
業
振
興
の
取
り
組
み
を
中
心
に

村
内
の
広
報
活
動
を
行
う
。」「
観
光
施
設
や
事
業

者
と
連
携
し
、
ゆ
ず
を
軸
と
し
た
オ
ー
ル
北
川
村

に
よ
る
広
報
体
制
の
構
築
を
図
る
。」と
い
う
３
つ

の
事
業
目
的
を
掲
げ
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の

社
長
を
理
事
長
に
、
広
報
や
金
融
関
係
の
経
験
豊

か
な
理
事
２
人
と
旧
観
光
協
会
の
職
員
に
中
岡

慎
太
郎
館
専
属
の
職
員
３
人
を
含
め
て
、
合
計
８

人
の
体
制
で
文
化
観
光
事
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
阪
・
関
西
万
博
や
土
佐
の
豊
穣
祭
、
東
京
浪
漫

亭
で
の
北
川
村
フ
ェ
ア
な
ど
14
会
場
で
特
産
品
や

観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
ゆ
ず
新
聞
の
発
行

や
北
川
村
観
光
び
ら
き
の
開
催
、Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ

へ
の
出
演
、
取
材
対
応
並
び
に
県
内
外
の
旅
行
会

社
及
び
メ
デ
ィ
ア
へ
の
営
業
活
動
を
行
い
、
主
要

３
施
設
を
中
心
に
誘
客
に
向
け
た
広
報
活
動
、
ゆ

ず
を
中
心
と
し
た
村
へ
の
施
策
を
村
内
外
に
伝

え
、
村
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
公
社
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
で
暮
ら
し
な

が
ら
持
ち
前
の
好
奇
心
と
実
行
力
で
、
村
の
魅
力

を
発
信
す
る
職
員
や
20
年
以
上
テ
レ
ビ
局
で
番

組
制
作
に
従
事
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
し
た
い

ポ
イ
ン
ト
や
業
界
の
構
造
を
熟
知
し
て
い
る
職

員
、
新
聞
記
者
や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験

し
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
人
脈
を
村
に
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
職
員
な
ど
多
様
な
人
材
を
確
保
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
広
報
活
動
等
に
つ
き
ま
し
て
は
す
ぐ
に
成
果
を

上
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
回
数
は
確
実
に
増
加

し
て
お
り
、
観
光
施
設
の
誘
客
増
の
一
助
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
村
の
主
た
る
３
つ
の
観
光
施
設
、モ
ネ
の
庭
、

慎
太
郎
館
、
北
川
村
温
泉
が
あ
り
ま
す
が
、
合
わ

せ
て
年
間
約
11
万
人
が
訪
れ
て
い
る
。そ
れ
で
も

ま
だ
十
分
に
施
設
を
活
用
で
き
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
。

　
さ
ら
に
昨
年
９
月
よ
り
、
文
化
庁
事
業
の
文
化

観
光
拠
点
計
画
に
よ
っ
て
、
モ
ネ
の
庭
を
中
心
に

整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
、
森
林
鉄
道

遺
産
も
あ
り
、
観
光
面
の
伸
び
し
ろ
は
と
て
も
大

き
い
と
期
待
し
、
文
化
観
光
公
社
の
担
う
役
割
も

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
く
る
。村
の
活
性
化
の

た
め
に
も
、
今
後
、
村
の
財
産
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
か
、
ま
た
村
と
し
て
の
観
光
事
業
の

展
望
を
問
う
。併
せ
て
、
観
光
面
だ
け
で
な
く
文

化
面
に
お
い
て
も
、
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
推
進
し
て
い
く
考

え
、予
定
は
あ
る
か
。

 

答
　
村
長

　
本
村
の
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
施
設

を
核
と
し
て
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
及
び
北
川

村
文
化
観
光
公
社
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
北
川
村
の
規
模
で
は
観
光
そ

の
も
の
が
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
す
。村
が
優
先
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
ゆ
ず
を
中
心
と
し
た
１
次
産

業
の
振
興
」「
持
続
可
能
な
地
域
を
維
持
す
る
た

め
の
移
住
・
定
住
促
進
」
す
な
わ
ち
「
産
業
の
振

興
」
と
「
移
住
の
拡
大
」
と
い
う
村
の
重
要
課
題

を
、
交
流
人
口
に
よ
り
牽
引
す
る
「
旗
振
り
役
」、

あ
る
い
は
地
域
へ
呼
び
込
む
た
め
の
「
き
っ
か
け
」

と
し
て
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
自
信
を
持
っ
て
北
川
村

を
紹
介
す
る
際
に
代
名
詞
と
も
な
り
う
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
「
モ
ネ
の
庭
が
あ
る
北
川
村
の
ゆ
ず
」

と
し
て
、
本
村
の
北
川
村
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
広
く

認
知
し
て
い
た
だ
き
、消
費
拡
大
を
図
っ
た
り
、ゆ

ず
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
き
新
規
就

農
へ
つ
な
げ
て
い
っ
た
り
と
関
係
人
口
か
ら
移
住
・

定
住
へ
の
動
機
を
創
出
す
る
な
ど
、観
光
を「
入
り

口
」と
し
て
機
能
さ
せ
、
最
終
的
な
成
果
を
１
次

産
業
の
活
性
化
と
人
口
減
少
対
策
等
に
つ
な
げ
て

い
く
な
ど
の
施
策
は
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
、こ
の
主
要
３
施
設
に
お
い
て
、年
間
合
わ

せ
て
11
万
人
を
超
え
る
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。そ
の
本
村
の
貴
重
な
財
産
で

も
あ
り
ま
す
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
管
理
運
営
を
考

え
な
が
ら
、
利
用
者
規
模
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
文
化
庁
の「
文
化
観
光
拠
点
計
画
」

の
枠
組
み
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
高

知
県
の
観
光
担
当
課
や
東
部
観
光
協
議
会
と
い
っ

た
広
域
的
な
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
文
化
面
に
つ
き
ま
し
て
も
、
観
光
面
と
同

様
に
い
か
に
文
化
的
な
側
面
を
持
た
せ
る
の
か

と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
住
宅
の
供
給
に
つ
い
て

問
　
２
年
前
の
３
月
議
会
に
お
い
て
、
ご
年
配
の

方
が
住
む
住
宅
を
増
や
す
予
定
は
な
い
か
と
い

う
質
問
を
し
た
。そ
の
際
村
長
か
ら
は
、
住
み
な

れ
た
場
所
か
ら
離
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
等
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
か
ら
転
居
を
差
し
控
え
る
事
例
が
あ

る
。高
齢
者
に
限
定
せ
ず
、
村
全
体
と
し
て
必
要

に
応
じ
て
検
討
す
る
と
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
現
在
、
当
時
よ
り
も
さ
ら
に
、
村
内
で
転

居
で
き
る
部
屋
を
求
め
て
い
る
高
齢
者
の
声
を
、

多
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。社
会
福
祉
協
議
会
に

伺
う
と
、
村
内
に
は
老
朽
化
が
著
し
い
住
宅
や
、

構
造
上
、
介
助
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
住
宅
に
お

住
ま
い
の
方
が
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と

で
す
。こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み
る
と
、
例
え
ば
野

友
周
辺
な
ど
で
家
を
貸
し
て
も
い
い
と
考
え
て
い

る
家
主
の
方
々
や
、
村
が
移
住
者
支
援
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件
と
い
っ
た

地
域
の
既
存
資
源
を
活
用
し
、
高
齢
者
の
住
み
替

え
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
仕
組
み
な
ど
が
１
つ

の
選
択
肢
と
し
て
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

何
よ
り
、
ご
年
配
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
こ
の
北

川
村
に
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
が
あ
る
こ
と
こ

そ
が
一
番
の
人
口
減
少
対
策
で
は
な
い
か
。高
齢

者
が
不
便
さ
ゆ
え
に
、
村
外
の
施
設
や
子
ど
も
世

代
の
元
へ
流
出
し
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
村
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

　
そ
れ
は
同
時
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
」の
利
用
者
維
持
に
も
つ
な
が
り
、

ひ
い
て
は
村
の
貴
重
な
福
祉
イ
ン
フ
ラ
の
存
続
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
今
後
の
高
齢
者
向
け
住
宅
支
援
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

 

答
　
村
長

　「
移
住
者
向
け
の
空
き
家
対
策
の
仕
組
み
」
の

活
用
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
移
住
促
進
と

い
う
行
政
目
的
の
も
と
、
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る

施
設
で
す
の
で
、
そ
の
目
的
に
則
っ
た
財
源
を
活

用
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
高
齢
者
の
住
居
確
保
等

に
転
用
す
る
こ
と
は
、
趣
旨
・
目
的
か
ら
も
容
易

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。次
に
、「
家
を
貸

し
て
も
よ
い
」
と
い
う
意
向
を
お
持
ち
の
家
主
の

方
々
と
、
転
居
を
希
望
さ
れ
る
高
齢
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
想
像
で
き
る
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。一
番
重
要
と
な
る
の
は
、
提

供
さ
れ
る
住
宅
が
「
高
齢
者
の
在
宅
生
活
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
真
に
適
し
た
構
造
に
な
っ
て
い
る

か
」
と
い
う
点
で
す
。空
き
家
の
多
く
は
建
築
さ

れ
て
か
ら
相
応
の
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、
段
差

の
解
消
や
手
す
り
の
設
置
、
移
動
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
い
う
面
に
お
い
て
、

必
ず
し
も
十
分
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
の
が
実
態
で
す
。さ
ら
に
、移
住
施
策
と
し
て

空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
中
で
、
実
際
に
貸

し
て
い
た
だ
け
る
物
件
自
体
が
な
か
な
か
な
い
と

い
う
現
実
も
あ
り
、非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
通
り「
自
分
た

ち
で
つ
く
る
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
」
を
目
指
し

て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
少
し
で
も
長
く

安
全
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、「
き
た
が
わ
ず
ー
っ
と
元
気
実
行
計
画
」に

基
づ
い
た
施
策
を
着
実
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。併
せ
ま
し
て
、

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
手
す
り
の
設
置
や
段

差
解
消
と
い
っ
た
住
宅
改
修
の
支
援
を
適
切
に
つ

な
げ
、
在
宅
で
の
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
で

き
る
だ
け
そ
う
し
た
関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
対
応

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
介
護

事
業
所
の
利
用
維
持
と
い
う
観
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
住
宅
の
供
給
と
い
う
一
面
の
み
で
解
決
を
図

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
北
川
村
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
周
辺
町
村
と
も
連
携
し
た
福
祉
イ
ン
フ
ラ
全

体
の
持
続
可
能
性
を
総
合
的
に
見
極
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ご
指
摘
の
と
お
り
、
高

齢
者
の
住
ま
い
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
は
、

少
な
か
ら
ず
本
村
の
人
口
減
少
対
策
と
も
関
わ
る

重
要
な
課
題
で
す
。施
策
の
目
的
を
は
じ
め
物
件

確
保
の
難
し
さ
と
い
っ
た
課
題
は
あ
る
も
の
の
、今

回
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
資
源
を
活
用
す
る
ご
指

摘
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
高
齢
者
福
祉
施
策

の
一
つ
と
し
て
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
最
近
、
あ
る
ご
年
配
の
方
が
住
宅
の
問
題
で

本
村
を
離
れ
て
隣
の
町
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。た
く
さ
ん
問
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
一
つ
で

も
な
く
な
る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

 

答
　
村
長

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
関
係
機
関
、
関
係

方
々
と
連
携
し
て
福
祉
政
策
に
対
し
て
深
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
健
全
財
政
と
財
務
規
律
に
つ
い
て

問
　
一
昨
年
９
月
、
10
月
ぐ
ら
い
に
議
会
の
ほ
う

か
ら
要
請
を
し
、
総
務
課
長
か
ら
そ
の
時
点
で
の

中
長
期
の
財
政
見
通
し
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
追
加
の
説
明
と
し
て
加
え
る
こ
と
は
あ
る

か
。

 

答
　
村
長

　
昨
年
度
あ
る
い
は
一
昨
年
度
、
ど
う
い
う
内
容

で
説
明
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
お
り

ま
す
。そ
う
し
た
中
で
、
単
に
追
加
す
る
こ
と
が

あ
る
か
な
い
か
と
い
え
ば
あ
り
ま
せ
ん
。実
際
に

そ
こ
の
数
値
だ
け
を
見
て
、
財
政
収
支
が
ど
う
の

こ
う
の
と
い
う
話
で
は
な
い
の
で
、
そ
う
し
た
こ

と
で
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
基
金
残
高
は
36
億
円
あ
り
ま

し
た
。令
和
６
年
度
の
債
務
残
高
累
計
は
幾
ら
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
借
金
の
残
額
に
つ
き
ま
し
て
、
約
24
億
2
’

3
0
0
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
貯
金
が
約
36
億
円
、
借
金
が
24
億
円
と
い
う

よ
う
な
数
字
で
す
。そ
れ
が
こ
の
見
通
し
の
中
で

今
随
時
大
型
投
資
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
共
通
認
識
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
水
力
発
電
と
い
う
大
変
大
き
な
事
業

予
算
が
つ
い
て
い
る
。そ
の
脱
炭
素
事
業
は
、総
額

で
約
80
億
円
の
事
業
の
う
ち
、
も
ち
ろ
ん
補
助

金
、
交
付
金
が
あ
っ
て
約
40
億
円
が
、
北
川
村
が

負
担
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
が
、
そ

の
投
資
の
ピ
ー
ク
が
令
和
10
年
度
ぐ
ら
い
に
来

る
と
収
支
見
通
し
の
中
で
出
て
い
る
。

　
10
年
度
の
と
き
の
単
年
度
公
債
費
が
大
体
3

億
6
’0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
。こ
れ
は
10
年
度
の

単
年
度
の
債
務
残
高
で
す
。こ
れ
も
ず
っ
と
投
資

は
増
え
て
き
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
の
ピ
ー
ク
は
令

和
の
12
年
で
約
4
億
5
’0
0
0
万
円
と
い
う
単

年
度
の
地
方
債
の
残
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。令
和

12
年
度
の
基
金
の
残
高
が
そ
の
と
き
の
見
通
し
で

約
18
億
円
に
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
12
年
度
の
地
方
債
の
残
高
予
測
は
で
て

い
る
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
令
和
12
年
時
点
の
地
方
債
の
残
高
と
い
た
し

ま
し
て
は
約
28
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。基
金
の
ほ

う
は
21
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
で
は
、
借
金
に
あ
た
る
地
方
債

が
24
億
円
ぐ
ら
い
、
そ
れ
か
ら
貯
金
が
約
36
億
円

あ
っ
た
も
の
が
、大
型
投
資
が
ず
っ
と
続
い
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
現
在
見
通
し
て
い
る
額
で
い
う
と
、

28
億
円
の
地
方
債
と
約
21
億
円
の
基
金
と
、
資
料

で
は
令
和
12
年
度
が
20
億
円
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

借
金
と
基
金
の
数
字
が
逆
転
し
て
い
る
。明
ら
か

に
こ
こ
で
は
厳
し
い
財
政
が
伺
え
る
が
、
厳
し
い

財
務
状
況
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
認
識
に
つ
い

て
、村
長
の
考
え
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
近
年
は
資
材
を
は
じ
め
物
販
の
高
騰
、
さ
ら
に

賃
金
の
上
昇
な
ど
を
鑑
み
た
と
こ
ろ
、
経
常
収
支

比
率
の
動
向
に
よ
り
経
常
経
費
の
圧
縮
は
考
え

な
が
ら
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
は

な
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
、
投
資
的
経
費
に
い
て
も

財
政
運
営
が
ま
ま
な
ら
な
い
と
き
は
一
時
的
に
中

止
や
中
断
を
決
定
す
れ
ば
対
処
可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
判
断
を
す
べ
き
状
況
か
否
か
を
判

断
す
れ
ば
良
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

村
で
は
中
期
財
政
収
支
見
通
し
を
ほ
ぼ
毎
年
作

成
し
、
こ
の
収
支
の
見
通
し
に
よ
り
勘
案
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
の
時
点
で
バ
タ
バ
タ
す
る
必
要

は
な
く
、
今
が
ど
う
の
こ
う
の
っ
て
い
う
次
元
で

は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。今
後
も
、
毎
年
財
政
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
、財
政
指
数
を

地
域
的
に
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
対
応
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問
　
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
総
合
戦
略
な
の
か
、
５
歳

９
歳
10
歳
14
歳
の
人
数
が
長
期
の
見
通
し
に
な
っ

た
と
き
に
、
2
0
3
5
年
、
今
か
ら
10
年
後
の
数

字
が
57
人
と
16
人
、
70
人
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
の
数
字
に
つ
い
て
も
う
ち
ょ
っ
と
実
態
に
応

じ
た
施
策
、
数
字
の
押
さ
え
方
っ
て
い
う
の
も
あ

る
程
度
必
要
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う

が
、
私
は
そ
う
い
う
子
ど
も
の
人
数
の
数
字
が
実

態
と
乖
離
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ

う
に
思
う
。人
口
動
態
も
意
識
し
た
施
策
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
人
口
推
計
に
つ
い
て
は
国
の
人
口
、
県
の
ほ
う

が
直
近
で
出
し
て
い
る
数
字
、
そ
れ
か
ら
村
の
ほ

う
が
独
自
で
出
し
て
い
る
数
字
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、
村
が
出
し
て
い
る
数
字
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
、
国
勢
調
査
が
終
わ
り
、
速
報
値
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、ま
だ
細
か
い
数
字
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

細
か
い
数
字
が
出
た
段
階
で
ま
た
村
独
自
の
人

口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
人
口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し
た
ら
、
議

員
の
皆
さ
ま
に
も
公
表
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
の
関
係
の
数
値
、あ
る
い
は
中
年

層
の
数
値
、
い
ろ
い
ろ
人
口
の
数
字
は
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
、お
お
む
ね
に
し
て
推
計
っ
て
い
う
の
は

現
状
か
ら
推
計
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
仕
組
み
で
は
じ

き
出
し
ま
す
の
で
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
に

よ
っ
て
こ
れ
ぐ
ら
い
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
は
見
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も

ご
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
そ
の
数
字
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
小
水
力
発
電
施
設
を
主
と
す
る

　
脱
炭
素
事
業
に
つ
い
て

問
　
こ
の
小
水
力
発
電
を
主
と
す
る
脱
炭
素
事

業
を
応
募
し
た
理
由
と
経
緯
に
つ
い
て
、
ま
た
こ

の
事
業
目
的
、効
果
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
2
0
1
0
年
度
後
半
頃
、
議
会
か
ら
の
発
案
で

前
村
長
の
同
意
の
も
と
に
勉
強
会
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
こ
の
当

時
、
恐
ら
く
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
が
2
0
1
2
年
に
誕
生

す
る
こ
と
を
議
会
が
察
知
し
て
、
地
球
環
境
に
優

し
い
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
お
い
て
、
北
川

村
村
内
で
生
か
せ
る
も
の
が
何
が
あ
る
の
か
と

い
っ
た
と
こ
ろ
を
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、私
が
村
長
就
任
後
、送
電
線
の
パ
イ
を

確
保
で
き
そ
う
だ
と
い
う
情
報
を
得
て
、
議
会
へ

相
談
し
、
皆
さ
ん
同
意
の
も
と
に
再
度
事
業
に
取

り
組
み
始
め
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
化
に
向
け
て
調
査
設
計
を
進
め

る
な
か
で
、
数
度
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
都
度
、

事
業
費
が
膨
ら
み
当
初
も
く
ろ
ん
で
い
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
で
は
採
算
が
合
わ
ず
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
断
念

し
、
対
応
可
能
な
事
業
が
あ
れ
ば
改
め
て
説
明
を

行
い
、
事
業
へ
取
り
組
む
旨
を
ご
了
解
い
た
だ
い

た
経
緯
も
ご
ざ
い
ま
す
。そ
う
し
た
経
過
を
経

て
、経
済
産
業
省
、省
内
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、環

境
省
へ
赴
き
、
相
談
を
行
う
と
同
時
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
当
時
ま
だ
制
度
組
み
立
て
中
で

ご
ざ
い
ま
し
た
脱
炭
素
先
行
地
域
の
事
業
が
あ

る
こ
と
を
伺
い
、
こ
の
事
業
交
付
金
が
４
分
の
３

だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
価
値
が

あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
議
会
へ
諮
ら
せ
て
い
た

だ
き
、今
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
度
に

脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
選
定
に
向
け
て
検
討
を
行

い
、
こ
の
事
業
に
よ
り
民
生
部
門
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出

を
ゼ
ロ
に
し
、
小
水
力
発
電
施
設
で
発
電
し
た
電

気
を
生
か
す
た
め
、
事
業
の
対
象
を
村
全
域
と
し

た
と
こ
ろ
で
す
。村
全
体
の
民
生
部
門
の
脱
炭
素

化
を
図
る
た
め
、
小
水
力
発
電
施
設
整
備
以
外
の

取
り
組
み
で
は
、
村
民
の
方
々
へ
の
家
電
補
助
や

公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
設
備
、
民
生
部
門
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
村
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
の
約
半
分

を
占
め
る
運
輸
部
門
の
削
減
に
も
取
り
組
む
た

め
、
村
営
バ
ス
の
Ｅ
Ｖ
化
等
に
も
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
選
定
は
、
令
和
５
年
に
環
境
省
か

ら
選
定
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。地
域
脱
炭
素
先
行

地
域
に
選
定
さ
れ
て
以
降
、
脱
炭
素
事
業
を
推
進

し
て
い
く
な
か
、
事
業
の
目
的
・
効
果
で
必
ず
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
村
全
域
に
お
け

る
民
生
部
門
の
脱
炭
素
化
で
ご
ざ
い
ま
す
。ま

た
、
村
の
地
域
資
源
を
活
用
し
生
ま
れ
た
電
気
を

村
内
に
供
給
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
発
電
し

た
電
気
を
村
内
各
世
帯
へ
供
給
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
四
国
電
力
株
式
会
社
と
電
気
代
を
含
め
た
供

給
内
容
に
つ
い
て
合
意
に
至
り
、
来
週
6
月
18
日

に
基
本
合
意
の
締
結
式
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。こ
の
議
会
か
ら
の
発
案
を
契
機
と
し
た

こ
の
事
業
に
よ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
受
益
で
き

ま
す
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
Ｅ
Ｖ
バ
ス
に
つ
い
て
、
導
入
さ
れ
て
実
際
に

試
験
走
行
も
終
わ
っ
て
走
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け

ど
、何
か
当
初
の
も
く
ろ
み
と
少
し
違
っ
た
、も
し

く
は
何
か
課
題
が
見
え
て
き
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
村
で
は
村
営
バ
ス
と
し
て
Ｅ
Ｖ
バ
ス
を
２
台
購

入
し
て
お
り
ま
す
。製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
民
事
再
生
手
続
き
に
入
っ
た

と
の
情
報
を
得
て
以
降
、
購
入
契
約
先
で
あ
る
四

電
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社
と
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。現
時
点
で
は
製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
サ
ポ
ー
ト
も
通
常
ど
お
り
続

け
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
の
走
行
に
は
支
障
が
な
い

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。購
入

元
に
対
し
、
製
造
会
社
の
民
事
再
生
手
続
き
の
進

捗
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
測
の
事
態
を
見
据
え
た
対

応
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。具
体
的
に
は
、

整
備
関
係
資
料
の
早
期
確
保
、
必
要
部
品
等
の
調

達
、
車
両
不
具
合
時
の
緊
急
時
の
対
応
等
で
す
。

ま
た
、
こ
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
請
け

負
っ
て
い
る
自
動
車
整
備
工
場
へ
は
、Ｅ
Ｖ
バ
ス
納

入
時
に
、車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
製
造
会

社
か
ら
御
工
場
に
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ひ
と
ま
ず
は
危
惧
し
て
慌
て
る
必
要
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
大
阪
市
は
こ
の
万
博
で
使
っ
て
い
た
Ｅ
Ｖ
バ

ス
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
た
か
ら
立
ち
入

り
検
査
に
入
っ
た
と
、そ
う
す
る
と
、中
国
企
業
が

製
造
し
た
一
部
の
車
両
で
前
輪
の
ブ
レ
ー
キ
ホ
ー

ス
が
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
国
交
省
に

リ
コ
ー
ル
を
申
し
入
れ
た
と
い
う
よ
う
な
記
事
が

載
っ
て
お
り
ま
す
。今
村
長
が
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
中
に
は
、
こ
う
い
う
こ
と
の

何
が
あ
っ
て
そ
こ
を
確
認
し
て
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
確
認
を
さ
れ
た
の
か
。

　
そ
れ
と
、
今
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
不
具
合
が

出
て
い
ま
す
。ま
ず
第
１
に
ド
ア
の
乗
降
す
る

パ
ッ
キ
ン
が
剥
が
れ
て
き
た
。ま
だ
導
入
し
て
１

カ
月
２
カ
月
し
か
た
っ
て
い
な
い
の
に
。そ
れ
と

雨
の
激
し
い
と
き
に
は
窓
枠
か
ら
水
が
中
へ
入
っ

て
く
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

新
車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
と
思
い

ま
す
。も
う
一
つ
何
か
ブ
レ
ー
キ
か
何
か
が
か

か
っ
て
解
除
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。今
申
し
上

げ
た
具
体
的
な
３
点
、聞
い
て
い
ま
す
か
。

 

答
　
村
長

　
そ
の
点
は
不
具
合
が
あ
っ
た
内
容
等
、
ま
た
試

運
転
の
と
き
の
状
況
等
も
伺
っ
て
い
ま
す
。何
を

も
っ
て
今
の
と
こ
ろ
心
配
す
る
必
要
は
な
い
か
っ

て
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、き
ち
っ
と
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る

整
備
工
場
も
確
認
が
で
き
て
い
る
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
し
て
運
行
上
、
実
際
に
試
運
転
が
終
わ
り
ま

し
て
、
実
運
行
に
入
っ
て
か
ら
そ
う
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
は
今
伺
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
く
ま
で
も
試
運
転
の
と
き
の
話
だ
ろ
う
と

い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き
た
か
ら
対
応
が
で
き

て
い
る
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
け
ど
、
新

車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
な
っ
て
思

え
る
よ
う
な
水
が
窓
枠
か
ら
入
っ
て
く
る
と
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
ど
も
。

や
は
り
我
々
の
立
場
か
ら
し
て
み
た
ら
、
き
ち
っ

と
し
た
車
、
大
阪
市
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
聞
い
た
と
き
に
や
は
り
心
配
で
す
。そ

う
い
う
報
告
も
、
ぜ
ひ
議
会
の
ほ
う
に
説
明
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
小
島
集
会
場
と
温
泉
に
設
置
し

た
太
陽
光
発
電
の
施
設
に
つ
い
て
、
太
陽
光
発
電

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、集
会
所
の
電
気
代
、も
し

く
は
小
島
山
菜
グ
ル
ー
プ
の
電
気
代
、
温
泉
の
ほ

う
の
電
気
代
、
何
か
そ
う
い
う
面
で
効
果
が
出
て

い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
小
島
集
会
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
８

月
か
ら
で
す
の
で
ま
だ
１
年
足
ら
ず
で
ご
ざ
い
ま

す
。10
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求

は
、
6
2
’6
9
4
円
、
１
カ
月
当
た
り
6
’

2
6
9
円
で
、
1
6
’0
2
2
円
、
加
工
施
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
７
月
か
ら
11
カ
月
で
太

陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求
が
1
0
0
’1
9
7

円
、
１
カ
月
当
た
り
9
’1
0
8
円
と
、
2
9
’

6
8
8
円
、
北
川
村
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
７
年
９
月
か
ら
９
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電

気
代
の
請
求
額
が
7
1
6
’5
5
3
円
、
ひ
と
月

当
た
り
7
9
’6
1
7
円
と
、
2
6
’5
3
9
円
そ

れ
ぞ
れ
安
価
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
大
体
似
た
よ
う
な
額
で
電
気
を
利
用
で

き
る
と
推
測
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
先
日
の
雨
風
で
、平
鍋
地
区
、小
島
地
区
、和

田
地
区
が
停
電
を
約
２
時
間
か
ら
３
時
間
近
く

起
こ
し
ま
し
た
。そ
の
時
に
温
泉
を
見
る
と
電
気

が
つ
い
て
い
る
。集
会
所
も
常
に
つ
い
て
い
る
電

気
は
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
が
、
停
電
に
な
っ
た

ら
こ
の
太
陽
光
発
電
の
仕
組
み
上
、
自
動
的
に
切

り
替
わ
る
の
か
。そ
れ
は
集
会
所
も
温
泉
も
一
緒

で
す
か
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
に
つ
き
ま
し
て
も
合
わ
せ
て
整
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
北
川
村
温
泉
あ
る
い
は
集
会

所
は
自
動
で
切
り
替
わ
っ
て
使
え
る
状
況
に
な
り

ま
す
。

問
　
温
泉
は
自
家
発
電
設
備
を
持
っ
て
お
り
、
温

泉
の
従
業
員
は
停
電
に
な
っ
た
ら
自
家
発
電
設

備
に
切
り
替
わ
る
と
い
う
認
識
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と

切
り
替
え
が
で
き
て
い
る
の
か
、
自
家
発
電
シ
ス

テ
ム
、
設
備
と
の
関
係
上
ち
ゃ
ん
と
そ
の
蓄
電
池

が
稼
働
し
て
い
る
の
か
ぜ
ひ
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
を
同
時
に
整
備
し
て
い
る
と
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
例
え
ば
温
泉
に
し
て
も
集
会
所
に

し
て
も
、
フ
ル
に
全
部
が
使
え
る
わ
け
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
、
改
め
て
ど
う
だ
っ
た
の

か
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
結
果
に
よ
っ
て
、

ス
タ
ッ
フ
等
に
も
指
揮
し
て
、
し
っ
か
り
認
識
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　
組
織
運
営
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

問
　
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
や
っ
て
い
く
う
え
で
、

マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
、
キ
ャ
リ
ア
層
が
随
分

い
び
つ
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、こ
う
い
う
現
状

に
対
し
て
ど
う
い
う
認
識
を
し
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
近
年
、
早
期
退
職
者
が
毎
年
い
る
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
。そ
の
補
充
の
た
め
年
３
回
程
度
採
用
試

験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。令
和
８
年
度
も
退
職
者

の
穴
埋
め
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
現
在

10
月
1
日
採
用
を
目
指
し
、採
用
試
験
を
実
施
中

で
す
。人
口
1
’0
0
0
人
規
模
の
持
続
可
能
な

循
環
型
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
も
、
職
員

の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
必
要
で
あ
り
、
早
期
に
解
決
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。引
き

続
き
採
用
試
験
を
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
、
職

員
数
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
よ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り

高
め
る
た
め
に
、人
事
評
価
に
つ
き
ま
し
て
、勤
勉

手
当
等
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
新
規
採

用
職
員
へ
の
人
材
育
成
に
つ
き
ま
し
て
も
、
日
々

の
業
務
上
の
各
課
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
む
ら

づ
く
り
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
若
手
部
会
の
活
動
を
継
続
し

て
お
り
ま
す
。政
策
立
案
等
に
つ
い
て
人
材
育
成

に
繋
げ
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

問
　
あ
る
村
民
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。役
場
へ
尋

ね
た
い
こ
と
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
電
話
を

し
た
が
、
担
当
者
が
休
み
の
た
め
、
明
日
に
し
て

く
れ
ま
せ
ん
か
と
返
事
を
さ
れ
た
。翌
日
行
っ
た

ら
、
担
当
者
が
出
勤
し
て
お
り
、
申
請
書
に
記
入

し
提
出
し
た
が
、
は
い
分
か
り
ま
し
た
と
言
う

が
、
そ
れ
を
受
け
付
け
て
も
ら
え
た
の
か
分
か
ら

な
い
。役
場
か
ら
公
式
な
重
要
文
書
、
例
え
ば
契

約
書
を
送
付
し
た
り
す
る
と
き
は
文
書
管
理
み

た
い
な
、発
行
し
ま
し
た
、受
け
取
り
ま
し
た
と
い

う
記
録
は
残
っ
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
ず
電
話
等
の
対
応
に
つ
い
て
、
最
近
の
事
例

で
い
く
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
も
必
要
に
な
っ

て
き
た
時
代
な
の
か
、
今
後
の
人
材
育
成
の
中
で

初
期
対
応
、
ま
ず
基
本
で
あ
る
電
話
対
応
で
あ
る

と
か
、そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
再
度
検
査

し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
。

　
ま
た
、
契
約
書
を
作
っ
て
郵
便
で
送
る
と
い
う

事
例
は
多
々
そ
ん
な
に
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

過
去
、
私
が
対
応
し
た
事
例
で
い
く
と
、
簡
易
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、手
続
き
上
送
っ
た
り
、あ
る

い
は
直
接
手
渡
し
た
り
対
応
し
て
き
た
、
ま
た
再

度
確
認
し
な
が
ら
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。発
送
等

の
記
録
は
全
部
控
え
て
い
ま
す
。

問
　
ど
う
す
れ
ば
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
直

る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
報
連
相
の
取
り
組

み
を
ぜ
ひ
考
え
て
ほ
し
い
。

 

答
　
村
長

　
接
遇
の
と
こ
ろ
で
基
本
に
な
る
電
話
対
応
、
ま

た
、
報
連
相
、
特
に
報
告
の
部
分
は
大
切
と
思
い

ま
す
の
で
、
ま
た
改
め
て
徹
底
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

問
　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

は
、約
80
％
の
進
捗
ま
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

残
っ
て
い
る
工
事
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
、
ま
た
、

許
認
可
関
係
に
お
い
て
何
が
許
可
さ
れ
何
が
残
っ

て
い
る
か
。こ
の
前
全
員
協
議
会
で
11
月
ご
ろ
か

ら
試
験
運
転
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
蛇
谷
地
区
小
水
力
発
電
施
設
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
10
月
末
ま
で
に
発
電
所
の
建
設
及
び

発
電
機
の
据
え
付
け
、
沈
砂
池
の
整
備
、
水
管
橋

部
分
の
導
水
管
の
設
置
、
系
統
接
続
を
進
め
、
11

月
か
ら
試
運
転
を
開
始
、
12
月
か
ら
運
転
の
開
始

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、台
風
６
号
に
伴
い
、

蛇
谷
川
を
含
む
北
川
村
東
部
に
お
い
て
集
中
的

な
降
雨
が
発
生
し
、
施
工
済
み
で
あ
る
導
水
管
の

一
部
が
流
出
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
す
。６
月
４
日
及
び
５
日
に
現
地
調
査
を
し

て
被
災
状
況
を
把
握
し
、現
在
、対
処
方
法
、全
体

工
程
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
請
負
業
者
と
も
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
全
容
調
査
が
で

き
次
第
、
対
応
案
を
取
り
ま
と
め
、
議
会
に
も
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
許
認
可
関
係
に
つ
き
ま
し
て
、
河
川
法
に
お
い

て
は
令
和
6
年
10
月
に
許
可
、
電
気
事
業
法
に
つ

き
ま
し
て
は
同
年
11
月
に
届
け
出
、
国
有
林
野
使

用
に
つ
き
ま
し
て
令
和
7
年
1
月
に
許
可
が
完
了

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
水
車
据
え
付
け
後
の
試
験
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
請
負
業
者
及
び
水
車
メ
ー
カ
ー
が
試
験
計
画

を
策
定
し
、
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主

任
技
術
者
の
確
認
を
受
け
た
う
え
で
、
両
主
任
技

術
者
の
保
安
監
督
の
も
と
、
試
験
を
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。試
験
内
容
と
し
て
は
、
停

止
状
態
で
の
外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の

測
定
、
系
統
連
携
し
た
負
荷
運
転
で
の
安
定
運
転

の
確
認
や
必
要
な
急
負
荷
遮
断
試
験
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
試
験
記
録
を
取
り
ま
と
め
、
問
題
が
な

け
れ
ば
法
定
使
用
前
自
主
検
査
を
経
て
運
転
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
残
工
事
と
し
て
、
発
電
機
据
え
付
け
調
整
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、
予
定
で
は
８
月
ご
ろ
か
ら
搬

入
据
え
付
け
に
入
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
れ

を
ミ
ス
す
る
と
工
程
上
も
の
す
ご
く
窮
屈
に
な
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。発
電
機
と
水
路
管
と
の

取
り
付
け
箇
所
の
再
度
確
認
を
行
っ
て
、
万
全
の

体
制
で
据
付
調
整
に
入
る
こ
と
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
さ
に
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
の
工
程
で

す
。発
電
機
と
導
水
管
の
取
り
付
け
箇
所
に
つ
き

ま
し
て
、
施
工
管
理
者
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
北

川
村
振
興
公
社
に
、
改
め
て
設
計
の
確
認
と
、
請

負
業
者
・
水
車
メ
ー
カ
ー
と
の
間
の
調
整
を
徹

底
す
る
よ
う
指
示
し
、
情
報
連
携
を
図
り
な
が
ら

円
滑
に
施
工
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
令
和
８
年
６
月
６
日
の
高
知
新
聞
で
、
北
川

村
全
電
力
地
産
地
消
へ
と
の
見
出
し
で
小
水
力

発
電
に
つ
い
て
、
村
長
と
担
当
職
員
へ
の
聞
き
取

り
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
北

川
村
振
興
公
社
が
運
転
管
理
し
、電
源
開
発
の
技

術
支
援
を
受
け
る
と
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

現
在
電
源
開
発
よ
り
１
人
出
向
で
来
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
こ
の
方
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
ほ
か
に
支
援
を
依
頼
す
る
つ
も
り

な
の
か
。

 

答
　
村
長

　
取
材
で
は
、
共
同
提
案
者
で
あ
る
電
源
開
発
の

関
わ
り
を
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。議
論
当
初
の
議

会
・
役
場
等
へ
の
勉
強
会
で
の
協
力
や
、
公
社
へ

の
出
向
と
い
う
形
で
の
技
術
的
支
援
、
平
鍋
地
区

小
水
力
発
電
所
に
係
る
技
術
的
支
援
こ
れ
ら
を

例
示
し
た
も
の
で
す
。

問
　
と
い
う
こ
と
は
新
し
く
何
ら
か
の
形
で
電
源

開
発
株
式
会
社
に
依
頼
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
当
初
の
予
定
で
は
12
月
か
ら
運
転
と
い
う
こ

と
で
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
運
転
開
始
後

の
設
備
保
守
点
検
に
伴
う
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
公
社
の
人
員
構
成
等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。ま
た
、
保
守
点
検
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
点
検
項
目
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
く
か
な

ど
、
運
用
開
始
ま
で
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

 
答
　
村
長

　
運
転
開
始
後
の
設
備
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
蛇
谷
川
水
力
発
電
所
の
保
安
規
定
に
基
づ

き
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
ず
、
日

常
巡
視
に
つ
い
て
で
す
が
、
一
般
社
団
法
人
北
川

村
振
興
公
社
で
複
数
人
の
体
制
を
組
み
、
順
次
巡

回
方
式
に
よ
り
実
施
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。遠
隔

監
視
に
つ
き
ま
し
て
は
、
遠
隔
監
視
を
活
用
し
つ

つ
、
取
水
状
況
や
発
電
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
１
日
か
ら
１
週
間
程
度
の
周
期
で
運
転
中
の

電
気
設
備
、
周
辺
状
況
等
を
巡
回
し
、
目
視
、
嗅

覚
、
聴
覚
に
よ
り
異
常
の
有
無
を
点
検
し
、
チ
ロ

リ
ア
ン
ス
ク
リ
ー
ン
の
ご
み
詰
ま
り
が
あ
れ
ば
適

宜
撤
去
等
の
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
点
検
作
業
・
運
用
方
法
を

整
理
し
た
維
持
管
理
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
も

同
時
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
た
同
規
定
に
基
づ
き
、
法
定
点
検

で
あ
る
月
次
点
検
や
年
次
点
検
と
し
て
、
電
気
主

任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主
任
技
術
者
に
よ
る

外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の
測
定
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。そ
の
他
、
電
気
事
故
そ
の
他
の

異
常
が
発
生
し
た
と
き
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
両
技
術
者
及
び
振
興
公
社

に
よ
る
臨
時
点
検
を
行
い
、
再
発
防
止
及
び
事
故

の
未
然
防
止
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

問
　
た
だ
、
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
は
ゲ
リ
ラ

豪
雨
が
来
た
と
き
に
、
い
か
に
こ
の
遠
隔
監
視
で

見
て
い
く
か
、
分
か
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
雨
量

計
も
し
く
は
上
流
に
対
し
て
の
簡
易
な
水
位
計

を
つ
け
て
、そ
の
デ
ー
タ
を
持
っ
て
き
て
徐
々
に
上

が
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
も
の
も
考

え
た
ら
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
突
発
性
で
言
い
ま
し
た
ら
、
直
近
で
台
風
の
案

件
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
や
は
り
そ
こ
は
気
を

つ
け
て
い
く
べ
き
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。ま
た

上
流
の
水
位
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
源
開
発
さ

ん
の
ほ
う
が
い
く
ば
く
か
持
た
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
協
議
を
し

て
そ
の
数
値
と
か
も
い
た
だ
け
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
条
　
例
◇

北
川
村
小
水
力
発
電
事
業
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
小
水
力
発
電
事
業
で
生
じ
た
剰
余
金
を
小
水

力
発
電
事
業
の
将
来
の
維
持
管
理
や
更
新
な
ど

の
財
源
に
充
て
る
た
め
、制
定
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
８
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
４
月
の
定
期
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
及
び

脱
炭
素
事
業
の
推
進
の
た
め
小
水
力
発
電
施
設

整
備
に
要
す
る
経
費
等
を
計
上
す
る
も
の
。

↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
８
年
度
北
川
村
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
の
還
付

に
要
す
る
経
費
を
計
上
す
る

も
の
。

↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

‥

議
案
審
議‥

◇
報
　
告
◇

令
和
７
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
1
3
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法

施
行
令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令

和
７
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
。

令
和
７
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
公
営
企
業
法
第
26
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、
同
条
第
３
項

の
規
定
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
北
川
村
簡
易
水
道

事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
、

報
告
す
る
も
の
。

宗
ノ
上
地
区
小
水
力
発
電
施
設

整
備
工
事
請
負
契
約
変
更
の

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
契
約
日（
議
決
日
） 

令
和
７
年
７
月
30
日

　
契
約
の
相
手 

　
田
所
・
金
本
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

代
表
者
　
有
限
会
社
田
所
建
設

代
表
取
締
役 

田
所
謙
二

　
変
更
前
の
請
負
金
額

 

8
7
4
’5
0
0
’0
0
0
円

（
消
費
税
7
9
’5
0
0
’0
0
0
円
を
含
む
）

　
変
更
後
の
請
負
金
額

 

8
7
9
’0
7
6
’0
0
0
円

一般会計（第1号） 140,003千円 4,125,215 千円

国民健康保険特別会計（第1号） 300千円 206,646 千円

  補正額会計名     補正後の額

■令和8年度　補正予算

1819



（
消
費
税
7
9
’9
1
6
’0
0
0
円
を
含
む
）

　
そ
の
増
減
額
　
　
　  

4
’5
7
6
’0
0
0
円

 
（
消
費
税 

4
1
6
’0
0
0
円
を
含
む
）

変
更
理
由

　
取
水
堰
の
掘
削
に
よ
り
切
土
法
面
表
層
の
浮

石
の
剥
離
に
伴
う
小
規
模
落
石
が
広
範
囲
に
確

認
さ
れ
た
た
め
、
法
面
下
部
に
お
け
る
作
業
員
の

安
全
確
保
を
目
的
と
し
て
、
法
面
に
モ
ル
タ
ル
吹

付
の
施
工
を
実
施
し
た
も
の
。

◇
承
　
認
◇

令
和
７
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に

つ
い
て

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
つ
い
て
補
正
予
算
を

調
整
し
、
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
専
決
処
分
を
し
た
の
で
、
同
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
報
告
し
、
承
認
を
求
め

る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
承
認
）

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１
項
の
規
定
に
基

づ
き
専
決
処
分
を
し
た
の
で
、
同
条
第
３
項
の
規

定
に
よ
り
こ
れ
を
報
告
し
、承
認
を
求
め
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
承
認
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
等
の
一
部
が
改
正
し
た
こ
と
に
伴

い
、
北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１

項
の
規
定
に
基
づ
き
専
決
処
分
を
し
た
の
で
、
同

条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
報
告
し
、
承
認

を
求
め
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
承
認
）

事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の

決
定
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
村
道
東
岸
線
で
の
自
動
車
損
傷
に
対
す
る
和

解
と
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第

1
7
9
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
専
決
処
分

を
し
た
の
で
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ

を
報
告
し
、承
認
を
求
め
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
承
認
）

◇
契
　
約
◇

角
木
団
地
排
水
構
造
物
設
置
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
地
方
自
治

法
第
96
条
第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関

す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め

る
も
の
。

　
　
契
約
の
相
手
　
有
限
会
社
　
浜
渦
工
務
店

　
　
契
約
金
額
　
　
8
9
’7
6
0
’0
0
0
円

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

宗
ノ
上
地
区
小
水
力
発
電
施
設
整
備
工
事

請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
５
号
の
規
定

に
よ
り
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
変
更
前
の
請
負
金
額
　

8
7
9
’0
7
6
’0
0
0
円

　
変
更
後
の
請
負
金
額
　

9
0
5
’2
2
3
’0
0
0
円

　
契
約
の
相
手
　
　
田
所
・
金
本
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
人
　
事
◇

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

　
北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
、
地
方
税
法
第
4
2
3
条
第
３
項
の
規
定

に
よ
り
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
　
池
田
　
鈆
平
　
氏

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

北
川
村
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　
北
川
村
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
北
川
村
野
友
甲
　
井
津
　
信
廣
　
　
氏
　

　
北
川
村
加
茂
　
　
林
田
　
　
肇
　
　
氏
　

　
北
川
村
柏
木
　
　
濵
渦
　
豊
一
　
　
氏
　

　
北
川
村
島
　
　
　
上
村
　
尚
幸
　
　
氏
　

　
北
川
村
小
島
　
　
小
松
　
智
三
　
　
氏
　

　
北
川
村
長
山
　
　
和
田
　
和
恵
　
　
氏
　

　
北
川
村
野
友
乙
　
田
中
　
三
次
　
　
氏
　

　
北
川
村
加
茂
　
　
西
岡
　
　
啓
　
　
氏
　

　
北
川
村
加
茂
　
　
園
田
　
圭
子
　
　
氏
　

　
北
川
村
野
川
　
　
阿
部
　
米
一
朗
　
氏
　

　
北
川
村
柏
木
　
　
濵
渦
　
　
惠
　
　
氏

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

‥

一
般
質
問‥

　
北
川
村
が
目
指
す
15
年
間
の
一
貫
し
た

　
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
令
和
２
年
に
策
定

さ
れ
、
毎
年
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。そ
の

実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
就
に
向
け
た
具
体
策
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。そ
し
て
、
保
小
中
一
体
化
施
設

整
備
基
本
計
画
の
取
り
ま
と
め
も
し
て
い
る
が
、

今
後
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
保
小

中
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
検
討
委
員
会
も

こ
の
４
月
に
全
７
回
が
終
了
し
ま
し
て
、
取
り
ま

と
め
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
基
本
計
画
の
中
で
は
、
具
体
的
な
新
し
い

時
代
の
学
び
へ
の
対
応
と
し
ま
し
て
、「
保
小
中
連

携
で
子
ど
も
の
成
長
を
切
れ
目
な
く
支
え
る
」、

「
地
域
探
究
学
で
村
の
産
業
を
学
び
、将
来
の
キ
ャ

リ
ア
に
繋
げ
る
」、「
食
育
・
栽
培
活
動
で
健
康
で

豊
か
な
生
活
を
営
む
力
を
育
む
」、「
言
語
学
習
で

考
え
る
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
」、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
一
人
一
人
に
応
じ
た
学
び
・
協

働
学
習
を
支
え
る
」、「
地
域
で
連
携
し
、
み
ん
な

で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
」、こ
れ
ら
が

実
現
可
能
な
環
境
を
整
え
る
と
い
う
方
向
性
に

至
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
魅
力
的
な
教
育
環
境
づ
く
り
の
手
段

と
な
る
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
財
源
の
見
通
し
も
含
め
て
協
議
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。８
月
中
下
旬
に
は
、
も
っ
と
踏
み

込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
子
ど
も
た
ち
の
数
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、

そ
れ
ら
の
成
就
に
向
け
た
さ
ら
な
る
具
体
策
に
つ

い
て
、概
要
を
問
う
。

　
福
島
県
大
熊
町
の
学
び
舎
ゆ
め
の
森
へ
の
視
察

同
行
依
頼
に
つ
い
て
、
県
教
育
長
を
交
え
て
視

察
、
意
見
交
換
を
行
い
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
趣
旨
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
０
歳
か
ら
15
歳
の
子
ど
も
た
ち
が
と
も
に
学

び
、
と
も
に
遊
び
学
び
に
変
え
て
い
く「
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
の

た
め
に
校
舎
と
園
舎
の
一
体
化
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
組
織
体
制
と
し
て
、

若
手
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
意
欲
的
に
取
り
組
め

る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
学
べ
る
先
進
地
事
例
と
し
て
「
学
び

舎
ゆ
め
の
森
」
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。県
の
教
育
長
と
教
育
次
長
も
「
行
っ
て
み
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。議
員
の
皆

さ
ま
に
も
一
緒
に
視
察
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。ま
た
、組
織

体
制
確
立
の
後
押
し
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
に
義
務
教
育
学
校

制
度
導
入
に
関
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
現
行
の
小

中
一
貫
校
と
の
相
違
点
、
検
討
内
容
な
ど
を
問

う
。ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の
制
度
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
小
中
一
貫
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
年
制
の
小
学
校

と
３
年
制
の
中
学
校
と
い
う
校
種
の
違
う
２
つ
の

学
校
の
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
義
務

教
育
学
校
で
は
、
１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
で
構

成
さ
れ
る
１
つ
の
学
校
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
前
期
課
程
と
後
期
課
程
と
い
う
区
分
は
あ
る

も
の
の
、
よ
り
柔
軟
な
教
育
課
程
を
構
築
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。村
が
目
指
す
15
年
間
の

一
体
的
な
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
は
、
い
か

に
現
行
制
度
を
活
用
す
る
か
が
重
要
で
す
。次
期

学
習
指
導
要
領
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
令
和
12
年

度
の
開
校
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。並
行
し
て
「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
つ
き
ま
し
て

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現

で
き
る
一
体
化
施
設
を
目
指
し
て
、
よ
り
魅
力
的

な
教
育
環
境
づ
く
り
を
行
う
。必
要
な
部
分
を
見

極
め
な
が
ら
と
い
う
こ
と
で
、
検
討
、
議
論
を
ど

の
よ
う
に
重
ね
て
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
一
体
化
施
設
整
備
基
本
計
画
か
ら
考
え
ら
れ

る
建
造
物
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
整
備
基
本
計
画
の
頃
よ
り
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
建
築
家
等
の
専
門
家
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

問
　
先
ほ
ど
の
お
答
え
に
、
８
月
中
下
旬
に
な
れ

ば
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
あ
っ
た
が
、
私
た
ち
議
会
と
の
議
論
の
場

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
議
会
の
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見
は
非
常
に
重
要

な
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。全
員
協
議
会
を
含

め
議
論
の
場
に
お
き
ま
し
て
、
建
物
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
や
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
、
そ
し
て
財
源
の
確

保
な
ど
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。保
小

中
の
15
年
間
の
一
貫
し
た
教
育
の
ソ
フ
ト
部
分
、

そ
こ
か
ら
必
要
と
な
る
ハ
ー
ド
、
そ
れ
ら
の
具
体

的
な
考
え
方
等
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
　
保
小
中
一
体
化
施
設
整
備
検
討
委
員
会
の

検
討
結
果
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
と

と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
さ
れ
、
村
長
に

提
言
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
村
長

　
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
環
境
に
ふ

さ
わ
し
い
保
小
中
の
一
体
化
に
向
け
て
、
ソ
フ
ト

面
の
充
実
を
考
慮
し
、実
現
で
き
る
プ
ラ
ン
で
、で

き
る
限
り
ス
マ
ー
ト
な
ハ
ー
ド
整
備
を
念
頭
に
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
耐
力
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後

も
校
舎
を
健
全
な
状
態
で
使
用
で
き
る
よ
う
、
長

寿
命
化
に
向
け
た
改
修
を
行
い
つ
つ
、
既
存
校
舎

の
有
効
活
用
を
前
提
と
し
た
機
能
改
修
、
拡
充
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
手
話
言
語
の
学
び
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
で
は
、「
手
話
言
語
条
例
」が
令
和
５

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。小
学
校
で

の
手
話
学
習
へ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
８
年
で
25

年
目
に
な
り
ま
す
。人
権
学
習
発
表
会
に
お
い

て
、
大
変
高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。手
話
通

訳
士
に
な
る
目
標
を
持
っ
て
養
成
講
座
を
受
講
し

て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。６
年
間
の
学
び
を
さ

ら
に
深
め
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
中
学
校
で
の
継
続
し
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
、
中
学
校
の
年
間
総
授
業
時
間
に
は
厳
格

な
上
限
が
決
ま
っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
何
を
学
ぶ
か
、
学
校
現
場
も
日
々
頭
を
悩
ま
せ

な
が
ら
教
育
課
程
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、
中
学
校
で
は「
教
科
担
任
制
」を
取
っ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
教
科
の
先
生
が
決
め
ら
れ
た
授

業
時
間
を
担
当
し
て
い
る
た
め
、
学
校
全
体
で
特

定
の
時
間
を
別
の
学
習
に
柔
軟
に
振
り
替
え
る

と
い
う
こ
と
が
、
仕
組
み
の
上
で
も
な
か
な
か
難

し
い
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
小
学

校
で
の
学
び
の
継
続
性
と
、
中
学
校
で
新
し
く
学

ぶ
べ
き
人
権
課
題
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
中
学

校
特
有
の
指
導
体
制
を
熟
慮
し
た
結
果
、
現
在
の

よ
う
な
教
育
課
程
の
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
た
め
本
年
度
は
、
手
話
の
実
施
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
中
学
校
で
「
手
話
を
学
ぶ
時
間
」
を
独
立
し
て

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
小
学
校
で
培
っ
た
基
礎
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
手
話
を
含
め
て
、
子
ど
も
た
ち
が
福
祉

や
人
権
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
　
せ
っ
か
く
小
学
校
で
学
ん
で
き
て
い
る
の

で
、
学
び
の
頻
度
は
少
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
い

ろ
い
ろ
な
制
度
の
活
用
や
工
夫
次
第
で
、
15
年
間

の
一
貫
し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。今
一
度
伺
い
ま
す
。15
年
間
の
一
貫

し
た
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
で
き
る
の
か
、

外
で
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
実
現

で
き
る
の
か
を
学
校
現
場
が
主
体
と
な
り
教
育

委
員
会
も
一
緒
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

問
　
北
川
村
主
催
で
、
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
令
和
７
年
８
月
か
ら
12

月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
詳
細
を
伺
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
ひ
と
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
村
の
魅
力
・
資
源

を
生
か
し
た
生
業
づ
く
り
と
若
年
層
を
中
心
と

す
る
移
住
者
の
受
け
入
れ
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。昨
年
７
月
か
ら
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
募
る
た
め
、
情
報
発
信

サ
イ
ト
へ
の
掲
載
や
移
住
関
係
機
関
、
大
学
へ
の

情
報
を
提
供
い
た
し
ま
し
た
。結
果
８
人
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
の
で
、
参
加
者
を
２
チ
ー
ム

に
分
け
、
北
川
村
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
案
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
同
年
９
月
か
ら
北
川
村
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
現
地
視
察
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
う
と
と
も
に
、
立
ち
上
げ
る
事
業
の
コ
ン
セ

プ
ト
策
定
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
収
支
計
画

の
作
り
方
等
の
講
座
を
行
っ
た
う
え
で
、
２
チ
ー

ム
が
独
自
の
事
業
を
組
み
立
て
、
12
月
に
発
表
い

た
だ
き
ま
し
た
。発
表
時
点
で
は
、コ
ン
セ
プ
ト
や

対
象
と
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
収
支
計
画
な
ど
に
粗

さ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
内
容
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、翌
年
３
月
に
再
度
発
表
い
た
だ
く

こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。発
表
さ
れ
た
事
業

は
「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」
と
「
村
で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」

と
い
う
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
３
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
本

年
度
も
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
の
後

の
経
過
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

 

答
　
村
長

　「
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
及
び
交
流
拠
点
の

整
備
」の
チ
ー
ム
は
、
現
在
、
事
業
運
営
を
行
う
組

織
の
法
人
化
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
空
き
家
の
設
計
に
取
り
か
か
り
、
改

修
工
事
に
対
し
て
県
補
助
金
を
活
用
す
べ
く
準
備

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、「
村

で
の
体
験
活
動
や
商
品
を
つ
く
る
」
チ
ー
ム
は
ゆ

ず
を
活
用
し
、
ポ
ン
酢
づ
く
り
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
、
さ

ら
に
煮
詰
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。サ

ポ
ー
ト
委
託
業
者
に
つ
き
ま
し
て
も
定
期
的
に
打

ち
合
わ
せ
に
参
加
し
、
進
捗
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
経
営
的
に
成
立
す
る
の
か

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、

２
チ
ー
ム
の
活
動
が
北
川
村
に
根
付
い
た
事
業
と

な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
観
光
公
社
の
現
状
に
つ
い
て

問
　
文
化
観
光
公
社
が
発
足
し
て
１
年
が
た
ち
、

観
光
面
に
力
を
入
れ
る
施
策
の
中
で
、
文
化
観
光

公
社
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。現
在
の
公
社
の

組
織
構
成
と
、こ
の
１
年
の
取
り
組
み
、そ
し
て
そ

の
取
り
組
み
に
対
す
る
成
果
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
現
在
、「
国
内
外
に
向
け
た
広
報
活
動
を
と
お

し
て
、
北
川
村
の
認
知
促
進
、
基
幹
産
業
で
あ
る

ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
産
業
の
振
興
を
図
る
。」「
村

民
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

村
の
観
光
・
産
業
振
興
の
取
り
組
み
を
中
心
に

村
内
の
広
報
活
動
を
行
う
。」「
観
光
施
設
や
事
業

者
と
連
携
し
、
ゆ
ず
を
軸
と
し
た
オ
ー
ル
北
川
村

に
よ
る
広
報
体
制
の
構
築
を
図
る
。」と
い
う
３
つ

の
事
業
目
的
を
掲
げ
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の

社
長
を
理
事
長
に
、
広
報
や
金
融
関
係
の
経
験
豊

か
な
理
事
２
人
と
旧
観
光
協
会
の
職
員
に
中
岡

慎
太
郎
館
専
属
の
職
員
３
人
を
含
め
て
、
合
計
８

人
の
体
制
で
文
化
観
光
事
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
阪
・
関
西
万
博
や
土
佐
の
豊
穣
祭
、
東
京
浪
漫

亭
で
の
北
川
村
フ
ェ
ア
な
ど
14
会
場
で
特
産
品
や

観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
ゆ
ず
新
聞
の
発
行

や
北
川
村
観
光
び
ら
き
の
開
催
、Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ

へ
の
出
演
、
取
材
対
応
並
び
に
県
内
外
の
旅
行
会

社
及
び
メ
デ
ィ
ア
へ
の
営
業
活
動
を
行
い
、
主
要

３
施
設
を
中
心
に
誘
客
に
向
け
た
広
報
活
動
、
ゆ

ず
を
中
心
と
し
た
村
へ
の
施
策
を
村
内
外
に
伝

え
、
村
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
公
社
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
で
暮
ら
し
な

が
ら
持
ち
前
の
好
奇
心
と
実
行
力
で
、
村
の
魅
力

を
発
信
す
る
職
員
や
20
年
以
上
テ
レ
ビ
局
で
番

組
制
作
に
従
事
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
し
た
い

ポ
イ
ン
ト
や
業
界
の
構
造
を
熟
知
し
て
い
る
職

員
、
新
聞
記
者
や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験

し
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
人
脈
を
村
に
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
職
員
な
ど
多
様
な
人
材
を
確
保
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
広
報
活
動
等
に
つ
き
ま
し
て
は
す
ぐ
に
成
果
を

上
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
回
数
は
確
実
に
増
加

し
て
お
り
、
観
光
施
設
の
誘
客
増
の
一
助
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
村
の
主
た
る
３
つ
の
観
光
施
設
、モ
ネ
の
庭
、

慎
太
郎
館
、
北
川
村
温
泉
が
あ
り
ま
す
が
、
合
わ

せ
て
年
間
約
11
万
人
が
訪
れ
て
い
る
。そ
れ
で
も

ま
だ
十
分
に
施
設
を
活
用
で
き
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
。

　
さ
ら
に
昨
年
９
月
よ
り
、
文
化
庁
事
業
の
文
化

観
光
拠
点
計
画
に
よ
っ
て
、
モ
ネ
の
庭
を
中
心
に

整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
、
森
林
鉄
道

遺
産
も
あ
り
、
観
光
面
の
伸
び
し
ろ
は
と
て
も
大

き
い
と
期
待
し
、
文
化
観
光
公
社
の
担
う
役
割
も

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
く
る
。村
の
活
性
化
の

た
め
に
も
、
今
後
、
村
の
財
産
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
か
、
ま
た
村
と
し
て
の
観
光
事
業
の

展
望
を
問
う
。併
せ
て
、
観
光
面
だ
け
で
な
く
文

化
面
に
お
い
て
も
、
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
推
進
し
て
い
く
考

え
、予
定
は
あ
る
か
。

 

答
　
村
長

　
本
村
の
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
施
設

を
核
と
し
て
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
及
び
北
川

村
文
化
観
光
公
社
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
北
川
村
の
規
模
で
は
観
光
そ

の
も
の
が
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
す
。村
が
優
先
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
ゆ
ず
を
中
心
と
し
た
１
次
産

業
の
振
興
」「
持
続
可
能
な
地
域
を
維
持
す
る
た

め
の
移
住
・
定
住
促
進
」
す
な
わ
ち
「
産
業
の
振

興
」
と
「
移
住
の
拡
大
」
と
い
う
村
の
重
要
課
題

を
、
交
流
人
口
に
よ
り
牽
引
す
る
「
旗
振
り
役
」、

あ
る
い
は
地
域
へ
呼
び
込
む
た
め
の
「
き
っ
か
け
」

と
し
て
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
自
信
を
持
っ
て
北
川
村

を
紹
介
す
る
際
に
代
名
詞
と
も
な
り
う
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
「
モ
ネ
の
庭
が
あ
る
北
川
村
の
ゆ
ず
」

と
し
て
、
本
村
の
北
川
村
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
広
く

認
知
し
て
い
た
だ
き
、消
費
拡
大
を
図
っ
た
り
、ゆ

ず
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
き
新
規
就

農
へ
つ
な
げ
て
い
っ
た
り
と
関
係
人
口
か
ら
移
住
・

定
住
へ
の
動
機
を
創
出
す
る
な
ど
、観
光
を「
入
り

口
」と
し
て
機
能
さ
せ
、
最
終
的
な
成
果
を
１
次

産
業
の
活
性
化
と
人
口
減
少
対
策
等
に
つ
な
げ
て

い
く
な
ど
の
施
策
は
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
、こ
の
主
要
３
施
設
に
お
い
て
、年
間
合
わ

せ
て
11
万
人
を
超
え
る
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。そ
の
本
村
の
貴
重
な
財
産
で

も
あ
り
ま
す
施
設
に
つ
き
ま
し
て
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
管
理
運
営
を
考

え
な
が
ら
、
利
用
者
規
模
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
文
化
庁
の「
文
化
観
光
拠
点
計
画
」

の
枠
組
み
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
高

知
県
の
観
光
担
当
課
や
東
部
観
光
協
議
会
と
い
っ

た
広
域
的
な
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
文
化
面
に
つ
き
ま
し
て
も
、
観
光
面
と
同

様
に
い
か
に
文
化
的
な
側
面
を
持
た
せ
る
の
か

と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
住
宅
の
供
給
に
つ
い
て

問
　
２
年
前
の
３
月
議
会
に
お
い
て
、
ご
年
配
の

方
が
住
む
住
宅
を
増
や
す
予
定
は
な
い
か
と
い

う
質
問
を
し
た
。そ
の
際
村
長
か
ら
は
、
住
み
な

れ
た
場
所
か
ら
離
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
等
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
か
ら
転
居
を
差
し
控
え
る
事
例
が
あ

る
。高
齢
者
に
限
定
せ
ず
、
村
全
体
と
し
て
必
要

に
応
じ
て
検
討
す
る
と
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
現
在
、
当
時
よ
り
も
さ
ら
に
、
村
内
で
転

居
で
き
る
部
屋
を
求
め
て
い
る
高
齢
者
の
声
を
、

多
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。社
会
福
祉
協
議
会
に

伺
う
と
、
村
内
に
は
老
朽
化
が
著
し
い
住
宅
や
、

構
造
上
、
介
助
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
住
宅
に
お

住
ま
い
の
方
が
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と

で
す
。こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み
る
と
、
例
え
ば
野

友
周
辺
な
ど
で
家
を
貸
し
て
も
い
い
と
考
え
て
い

る
家
主
の
方
々
や
、
村
が
移
住
者
支
援
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件
と
い
っ
た

地
域
の
既
存
資
源
を
活
用
し
、
高
齢
者
の
住
み
替

え
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
仕
組
み
な
ど
が
１
つ

の
選
択
肢
と
し
て
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

何
よ
り
、
ご
年
配
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
こ
の
北

川
村
に
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
が
あ
る
こ
と
こ

そ
が
一
番
の
人
口
減
少
対
策
で
は
な
い
か
。高
齢

者
が
不
便
さ
ゆ
え
に
、
村
外
の
施
設
や
子
ど
も
世

代
の
元
へ
流
出
し
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
村
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

　
そ
れ
は
同
時
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
」の
利
用
者
維
持
に
も
つ
な
が
り
、

ひ
い
て
は
村
の
貴
重
な
福
祉
イ
ン
フ
ラ
の
存
続
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
今
後
の
高
齢
者
向
け
住
宅
支
援
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

 

答
　
村
長

　「
移
住
者
向
け
の
空
き
家
対
策
の
仕
組
み
」
の

活
用
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
移
住
促
進
と

い
う
行
政
目
的
の
も
と
、
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る

施
設
で
す
の
で
、
そ
の
目
的
に
則
っ
た
財
源
を
活

用
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
高
齢
者
の
住
居
確
保
等

に
転
用
す
る
こ
と
は
、
趣
旨
・
目
的
か
ら
も
容
易

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。次
に
、「
家
を
貸

し
て
も
よ
い
」
と
い
う
意
向
を
お
持
ち
の
家
主
の

方
々
と
、
転
居
を
希
望
さ
れ
る
高
齢
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
想
像
で
き
る
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。一
番
重
要
と
な
る
の
は
、
提

供
さ
れ
る
住
宅
が
「
高
齢
者
の
在
宅
生
活
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
真
に
適
し
た
構
造
に
な
っ
て
い
る

か
」
と
い
う
点
で
す
。空
き
家
の
多
く
は
建
築
さ

れ
て
か
ら
相
応
の
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、
段
差

の
解
消
や
手
す
り
の
設
置
、
移
動
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
い
う
面
に
お
い
て
、

必
ず
し
も
十
分
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
の
が
実
態
で
す
。さ
ら
に
、移
住
施
策
と
し
て

空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
中
で
、
実
際
に
貸

し
て
い
た
だ
け
る
物
件
自
体
が
な
か
な
か
な
い
と

い
う
現
実
も
あ
り
、非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
通
り「
自
分
た

ち
で
つ
く
る
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
」
を
目
指
し

て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
少
し
で
も
長
く

安
全
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、「
き
た
が
わ
ず
ー
っ
と
元
気
実
行
計
画
」に

基
づ
い
た
施
策
を
着
実
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。併
せ
ま
し
て
、

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
手
す
り
の
設
置
や
段

差
解
消
と
い
っ
た
住
宅
改
修
の
支
援
を
適
切
に
つ

な
げ
、
在
宅
で
の
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
で

き
る
だ
け
そ
う
し
た
関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
対
応

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
介
護

事
業
所
の
利
用
維
持
と
い
う
観
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
住
宅
の
供
給
と
い
う
一
面
の
み
で
解
決
を
図

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
北
川
村
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
周
辺
町
村
と
も
連
携
し
た
福
祉
イ
ン
フ
ラ
全

体
の
持
続
可
能
性
を
総
合
的
に
見
極
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ご
指
摘
の
と
お
り
、
高

齢
者
の
住
ま
い
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
は
、

少
な
か
ら
ず
本
村
の
人
口
減
少
対
策
と
も
関
わ
る

重
要
な
課
題
で
す
。施
策
の
目
的
を
は
じ
め
物
件

確
保
の
難
し
さ
と
い
っ
た
課
題
は
あ
る
も
の
の
、今

回
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
資
源
を
活
用
す
る
ご
指

摘
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
高
齢
者
福
祉
施
策

の
一
つ
と
し
て
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
最
近
、
あ
る
ご
年
配
の
方
が
住
宅
の
問
題
で

本
村
を
離
れ
て
隣
の
町
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。た
く
さ
ん
問
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
一
つ
で

も
な
く
な
る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

 

答
　
村
長

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
関
係
機
関
、
関
係

方
々
と
連
携
し
て
福
祉
政
策
に
対
し
て
深
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
健
全
財
政
と
財
務
規
律
に
つ
い
て

問
　
一
昨
年
９
月
、
10
月
ぐ
ら
い
に
議
会
の
ほ
う

か
ら
要
請
を
し
、
総
務
課
長
か
ら
そ
の
時
点
で
の

中
長
期
の
財
政
見
通
し
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
追
加
の
説
明
と
し
て
加
え
る
こ
と
は
あ
る

か
。

 

答
　
村
長

　
昨
年
度
あ
る
い
は
一
昨
年
度
、
ど
う
い
う
内
容

で
説
明
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
お
り

ま
す
。そ
う
し
た
中
で
、
単
に
追
加
す
る
こ
と
が

あ
る
か
な
い
か
と
い
え
ば
あ
り
ま
せ
ん
。実
際
に

そ
こ
の
数
値
だ
け
を
見
て
、
財
政
収
支
が
ど
う
の

こ
う
の
と
い
う
話
で
は
な
い
の
で
、
そ
う
し
た
こ

と
で
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
基
金
残
高
は
36
億
円
あ
り
ま

し
た
。令
和
６
年
度
の
債
務
残
高
累
計
は
幾
ら
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
借
金
の
残
額
に
つ
き
ま
し
て
、
約
24
億
2
’

3
0
0
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
貯
金
が
約
36
億
円
、
借
金
が
24
億
円
と
い
う

よ
う
な
数
字
で
す
。そ
れ
が
こ
の
見
通
し
の
中
で

今
随
時
大
型
投
資
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
共
通
認
識
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
水
力
発
電
と
い
う
大
変
大
き
な
事
業

予
算
が
つ
い
て
い
る
。そ
の
脱
炭
素
事
業
は
、総
額

で
約
80
億
円
の
事
業
の
う
ち
、
も
ち
ろ
ん
補
助

金
、
交
付
金
が
あ
っ
て
約
40
億
円
が
、
北
川
村
が

負
担
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
が
、
そ

の
投
資
の
ピ
ー
ク
が
令
和
10
年
度
ぐ
ら
い
に
来

る
と
収
支
見
通
し
の
中
で
出
て
い
る
。

　
10
年
度
の
と
き
の
単
年
度
公
債
費
が
大
体
3

億
6
’0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
。こ
れ
は
10
年
度
の

単
年
度
の
債
務
残
高
で
す
。こ
れ
も
ず
っ
と
投
資

は
増
え
て
き
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
の
ピ
ー
ク
は
令

和
の
12
年
で
約
4
億
5
’0
0
0
万
円
と
い
う
単

年
度
の
地
方
債
の
残
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。令
和

12
年
度
の
基
金
の
残
高
が
そ
の
と
き
の
見
通
し
で

約
18
億
円
に
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
12
年
度
の
地
方
債
の
残
高
予
測
は
で
て

い
る
か
。

 

答
　
総
務
課
長

　
令
和
12
年
時
点
の
地
方
債
の
残
高
と
い
た
し

ま
し
て
は
約
28
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。基
金
の
ほ

う
は
21
億
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
で
は
、
借
金
に
あ
た
る
地
方
債

が
24
億
円
ぐ
ら
い
、
そ
れ
か
ら
貯
金
が
約
36
億
円

あ
っ
た
も
の
が
、大
型
投
資
が
ず
っ
と
続
い
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
現
在
見
通
し
て
い
る
額
で
い
う
と
、

28
億
円
の
地
方
債
と
約
21
億
円
の
基
金
と
、
資
料

で
は
令
和
12
年
度
が
20
億
円
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

借
金
と
基
金
の
数
字
が
逆
転
し
て
い
る
。明
ら
か

に
こ
こ
で
は
厳
し
い
財
政
が
伺
え
る
が
、
厳
し
い

財
務
状
況
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
認
識
に
つ
い

て
、村
長
の
考
え
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
近
年
は
資
材
を
は
じ
め
物
販
の
高
騰
、
さ
ら
に

賃
金
の
上
昇
な
ど
を
鑑
み
た
と
こ
ろ
、
経
常
収
支

比
率
の
動
向
に
よ
り
経
常
経
費
の
圧
縮
は
考
え

な
が
ら
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
は

な
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
、
投
資
的
経
費
に
い
て
も

財
政
運
営
が
ま
ま
な
ら
な
い
と
き
は
一
時
的
に
中

止
や
中
断
を
決
定
す
れ
ば
対
処
可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
判
断
を
す
べ
き
状
況
か
否
か
を
判

断
す
れ
ば
良
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

村
で
は
中
期
財
政
収
支
見
通
し
を
ほ
ぼ
毎
年
作

成
し
、
こ
の
収
支
の
見
通
し
に
よ
り
勘
案
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
の
時
点
で
バ
タ
バ
タ
す
る
必
要

は
な
く
、
今
が
ど
う
の
こ
う
の
っ
て
い
う
次
元
で

は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。今
後
も
、
毎
年
財
政
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
、財
政
指
数
を

地
域
的
に
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
対
応
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問
　
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
総
合
戦
略
な
の
か
、
５
歳

９
歳
10
歳
14
歳
の
人
数
が
長
期
の
見
通
し
に
な
っ

た
と
き
に
、
2
0
3
5
年
、
今
か
ら
10
年
後
の
数

字
が
57
人
と
16
人
、
70
人
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
の
数
字
に
つ
い
て
も
う
ち
ょ
っ
と
実
態
に
応

じ
た
施
策
、
数
字
の
押
さ
え
方
っ
て
い
う
の
も
あ

る
程
度
必
要
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う

が
、
私
は
そ
う
い
う
子
ど
も
の
人
数
の
数
字
が
実

態
と
乖
離
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ

う
に
思
う
。人
口
動
態
も
意
識
し
た
施
策
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
人
口
推
計
に
つ
い
て
は
国
の
人
口
、
県
の
ほ
う

が
直
近
で
出
し
て
い
る
数
字
、
そ
れ
か
ら
村
の
ほ

う
が
独
自
で
出
し
て
い
る
数
字
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、
村
が
出
し
て
い
る
数
字
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
、
国
勢
調
査
が
終
わ
り
、
速
報
値
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、ま
だ
細
か
い
数
字
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

細
か
い
数
字
が
出
た
段
階
で
ま
た
村
独
自
の
人

口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
人
口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し
た
ら
、
議

員
の
皆
さ
ま
に
も
公
表
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
の
関
係
の
数
値
、あ
る
い
は
中
年

層
の
数
値
、
い
ろ
い
ろ
人
口
の
数
字
は
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
、お
お
む
ね
に
し
て
推
計
っ
て
い
う
の
は

現
状
か
ら
推
計
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
仕
組
み
で
は
じ

き
出
し
ま
す
の
で
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
に

よ
っ
て
こ
れ
ぐ
ら
い
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
は
見
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も

ご
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
そ
の
数
字
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
小
水
力
発
電
施
設
を
主
と
す
る

　
脱
炭
素
事
業
に
つ
い
て

問
　
こ
の
小
水
力
発
電
を
主
と
す
る
脱
炭
素
事

業
を
応
募
し
た
理
由
と
経
緯
に
つ
い
て
、
ま
た
こ

の
事
業
目
的
、効
果
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
2
0
1
0
年
度
後
半
頃
、
議
会
か
ら
の
発
案
で

前
村
長
の
同
意
の
も
と
に
勉
強
会
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
こ
の
当

時
、
恐
ら
く
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
が
2
0
1
2
年
に
誕
生

す
る
こ
と
を
議
会
が
察
知
し
て
、
地
球
環
境
に
優

し
い
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
お
い
て
、
北
川

村
村
内
で
生
か
せ
る
も
の
が
何
が
あ
る
の
か
と

い
っ
た
と
こ
ろ
を
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、私
が
村
長
就
任
後
、送
電
線
の
パ
イ
を

確
保
で
き
そ
う
だ
と
い
う
情
報
を
得
て
、
議
会
へ

相
談
し
、
皆
さ
ん
同
意
の
も
と
に
再
度
事
業
に
取

り
組
み
始
め
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
化
に
向
け
て
調
査
設
計
を
進
め

る
な
か
で
、
数
度
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
都
度
、

事
業
費
が
膨
ら
み
当
初
も
く
ろ
ん
で
い
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
で
は
採
算
が
合
わ
ず
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
断
念

し
、
対
応
可
能
な
事
業
が
あ
れ
ば
改
め
て
説
明
を

行
い
、
事
業
へ
取
り
組
む
旨
を
ご
了
解
い
た
だ
い

た
経
緯
も
ご
ざ
い
ま
す
。そ
う
し
た
経
過
を
経

て
、経
済
産
業
省
、省
内
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、環

境
省
へ
赴
き
、
相
談
を
行
う
と
同
時
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
当
時
ま
だ
制
度
組
み
立
て
中
で

ご
ざ
い
ま
し
た
脱
炭
素
先
行
地
域
の
事
業
が
あ

る
こ
と
を
伺
い
、
こ
の
事
業
交
付
金
が
４
分
の
３

だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
価
値
が

あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
議
会
へ
諮
ら
せ
て
い
た

だ
き
、今
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
度
に

脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
選
定
に
向
け
て
検
討
を
行

い
、
こ
の
事
業
に
よ
り
民
生
部
門
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出

を
ゼ
ロ
に
し
、
小
水
力
発
電
施
設
で
発
電
し
た
電

気
を
生
か
す
た
め
、
事
業
の
対
象
を
村
全
域
と
し

た
と
こ
ろ
で
す
。村
全
体
の
民
生
部
門
の
脱
炭
素

化
を
図
る
た
め
、
小
水
力
発
電
施
設
整
備
以
外
の

取
り
組
み
で
は
、
村
民
の
方
々
へ
の
家
電
補
助
や

公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
設
備
、
民
生
部
門
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
村
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
の
約
半
分

を
占
め
る
運
輸
部
門
の
削
減
に
も
取
り
組
む
た

め
、
村
営
バ
ス
の
Ｅ
Ｖ
化
等
に
も
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
選
定
は
、
令
和
５
年
に
環
境
省
か

ら
選
定
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。地
域
脱
炭
素
先
行

地
域
に
選
定
さ
れ
て
以
降
、
脱
炭
素
事
業
を
推
進

し
て
い
く
な
か
、
事
業
の
目
的
・
効
果
で
必
ず
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
村
全
域
に
お
け

る
民
生
部
門
の
脱
炭
素
化
で
ご
ざ
い
ま
す
。ま

た
、
村
の
地
域
資
源
を
活
用
し
生
ま
れ
た
電
気
を

村
内
に
供
給
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
発
電
し

た
電
気
を
村
内
各
世
帯
へ
供
給
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
四
国
電
力
株
式
会
社
と
電
気
代
を
含
め
た
供

給
内
容
に
つ
い
て
合
意
に
至
り
、
来
週
6
月
18
日

に
基
本
合
意
の
締
結
式
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。こ
の
議
会
か
ら
の
発
案
を
契
機
と
し
た

こ
の
事
業
に
よ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
受
益
で
き

ま
す
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
Ｅ
Ｖ
バ
ス
に
つ
い
て
、
導
入
さ
れ
て
実
際
に

試
験
走
行
も
終
わ
っ
て
走
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け

ど
、何
か
当
初
の
も
く
ろ
み
と
少
し
違
っ
た
、も
し

く
は
何
か
課
題
が
見
え
て
き
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
村
で
は
村
営
バ
ス
と
し
て
Ｅ
Ｖ
バ
ス
を
２
台
購

入
し
て
お
り
ま
す
。製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
民
事
再
生
手
続
き
に
入
っ
た

と
の
情
報
を
得
て
以
降
、
購
入
契
約
先
で
あ
る
四

電
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社
と
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。現
時
点
で
は
製
造
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー

タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が
サ
ポ
ー
ト
も
通
常
ど
お
り
続

け
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
の
走
行
に
は
支
障
が
な
い

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。購
入

元
に
対
し
、
製
造
会
社
の
民
事
再
生
手
続
き
の
進

捗
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
測
の
事
態
を
見
据
え
た
対

応
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。具
体
的
に
は
、

整
備
関
係
資
料
の
早
期
確
保
、
必
要
部
品
等
の
調

達
、
車
両
不
具
合
時
の
緊
急
時
の
対
応
等
で
す
。

ま
た
、
こ
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
請
け

負
っ
て
い
る
自
動
車
整
備
工
場
へ
は
、Ｅ
Ｖ
バ
ス
納

入
時
に
、車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
製
造
会

社
か
ら
御
工
場
に
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ひ
と
ま
ず
は
危
惧
し
て
慌
て
る
必
要
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
大
阪
市
は
こ
の
万
博
で
使
っ
て
い
た
Ｅ
Ｖ
バ

ス
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
た
か
ら
立
ち
入

り
検
査
に
入
っ
た
と
、そ
う
す
る
と
、中
国
企
業
が

製
造
し
た
一
部
の
車
両
で
前
輪
の
ブ
レ
ー
キ
ホ
ー

ス
が
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
国
交
省
に

リ
コ
ー
ル
を
申
し
入
れ
た
と
い
う
よ
う
な
記
事
が

載
っ
て
お
り
ま
す
。今
村
長
が
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
中
に
は
、
こ
う
い
う
こ
と
の

何
が
あ
っ
て
そ
こ
を
確
認
し
て
大
丈
夫
だ
と
い
う

ふ
う
に
確
認
を
さ
れ
た
の
か
。

　
そ
れ
と
、
今
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
不
具
合
が

出
て
い
ま
す
。ま
ず
第
１
に
ド
ア
の
乗
降
す
る

パ
ッ
キ
ン
が
剥
が
れ
て
き
た
。ま
だ
導
入
し
て
１

カ
月
２
カ
月
し
か
た
っ
て
い
な
い
の
に
。そ
れ
と

雨
の
激
し
い
と
き
に
は
窓
枠
か
ら
水
が
中
へ
入
っ

て
く
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

新
車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
と
思
い

ま
す
。も
う
一
つ
何
か
ブ
レ
ー
キ
か
何
か
が
か

か
っ
て
解
除
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。今
申
し
上

げ
た
具
体
的
な
３
点
、聞
い
て
い
ま
す
か
。

 

答
　
村
長

　
そ
の
点
は
不
具
合
が
あ
っ
た
内
容
等
、
ま
た
試

運
転
の
と
き
の
状
況
等
も
伺
っ
て
い
ま
す
。何
を

も
っ
て
今
の
と
こ
ろ
心
配
す
る
必
要
は
な
い
か
っ

て
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、き
ち
っ
と
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る

整
備
工
場
も
確
認
が
で
き
て
い
る
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
し
て
運
行
上
、
実
際
に
試
運
転
が
終
わ
り
ま

し
て
、
実
運
行
に
入
っ
て
か
ら
そ
う
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
は
今
伺
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
く
ま
で
も
試
運
転
の
と
き
の
話
だ
ろ
う
と

い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き
た
か
ら
対
応
が
で
き

て
い
る
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
け
ど
、
新

車
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
な
っ
て
思

え
る
よ
う
な
水
が
窓
枠
か
ら
入
っ
て
く
る
と
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
ど
も
。

や
は
り
我
々
の
立
場
か
ら
し
て
み
た
ら
、
き
ち
っ

と
し
た
車
、
大
阪
市
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
聞
い
た
と
き
に
や
は
り
心
配
で
す
。そ

う
い
う
報
告
も
、
ぜ
ひ
議
会
の
ほ
う
に
説
明
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
小
島
集
会
場
と
温
泉
に
設
置
し

た
太
陽
光
発
電
の
施
設
に
つ
い
て
、
太
陽
光
発
電

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、集
会
所
の
電
気
代
、も
し

く
は
小
島
山
菜
グ
ル
ー
プ
の
電
気
代
、
温
泉
の
ほ

う
の
電
気
代
、
何
か
そ
う
い
う
面
で
効
果
が
出
て

い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
小
島
集
会
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
８

月
か
ら
で
す
の
で
ま
だ
１
年
足
ら
ず
で
ご
ざ
い
ま

す
。10
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求

は
、
6
2
’6
9
4
円
、
１
カ
月
当
た
り
6
’

2
6
9
円
で
、
1
6
’0
2
2
円
、
加
工
施
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
７
月
か
ら
11
カ
月
で
太

陽
光
発
電
の
電
気
代
の
請
求
が
1
0
0
’1
9
7

円
、
１
カ
月
当
た
り
9
’1
0
8
円
と
、
2
9
’

6
8
8
円
、
北
川
村
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
７
年
９
月
か
ら
９
カ
月
で
太
陽
光
発
電
の
電

気
代
の
請
求
額
が
7
1
6
’5
5
3
円
、
ひ
と
月

当
た
り
7
9
’6
1
7
円
と
、
2
6
’5
3
9
円
そ

れ
ぞ
れ
安
価
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
大
体
似
た
よ
う
な
額
で
電
気
を
利
用
で

き
る
と
推
測
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
先
日
の
雨
風
で
、平
鍋
地
区
、小
島
地
区
、和

田
地
区
が
停
電
を
約
２
時
間
か
ら
３
時
間
近
く

起
こ
し
ま
し
た
。そ
の
時
に
温
泉
を
見
る
と
電
気

が
つ
い
て
い
る
。集
会
所
も
常
に
つ
い
て
い
る
電

気
は
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
が
、
停
電
に
な
っ
た

ら
こ
の
太
陽
光
発
電
の
仕
組
み
上
、
自
動
的
に
切

り
替
わ
る
の
か
。そ
れ
は
集
会
所
も
温
泉
も
一
緒

で
す
か
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
に
つ
き
ま
し
て
も
合
わ
せ
て
整
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
北
川
村
温
泉
あ
る
い
は
集
会

所
は
自
動
で
切
り
替
わ
っ
て
使
え
る
状
況
に
な
り

ま
す
。

問
　
温
泉
は
自
家
発
電
設
備
を
持
っ
て
お
り
、
温

泉
の
従
業
員
は
停
電
に
な
っ
た
ら
自
家
発
電
設

備
に
切
り
替
わ
る
と
い
う
認
識
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と

切
り
替
え
が
で
き
て
い
る
の
か
、
自
家
発
電
シ
ス

テ
ム
、
設
備
と
の
関
係
上
ち
ゃ
ん
と
そ
の
蓄
電
池

が
稼
働
し
て
い
る
の
か
ぜ
ひ
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

 

答
　
村
長

　
蓄
電
池
を
同
時
に
整
備
し
て
い
る
と
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
例
え
ば
温
泉
に
し
て
も
集
会
所
に

し
て
も
、
フ
ル
に
全
部
が
使
え
る
わ
け
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
、
改
め
て
ど
う
だ
っ
た
の

か
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
結
果
に
よ
っ
て
、

ス
タ
ッ
フ
等
に
も
指
揮
し
て
、
し
っ
か
り
認
識
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　
組
織
運
営
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

問
　
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
や
っ
て
い
く
う
え
で
、

マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
、
キ
ャ
リ
ア
層
が
随
分

い
び
つ
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、こ
う
い
う
現
状

に
対
し
て
ど
う
い
う
認
識
を
し
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
近
年
、
早
期
退
職
者
が
毎
年
い
る
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
。そ
の
補
充
の
た
め
年
３
回
程
度
採
用
試

験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。令
和
８
年
度
も
退
職
者

の
穴
埋
め
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
現
在

10
月
1
日
採
用
を
目
指
し
、採
用
試
験
を
実
施
中

で
す
。人
口
1
’0
0
0
人
規
模
の
持
続
可
能
な

循
環
型
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
も
、
職
員

の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
必
要
で
あ
り
、
早
期
に
解
決
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。引
き

続
き
採
用
試
験
を
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
、
職

員
数
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
よ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り

高
め
る
た
め
に
、人
事
評
価
に
つ
き
ま
し
て
、勤
勉

手
当
等
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
新
規
採

用
職
員
へ
の
人
材
育
成
に
つ
き
ま
し
て
も
、
日
々

の
業
務
上
の
各
課
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
む
ら

づ
く
り
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
若
手
部
会
の
活
動
を
継
続
し

て
お
り
ま
す
。政
策
立
案
等
に
つ
い
て
人
材
育
成

に
繋
げ
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

問
　
あ
る
村
民
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。役
場
へ
尋

ね
た
い
こ
と
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
電
話
を

し
た
が
、
担
当
者
が
休
み
の
た
め
、
明
日
に
し
て

く
れ
ま
せ
ん
か
と
返
事
を
さ
れ
た
。翌
日
行
っ
た

ら
、
担
当
者
が
出
勤
し
て
お
り
、
申
請
書
に
記
入

し
提
出
し
た
が
、
は
い
分
か
り
ま
し
た
と
言
う

が
、
そ
れ
を
受
け
付
け
て
も
ら
え
た
の
か
分
か
ら

な
い
。役
場
か
ら
公
式
な
重
要
文
書
、
例
え
ば
契

約
書
を
送
付
し
た
り
す
る
と
き
は
文
書
管
理
み

た
い
な
、発
行
し
ま
し
た
、受
け
取
り
ま
し
た
と
い

う
記
録
は
残
っ
て
い
る
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
ず
電
話
等
の
対
応
に
つ
い
て
、
最
近
の
事
例

で
い
く
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
も
必
要
に
な
っ

て
き
た
時
代
な
の
か
、
今
後
の
人
材
育
成
の
中
で

初
期
対
応
、
ま
ず
基
本
で
あ
る
電
話
対
応
で
あ
る

と
か
、そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
再
度
検
査

し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
。

　
ま
た
、
契
約
書
を
作
っ
て
郵
便
で
送
る
と
い
う

事
例
は
多
々
そ
ん
な
に
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

過
去
、
私
が
対
応
し
た
事
例
で
い
く
と
、
簡
易
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、手
続
き
上
送
っ
た
り
、あ
る

い
は
直
接
手
渡
し
た
り
対
応
し
て
き
た
、
ま
た
再

度
確
認
し
な
が
ら
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。発
送
等

の
記
録
は
全
部
控
え
て
い
ま
す
。

問
　
ど
う
す
れ
ば
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
直

る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
報
連
相
の
取
り
組

み
を
ぜ
ひ
考
え
て
ほ
し
い
。

 

答
　
村
長

　
接
遇
の
と
こ
ろ
で
基
本
に
な
る
電
話
対
応
、
ま

た
、
報
連
相
、
特
に
報
告
の
部
分
は
大
切
と
思
い

ま
す
の
で
、
ま
た
改
め
て
徹
底
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

問
　
蛇
谷
小
水
力
発
電
所
整
備
工
事
に
つ
い
て

は
、約
80
％
の
進
捗
ま
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

残
っ
て
い
る
工
事
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
、
ま
た
、

許
認
可
関
係
に
お
い
て
何
が
許
可
さ
れ
何
が
残
っ

て
い
る
か
。こ
の
前
全
員
協
議
会
で
11
月
ご
ろ
か

ら
試
験
運
転
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
蛇
谷
地
区
小
水
力
発
電
施
設
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
10
月
末
ま
で
に
発
電
所
の
建
設
及
び

発
電
機
の
据
え
付
け
、
沈
砂
池
の
整
備
、
水
管
橋

部
分
の
導
水
管
の
設
置
、
系
統
接
続
を
進
め
、
11

月
か
ら
試
運
転
を
開
始
、
12
月
か
ら
運
転
の
開
始

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、台
風
６
号
に
伴
い
、

蛇
谷
川
を
含
む
北
川
村
東
部
に
お
い
て
集
中
的

な
降
雨
が
発
生
し
、
施
工
済
み
で
あ
る
導
水
管
の

一
部
が
流
出
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
す
。６
月
４
日
及
び
５
日
に
現
地
調
査
を
し

て
被
災
状
況
を
把
握
し
、現
在
、対
処
方
法
、全
体

工
程
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
請
負
業
者
と
も
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
全
容
調
査
が
で

き
次
第
、
対
応
案
を
取
り
ま
と
め
、
議
会
に
も
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
許
認
可
関
係
に
つ
き
ま
し
て
、
河
川
法
に
お
い

て
は
令
和
6
年
10
月
に
許
可
、
電
気
事
業
法
に
つ

き
ま
し
て
は
同
年
11
月
に
届
け
出
、
国
有
林
野
使

用
に
つ
き
ま
し
て
令
和
7
年
1
月
に
許
可
が
完
了

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
水
車
据
え
付
け
後
の
試
験
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
請
負
業
者
及
び
水
車
メ
ー
カ
ー
が
試
験
計
画

を
策
定
し
、
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主

任
技
術
者
の
確
認
を
受
け
た
う
え
で
、
両
主
任
技

術
者
の
保
安
監
督
の
も
と
、
試
験
を
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。試
験
内
容
と
し
て
は
、
停

止
状
態
で
の
外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の

測
定
、
系
統
連
携
し
た
負
荷
運
転
で
の
安
定
運
転

の
確
認
や
必
要
な
急
負
荷
遮
断
試
験
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
試
験
記
録
を
取
り
ま
と
め
、
問
題
が
な

け
れ
ば
法
定
使
用
前
自
主
検
査
を
経
て
運
転
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
残
工
事
と
し
て
、
発
電
機
据
え
付
け
調
整
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、
予
定
で
は
８
月
ご
ろ
か
ら
搬

入
据
え
付
け
に
入
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
れ

を
ミ
ス
す
る
と
工
程
上
も
の
す
ご
く
窮
屈
に
な
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。発
電
機
と
水
路
管
と
の

取
り
付
け
箇
所
の
再
度
確
認
を
行
っ
て
、
万
全
の

体
制
で
据
付
調
整
に
入
る
こ
と
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
ま
さ
に
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
の
工
程
で

す
。発
電
機
と
導
水
管
の
取
り
付
け
箇
所
に
つ
き

ま
し
て
、
施
工
管
理
者
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
北

川
村
振
興
公
社
に
、
改
め
て
設
計
の
確
認
と
、
請

負
業
者
・
水
車
メ
ー
カ
ー
と
の
間
の
調
整
を
徹

底
す
る
よ
う
指
示
し
、
情
報
連
携
を
図
り
な
が
ら

円
滑
に
施
工
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
令
和
８
年
６
月
６
日
の
高
知
新
聞
で
、
北
川

村
全
電
力
地
産
地
消
へ
と
の
見
出
し
で
小
水
力

発
電
に
つ
い
て
、
村
長
と
担
当
職
員
へ
の
聞
き
取

り
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
北

川
村
振
興
公
社
が
運
転
管
理
し
、電
源
開
発
の
技

術
支
援
を
受
け
る
と
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

現
在
電
源
開
発
よ
り
１
人
出
向
で
来
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
こ
の
方
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
ほ
か
に
支
援
を
依
頼
す
る
つ
も
り

な
の
か
。

 

答
　
村
長

　
取
材
で
は
、
共
同
提
案
者
で
あ
る
電
源
開
発
の

関
わ
り
を
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。議
論
当
初
の
議

会
・
役
場
等
へ
の
勉
強
会
で
の
協
力
や
、
公
社
へ

の
出
向
と
い
う
形
で
の
技
術
的
支
援
、
平
鍋
地
区

小
水
力
発
電
所
に
係
る
技
術
的
支
援
こ
れ
ら
を

例
示
し
た
も
の
で
す
。

問
　
と
い
う
こ
と
は
新
し
く
何
ら
か
の
形
で
電
源

開
発
株
式
会
社
に
依
頼
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
当
初
の
予
定
で
は
12
月
か
ら
運
転
と
い
う
こ

と
で
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
運
転
開
始
後

の
設
備
保
守
点
検
に
伴
う
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
公
社
の
人
員
構
成
等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。ま
た
、
保
守
点
検
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
点
検
項
目
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
く
か
な

ど
、
運
用
開
始
ま
で
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
運
転
開
始
後
の
設
備
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
蛇
谷
川
水
力
発
電
所
の
保
安
規
定
に
基
づ

き
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
ず
、
日

常
巡
視
に
つ
い
て
で
す
が
、
一
般
社
団
法
人
北
川

村
振
興
公
社
で
複
数
人
の
体
制
を
組
み
、
順
次
巡

回
方
式
に
よ
り
実
施
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。遠
隔

監
視
に
つ
き
ま
し
て
は
、
遠
隔
監
視
を
活
用
し
つ

つ
、
取
水
状
況
や
発
電
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
１
日
か
ら
１
週
間
程
度
の
周
期
で
運
転
中
の

電
気
設
備
、
周
辺
状
況
等
を
巡
回
し
、
目
視
、
嗅

覚
、
聴
覚
に
よ
り
異
常
の
有
無
を
点
検
し
、
チ
ロ

リ
ア
ン
ス
ク
リ
ー
ン
の
ご
み
詰
ま
り
が
あ
れ
ば
適

宜
撤
去
等
の
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
点
検
作
業
・
運
用
方
法
を

整
理
し
た
維
持
管
理
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
も

同
時
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
た
同
規
定
に
基
づ
き
、
法
定
点
検

で
あ
る
月
次
点
検
や
年
次
点
検
と
し
て
、
電
気
主

任
技
術
者
及
び
ダ
ム
水
路
主
任
技
術
者
に
よ
る

外
観
点
検
や
接
地
・
絶
縁
関
係
の
測
定
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。そ
の
他
、
電
気
事
故
そ
の
他
の

異
常
が
発
生
し
た
と
き
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
両
技
術
者
及
び
振
興
公
社

に
よ
る
臨
時
点
検
を
行
い
、
再
発
防
止
及
び
事
故

の
未
然
防
止
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

問
　
た
だ
、
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
は
ゲ
リ
ラ

豪
雨
が
来
た
と
き
に
、
い
か
に
こ
の
遠
隔
監
視
で

見
て
い
く
か
、
分
か
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
雨
量

計
も
し
く
は
上
流
に
対
し
て
の
簡
易
な
水
位
計

を
つ
け
て
、そ
の
デ
ー
タ
を
持
っ
て
き
て
徐
々
に
上

が
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
も
の
も
考

え
た
ら
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
突
発
性
で
言
い
ま
し
た
ら
、
直
近
で
台
風
の
案

件
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
や
は
り
そ
こ
は
気
を

つ
け
て
い
く
べ
き
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。ま
た

上
流
の
水
位
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
源
開
発
さ

ん
の
ほ
う
が
い
く
ば
く
か
持
た
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
協
議
を
し

て
そ
の
数
値
と
か
も
い
た
だ
け
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
条
　
例
◇

北
川
村
小
水
力
発
電
事
業
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
小
水
力
発
電
事
業
で
生
じ
た
剰
余
金
を
小
水

力
発
電
事
業
の
将
来
の
維
持
管
理
や
更
新
な
ど

の
財
源
に
充
て
る
た
め
、制
定
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
８
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
４
月
の
定
期
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
及
び

脱
炭
素
事
業
の
推
進
の
た
め
小
水
力
発
電
施
設

整
備
に
要
す
る
経
費
等
を
計
上
す
る
も
の
。

↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
８
年
度
北
川
村
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
の
還
付

に
要
す
る
経
費
を
計
上
す
る

も
の
。

↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

‥

議
案
審
議‥

◇
報
　
告
◇

令
和
７
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
1
3
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法

施
行
令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令

和
７
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
。

令
和
７
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
公
営
企
業
法
第
26
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、
同
条
第
３
項

の
規
定
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
北
川
村
簡
易
水
道

事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
、

報
告
す
る
も
の
。

宗
ノ
上
地
区
小
水
力
発
電
施
設

整
備
工
事
請
負
契
約
変
更
の

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
契
約
日（
議
決
日
） 

令
和
７
年
７
月
30
日

　
契
約
の
相
手 

　
田
所
・
金
本
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

代
表
者
　
有
限
会
社
田
所
建
設

代
表
取
締
役 

田
所
謙
二

　
変
更
前
の
請
負
金
額

 

8
7
4
’5
0
0
’0
0
0
円

（
消
費
税
7
9
’5
0
0
’0
0
0
円
を
含
む
）

　
変
更
後
の
請
負
金
額

 

8
7
9
’0
7
6
’0
0
0
円

一般会計（第1号） 140,003千円 4,125,215 千円

国民健康保険特別会計（第1号） 300千円 206,646 千円

  補正額会計名     補正後の額

■令和8年度　補正予算

1819



令
和
８
年
３
月
議
会
以
降
の
岩
垣
實
男
議
長
会
務
報
告

3
月
10
日（
火
）

3
月
11
日（
水
）

3
月
12
日（
木
）

　
〜
13
日（
金
）

3
月
16
日（
月
）

3
月
19
日（
木
）

3
月
20
日（
金
）

3
月
21
日（
土
）

3
月
24
日（
火
）

3
月
26
日（
木
）

3
月
30
日（
月
）

3
月
31
日（
火
）

4
月
4
日（
土
）

4
月
7
日（
火
）

4
月
15
日（
水
）

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
（
北
川
村

庁
舎
）

中
学
校
卒
業
式（
中
学
校
体
育
館
）

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
（
北
川
村

庁
舎
）

高
知
東
部
森
林
組
合
新
事
務
所
見
学

会（
高
知
東
部
森
林
組
合
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例
会
（
中
芸

広
域
連
合
体
育
館
）

小
学
校
卒
業
式（
中
学
校
体
育
館
）

み
ど
り
保
育
所
卒
園
式
（
み
ど
り
保

育
所
）

全
員
協
議
会
事
前
説
明
（
北
川
村
庁

舎
）

第
1
回
ご
め
ん
・
な
は
り
線
活
性
化

協
議
会
総
会（
安
芸
市
役
所
）

令
和
8
年
第
1
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会

定
例
会
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛

光
園
）

東
洋
町
・
馬
路
村
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト

勉
強
会（
北
川
村
庁
舎
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

令
和
8
年
度
北
川
村
戦
没
者
追
悼
式

（
遺
族
会
館
）

安
芸
土
木
事
務
所
長
挨
拶
（
北
川
村

庁
舎
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動（
村
内
）

高
知
東
部
森
林
組
合
新
事
務
所
竣

工
式（
高
知
東
部
森
林
組
合
）

小
中
学
校
運
動
会
（
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
）

令
和
７
年
度
奈
半
利
川
水
利
対
策
協

議
会
会
計
監
査（
北
川
村
庁
舎
）

高
知
県
市
長
会
と
町
村
会
と
の
共
催

に
よ
る
講
演
会
（
ザ 

ク
ラ
ウ
ン
パ
レ

ス
高
知
）

香
南
市
議
長
・
副
議
長
挨
拶
（
北
川

村
庁
舎
）

中
芸
地
区
商
工
会
第
21
回
通
常
総

会（
田
野
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

安
芸
土
木
事
務
所
打
ち
合
わ
せ
（
北

川
村
庁
舎
）

全
員
協
議
会
事
前
説
明（
北
川
村
庁
舎
）

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総

会（
奈
半
利
町
役
場
）

令
和
８
年
度
安
芸
地
区
地
域
安
全
協

会
総
会（
安
芸
警
察
署
）

令
和
８
年
度
町
村
議
会
議
長
・
副
議

長
研
修
会 

（
東
京
都
／
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

一
般
質
問
確
認（
北
川
村
庁
舎
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
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て
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ま
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か
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　６月某日、株式会社タカラ塗装様のご厚意により、北川小学校の遊
具のボランティア塗装を行っていただきました。
　当日は、ジャングルジム・すべり台・うんてい・鉄棒・ブランコが、鮮や
かな色彩に塗り替えられ、見違えるように美しく生まれ変わりました。
　きれいになった遊具では、子どもたちが活発に遊ぶ様子が見られま
す。地域を支える温かいお心遣いに、心より感謝申し上げます。

遊具が鮮やかに生まれ変わりました

生まれ変わったブランコ



みなさんは、貯めたお金をすぐに使いたい派ですか。それとも貯めておきたい派でしょうか。
実は６月の活動の中で、模擬会社のお金を今使って新たなお金を生み出したいという意見と、この先必要

になるであろう時まで温存しておきたいという意見に分かれました。お互いがそれぞれ意見を言い合い、
相手の言いたいことも分かるけれど、自分はこう思っているという議論が白熱し、気付けば１時間ほど話し
合いをしていました。どうなるだろうかと少しワクワクしながら見守っていたところ、最終的にはお互いが
納得できるような意見に落ち着き、話し合いは無事終了。メリットもデメリットも出し合いつつ、合意形成
を図ることができたことに成長を感じました。これからも意見が違ったときこそ、どんどん意見をぶつけ
合って議論を深めてほしいと思います。

今年度は納涼祭や日曜市に出店すること、クルーズ船のお客さんにPRをすること、
オリジナルグッズ作成、LINEスタンプ第二弾作成など、いろいろと挑戦してみたいとこが
挙がっています。村内で活動されている方や役場の観光担当の方が塾の活動を見に来てくださることも
あり、そこでいただくお話を聞いて、またメンバーの思いが膨らんでいきます。北川村PRプロジェクトが
始まって以来、ずっと掲げている「北川村をより多くの方に知ってもらう」という目標に向かう
過程で、さまざまな体験や経験をしてほしいと思っていますので、ぜひどなたでもお気軽に活動を見に
来ていただき、メンバーにお声をかけていただけたらうれしいです。

北川村教育委員会
公営塾「知らんけど」
担当：山本・北川

北川村教育委員会
公営塾「知らんけど」
担当：山本・北川

教育委員会の
　　noteに⇨
毎回の活動の
様子を載せています。
ぜひご覧ください。

2021



モネ
の お知らせお知らせ
からの

■開催期間：2026年9月5日（土）～9月27日（日）
■会　　場：フローラルホール
■入 場 料：無料　■写真家在廊日：土・日・9/21（月・祝）

赤だけじゃない多彩な色
の彼岸花（リコリス）が咲
き誇ります。庭はゆっくり
と秋の風景へ。

森に恋焦がれた天然写真
家、三十余年の集大成！写
真集収録作品を中心に約
30点を展示し、四国に残
るわずかな原生林に宿る、
貴重で豊かな生命の輝き
を実感していただけます。

秋の特別企画
リコリス・リコリス
（見ごろは9月下旬頃まで）

9月19日（土）～9月23日（水・祝）のシルバーウイーク
期間は、通常より1時間長く18:00まで営業します。秋
の夕景をゆっくりとお楽しみください。

（最終入園は17:30です）

FAX

【お問い合わせ】

〒781－6441
高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
https://www.kjmonet.jp/

北川村「モネの庭」マルモッタン

前田博史写真集発刊記念展 「幻生林」
四国正統派の森へ

「水の庭」リニューアル工事のお知らせ

「モネの庭 光のうつろい ─ 夏から秋へ」

また、例年は3月1日に春の開園をしておりますが、2027
年はリニューアル工事に伴い、開園日を変更いたします。
皆さまにはご不便をおかけいたしますが、より魅力的に
生まれ変わる「水の庭」を、楽しみにお待ちいただけまし
たら幸いです。

水の庭工事に伴い、今年の夜間イベント「モネの
ナイトキャンバス」は中止となります。

「水の庭」の魅力をさらに高めるため
のリニューアル工事を実施します。
園路を睡蓮の池により近づけ、水面
や睡蓮をこれまで以上に身近に感
じていただける空間へと整備しま
す。この工事により11月1日（日）から
水の庭の一部エリアへの立ち入りを
制限させていただきます。ご了承く
ださい。

■工事開始日
　2026年11月1日（日）…庭の観覧は可能です
■冬期メンテナンス休園（水の庭の工事期間） 　
　2026年12月1日(火)～2027年3月12日(金)
■春の開園
　2027年3月13日（土）

現在、スマートフォンを使ってスタンプを集める「北川村ゆずデジタルスタンプラ
リー」を開催中です。モネの庭、慎太郎館、温泉などの施設や商店、飲食店や小島橋
などの景勝地を巡ってスタンプを集め、アンケートに答えると抽選で温泉宿泊券やゆ
ず商品の詰め合わせなどが当たります。
１１月３０日（月）まで開催していますのでぜひご参加ください。

NEWS
1

北川村文化観光公社  TEL ＆ FAX 0887‒30‒1972 （スタッフ 和田・伊藤・野戸・橋本・山脇・町田・川口)

NEWS北川村文化観光公社北川村文化観光公社 ニュースニュース
北川村ゆずデジタルスタンプラリー開催中

NEWS
2
よさこい高知文化祭2026「カウントダウンカーニバル」
に参加しました。

10月から始まるよさこい高知文化祭2026のPRイベントとして８月１５日（土）に
四万十市のしまんとぴあで開催された「カウントダウンカーニバル」に参加しました。
会場では、山田太鼓や津野山神楽の披露や高知の郷土料理等の販売、餅投げが行
われました。
北川村も特産のゆずを使った加工品販売、観光PR等を行いました。「遠くまで大変
だったね」とねぎらいの言葉をいただいたり、商品を購入していただいたりしたことで
西部地域の皆さんにも北川村のことを知っていただけるきっかけになったと思います。

北 川 村 英 会 話 教 室
北川村では、下記の日程で英会話教室を開催しています。
初級と中級以上でクラス分けをしていますので、初めて英会話を始められる方も安心！
ぜひ、英会話教室に参加してみませんか？
■開催日　毎週木曜日　午後6時30分～午後7時30分
■場　所　北川村民会館2階　研修室
■講　師　CIR：マックス・ジョーンズ　 ALT：ゼイン・セリダ
■対　象　中学生以上　■参加料　無料　

英会話に関するご質問は、教育委員会までお問い合わせください。
みなさまのご参加をお待ちしております。

北川村教育委員会　植田　（TEL：３２‒１２２３）

人権相談のご案内（11月分）
■日時：11月11日(水)（午前１0時～午後３時）　
■場所：北川村総合保健福祉センター
■備考：相談は無料です。秘密は厳守されます。

　不当な差別や偏見、セクハラ・パワハラ、家庭
内暴力、いじめなど、「これは人権侵害かも？」と
一人で悩まず、まずはご相談ください。

手話教室開催中！
　村では聴覚に障がいがある方が住みやすく訪れやすい村となるよう、手話言語を学ぶ機会の確保
に努めています。その一環として、下記の日程で午後６時から保健センターで手話教室を開催してい
ます。自分の名前やあいさつ、普段何げなくする日常会話などを楽しく学んでいます。いつでもいつか
らでも参加可能ですので、興味のある方は住民課までご連絡ください。

■時間：午後6時00分～　■場所：保健センター

相手から見た表現

教室の様子

手話講座  ～ モネの庭 ～

① ② ③① ② ③

横から見た表現

10月20日（火）
11月17日（火）
12月15日（火）

令和9年 1月19日（火）
令和9年 2月16日（火）
令和9年 3月16日（火）

①指文字で「モ」「ネ」

②片手で屋根を表し

③屋根の向こうで花を
　咲かせる
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私たちの食卓に並ぶ、おいしい野菜。その背景には、何カ月もの間、天気を気にかけ手間暇を
惜しまず、愛情を注ぎ続ける生産者の大変な苦労があります。村の子どもたちは、多面的な視

点から、身近な地場産品の素晴らしさを知り、地域の産業への理解を深めるための食育活動に取り組んでいます。
６月１６日（火）は、北川小学校の２年生４人が、安芸市内のナス農家さんを訪問しました。安芸地区は冬春ナスの生
産量日本一を誇る「ナス王国」です。誰もが知る身近な野菜が、自分たちの暮らす安芸管内で数多く生産されているこ
とを誇りに感じながら、子どもたちはナスとピーマンの収穫体験に挑戦しました。農家さんから、おいしい野菜を育てる
ための工夫や生産の大変さ、野菜の栄養価について分かりやすく教えていただき、子
どもたちにとっては驚きと発見の連続となりました。収穫後、地域で活躍する「なすマ
ダム」さんのご指導のもと、採れたて野菜を使った調理実習に挑戦。自分たちの手で
収穫し、みんなで一生懸命作った料理の味は格別で、子どもたちは「包丁使うのは怖
かったけど上手にできてよかった」、「みんなで作った料理はおいしかった」と、笑顔
あふれる温かな昼食会となりました。この日に学んだ料理は後日開催した野菜パーテ
ィーで子どもたちが作り、先生や保護者の皆さんに振る舞うことができました。おい
しそうに味わってくれたことで、2年生もとてもうれしそうな表情を見せていました。
また、６月３０日（火）には、３・４年生を対象に、ＪＡ安芸支部からミョウガの生産
農家さんを招き、出前授業が行われました。地域の特産品に触れ、その収穫から出荷
までの過程を学ぶことは、地域の産業や、農業の大変さを知り、生産者への感謝の
心を育む貴重な経験となりました。
今後は５月から全校で取り組んでいる「稲作体験」で出た藁（わら）と、３・４年生

が学んだ「ミョウガ（薬味）」を結びつけ、高知の郷土料理である「鰹のわら焼きタタ
キ作り」の学習へとつなげていく予定です（11月頃）。
地域と深く関わり、地場産品に触れる活動は、子どもたちにとって食べものを大切

にする「感謝の心」を育む大切な一歩となります。温かくご指導いただいた地域の皆
さま、本当にありがとうございました。

～地域の特産品に触れてみよう！～～地域の特産品に触れてみよう！～食育通信
北川村教育委員会
Vol.4

食育通信
北川村教育委員会
Vol.4

ひ がしこうちだより
こんにちは！ひがしこうちの地域おこし協力隊、松村春恵です。
「県版地域おこし協力隊」として、ひがしこうちの観光を盛り上げるべく「高知県東部観光協議会」で
活動していますので、どうぞよろしくお願いします！

夫婦で人気のYoutuber「ライクサタデー」さんが今年も
来てくれました！好評だった一昨年の中芸編、昨年の東洋・
室戸編に続き、今回巡ったのは芸西・安芸エリア。海や陶芸
体験、地元グルメや旬の果物など、とにかく楽しそうなお２
人の様子と共に、ひがしこうちの魅力がたっぷり伝わる動
画となっています！動画は右上のQRコードから、ぜひ見てみ
てくださいね。

当協議会では、より良い観光地域づくりのため、住民の皆さ
まを対象としたアンケートを行っています。皆さまの知っている
地域の魅力や観光に対する率直な思いをお聞かせください。
　いただいたご意見は住民の方と観光客の方の双方にとって
より良い観光地域づくりのために活用させていただきます。　
左下のQRコードから、ぜひご意見をお聞かせください！

一般社団法人 高知県東部観光協議会
〒784-0042 高知県安芸市土居82－１　安芸市役所内
TEL：0887-34-0866　FAX：0887-34-0865

■ 人気Youtuberのひがしこうち旅動画
公開中！

あなたの知っている「ひがしこうち」を教えてください！

回答いただいた方の中から抽選で
「ひがしこうちの素敵なもの」が
当たります！
※当選の発表は発送をもって代えさせていた
　だきます。

HPなどはこちら

南国年金事務所のご案内

相談日 時　間 場　所

9月24日（木） 11:00～12:00
13:00～15:00

10:00～12:00
13:00～15:00 安芸市防災センター10月1日（木）

室戸市役所

相談日 時　間 場　所

10月22日（木） 11:00～12:00
13:00～15:00

10:00～12:00
13:00～15:0011月  5日（木） 安芸市防災センター

室戸市役所

■ 受  付  時  間 ●月曜日～金曜日 8：30～17：15
 ●週明けの開所日 8：30～19：00
 ●第2土曜日 9：30～16：00
■ 休　  業　  日 土、日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）
■ ご連絡・予約先 ℡088 -864 -1111（ナビダイヤル）
 ※長時間お待たせすることがないよう、予約をおすすめします。

◆出張年金相談日程

年・金・だ・よ・り

年金生活者支援給付金制度について

対象となる方

請求手続き

■老齢基礎年金を受給している方

■年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話ください。

『給付金専用ダイヤル』
　０５７０－０５－４０９２（ナビダイヤル）

■障害基礎年金・遺族基礎年金を
　受給している方

　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入やその他の所得額が一定基準額以下の、年金受給者の生
活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が実施します。

以下の要件をすべて満たしている必要があります
　65歳以上である
　世帯員全員が市町村民税が非課税となっている
　年金収入額とその他所得額の合計が約93万円以下である

①新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただける方
　お受け取りの対象になる方には、日本年金機構から９月初旬頃から、請求可能な旨のお知らせを送付
します。
　同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）に記入し提出してください。令和９年１月４日までに請
求手続が完了しますと、令和８年１０月分からさかのぼって受け取ることができます。
②年金を受給しはじめる方
　年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。

日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。
　日本年金機構や厚生労働省から、電話でお客様の家族構成や金融機関の口座番号・暗証番号をお聞
きしたり、手数料などの金銭を求めることもありません。

以下の要件を満たしている必要があります
　前年の所得額が約492万円以下である

年金生活者支援給付金　検索

請求手続きは
お早めに！

ナスの収穫に挑戦（小学2年生）

調理実習の様子（小学2年生）
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今後は５月から全校で取り組んでいる「稲作体験」で出た藁（わら）と、３・４年生

が学んだ「ミョウガ（薬味）」を結びつけ、高知の郷土料理である「鰹のわら焼きタタ
キ作り」の学習へとつなげていく予定です（11月頃）。
地域と深く関わり、地場産品に触れる活動は、子どもたちにとって食べものを大切
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「県版地域おこし協力隊」として、ひがしこうちの観光を盛り上げるべく「高知県東部観光協議会」で
活動していますので、どうぞよろしくお願いします！

夫婦で人気のYoutuber「ライクサタデー」さんが今年も
来てくれました！好評だった一昨年の中芸編、昨年の東洋・
室戸編に続き、今回巡ったのは芸西・安芸エリア。海や陶芸
体験、地元グルメや旬の果物など、とにかく楽しそうなお２
人の様子と共に、ひがしこうちの魅力がたっぷり伝わる動
画となっています！動画は右上のQRコードから、ぜひ見てみ
てくださいね。

当協議会では、より良い観光地域づくりのため、住民の皆さ
まを対象としたアンケートを行っています。皆さまの知っている
地域の魅力や観光に対する率直な思いをお聞かせください。
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あなたの知っている「ひがしこうち」を教えてください！

回答いただいた方の中から抽選で
「ひがしこうちの素敵なもの」が
当たります！
※当選の発表は発送をもって代えさせていた
　だきます。
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 ※長時間お待たせすることがないよう、予約をおすすめします。

◆出張年金相談日程

年・金・だ・よ・り

年金生活者支援給付金制度について

対象となる方

請求手続き

■老齢基礎年金を受給している方

■年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話ください。
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■障害基礎年金・遺族基礎年金を
　受給している方

　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入やその他の所得額が一定基準額以下の、年金受給者の生
活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が実施します。

以下の要件をすべて満たしている必要があります
　65歳以上である
　世帯員全員が市町村民税が非課税となっている
　年金収入額とその他所得額の合計が約93万円以下である

①新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただける方
　お受け取りの対象になる方には、日本年金機構から９月初旬頃から、請求可能な旨のお知らせを送付
します。
　同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）に記入し提出してください。令和９年１月４日までに請
求手続が完了しますと、令和８年１０月分からさかのぼって受け取ることができます。
②年金を受給しはじめる方
　年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。

日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。
　日本年金機構や厚生労働省から、電話でお客様の家族構成や金融機関の口座番号・暗証番号をお聞
きしたり、手数料などの金銭を求めることもありません。

以下の要件を満たしている必要があります
　前年の所得額が約492万円以下である
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尚さんのかかしさん一斉嫁入り♡&『いこいの里』の
Newシンボル！  小屋の新築が始まります！

北部地区集落支援員の吉永みことです。
北部地区のアイディアマンが集落を元気にしたいと作り始めて100体以上にもなった『尚

さんのかかしさんたち』が、7月10日無事に一斉お嫁入りすることができました！
話を聞いて現地まで駆けつけてくださったのは、コスモス畑が有名な奈半利町平地区の皆さん！
実は数年前に「かかしの作り方を教わりたい」と、お声掛けいただいたことをきっかけに交流が生まれていました。

今回の嫁入り企画を聞いて、かかしさんたちをお迎えするために平地区内の倉庫を片付けて、トラック3台で4人の方
が準備万端で来てくださいました。
尚さんお気に入りの数体のかかしさんたちを除いて全てのかかしさんたちと、全国ネットで紹介

されてから「良かったらかかしさんの衣装に使ってください」と送ってくださる着物や扇子などの小
道具も全てまとめて譲り受けてくださり、トラックの荷台から助手席までいっぱいに積み込みました。
秋のコスモスが咲く季節には、平地区で既に活躍しているかかしさんたちと一緒に並んで、多くの方々に見ていた

だけるようになるとのことです♪「見に行くのも楽しみやね♡」「ぜひ遊びに寄ってください！」と、これまでも集落活動
に勤しんできた地元愛あふれた住民さん同士でお話も盛り上がり、手放す寂しさよりも次の楽しみや新たなつながり
を感じられるようなすてきな嫁入りでした♡
そしてもう一つご報告。
道路拡張工事の影響でこれまでの活動拠点の小屋（元、ゆず集出荷場）の取り壊しが決まり、「（昨年の）春には

スタートするかな？」と話題になってから１年以上となっておりますが、いよいよスタートします！
1年の待機期間に再度構想を練り直したことや、お花見が予定より多く開催できて「桜が今年まで見れたね (̂̂)」と、

お話ししたことなど、悪いことばかりではなかったのではないのかなと感じます。
取り壊し日程までの片付けや周辺整備を連日行い、7月18日には小屋内の荷物の運び出し、ふるさと納税返礼品

を出荷している自生苔の作業保管スペースの移設など、大掛かりな作業を集落で活躍している新規就農生たちにも
力を貸していただいたおかげで工事前の準備が無事に整いました！
ゆず収穫シーズンが終わった頃には、『いこいの里』の新たなシンボルとなる新小屋が完成している予定なので、

暖かい新小屋で焼き芋畑のサツマイモをみんなで食べながら新小屋お披露目 & ゆずシーズンお疲れさま忘年会が
できると良いなぁと思います (̂̂)/★♪

私の幼少期の中芸のゆずは、今とは少し違う風景だったなあと思い出すときが
あります。ゆずの木は日当たりが悪くても育つ分、日差しを求めて高く高く成長し
ます。今は高いところにある実を高枝バサミで1つずつ採りますが、当時は長い棒
の先のフックを枝や実の根元に引っ掛けて、ゆすったり引っ張ったりして落として
いました。そして、フックをひっかけてゆすっても落ちないし高枝バサミも届かな
いときは、一番大きなはしごに登って高枝バサミで採っていました。これらの作業
は力仕事なため、父や祖父の担当でした。私や妹の仕事は落ちたゆずの実を拾う
ことで、土の袋を再利用して作った収穫袋をいかに素早く満杯にできるかを工夫
しながら作業するのが楽しかったものです。母や叔母たちは家で搾り器や貯蔵用
の樽、搾った後詰める瓶の準備もしてくれていて、収穫したゆずを持って帰ったら
機械にひたすら投入し、大きな樽がいくつもいっぱいになるのが我が家の風物詩
でした。
近頃のゆず農家さんは木の高さ

も調節して育てているそうで、高枝
バサミで採れるくらいの高さの木が増えています。また、幼少のころは
安田町でゆず栽培をしているところは少なく、今、安田川アユおどる清
流キャンプ場や味工房じねんの周辺にゆず畑が広がっているのを見る
と、時代は変わっていってるんだなあと感じます。魚梁瀬森林鉄道は敷
設開始から終焉まで５０年ちょっとでした。そう考えると、ゆずはもうか
なりの歴史があります。文化や風景が変わっても、地域を代表する
「あってあたりまえ」の産業があり続けるといいな、と思います。

しゅうえん

集落支援員日記集落支援員日記

ご冥福をお祈りしますご冥福をお祈りします

  氏　名 年齢 地区 死亡月日

立見　哲男 79 野友角木 6月  2日
植田　春子 94 小島 6月  5日
門田　隆博 76 野友角木 7月12日

昨年度刷新した日本遺産ゆずとりんてつのパンフレットの英訳
版を作成しました。構成文化財名の翻訳や、日本の歴史をあまり知
らない方にも分かるような説明に少々苦労しましたが、海外の方
にも中芸地域を知っていただけるよう、日本遺産ゆずロードミュー
ジアムへの配架、観光施設やイベント出展での配布を行っていき
ます。
お知り合いなどへお渡ししたい場合は、協議会事務局へご連絡

ください。

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～ 中芸地域の日本遺産魅力発信便り Vol .110～

お問い合わせ先：
中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（安田町役場日本遺産推進室内）
TEL：0887-30-1865  FAX：0887-30-1866
メール：yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：https://yuzuroad.jp/ ゆずとりんてつ 検 索

日本遺産
第３号認定
登録番号051

Web Facebook Instagram X（Twitter）

【英語版パンフレットを作成しました】

コラム ● 中芸のゆずの移り変わり ●

低く整えられたゆず畑

ゆずの木は高さ10ｍになることも

　慎太郎学習会
　　令和８年度の慎太郎学習会は下記のとおり開催予定と
なっております。

第4回 『薩長融和に奮闘する中岡慎太郎～慶応2年（1866）の手紙から～』
　この時期の手紙から長州が薩摩に抱く不安を慎太郎がど
うやってほぐしていったのか読み解きます。
■日　時：令和8年11月15日（日）13：30～15：00

【開催予定】■会　場：中岡慎太郎生家
　　　　　■参加費：一服500円（茶菓子付き）
　　　　　■亭　主：中村　武志

第3回 『薩長盟約締結にむけて～慶応元年（1865）の手紙から～』
　この時期の手紙から薩摩に強い不信感を抱く長州をどう
やって説得したのか、慎太郎の交渉術を読み解きます。
■日　時：令和８年9月20日（日）13：30～15：00

中岡慎太郎先生顕彰会だより 　特定非営利活動法人
中岡慎太郎先生顕彰会  0887-38-2413

　慎太郎茶会　
　　次回の慎太郎茶会は下記のとおり開催いたしま
す。お茶会席の他にもたて出し席もご用意しております
ので、慎太郎の生家でおいしいお抹茶をお気軽にお楽
しみください♪

【開催予定】 ■会　場：中岡慎太郎館2階　多目的ホール
　　　　　 ■講　師：豊田満広学芸員

『～仲秋～ 慎太郎茶会』　　
■日　時：令和8年9月27日（日）   10：00～15：00

『～墓前祭～ 慎太郎茶会』  
■日　時：令和8年11月17日（火） 10：00～15：00
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尚さんのかかしさん一斉嫁入り♡&『いこいの里』の
Newシンボル！  小屋の新築が始まります！

北部地区集落支援員の吉永みことです。
北部地区のアイディアマンが集落を元気にしたいと作り始めて100体以上にもなった『尚

さんのかかしさんたち』が、7月10日無事に一斉お嫁入りすることができました！
話を聞いて現地まで駆けつけてくださったのは、コスモス畑が有名な奈半利町平地区の皆さん！
実は数年前に「かかしの作り方を教わりたい」と、お声掛けいただいたことをきっかけに交流が生まれていました。

今回の嫁入り企画を聞いて、かかしさんたちをお迎えするために平地区内の倉庫を片付けて、トラック3台で4人の方
が準備万端で来てくださいました。
尚さんお気に入りの数体のかかしさんたちを除いて全てのかかしさんたちと、全国ネットで紹介

されてから「良かったらかかしさんの衣装に使ってください」と送ってくださる着物や扇子などの小
道具も全てまとめて譲り受けてくださり、トラックの荷台から助手席までいっぱいに積み込みました。
秋のコスモスが咲く季節には、平地区で既に活躍しているかかしさんたちと一緒に並んで、多くの方々に見ていた

だけるようになるとのことです♪「見に行くのも楽しみやね♡」「ぜひ遊びに寄ってください！」と、これまでも集落活動
に勤しんできた地元愛あふれた住民さん同士でお話も盛り上がり、手放す寂しさよりも次の楽しみや新たなつながり
を感じられるようなすてきな嫁入りでした♡
そしてもう一つご報告。
道路拡張工事の影響でこれまでの活動拠点の小屋（元、ゆず集出荷場）の取り壊しが決まり、「（昨年の）春には

スタートするかな？」と話題になってから１年以上となっておりますが、いよいよスタートします！
1年の待機期間に再度構想を練り直したことや、お花見が予定より多く開催できて「桜が今年まで見れたね (̂̂)」と、

お話ししたことなど、悪いことばかりではなかったのではないのかなと感じます。
取り壊し日程までの片付けや周辺整備を連日行い、7月18日には小屋内の荷物の運び出し、ふるさと納税返礼品

を出荷している自生苔の作業保管スペースの移設など、大掛かりな作業を集落で活躍している新規就農生たちにも
力を貸していただいたおかげで工事前の準備が無事に整いました！
ゆず収穫シーズンが終わった頃には、『いこいの里』の新たなシンボルとなる新小屋が完成している予定なので、

暖かい新小屋で焼き芋畑のサツマイモをみんなで食べながら新小屋お披露目 & ゆずシーズンお疲れさま忘年会が
できると良いなぁと思います (̂̂)/★♪

私の幼少期の中芸のゆずは、今とは少し違う風景だったなあと思い出すときが
あります。ゆずの木は日当たりが悪くても育つ分、日差しを求めて高く高く成長し
ます。今は高いところにある実を高枝バサミで1つずつ採りますが、当時は長い棒
の先のフックを枝や実の根元に引っ掛けて、ゆすったり引っ張ったりして落として
いました。そして、フックをひっかけてゆすっても落ちないし高枝バサミも届かな
いときは、一番大きなはしごに登って高枝バサミで採っていました。これらの作業
は力仕事なため、父や祖父の担当でした。私や妹の仕事は落ちたゆずの実を拾う
ことで、土の袋を再利用して作った収穫袋をいかに素早く満杯にできるかを工夫
しながら作業するのが楽しかったものです。母や叔母たちは家で搾り器や貯蔵用
の樽、搾った後詰める瓶の準備もしてくれていて、収穫したゆずを持って帰ったら
機械にひたすら投入し、大きな樽がいくつもいっぱいになるのが我が家の風物詩
でした。
近頃のゆず農家さんは木の高さ

も調節して育てているそうで、高枝
バサミで採れるくらいの高さの木が増えています。また、幼少のころは
安田町でゆず栽培をしているところは少なく、今、安田川アユおどる清
流キャンプ場や味工房じねんの周辺にゆず畑が広がっているのを見る
と、時代は変わっていってるんだなあと感じます。魚梁瀬森林鉄道は敷
設開始から終焉まで５０年ちょっとでした。そう考えると、ゆずはもうか
なりの歴史があります。文化や風景が変わっても、地域を代表する
「あってあたりまえ」の産業があり続けるといいな、と思います。

しゅうえん

集落支援員日記集落支援員日記

ご冥福をお祈りしますご冥福をお祈りします

  氏　名 年齢 地区 死亡月日

立見　哲男 79 野友角木 6月  2日
植田　春子 94 小島 6月  5日
門田　隆博 76 野友角木 7月12日

昨年度刷新した日本遺産ゆずとりんてつのパンフレットの英訳
版を作成しました。構成文化財名の翻訳や、日本の歴史をあまり知
らない方にも分かるような説明に少々苦労しましたが、海外の方
にも中芸地域を知っていただけるよう、日本遺産ゆずロードミュー
ジアムへの配架、観光施設やイベント出展での配布を行っていき
ます。
お知り合いなどへお渡ししたい場合は、協議会事務局へご連絡

ください。

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～ 中芸地域の日本遺産魅力発信便り Vol .110～
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田野病院だより

睡眠時無呼吸症候群（SAS）とは、眠っている間に呼吸が何度も止まったり浅くなったりする病気です。本人
は気づかないことが多いですが、睡眠中に酸素不足となり、脳や体が何度も目を覚まそうとするため、十分に
眠れなくなります。その結果、日中の強い眠気やだるさ、集中力の低下、朝の頭痛などが起こります。
この病気は決して珍しいものではありません。大きないびきをかく人や、家族から「寝ているときに呼吸が止まっ
ている」と言われたことがある人は注意が必要です。また、肥満やあごの形、寝る姿勢、飲酒などが原因とな
ることがあります。子どもでも発症することがあり、主な原因は扁桃腺の肥大によるものが多いですが、学習
能力の低下やおねしょ、落ち着きのなさなどが見られる場合があります。
睡眠時無呼吸症候群を放置すると、高血圧や糖尿病、心臓病、脳卒中などの病気につながることがあります。

さらに、日中の眠気による交通事故や労働災害を引き起こす危険性もあります。そのため、早めの発見と治療
が大切です。
検査には、自宅で行う簡易検査と、病院で１泊して行う精密検査（PSG）があります。PSGでは、呼吸や脳波、
心電図、血液中の酸素濃度などを測定し、睡眠の状態や無呼吸の程度を詳しく調べます。検査結果をもとに、
専門スタッフが重症度を評価します。
治療法には、就寝中にマスクを装着して空気を送り込む「CPAP療
法」、マウスピースを使う治療、原因によっては手術などがあります。
適切な治療を受けることで、眠気や疲労感が改善し、生活の質の向
上が期待できます。
「いびきが大きい」「昼間によく眠くなる」など気になる症状がある
場合は、早めに医療機関へ相談しましょう。家族や周囲の人が気づい
て声をかけることも、早期発見につながります。十分な睡眠と健康な
毎日のために、睡眠時無呼吸症候群について正しく知り、必要な検査
や治療を受けることが大切です。

睡眠時無呼吸症候群（SAS）を
知っていますか？ ～検査と治療の大切さ～

田野病院  臨床検査部  濵渦　慎哉 （臨床検査技師） 

CPAPマスク

9月 不眠症

不 眠症
みなさんはぐっすり眠れていますか？日本は他国と比較して睡眠時間が短

く、睡眠について問題を抱える人が多くいます。睡眠障害の中で最も多いのが
「不眠症」です。不眠は生活パフォーマンスや心身の健康に影響します。みなさ
んも自身の睡眠について振り返ってみましょう。

【睡眠の役割】
・脳と身体を休める。
・疲労回復
・記憶の定着
・成長ホルモンの分泌
・免疫機能の強化
・ストレス緩和
　　　　など

※その他にも睡眠障害として
・過眠症（ナルコレプシーなど）
・睡眠時無呼吸症候群
・睡眠時随伴症（夢遊病など）
・その他（てんかん発作など）

があります。

【睡眠の種類】
◎ノンレム睡眠
深い眠りを指します。
脳と身体の休息時間で、体温や呼吸数・脈拍などが下がります。
◎レム睡眠
浅い眠りを指し、記憶や心の整理を行います。
身体は休息状態にありますが、
脳は覚醒しているので、夢を見ることが多いです。

【不眠の原因】
・ストレス（交感神経が優位になりリラックスできない）
・不規則な生活（交代勤務や夜更かしなどで、体内時計が乱れる）
・体や心の病気（息苦しさやうつ病など）
・環境（騒音・明るすぎる光・寒さや暑さ）
・ニコチン（タバコに含まれており、覚醒作用あり）
・カフェイン（コーヒー、紅茶、エナジードリンク等に含まれ覚醒作用あり）

【不眠症とは】
入眠障害（寝つきが悪い）・中途覚醒（眠りが浅く途中で何度も目が覚める）・早朝覚醒（早朝に目覚めて二度寝がで

きない）などの睡眠問題があり、そのために日中に倦怠感・意欲低下などの不調が出現する病気（厚生労働省より）

【ぐっすり眠るためのポイント】
成人では6時間以上の睡眠を確保できるように努めることを推奨しています。高齢者は加齢とともに
必要な睡眠時間が少なくなります。眠れないときは、一度寝床から離れてリラックスタイムをつくること
をお勧めします。

就寝前はリラックスする
就寝１～２時間前に38～40度
のぬるめのお湯につかると、
体が温まり眠気が強くなる。

眠りを妨げるものは控える
就前3~4時間のアル
コールやカフェイン
摂取は控える。

就寝1時間前より照明を
おとし、明るい光を避ける
テレビや携帯電話などの光は脳を
興奮させるため使用は控える。

夜のお酒は晩酌程度に
寝る前のお酒は眠りを浅くさせ
ます。1日ビール中瓶1本
（500㎖）程度が目安。

朝一定の時刻に起床する
起床したら太陽の
光を浴びて体内時
計を整える。

規則正しい食事
特に朝食が重要。夕食は寝る
3時間前まで
が理想。

適度な運動
就寝3~4時間前の
ウオーキングなどの
軽い運動が最も効果的。

昼寝は30分以内で！
昼間眠たいときは、午後3時ま
でに30分以内の短い昼寝が望
ましい。
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田野病院だより

睡眠時無呼吸症候群（SAS）とは、眠っている間に呼吸が何度も止まったり浅くなったりする病気です。本人
は気づかないことが多いですが、睡眠中に酸素不足となり、脳や体が何度も目を覚まそうとするため、十分に
眠れなくなります。その結果、日中の強い眠気やだるさ、集中力の低下、朝の頭痛などが起こります。
この病気は決して珍しいものではありません。大きないびきをかく人や、家族から「寝ているときに呼吸が止まっ
ている」と言われたことがある人は注意が必要です。また、肥満やあごの形、寝る姿勢、飲酒などが原因とな
ることがあります。子どもでも発症することがあり、主な原因は扁桃腺の肥大によるものが多いですが、学習
能力の低下やおねしょ、落ち着きのなさなどが見られる場合があります。
睡眠時無呼吸症候群を放置すると、高血圧や糖尿病、心臓病、脳卒中などの病気につながることがあります。

さらに、日中の眠気による交通事故や労働災害を引き起こす危険性もあります。そのため、早めの発見と治療
が大切です。
検査には、自宅で行う簡易検査と、病院で１泊して行う精密検査（PSG）があります。PSGでは、呼吸や脳波、

心電図、血液中の酸素濃度などを測定し、睡眠の状態や無呼吸の程度を詳しく調べます。検査結果をもとに、
専門スタッフが重症度を評価します。
治療法には、就寝中にマスクを装着して空気を送り込む「CPAP療
法」、マウスピースを使う治療、原因によっては手術などがあります。
適切な治療を受けることで、眠気や疲労感が改善し、生活の質の向
上が期待できます。
「いびきが大きい」「昼間によく眠くなる」など気になる症状がある
場合は、早めに医療機関へ相談しましょう。家族や周囲の人が気づい
て声をかけることも、早期発見につながります。十分な睡眠と健康な
毎日のために、睡眠時無呼吸症候群について正しく知り、必要な検査
や治療を受けることが大切です。

睡眠時無呼吸症候群（SAS）を
知っていますか？ ～検査と治療の大切さ～

田野病院  臨床検査部  濵渦　慎哉 （臨床検査技師） 

CPAPマスク

9月 不眠症

不 眠症
みなさんはぐっすり眠れていますか？日本は他国と比較して睡眠時間が短

く、睡眠について問題を抱える人が多くいます。睡眠障害の中で最も多いのが
「不眠症」です。不眠は生活パフォーマンスや心身の健康に影響します。みなさ
んも自身の睡眠について振り返ってみましょう。

【睡眠の役割】
・脳と身体を休める。
・疲労回復
・記憶の定着
・成長ホルモンの分泌
・免疫機能の強化
・ストレス緩和
　　　　など

※その他にも睡眠障害として
・過眠症（ナルコレプシーなど）
・睡眠時無呼吸症候群
・睡眠時随伴症（夢遊病など）
・その他（てんかん発作など）

があります。

【睡眠の種類】
◎ノンレム睡眠
深い眠りを指します。
脳と身体の休息時間で、体温や呼吸数・脈拍などが下がります。
◎レム睡眠
浅い眠りを指し、記憶や心の整理を行います。
身体は休息状態にありますが、
脳は覚醒しているので、夢を見ることが多いです。

【不眠の原因】
・ストレス（交感神経が優位になりリラックスできない）
・不規則な生活（交代勤務や夜更かしなどで、体内時計が乱れる）
・体や心の病気（息苦しさやうつ病など）
・環境（騒音・明るすぎる光・寒さや暑さ）
・ニコチン（タバコに含まれており、覚醒作用あり）
・カフェイン（コーヒー、紅茶、エナジードリンク等に含まれ覚醒作用あり）

【不眠症とは】
入眠障害（寝つきが悪い）・中途覚醒（眠りが浅く途中で何度も目が覚める）・早朝覚醒（早朝に目覚めて二度寝がで

きない）などの睡眠問題があり、そのために日中に倦怠感・意欲低下などの不調が出現する病気（厚生労働省より）

【ぐっすり眠るためのポイント】
成人では6時間以上の睡眠を確保できるように努めることを推奨しています。高齢者は加齢とともに
必要な睡眠時間が少なくなります。眠れないときは、一度寝床から離れてリラックスタイムをつくること
をお勧めします。

就寝前はリラックスする
就寝１～２時間前に38～40度
のぬるめのお湯につかると、
体が温まり眠気が強くなる。

眠りを妨げるものは控える
就前3~4時間のアル
コールやカフェイン
摂取は控える。

就寝1時間前より照明を
おとし、明るい光を避ける
テレビや携帯電話などの光は脳を
興奮させるため使用は控える。

夜のお酒は晩酌程度に
寝る前のお酒は眠りを浅くさせ
ます。1日ビール中瓶1本
（500㎖）程度が目安。

朝一定の時刻に起床する
起床したら太陽の
光を浴びて体内時
計を整える。

規則正しい食事
特に朝食が重要。夕食は寝る
3時間前まで
が理想。

適度な運動
就寝3~4時間前の
ウオーキングなどの
軽い運動が最も効果的。

昼寝は30分以内で！
昼間眠たいときは、午後3時ま
でに30分以内の短い昼寝が望
ましい。

室
教
歌
短田

ん
ぼ
な
か
シ
ラ
サ
ギ
が
い
て
う
れ
し
そ
う

　
水
の
中
つ
つ
き
エ
サ
さ
が
し
て
る

山
﨑
　
昌
子

人
生
は
壮
大
な
る
暇
つ
ぶ
し
と

　
言
い
得
て
妙
は
友
の
言
な
り

内
藤
　
明
信

青
青
と
早
苗
の
び
た
ち
朝
露
あ
げ

　
田
原
一
面
き
ら
め
き
わ
た
る

浜
渦
　
静
子

雨
の
夜
は
ち
あ
き
な
お
み
を
聴
い
て
い
る

　
雨
だ
れ
の
音
染
み
る
さ
び
声

新
田
　
文
江

紫
陽
花
の
露
に
佇
む
蝸
牛

　
ふ
と
見
つ
め
て
は
時
を
忘
れ
し

中
村
　
武
志

妖
精
に
な
っ
た
気
が
す
る
寝
間
の
中

　
月
の
光
に
つ
つ
ま
れ
な
が
ら

町
田
　
き
よ

短
歌
だ
け
で
も
O
K
で
す
。

場
所
：
北
川
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
）

日
時
：
毎
月
第
一
火
曜
日

　
　
　
　  

午
前
十
時
〜
三
十
分
程
度

窓
ロ
：
柏
木
顕
彰
会
店（
中
村
ま
で
）

　
　 

　
　
０
８
８
７-

３
８-

２
４
１
３

短歌クラブ
会 員 募 集

90~120 分の
サイクルで繰り返す

2829



99
N
o. 719
Sep

2026

N
o. 719
Sep

2026

8月
29日
（
土
）
北
川
村
納
涼
祭
　
餅
投
げ

8月
29日
（
土
）
北
川
村
納
涼
祭
　
餅
投
げ

高
知
県

北
川
村
役
場

広
 報

高
知
県

北
川
村
役
場

広
 報

北
川
村
の人
口
・
世
帯
数

令
和
8年
7月
31日

現
在
　（
　
）は
前
月
比

1,138人
（
－
4）

566人
（
－
1）

572人
（
－
3）

608戸
（
－
3）

1,169人
　
　
　
 

623戸
　
　
　
 

人
　
口

　
男

　
女

世
帯
数
 

昨
年
同
期

の
総
人
口 　
  

昨
年
同
期

の
世
帯
数  

広
報
き
た
が
わ

2
026

NO.719
発
行
／
北
川
村
役
場

〒
781ｰ6441

高
知
県
安
芸
郡
北
川
村
野
友
甲
1530　　　0887ｰ32ｰ1212　　　0887ｰ32ｰ1234　　

編
集
／
総
務
課

TEL
FAX

みどり保育所

PHOTO通信

カレー作り

行 事 予 定 表

9
月
号

事　　　業 実　施　年　月　日 実  施  時  間 実施場所・備考

乳児健診・１歳６カ月 ･ ３歳児健診 10月14日(水)・11月11日(水) （受付）12:45～13:15 田野町保健センター

野 友 介 護 予 防 教 室 10月1日(木)・8日(木)・15日(木)・22日(木)・29日(木)
11月5日(木)・12日(木)・19日(木)・26日(木)   ９：３０　～ 北川村保健センター

加 茂 介 護 予 防 教 室 10月2日(金)・9日(金)・16日(金)・23日(金)・30日(金)
11月6日(金)・13日(金)・20日(金)・27日(金) １０：００　～ 加茂農業センター

久 府 付 介 護 予 防 教 室 10月7日(水)・14日(水)・21日(水)・28日(水)
11月4日(水)・11日(水)・18日(水)・25日(水) １０：００　～ 久 府 付 婦 人 の 家

柏木・崎山介護予防教室 10月1日(木)・8日(木) １３：３０　～ 柏木交流センター

野 川 さ く ら 会 10月7日(水)・14日(水)・21日(水)・28日(水)
11月4日(水)・11日(水)・18日(水)・25日(水)   ９：１５　～ 野川交流センター

長 山 せ せ ら ぎ 会 10月6日(火)・13日(火)・20日(火)・27日(火)
11月10日(火)・17日(火)・24日(火)   ９：３０　～ 長山交流センター

宗 ノ 上 介 護 予 防 教 室 10月1日(木)・8日(木)・15日(木)・22日(木)・29日(木)
11月5日(木)・12日(木)・19日(木)・26日(木) １３：３０　～ 宗 ノ 上 集 会 所

中 部 け ん こ う ク ラ ブ 10月2日(金)・9日(金)・16日(金)・23日(金)・30日(金)
11月6日(金)・13日(金)・20日(金)・27日(金)   ９：３０　～ 小 島 集 会 所

親 子 ふ れ あ い 広 場 毎週火曜日   ９：００　～ 北川村保健センター

ゆ ず み ど り 毎週火曜日   ９：００　～ 北川村保健センター




